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初出一覧

本論文は、既発表論文に修正、加筆を行ったものであり、論文の初出は以下のとおりで

ある。

序 章 書き下ろし

第１章 「屯田兵と西南戦争ー戦没者慰霊と遺族扶助ー」

『北方人文研究』１２ （北方研究教育センター ２０１９年）

第２章 「北海道と日清戦争及び台湾征服戦争ー戦没者とその慰霊ー」

『道歴研 年報』 ２０号 （北海道歴史研究者協議会 ２０１９年）

第３章 「北海道における日露戦争戦没者－その実相と北海道護国神社ー」

『日本歴史』 （ 日本歴史学会 吉川弘文館）

※投稿 査読審査中

終章 書き下ろし



＜凡例＞

１ 年代は和年号を使用した。なお、章毎に初出の場合のみ（ ）内に西暦年代を付記し

た。

２ 史料を引用する場合は、原則的に人名等の固有名詞を除き旧漢字ではなく、新漢字を

使用した。

３ 引用史料で判読できない文字は、●を使用した。
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序章

１ 本研究の課題

筆者にとっての最大の関心事は、戦争とはどのように美化しても、「人を殺し、殺され

る」ものであり、現代社会に生きる一人ひとりがその点をしっかりと認識できているか

どうか、といった点である。「戦後」はいつか「戦前」となる。現在の政治状況だからこ

そ、「戦争で人が死ぬ」といったことを、改めて考えなければなるまい。

そういった問題関心から、本稿のテーマを設定した。その上で筆者が実際に居住して

いる「北海道」をその研究対象にした。明治期ではあるが北海道に関わる人々がどのよ

うに戦争にかり出され、無念にも戦没していったのか。その復元が本稿の最大の課題で

ある。

そのために具体的には第１に北海道における戦没者の実態を可能な限り明確にする作

業から始めた。いわゆる約○○名ではなく、戦没者を「個」として捉え、その追跡を行

った。慰霊の対象は決して集団ではなく、戦没した一人ひとりが対象となるものである。

であるならば、戦没日、所属部隊、階級、出身地、そして氏名を復元することを前提に

すべきであろう。そして、それぞれの立場によって、どの様に戦地へ向かい、どの様に

死亡したのかを明らかすることが、慰霊の「第一歩」であると考えている。

第２の課題として実際の慰霊状況を調査、分析し、考察することとした。慰霊といっ

た場合に、その方法は「招魂」「追悼」「追弔」「顕彰」等々、様々なものが含まれている。

その中で本稿では慰霊状況を、靖国神社及び護国神社への「合祀」といった観点からの

考察を中心に行う。その合祀状況から北海道の「特性」を明示し、その特性について、

明治期の北海道が抱えていた諸課題から考察することを目的とするものである。

２ 先行研究

上記のような課題についての先行研究は次のようなものである。

表題の１点目とした明治期の戦争についての先行研究は、全国的な視野で見渡すと正

にあまた存在する。いわゆる戦術、戦略を論じた戦史、その勃発から終戦までの外交史、

さらにはそれに伴う政治史等々、多様な視点からの論説が先行研究として存在している。

したがって、その総括を行う能力は筆者にはないといわざるを得ない。

ただ本稿の課題が戦没者慰霊であるため、ある意味で「戦争と社会」といった観点で
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の考察となる。その点では大濱哲也氏が昭和45（1970）年に『明治の墓標「日清・日露」

－埋もれた庶民の記録－』を世に出し、日清及び日露戦争を当時の庶民の立場から論じ、

社会史的立場で戦争を取り上げている(1)。また2000年代になり原田敬一氏は軍隊と社会

の関係に目を向け、当時の社会の中で軍隊のもつ機能について論じたことは研究史上の

一つの転換点といえる(2)。例えばその著書の中で「甲種合格のもつ力」という一項をも

うけて、当時の社会の中で徴兵検査において「『合格』とは、『甲種合格』以外の意味を

持っていない」といった社会風潮があったことを指摘し(3)、軍隊の社会における積極的

「役割」について述べている。すなわち当時の社会に身を置き、その視点から歴史的事

象を捉えるといった研究方法への大きな転換であり、その後の研究に多大な影響を与え

たものといえよう。その後、一ノ瀬俊也氏が兵士を一個人として捉え、また彼らを支え

た当時の社会の実態から、戦争の本質を論ずる研究を勢力的に行っている（4)。例えば著

書『故郷はなぜ兵士を殺したのか』では、既に夫を戦地で亡くした婦人たちや在郷軍人

たちの動向が、さらなる戦没者を生んでいった状況について述べている(5)。さらに吉田

裕氏の『日本軍兵士：アジア・太平洋戦争の現実』は新書版であるが、ベストセラーに

なっており、その中で戦地での兵士たちが置かれた過酷な実態を詳細に述べている(6)。

こういった研究視点は、筆者にとっての本研究の「動機づけ」的な存在であり、本稿が

戦没者の実態を明らかにするといった課題にとって、大きな指針を与えるものである。

しかしながら北海道をフィールドとした先行研究について述べるならば、屯田兵の研

究が中心といえる。その中で制度史的視点での研究は上原轍三郎氏(7)、松下芳男氏(8)の

著書があげられるが、その集大成的な研究が伊藤廣氏の著書『屯田兵の研究』といえるで

あろう。同書は史料を豊富に活用しながら、極めて実証的に時系列に個々の状況を詳細に

分析し、その考察を行っている(9)。本稿では、その研究に依拠する部分が多い。他方で遠

藤由紀子氏は屯田兵村と神社の関係を研究し、神社が本州から移住してきた屯田兵の精

神的支柱なったことを述べている(10)。ただ屯田兵入植の第１号といえる「琴似屯田」に

ついての考察が乏しく、その観点からの考察を行う必要がある。一方で日清戦争以降の軍

事史研究は、著書では示村貞夫氏の研究（11）を提示する程度しか存在しない。無論、示

村貞夫氏の著書『旭川第七師団』は、旧陸軍第七師団が敗戦直後にアメリカの進駐軍の

目を辛うじて逃れ、残存した『第七師団歴史』を参考とし、第七師団の創設から解体ま

でを記した貴重なものである。したがって北海道での戦争史を論じる場合には必読の書
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といえるだろう。しかしながら本稿が課題とした戦没者への考察が稀薄なものといえる。

他方で近年シリーズ本『地域のなかの軍隊』（全９巻）（12）が刊行され、その第１巻の「北

海道・東北編」では、北海道に関わる平野友彦氏（13)と山本和重氏(14)の論文が掲載され

ている。正に「地域から軍隊」を考察するといった画期的なものであり、本研究は大き

な教示を受けた。

以上のような先行研究に依拠しながら、西南戦争における「屯田兵」、日清・台湾征服

戦争における「臨時第七師団」等、そして日露戦争における「第七師団」等の特性につ

いて考察を進め、それぞれの戦没者の慰霊状況について分析を行いたい。なお本稿で論

ずる西南戦争、日清戦争・台湾征服戦争、日露戦争について先行研究は、各章の課題に

そって随時提示しながら論考を行うこととする。

第２の表題とした戦没者の慰霊についてであるが、全国的レベルでの戦後の戦没者慰

霊研究を概観すると以下のようになるであろう。

戦後の戦没者慰霊に関わる先行研究の動向をみると、靖国神社と護国神社の歴史的特

性の研究に端を発しており、その起点は小林健三氏及び照沼好文氏の研究といえる(15)。

両氏は「招魂社」成立の経緯と、それに伴う招魂社の「分類」について詳細に分析して

おり、その後の研究の根底をなすものといえる。続いて村上重良氏は『慰霊と招魂－靖

国の思想』を著し(16)、靖国神社の成立過程を幕末期の尊皇思想の延長で捉え、明治初年

から進められる「天皇制」国家確立にむけて、思想的背景を靖国神社が担っていたこと

を述べている。また、その後各地に創建される「招魂社」との連携体制の成立に言及し、

靖国神社を頂点とする、いわゆる「国家神道」の形成過程とその特性について述べてい

る。さらに大江志乃夫氏は、その著書『靖国神社』(17）の中で、特に「靖国思想」に焦点

をあて、天皇の持つ祭祀権に言及し、そのことが国民の天皇への意識を強固なものにな

っていく点を強調している。靖国神社研究を天皇制イデオロギーの観点から捉えた両書

は、その後の戦没者慰霊研究の「テキスト」的存在といえよう。一方で大原康男氏は「忠

魂碑」を題材として、それが戦没者の顕彰、慰霊の双方を担ったものであるとした。さ

らに忠魂碑が、特に日露戦争以降、全国各地での建築ブームが起こり、地域住民にとっ

て身近な戦没者慰霊の「記念碑」的存在となり靖国神社への合祀とは異なった、ある意

味で教育的効果をも持ったものと評している(18)。村上重良、大江志乃夫両氏以降の戦没

者慰霊の研究が靖国神社を中核としてきた状況から、靖国神社を相対的に捉える研究へ
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と変遷したものといえよう。

他方で民俗学からの研究が盛んに展開された。田中丸勝彦氏は「イエ」や「ムラ」に

とっての戦没者慰霊の実態とその変遷についての研究を行い(19)、岩田重則氏は戦没者の

霊を「国民」といった観点から捉えるのではなく、一人ひとりとしての「私的人間」の

問題と捉えることの必要性を説いた(20)。加えて矢野敬一氏は戦没者の慰霊を「政治的力

学」の観点から捉え、それが「地域」といったローカルな次元での共同性にどのような

影響を与えたのか、それが国家といった次元にどのように接合されていったか、といっ

た点についての論考を行っている(21)。

記念碑、顕彰碑等の金石文を研究対象に組み入れ、これまでの靖国神社に関わるイデ

オロギー的論争から離れて研究を進めたのが今井昭彦氏である。研究の視点を戦死者祭

祀の実相に向けたものといえる(22)。それは戊辰戦争での戦没者の祭祀状況から論考を始

め、対外戦争における戦没者慰霊への展開について述べている。この点は筆者にとって

の研究指針を示したものといえる。

続いて原田敬一氏は、これまで「陸軍墓地」「海軍埋葬地」と呼ばれたものを統合し「軍

用墓地」という概念を提起した(23)。世界各国が様々な方法で国家が戦没者の遺骨を埋葬

する墓地を管理する「国立墓地」があり、「戦争の終わらせ方」の一つの方途としての機

能を有しているとした。しかしながら日本においては戦後、特にサンフランシスコ講和

条約締結以降は、その管理者が国家行政から乖離され民間団体へと移管し、その後の実

態についての危惧を指摘している。戦没者慰霊を「戦争の終わらせ方」の方法と捉えた

時、戦没者の墓地に対する研究の重要性を示唆したものであり、戦没者慰霊の研究を墓

地の視点から考察することの必要性と可能性を説いたものといえる。

また本康宏史氏は近世期城下町であった都市が、近代国家形成に伴い「軍都」として

変容する金沢市を題材にし、その空間での招魂社、護国神社、軍事墓地等の慰霊の状況

を分析している(24)。「城下町」から軍都への変容は一都市における「近代化」の様相を

呈しており、近代都市論としての成果でもある。その点では本稿で考察する第七師団司

令部及び「本隊」が設置された「旭川町（現旭川市）」は正に軍都であり、本研究にとっ

て教示に富んだ研究といえる。

近年では赤澤史朗氏が改めて靖国神社の本質について研究を深めている(25)。靖国神社

が新たに公開した史料に基づき、改めて靖国神社への合祀基準についての検討を行って
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いる。その結果として戦争毎に合祀基準がめまぐるしく変化し、基本的には合祀者の「拡

大」が進められていることを明らかにした。

さらに白川哲夫氏は、これまでの戦没者慰霊の研究が「前提としての靖国」論である

とし、「靖国に収斂されていく流れを意識的に自制し」ながら論を展開した。その上で全

国の護国神社の新たな分類、各地での開催された招魂祭や葬儀の実態、仏教界の対応、

護国神社の「地域性」について、より具体的な戦没者への慰霊について研究を行ってい

る(26)。

以上、著者が認識している全国的な視野で行われてきた戦没者慰霊の先行研究を、羅

列的に整理してみた。その上で本稿が研究課題とした戦没者を「個」として扱うことに

言及しているものは、岩田重則氏の研究のみといえるであろう。戦没者個々の墓石や卒

塔婆の形態から論考を始め、戦没者への思いが充分に表現されており、筆者にとって教

示に富んだものである。しかしながら戦没者供養のあり方を民俗学の手法で述べたもの

であり、民俗学に全くの素人な筆者には、その研究を検証し、活用し、発展させる力は

ない。

一方で大原康男氏、今井昭彦氏及び白川哲夫氏が、各地域に存在した護国神社が担っ

た歴史的役割の解明の必要性を提起している。本稿の主題を「明治期北海道における戦

争と慰霊」としたのは、そういった北海道といった地域からの考察を目指したものであ

る。したがって本稿では小林健三、照沼好文の両氏(27)、大原康男氏(28）、今井昭彦氏(29)

が、それぞれ札幌護国神社の特性について「招魂碑」を淵源とするものと評しているが、

その点への再評価が本研究の１つの目的となる。さらには全北海道の戦没者祭祀を行っ

た北海道護国神社の歴史役割や特性についての論考は管見では見当たらず、上記の点で

の考察の重要性を強く抱きながら、本稿において論を展開する。

総括的に述べるならば、白川哲夫氏が著書の中で「護国神社の『地域』性について」

といった章立をし、その中で護国神社とは「国家の影響を受ける側面と、地域の個性が

発揮される部分が、交錯する場」であると提起している(31)。その意味で北海道といった

地域に存在する、北海道護国神社並びに札幌護国神社が抱えた「個性」を考察すること

が、本稿によっての大きな課題となる。

なお冨井恭二氏が大阪の旧真田山陸軍墓地における「屯田兵士」の墓石、さらに西南

戦争において戦没した屯田兵士の実態に至るまでの研究を行っている(30)。その点で本稿
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は、その研究に依拠する部分が多いことを予めご了解願いたい。

３ 本稿の構成と研究方法

前記の課題に対して本稿の研究方法は、第１に『靖国神社忠魂史』の記載から全国諸

部隊隷下でありながら出身地を「北海道」と記載されている戦没者を、加えて北海道に

創設された第七師団兵士の戦没者を、北海道の戦没者として拾い上げることから始めた。

その上で北海道護国神社並びに札幌護国神社への合祀名簿と照合し、さらには道内各『自

治体史』の記載事項から追加、補足、訂正を行うことで、より明確に北海道における戦

没者の復元を試みた。

同時に靖国神社と北海道護国神社並びに札幌護国神社との合祀状況の差違から、北海

道における合祀実態の特性を浮き彫りにし、その特性への考察を新聞記事等を活用して

行った。

加えて明治期の北海道が「移民社会」といった状況であり、道外者の戦没者が数多く

存在していたため、道外戦没者に該当する県の護国神社に対して、その合祀状況をアン

ケート的に照会し、その回答を下に分析を行ったものである。

なお明治期といった場合には、戊辰戦争も当然その範疇に入る。実際に「箱館」では

激戦が展開され、多数の戦没者を生んだ。ただ本稿は本州において徴兵制が施行され、

一般民衆が「戦闘員」となった西南戦争からを、その考察の対象とした。その点を予め

ご了解願いたい。

具体的な構成は、第１章では屯田兵と西南戦争を取り上げる。前提として屯田兵の特性

についての確認作業から始めた。次に西南戦争における戦没者の実態について復元を行っ

た。その上で靖国神社（当時は「東京招魂社」）への合祀に対して、開拓使側が要求した

内容の考察を行いたい。続けて戦没者兵士の地元である現在の札幌市に建設された「屯田

兵招魂碑」の碑文の変遷から、実際に碑文に記載し、慰霊の対象となった人物の特定を行

い、そこから開拓使側が抱いていた屯田兵戦没者慰霊への姿勢を追究したい。その上で当

時の屯田兵の「死」が北海道開拓にとって、どの様な歴史的意味を持っていたかを考察す

る。続けて当時の屯田兵移民が現実的に戊辰戦争での敗者であったことから、彼ら屯田兵

が抱いていたであろう共通意識がどのような形で表現されたかを、「郷社」の建立といっ

た観点から考察を行いたい。
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したがって前述したとおり小林健三、照沼好文の両氏、さらに大原康男氏、今井昭彦

氏が、それぞれ札幌護国神社の特性について、「招魂碑」を淵源とするものと評価した点

には異論がない。ただ、特に今井昭彦氏が招魂碑の役割について屯田兵の「名誉」のた

めといった評価にとどまっており、「招魂碑文」の変遷過程からその役割について筆者な

りの考察を行いたい。他方で前述した冨井恭二氏の詳細な研究成果に大きく依拠しなが

ら、慰霊といった観点から考察を行いたい。

続く第２章では日清戦争及び台湾征服戦争を題材とした。これまでの研究では日清戦争

の勃発に対して、全道の屯田兵により「臨時第七師団」が編成されるが、東京で待機中に

戦闘が終了し、全員が無事に帰還したとされている。また一方で永山屯田兵村（現旭川市）

の大村武中尉のみが戦死したとされてきた。しかしながら当時既に函館、福山（現松前町）、

江差地区のいわゆる道南地域は、徴兵制が施行されている。これまでその点での考察がな

されていなかった。したがって第１に、改めて北海道関係者の日清・台湾征服戦争での戦

没者を明確にする作業から始めた。その上で可能な限りの戦没者の実態を明らかにし、慰

霊の問題についての考察を行う。靖国神社へ合祀されていた戦没者と北海道護国神社並び

に札幌護国神社へ合祀状況を比較し、その特性について検討したい。特に当時靖国神社へ

の合祀が認められていなかった「軍夫」が北海道ではどのように扱われていたかについて

考察する。そこから道内での合祀の特性について言及したい。他方で全道各地で行われた

「追悼」「祝賀」「慰霊」といった諸行事が、どのように行われていたかを新聞記事から

復元した。そして、それらの行事が当時の北海道にどのような影響、役割を果たしたかを

考察したい。

最後の第３章では、日露戦争に関わっての考察を行う。

北海道では日露戦争当時、既に陸軍第七師団が創設され、師団司令部が旭川に置かれて

いた。しかしながら道内居住の「壮丁」だけでは師団兵士を構成することが不可能であっ

た。他方で「志願」による出征者が存在し、その状況についても視野に入れた。また当時

の北海道は本州からの移住政策が重要な課題であったため、その中には本籍を移動せずに

道内に居住した、いわゆる「寄留民」が数多く存在していたことになる。当然彼らも徴兵

制の対象となる。したがって多様な立場で実際に日露戦争へ出征し、戦没していった人々

を丹念に復元することが重要な課題となる。次に慰霊の問題であるが、先ずは靖国神社へ

の合祀と北海道内、具体的には北海道護国神社、札幌護国神社との合祀状況の比較検討が
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必要となる。そういった分析より北海道が当時抱えていた課題から、北海道における戦没

者合祀の特性について論じたい。最後に、「遺骨」「遺髪」の動向についての検討し、そ

の特性について多少の考察を行いたい。

なお山本和重氏が既に第七師団の当時の兵員構成、戦没者についての研究を行ってい

る。したがって、その成果に教示を受けながら論考を進めることとなる。ただ山本和重

氏の研究では戦没者の分析を歩兵第二十六連隊のみで行っていることに対して、第七師

団隷下の全ての戦没者について、筆者なりの分析を行うこととした。

本論に入る前に、いくつか確認をしておきたい。

第１点は明治期の北海道の住民状況である。近世期にはアイヌの居住地であり、彼らに

とって「アイヌモシリ」と呼ばれた地域であった。その地に対して明治政府は「無主の地」

として「開拓」を進めた。それは「和人」（本州系日本人）の移住によるものである。し

たがって政府、開拓使は積極的に移住政策を進める。無論、函館、福山（現松前町）、江

差の3地域は近世期の松前藩が支配する、いわゆる「和人地」であったため、同地域での

本州系日本人の居住者は、明治期の当初から比較的に多かったといえる。開拓使は札幌を

「本府」として、現在の道央地域への移住を進める。その一環として屯田兵の入植が開始

されるが、その第一歩が琴似、山鼻地区であり、それは現在の札幌市内である。その後屯

田兵の入植が北海道内へ広がりをみせるのに合わせて、屯田兵以外の一般の人々が道内各

地に移住していった。そのため明治6（1873）年に全国で施行された徴兵令が北海道で施

行されず、明治10（1877）年になって初めて函館、福山、江差地区で施行されることにな

った。その後一般移住民の増加により、徴兵制の対象地域は拡大し、明治29（1896）年に

北海道に陸軍第七師団が設置され、明治31（1898）年から道内全域が徴兵制の対象となる。

しかしながら当時の北海道に居住する人々では、その師団兵を充当することが不可能であ

った。そのため道外師団師管区で徴兵された兵士達が、第七師団隷下の兵士となったので

ある。一方で移住に際して本籍地を移住前の地に残した人々が数多く存在し、明治期の北

海道は、各地が「移民社会」の様相を呈していたといえる。この点が明治期の北海道にお

ける戦争を考察する上で重要な前提となる。

第２には北海道内に複数の護国神社が存在した点である。戊辰戦争の激戦地となった函

館では、その「殉国者」を祭神とする3つの招魂社が創設された。「福山招魂社（現松前

町）」、「江差招魂社（現江差町）」さらに「汐見招魂社（現函館市）」の3社である。いず



- 9 -

れも基本的に戊辰戦争で、新政府側の戦没者を祭る神社である。江差招魂社と汐見招魂社

は昭和14（1939）年に内務大臣の指定により、江差招魂社は「江差護国神社」へ、汐見招

魂社は「函館護国神社」へ名称を変更するが、福山招魂社を含めて、その祭神は依然戊辰

戦争での戦没者であり、それ以降の戦争においては道南地域での戦没者を祭祀する地域的

に限定されたものであった(32）。なお現在は江差護国神社は「松之岱神社」へ、福山招魂

社は「松前護国神社」へと名称を変更している(33）。さらに西南戦争における屯田兵戦没

者慰霊のために建立した「屯田兵招魂碑」にその起源をもつのが、現在の「札幌護国神社」

である。これは昭和8（1933）年に「札幌招魂社」として社殿が建設される。その後昭和1

4年に内務大臣の指定により、札幌護国神社へと改称される。札幌護国神社の祭神は、「札

幌連隊区管内一円」とされており(34)、やはり全道地域をその範囲にするものではなかっ

た。一方で第七師団司令部が置かれた旭川では、明治35（1902）年に師団によって行われ

た第１回招魂祭開催のために招魂斎場が設置され、明治43（1910）年に「招魂社」が創設

される。その後「第七師団管理招魂社」、「北海道招魂社」へと一時名称を変えるが、や

はり昭和14年の内務大臣の指定により「北海道護国神社」に変更されこととなった。祭祀

の領域は、「第七師団管下の英霊を奉祀」とされ(35)、北海道一円の戦没者を祭祀するもの

であった。以上のように道内には複数の護国神社（招魂社）が存在しており、それぞれが

祭祀用域を異にしていたのである。この点が北海道内での慰霊が複雑なものになっている

原因でもある。

なお上記のとおりに、「護国神社」の名称は正式には昭和14年からの呼称であり、それ

以前では名称が数回変化する。したがって論考上の混乱を避けるために、本稿においては

特別に必要な部分以外は「護国神社」といった呼称で論を展開することを予め了解願いた

い。

以上の点を確認して、本論に入りたい。

注(1)大濱徹也『明治の墓標「日清・日露」－埋もれた庶民の記録』秀英出版、1970年（本

書は何回かの改訂を経て、『庶民のみた日清・日露戦争－帝国への歩み』として、刀

水書房から2003年に再発行されている）。

(2)原田敬一『国民軍の神話－兵士になるということ』吉川弘文館、2001年。
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(3)同上 31ｐ。

(4)例えば『明治・大正・昭和軍隊マニュアル 人はなぜ戦場へ行ったのか』光文社、

2004年 『銃後の社会史：戦死者と遺族』吉川弘文館、2005年、『皇軍兵士の日常生

活』講談社、2009年、一ノ瀬俊也『故郷はなぜ兵士を殺したか』角川学芸出版、2010

年。

(5)前揭一ノ瀬俊也『故郷はなぜ兵士を殺したか』角川学芸出版、2010年。

(6)吉田裕『日本軍兵士：アジア・太平洋戦争の現実』中央公論社、2012年、その他で

は『日本の軍隊：兵士たちの近代史』岩波書店、2002年等がある。

(7)上原轍三郎『北海道屯田兵制度』北海学園出版会、1973年。

(8)松下芳男『屯田兵制史』五月書房、1981年。

(9)伊藤廣『屯田兵の研究』同成社、1992年。

(10)遠藤由紀子『近代開拓村と神社』御茶の水書房、2002年。

(11)示村貞夫『旭川第七師団』総北海出版部、1984年。

(12)山本和重編『地域のなかの軍隊１ 北の軍隊と軍都 : 北海道・東北』吉川弘文館 、

2015年、荒川章二編『地域のなかの軍隊２ 軍都としての帝都 : 関東』吉川弘文館、

2015年、河西英通編『地域のなかの軍隊３ 列島中央の軍事拠点 : 中部』吉川弘文館、

2014年、原田敬一編『地域のなかの軍隊４ 古都・商都の軍隊 : 近畿』吉川弘文館、

2015年、坂根嘉弘編『地域のなかの軍隊５ 西の軍隊と軍港都市 : 中国・四国』吉川

弘文館、2014年、林博史編『地域のなかの軍隊６ 大陸・南方膨張の拠点 : 九州・沖

縄』吉川弘文館、2015年、坂本悠一編 『地域のなかの軍隊７ 帝国支配の最前線 :

植民地』吉川弘文館、2015年、荒川章二 [ほか] 編『地域のなかの軍隊８ 基礎知識編

日本の軍隊を知る』吉川弘文館、2015年、林博史, 原田敬一, 山本和重編『地域のな

かの軍隊９ 地域 社会編 軍隊と地域社会を問う』吉川弘文館、2015年。

(13)平野友彦「第七師団と旭川」（山本和重編『地域のなかの軍隊１ : 北海道・東北』

吉川弘文館、2015年）。

(14)山本和重「北海道の徴兵制」（山本和重編『地域のなかの軍隊１ : 北海道・東北』

吉川弘文館、2015年）。

(15)小林健三・照沼好文『招魂社成立史の研究』錦正社、1986年。

(16)村上重良『慰霊と招魂―靖国の思想』岩波書店、1974年。



- 11 -

(17)大江志乃夫『靖国神社』岩波書店、1984年。

(18)大原康男『忠魂碑の研究』暁書房、1984年。

(19)田中丸勝彦『さまよえる英霊たち』柏書房、2002年。

(20)岩田重則『戦死者霊魂のゆくえ 戦争と民俗』吉川弘文館、2002年。

(21)矢野敬一『慰霊・追悼・顕彰の近代』吉川弘文館、2006年。

(22)今井昭彦『近代日本と戦死者祭祀』東洋書林、2005年。

(23)原田敬一『兵士はどこへ行ったか－軍用墓地と国民国家』有志舎、2013年。

(24)本康宏史『軍都の慰霊空間―国民統合と戦死者たち―』吉川弘文館、2002年。

(25)赤澤史朗『戦没者合祀と靖国神社』吉川弘文館、2015年。

(26)白川哲夫『「戦没者慰霊」と近代日本』勉誠出版、2015年。

(27)前揭小林健三・照沼好文『招魂社成立史の研究』114ｐ～115ｐ。

(28)前揭大原康男『忠魂碑の研究』19ｐ～21ｐ。

(29)前掲今井昭彦『近代日本と戦死者祭祀』211ｐ。

(30)冨井恭二「西南戦争と屯田兵」（国立歴史民俗博物館『旧真田山陸軍墓地 研究年

報』２、2014年）。

(31)前揭白川哲夫『「戦没者慰霊」と近代日本』245ｐ。

(32)北海道神社庁『北海道神社誌』北海道神社庁、1971年 18ｐ、21ｐ、32ｐ。

(33)大日本神社大鑑編纂部『大日本神社大鑑』北海道樺太版 恢弘社、1935年 326･32

7ｐ。

(34)同上 325ｐ。

(35)同上。
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第１章 屯田兵と西南戦争

序

本章は西南戦争へ出征し、戦没した屯田兵への慰霊の実態について可能な限り、その

実態を復元し、その特性について考察することを目的とする。具体的には、まず屯田兵

という「軍隊」の性格を明確にすることから始める。そして、その性格が「東京招魂社

（後の靖国神社）」への合祀に、どの様な影響を与えたかを論じる。次に地元である札幌

における「屯田兵招魂碑」の建設までの経緯、及びその碑文の特性から、本州における

軍隊とは異なった性質を帯びていた屯田兵の戦没者慰霊の実態を明らかにしたい。加え

て彼ら屯田兵が自ら設けた寺社の存在が、入植当時の共同体による「郷社」的性格のも

のであり、戦没者慰霊の一環であったことについての考察を行うものである。

前述したとおり上記の点を考察する上での先行研究では、大原康男氏が北海道での屯

田兵招魂碑建設を「北海道は遠隔の地であり、また屯田兵は陸軍との成立事情が違う」

ことで「特別に許可された」ものと評価し(1)、小林健三、照沼好文の両氏は全国各地に

存在した招魂社の中で、札幌護国神社は「招魂碑から発達したもの」の代表例としてい

る(2)。

さらに今井昭彦氏は招魂碑の建設が札幌護国神社の始点としながら、その招魂碑は「三

六名の戦没屯田兵を合祀した慰霊施設が完成したことで、国事殉難者でありながら国家

による祭祀の対象とならなかった戦病死者も、地元札幌では『名誉の戦死者』として、

地域社会の人々から同等に祀られることになった」と述べている(3)。その碑に記された

戦没兵士を36名とし、屯田兵招魂碑の性格を「名誉の戦死」のためといった考察にとど

まっている。したがって本章では碑文に記載された兵士名を改めて復元し、その招魂碑

の意義について考察を行う。

また冨井恭二氏は旧真田山陸軍墓地にある3名の屯田兵士の墓石を丹念に調査し、さら

に西南戦争での屯田兵士戦没者の実態について詳細な研究を行っている(4)。その著書の

中で、従来「戦闘死」とされた屯田兵士の中に、実は「溺死」であった兵士がいたこと

を明らかにしながら、「病死」者、「横死」者の全体像を一覧表により提示している(5)。

加えて既に戦没者の相続の実態についても明らかしている。本章での考察にとって極め

て重要な部分を既に述べたものといえる。しかしながら、それは本稿の課題である慰霊

といった観点からのものではない。つまり誰が慰霊の対象となり、何故慰霊の対象とな
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ったのか、といった観点での論述がない。したがって屯田兵招魂碑に刻まれた戦没者名

を明確にしつつ、その意義について考察を行いたい。ただ、その考察を行う上で、必要

と思われる部分について、冨井恭二氏の研究成果を著者なりに検証を行いながら、大幅

に引用することになる。その点について、予めご了解願いたい。

一方で遠藤由紀子氏は屯田兵村と神社の関係を研究し、琴似神社を会津藩との関係で

著述している(6)。その中で山鼻兵村は「戊辰戦争での汚名を果たしたという西南戦争で

の戦没者は村の英雄となった」とし(7)、それが「村の名誉、誇りとなり村全体が団結し、

開拓や任務に従事していくなかで『招魂社』を精神的な支え、つまり心のよりどころと

していたのでないだろうか」と論じている(8)。しかしながら、その研究は山鼻屯田村神

社の追跡が中心であり、琴似兵村における寺社信仰の実態についての言及はない。した

がって本章では琴似屯田兵が建立した寺社の存在を示し、琴似、山鼻両屯田村の関係性

を描きながら、当時の屯田兵にとっての寺社の役割を考察する。

以上の研究を念頭に置きながら、特に屯田兵研究の基本書とも言える伊藤廣氏の『屯

田兵の研究』(9)、さらに前記のとおり冨井恭二氏の研究成果に大きく依拠しながら、考

察を進める。

なお本稿において出征中の戦闘による戦没を「戦闘死」、出征中或いは帰路において病

死したものを「病死」、その他出征に関わる死者を「横死」とし、それら全てを「戦没者」

として論を進めたい。

第１節 屯田兵の西南戦争への従軍

第１項 屯田兵の性格

１ 屯田兵制の管轄権

本論に入る前に西南戦争が勃発する明治10（1877）年までの、屯田兵の入植状況につ

いて述べる必要があろう。

現実的に北海道に屯田兵制を取り入れることが議論されるのは、明治6(1873）年11月

の黒田清隆の建言(10)からであろう。右大臣岩倉具視に提出した、その建言とは次のもの

である。

北海道及樺太ノ地ハ当使創置以来専ラ力ヲ開拓ニ用ヒ未タ兵衛ノ事ニ及ハス今ヤ開

拓ノ業漸ク緒ニ就キ人民ノ移住スル者モ亦随テ増加ス之ヲ鎮撫保護スル所以ノ者無
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カルヘカラス況ヤ樺太ハ国家ノ深憂タル固ヨリ論ヲ待タス故ニ今日ノ急務ハ軍艦ヲ

備ヘ兵衛ヲ置クニアリ抑モ管内鎮台ノ設ケ自ラ府県ノ法ニ准シ施行アルヘシト雖モ

其全備ヲ求ムルハ費用甚鉅ナリ容易ニ弁スヘキニ非ス今略屯田ノ制ニ倣ヒ民ヲ移シ

テ之ニ充テ且耕シ且守ルトキハ開拓ノ業封強ノ守両ナカラ其便ヲ得ン（中略）封強

ノ守人民保護ノ道一日モ忽ニス可ラサルヲ以テ敢テ建議奏請ス

黒田はこれまでの開拓事業に於いて、「兵衛ノ事」についての進捗状況が順調ではない

ことを指摘し、一方で「人民ノ移住スル者モ亦随テ増加ス」る中で、彼ら移住民を保護

する能力を未だ持っていないことを説いている。しかしながら宏遠な北海道を網羅する

ような軍備の配置は金銭的に現実的でなく、よって「且耕シ且守ルトキハ開拓ノ業封強

ノ守両ナカラ其便ヲ得ン」として屯田兵の設置を提言したのであった。

それに対し岩倉は速やかに右院、大蔵省、陸軍省、海軍省及び外務省で商議すべきこ

とを通達し(11)、その回答を待った。ちなみにその間に、黒田は明治天皇へ書簡を送り、

同年11月24日、黒田次官、調所、堀が宮中に召され、樺太情勢についての下問があった

ようである(12)。

屯田兵制とは陸軍組織であるため、陸軍省の管轄範疇とはいえ、その回答が設置に大

きな影響を与えることとなった。その陸軍省からの回答は次のようなものであった(13)。

北海道樺太島ノ然リト雖モ廟堂ノ遠謨ノ宏図ニ至テハ今両国友睦ナキニ当リ従来未

ダ曾テ兵備ナキノ地ニ於テ逐然トシテ兵備ヲナスアラハ彼顧慮ナキ能ハスシテ随テ

戦意萌動スルニ至ランモ亦絶テ無シト謂フ可ラサルナリ（中略）今北海道ノ北門ノ

鎖鑰ニシテ頭頂ノ要衝タリト雖トモ地勢遠ク東北ニ斗出ス之ヲ腹背ニ較スレハ抑亦

末ナリ従ヒ堅軍ヲ立テ巨城ヲ築クモ若シ内地ノ応援継カサル時ハ啻ニ徒為ニ属スル

ノミニアラスシテ却テ好資ヲ以テ敵ニ餌スルナリ（中略）今僅少ノ軍ヲ置キ養フニ

屯田漁猟ノ法ヲ以テシ習ハシムルニ小戦山闘ノ術ヲ以テシ一旦有警ノ日ニ方テハ敵

来ルモ我必ス戦ハス引テ以テ山堅ノ間ニ蟄シ敵去レハ其翼ヲ撃テ其尾ヲ踵シ以テ其

遉利ヲ制シ勉メテ持久ノ計ヲナサシメン（中略）如此キハ倉卒ノ際其変ヲ制スルニ

足リ以テ内地応援ノ兵ヲ待シ是外赫々ノ名ナシテ彼ヲシテ顧慮セシムノ患ナク内保

護ノ道立撫養ノ実ヲ収メン（中略）今此目的ニ本ツキ其方法ノ概略ヲ条陣スルコト

左ノ如シ

続けて具体的提案は「屯田兵ノ法ハ悉ク開拓使ノ主司ニ委シ平常移住ヨリ頗ル厚クシ
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唯初年三ケ月許ノ練兵精熟ノ後毎月二三次ノ調操ヲナサシメ悉ク墾田耕稼等ヘ事ニ服従

セシメム」こと。「大隊長官中小隊司令官ノ如キハ陸軍官員ヲ以テ其人ヲ撰ラヒ或ハ之ヲ

シテ開拓使官員ヲ兼ネシメ情実浹洽ナラシム」というものであった。

この回答にある「両国友睦ナキニ当リ従来未ダ曾テ兵備ナキノ地ニ於テ逐然トシテ兵

備ヲナスアラハ彼顧慮ナキ能ハスシテ随テ戦意萌動スルニ至ランモ亦絶テ無シト謂フ可

ラサルナリ」とは、日ロ間の関係への憂慮を示したものであり、その点で北海道での正

規軍の設置がロシアを刺激する可能性があるとの陸軍省の指摘である。したがって陸軍

省は前面に出ることなく、招募等の実際の制度運用は開拓使が責任をもって実施すべき

であると、回答したのである。

以上の関係機関からの回答を受けて、明治6年12月25日、屯田兵制度設置が太政官で允

裁される(14)。その「御達書」で、「屯田演武之方法等ハ都テ陸軍省商議之上尚可伺出尤

右入費大蔵省借入未納金ヲ以テ相充候儀ハ難聞届其使申出之通金六十八万円三ケ年間割

合別途可相度ニ付大蔵省ヘ協議及フヘク」とされた。

これにより北海道における屯田兵制が成立をみるが、その運用については、「都テ陸軍

省商議之上」とされ、ここに伊藤廣氏が指摘しているように、開拓使と陸軍省とによる

屯田兵制の管轄権が「二分管掌」によるものとなったのである(15)。つまり屯田将校下士

官、また軍事訓練は陸軍省が管轄し、開拓事業、屯田兵の募集は開拓使が管理するとい

ったものであった。

允裁の翌年、陸軍省が懸念したことが現実化する。「樺太問題」について交渉中、明治

7（1874）年4月11日、ロシア公使オラロウスキが寺島外務卿に面会し、「日本政府は北海

道へ六○○○の兵を配置し、その中二〇〇〇人を樺太へ屯営するとの風説を聞くが、そ

の真偽は如何なるものか、回答されたい」とのロシア側から質問が出たのである(16)。そ

の対応のため、陸軍省と開拓使間の協議を進め、早急な結論が必要となった。

結果は屯田兵を「屯田憲兵」とすることであった。すなわち屯田兵を表面的には保安

要員としながら、実質的には防備と開拓に従事する者としたのである。そのことで陸軍

省による軍事訓練の実施は、ロシア側に陸軍管轄との疑惑を回避できること。さらに開

拓使が屯田兵制の主轄者であるから開拓使が屯田兵防備施設及び軍事訓練並びに開拓、

農業事業等の実施に責任をとり、緊急事態が発生した場合は緒戦は開拓使の責任者によ

って行動し、その後陸軍が救援隊を派遣する、といった対策案であった。そこで軍事面
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では陸軍の軍制に倣う必要があるため、開拓次官を陸軍少将とするとの考えが生まれ、

黒田清隆を開拓次官と陸軍少将の兼任とし、屯田兵に関する事務を総理することとなっ

た。同年6月23日に黒田は陸軍中将兼開拓次官となり(17)、同年8月2日には陸軍中将兼開

拓長官になっている(18)。

明治7年10月3日に「屯田憲兵例則」が太政官の裁定で成立した(19)。その緒言では、「往

古兵農ニ愚スルノ意ニ基キ屯田ノ制ニ倣ヒ新タニ人民ヲ召募シ兵隊ニ編入シ其土地ノ保

護ヲ為サシム凡ソ其撰ニ充ル者専ラ力ヲ耕稼ニ尽シ有事ノ日ニ方テ長官ノ指揮ヲ稟シ兵

役ニ従事ス可シ故ニ平日農隙ヲ以テ訓練ヲ為シ極テ欠失ナキヲ要ス」とした。この中で

「長官ノ指揮ヲ稟シ兵役ニ従事ス可シ」とされ、黒田開拓長官の屯田兵への指揮権が明

記されたことになる。

ここに開拓使と陸軍省による屯田兵制の二分管轄であったものが、実質的に屯田兵制

の管轄権が、黒田清隆開拓長官一人に集中していたことを指摘して置きたい。

加えて屯田兵憲兵例則の施行手続きについて、陸軍省と開拓使間の協議中に同年9月30

日の陸軍卿山県有朋から黒田長官への回答書があるが(20)、そこには「北海道之儀ハ殊異

之土地柄ニ付府下憲法之法則ヲ以テ其儘施行難相成勿論ニ候」とある。さらに同日付の

山県からの太政大臣三条に宛てた書簡には「当省ハ現今北海道ノ景況熟知ノ者モ無キ義

ニ付（中略）屯田憲兵条例難取調候間可然御取捨之上御施行有之度此段申進候也」と記

されている(21)。これらによれば、陸軍省にとっては「北海道之儀ハ殊異之土地」であり、

「景況熟知ノ者モ無」い状況がみてとれる。したがって屯田兵制とは日本国内の軍事組

織でありながら、相対的に陸軍とは異なる、特殊な軍隊であったのである。

２ 屯田兵の招募実態

続けて明治10年の西南戦争以前における屯田兵の招募の経過と、その実態から屯田兵

の性格について確認しておく必要があろう。

明治7年10月30日、憲兵例則の制定を受けて、実際に屯田兵の招募が開始される。この

招募対象は青森、宮城、酒田の3県に限られ、実質的に3県の士族で戊辰戦争により生計

に窮乏している者を対象にしたのであった(22)。しかしながら、招募に応じる者は少なく、

その理由を伊藤廣氏は、第１に「降伏人」としての「朝敵」の汚名を受けた恥辱が強か

ったため。第２に武士階級が屯田兵として蝦夷地へ応募することを、「移封」されると誤
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解されたため。第３には士族を返上して平民となって農業専一となることへの抵抗があ

ったためとしている(23)。

開拓使は翌明治8（1874）年3月3日に「屯田憲兵平民編入ノ義伺」を提出し(24)、再度

招募を試みる。そこでは士族以外の平民も招募対象とした。結果、同年3月12日の「達書

第二号(25)」で、宮城、青森、酒田3県を対象に「平民ヨリモ相募候ニ付其県下平民ノ内

右志願ノ者」となった。既に明治3(1870）、4(1871)年に旧仙台藩亘理領から292戸、1830

人の士族が有珠郡へ入植しており(26)、この結果として「五月十七日青森県より四十九戸、

酒田県より八戸、同月二十一日宮城県より九十三戸、北海道余市福山函館等より四十八

戸、以上合計百九十八戸、男女九百六十五人」が琴似屯田村（現札幌市）に入植した(27)。

しかしながら当初の招募数に満たない状況の中で、開拓使は2回目の招募を行う。「第

五号達」が同年8月17日に発せられ(28)、ここでは招募地域を拡大し、置賜、岩手、秋田

の3県を対象とした。さらに同年8月17日に「第六号達」が発布され(29)、同年11月14日の

「招募兵一大隊ニ充備ノ義伺」では、「此上不足有之節ハ伊達邦成旧家来ノ内昨今両年有

珠郡ヘ自移ノ者ヨリモ招募候様致度此段予メ相伺候也」とし(30)、更なる招募活動を行っ

た。

これらの数度にわたる招募の結果、明治9（1876）年6月、予定通りの屯田兵及び家族

が入植することになる。その数は、琴似屯田村では明治8年に198名（戸）、明治9年に105

名（戸）が、発寒屯田村（現札幌市）では明治9年に32名（戸）、琴似兵村と発寒兵村で

合計240名（戸）が入植した。一方山鼻屯田村（現札幌市）では明治9年に240名（戸）が

入村している。西南戦争以前の屯田兵（戸）は琴似、発寒、山鼻を合わせ、総数480名（戸）

に及んでいたのである(31)。

屯田兵として入植した彼らは皆、「兵」であり、一方で「戸主」であった。ここに屯田

兵という軍隊の特性を確認しておく必要がある。

実際に応募し、移住してきた屯田兵を、その出身地別にみてみると表１－１のように

なる。どの兵村においても、宮城出身者が多く、彼らのほとんどが旧仙台藩亘理領から

の移住者であった。続く青森は旧斗南藩からの移住者が中心であり、福島からの移住者

は旧会津藩からの人々が多数をしめる。無論、開拓使の招募地域がそうであったためで

あるが、彼らは明らかに戊辰戦争での敗者であった。開拓使が意図的に「朝敵」となり

敗軍となった「降伏人」から屯田兵を募集したのかについては、不明である。管見では



- 18 -

唯一黒田清隆が「奥羽諸国寒気ニ習フノ民ヲ(32)」屯田兵として募集すると語っているだ

けである。ただ結果的にはそうなっている。それは、それぞれの屯田兵村内において同

郷意識や、戊辰戦争での敗者といった共通の意識が強かったであろうことが容易に推測

され、そこから屯田兵間及び各兵村間での連帯意識や扶助意識が高まっていったことが

想像できる。

当時の屯田兵村を理解するために、このことを指摘し次へ臨みたい。

表１－１ 屯田兵の出身地域

○琴似屯田兵村 ○発寒屯田兵村

出身地 戸数 占有率 出身地 戸数 占有率

青森 ８ ３.８％ 岩手 １９ ５９.４％

岩手 ４ １.９％ 宮城 １３ ４０.６％

宮城 １００ ４８.１％ 計 ３２ １００

秋田 ２ １.０％

山形 ９ ４.３％ ○山鼻屯田兵村

福島 ５７ ２７.４％ 出身地 戸数 占有率

東京 ３ １.４％ 青森 ５２ ２１.７％

新潟 ２ １.０％ 岩手 ２ ０.８％

富山 １ ０.５％ 宮城 １０３ ４２.９％

石川 ２ １.０％ 秋田 ２１ ８.８％

長野 １ ０.５％ 山形 ９ ３.８％

北海道 １９ ９.１％ 福島 ５３ ２２.１％

計 ２０８ １００ 計 ２４０ １００

○３兵村合計での出身別構成

出身地 戸数 占有率 出身地 戸数 占有率

青森 ６０ １２.５％ 新潟 ２ ０.４％

岩手 ２５ ５．２％ 富山 １ ０.２％

宮城 ２１６ ４５.０％ 石川 ２ ０.２％

秋田 ２３ ４.８％ 長野 １ ０.２％

山形 １８ ３.８％ 北海道 １９ ４.０％

福島 １１０ ２２.９％

東京 ３ ０.６％ 合 計 ４８０ １００

※北海道屯田倶楽部 『屯田兵名簿』（北海道機関紙印刷所 2003年）を基にして、著者

が作成した。



- 19 -

第２項 戦闘の状況

１ 従軍の状況

いわゆる征韓論争に破れた西郷隆盛は、故郷鹿児島で余生を過ごしていたが、その周

辺には反政府の士族らが集まり、その結果明治10年2月15日、西郷を領袖として政府へ反

旗を掲げた。西南戦争の勃発である。鹿児島を出発した西郷軍は熊本鎮台が置かれてい

た熊本城へと進撃する。これに対し明治政府は、仙台、東京、名古屋、大阪、広島の各

鎮台に反乱軍鎮圧の命令を発し、征討軍を編制した。有栖川宮熾仁を征討総督として、

参軍に陸軍中将で陸軍卿であった山県有朋、海軍中将川村純義、陸軍中将黒田清隆を配

し、第一旅団（司令長官 陸軍少将野津鎮雄）、第二旅団（司令長官 陸軍少将三好重臣）、

第三旅団（司令長官 陸軍少将三浦梧楼）、第四旅団（司令長官 陸軍少将曽我祐準）を中

核とし、別働第一旅団（司令長官 陸軍大佐高島鞆之助）、別働第二旅団（司令長官 陸軍

中将山田顕義）、別働第三旅団（司令長官 大警視川路利良）、別働第四旅団（司令長官

陸軍大佐黒川通軌）、別働第五旅団（司令長官 陸軍少将大山巌）とし、さらに新撰旅団

（司令長官 陸軍少将東伏見宮彰仁親王）を含めた大編制であった(33)。加えて現地最前

線には司令長官に陸軍少将谷干城、参謀長に樺山資紀を据えた熊本鎮台を含め、陸軍は5

8,558名、海軍では2,280名、合計60,838名の兵士で構成されていた(34)。

同年4月12日、黒田長官から全屯田兵及び北海道民に通達が発せられた(35)。それには

「熊本県下八代口ヨリ襲撃相成候ニ付猶大挙征伐セラルヽ由リ今般応援トシテ屯田兵ヲ

出陣セシメ速ニ凶賊ヲ平ケ早ク民苦ヲ被為救度御趣意ニ候条此際道路ノ訛言ヲ妄信シ営

業上ニ怠情ヲ生候様ニテハ不相成各自安堵平常ノ通職業相励ムヘシ」と記されている。

ここに屯田兵の西南戦争への従軍が開始される。

屯田兵は山田顕義を司令官とする別働第二旅団に配属された。本部長を准陸軍大佐堀

基として、次のとおりに編成された。

本部長 准陸軍大佐堀基 本部付 17名

第一大隊（大隊長 准陸軍少佐永山武四郎）、大隊付 8名

第一中隊（中隊長 准陸軍大尉門松経文）、244名（琴似・発寒屯田兵主体）

第二中隊（中隊長 准陸軍大尉家村住義）、239名（山鼻屯田兵主体）

輜重 70名

砲廠 55名
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小繃帯所 12名

以上、総出動人員数645名の屯田兵士が西南戦争に出征していったのである(36)。

第３項 戦闘死・病死・横死

本項では出征した屯田兵で戦闘によるもの、病気によるもの、直接戦闘に関わらない

ものによって死亡した人たちの状況と、その対応についてまとめてみたい。既に前述し

たが冨井恭二氏の詳細な研究に大きく依拠し、筆者なりに検証を加えながら、その研究

成果を引用しつつ論を進めたい。

また本稿作成に対して、琴似神社に「秘蔵」として所蔵されている『明治十年日々雑

志記八月改(37)』を閲覧することができた。そこに記載されている内容を参考にしながら

論考を進める。

１ 戦闘死

総勢645名からなる屯田兵第一大隊は、明治10年4月15日に小樽港を出港し、同19日に

肥後国に到着する。『開拓使事業報告』によれば、同年8月21日に鹿児島を発するまでの

戦闘の中で、8名が戦死している。さらに別働第二旅団へ編入された彼らは、八代口より

人吉攻撃に参加し、そこで激戦となった(38)。5月30日には「『テルカク』道ノ進撃ハ援兵

ニ及ハントス、旅団長ノ命ヲ得。前夜ヨリ『ドウカク』山ニ露営ノ永山少佐以下、白瀧

山ノ兵ニ合シ『ザレワラ』ニ向ヒ。開戦ハ軍曹佐藤市蔵戦死、伍長垣見幾五郎、兵卒安

孫子倫彦傷ク」とある(39)。「死傷者名簿(40)」では佐藤市蔵は「前骨骨板中央ヘ射入後頭

骨窩ニ留ル」とあり、熊本県肥後国八代郡八代に埋葬された。享年36歳4カ月であった(41)。

さらに戦闘が続き、6月1日には「午前六時、諸口ノ官軍一斉ニ人吉ヲ攻撃シ、午前九

時人吉ヲ取ル。（中略）正面、千早中尉ノ二分隊ハ西町、札ノ辻ニ至リ、大橋ヲ渡リ前岸

ニ達スルモノ僅ニ十余名ノ賊、橋側ニ伏シ急激スルニ遇ヒ殆ント援隊絶ス。コノ時千早

中尉及ヒ伍長平石吉次、伍長柳瀬栄ハ兵卒二、三名隈ヲ済リ引揚ク。此時軍曹岩田栄吾、

兵卒三品龍之助、板橋秀作、徳田庄之助戦死シ、伍長宮原隆太郎ハ傷ク(42）」。3名とも
ママ ママ

「胸部銃創即死」とされている(43)。しかしながら、既に冨井恭二氏が「人吉での戦死兵

卒三名の『診断書』と『士官奥書』が『溺死』となっていたため『胸部銃創』に書き換

えられた」ことを指摘しており(44)、岩田栄吾、徳田荘之助、三品龍之助の3名は溺死で
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あったようである。板橋周作については「板橋周作眞向ニ胸ヲ打タレ即死」とあるのに

対して(45)、『明治十年日々雑志記八月改』の戦闘記録でも、岩田、徳田、三品の3名は「残

兵ハ皆々早クモ逃去リナリ川下ヘ段打被流深クナリ遂ニ軍曹岩田栄吾兵卒徳田庄之助三
ママ

品龍之助合三人ハ無キツニテ死タリ」とあるため(46)、溺死であったことは間違いないよ

うである。溺死であったものが、何故に戦死とされたのかについては後述する。

続く8月2日に、「末永村ニ登リ、第二中隊ト合シ、奮戦大ニ勝利ヲ得、直チニ高鍋ニ進

入ス。第一中隊兵卒桜井清春戦死ス、伍長大関雄孟兵卒工藤彦三郎、真柳六蔵傷キ、第
ママ

二中隊兵卒石川瀧吉亦傷ク」とあり(47)、佐土原方面での戦闘で、櫻井清春が戦死してい

る。「左顳顬骨右側後頭部ニ貫通」とある(48)。櫻井は八代に埋葬されている。

7月10日には「賊兵四人来リ刀ヲ以右隊石森嘉七ヘ打テ掛ル其時何人砲ヲ以フセクトイ

ヘトモ遂ニ頭ヲ上ヲ切傷ラレ外手抔モ少々被切即死」している(49)。「顳顬骨及後頭骨三

ケ処脳ニ切込左上肢前指切落」とされた(50)。さらに7月28日には薩摩軍との抜刀による

戦闘で、堀米重三郎が即死している。診断には「右後耳動脈部ヨリ左同所ニ貫通」と記

されている(51)。

以上西南戦争での戦闘による死者8名は、次のとおりであった。冨井恭二氏の研究成果

を引用し(52)、筆者が行った調査による出身屯田兵村を加えて(53）、下に記す。

佐藤市蔵（軍曹） 5月30日 36才 熊本県鹿澤村 戦闘死（琴似 旧斗南藩）

岩田栄吾（軍曹） 6月1日 35才 熊本県人吉 戦闘死（琴似 旧斗南藩）

徳田荘之助（兵卒） 同右 29才 同上 溺死 （琴似 秋田県）

三品龍之助（兵卒） 同上 20才 同上 溺死 （琴似 亘理）

板橋周作（兵卒） 同上 24才 同上 戦闘死（琴似 亘理）

石森嘉七（兵卒） 7月10日 33才 鹿児島県杉水流村 戦闘死（山鼻 亘理）

堀米重三郎（兵卒）7月28日 23才 鹿児島県神屋村 戦闘死（琴似 亘理）

櫻井清春（兵卒） ８月2日 27才 鹿児島県佐土原 戦闘死（琴似 鶴岡県）

２ 病死

西南戦争への従軍中、さらに帰路、或いは札幌到着後に28名の屯田兵が病死している。

この点について冨井恭二氏の研究を以下に紹介する。

第一大隊第一中隊を率いた鹿児島県出身の軍人准陸軍大尉門松経文が、「五月一五日に
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『胸膜炎症』に罹り七月一一日に八代軍団支病院で死亡」とされている(54)。また7月10

日、村田政吉が「人吉攻撃に参加後、日向に薩軍を追っていて小林で脚気を発病し、隊

と離れ、八代から長崎へと後送され、本隊より遅れ九月一六日に大阪へ到着したが、大
ﾏ ﾏ

阪臨時陸軍病院で二四日にコレラを発病」し死亡している(55)。さらにチフスによる死亡

として、「八月八日高鍋における喇叭卒牧野岱三郎、八月一五日八代における夫卒板橋伊

右衛門、八月一八日長崎における兵卒前田市太郎（中略）一〇月一日に兵卒菊池時之助

が函館で死亡」している(56)。東條敬次郎についても「死因は八月二一日、鹿児島より神

戸へ航海中発病したチフスでその日の午後七時に金川丸船中」で死亡している(57)。

以下に冨井恭二氏がまとめた病死者の氏名、年齢、病名、死亡場所の一覧を提示した

い(58)。

門松経文（大尉） 7月11日死亡 39才 変窒息 八代軍団病院

小池八十吉（兵卒） 7月21日死亡 27才 腹膜炎 田代村分派大繃帯所

牧野岱三郎（喇叭卒） 8月8日死亡 21才 窒扶私 高鍋分派大繃帯所

板橋伊右衛門（夫卒） 8月15日死亡 44才 窒扶私 八代軍団病院

前田市太郎（兵卒） 8月18日死亡 27才 窒扶私 長崎軍団病院

東條敬次郎（兵卒） 8月21日死亡 30才 窒扶私 鹿児島～神戸 航海中

羽石好孝（兵卒） 8月26日死亡 年齢不詳 脚気病 長崎臨時海軍病院

今田吉平（兵卒） 9月8日死亡 21才 コレラ 東京新銭坐営所

二瓶只次郎（兵卒） 9月15日死亡 20才 コレラ 東京新銭坐営所

小山銀二郎（兵卒） 9月27日死亡 19才 コレラ 函館避病院

山崎竹松（兵卒） 9月27日死亡 31才 コレラ 函館避病院

佐藤松太郎（兵卒） 9月27日死亡 23才 コレラ 函館避病院

梅津籐吉（小使） 9月27日死亡 29才 コレラ 函館避病院

三浦久蔵（小使） 9月27日死亡 27才 コレラ 函館避病院

村田政吉（兵卒） 9月28日死亡 36才 コレラ 大阪臨時病院

藤倉惣介（兵卒） 9月30日死亡 28才 コレラ 小樽避病院

工藤治郎右エ門（兵卒）9月30日死亡 20才 コレラ 小樽避病院

氏家兼造（兵卒） 9月30日死亡 36才 コレラ 小樽避病院

栗原辰五郎（兵卒） 9月30日死亡 36才 コレラ 函館避病院
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菊池時之助（兵卒） 10月1日死亡 34才 コレラ 函館避病院

藤島三治（兵卒） 10月1日死亡 34才 コレラ 小樽避病院

吉田豊吉（兵卒） 10月1日死亡 36才 コレラ 函館避病院

斎川金八郎（兵卒） 10月1日死亡 28才 コレラ 札幌避病院

大場謙吉（兵卒） 10月6日死亡 28才 コレラ 札幌避病院

三浦常吉（兵卒） 10月6日死亡 22才 コレラ 札幌避病院

福定丑松（兵卒） 10月7日死亡 36才 コレラ 札幌避病院

永谷善太（兵卒） 10月15日死亡 35才 心臓病 札幌病院

原専之助（軍曹） 10月20日死亡 35才 コレラ 札幌避病院

続けて病死者達がどの様に対応されたのか、旧陸軍真田山墓地に埋葬された東條敬次

郎と村田政吉の墓石について、さらに冨井恭二氏の研究成果を次に紹介したい(59)。

亘理出身で第一中隊に所属した東條敬次郎は、鹿児島から神戸に向かう船中で8月21日、

チフスを発病。その日午後船中で死亡した。翌日には大阪陸軍墓地（旧真田山陸軍墓地）

に埋葬されている。その墓碑銘には次の様に記されているという。

（正面） 陸軍兵卒東條敬次郎之墓

（右側面）石狩國○郡・・

（左側面）屯田兵第二大隊第二中隊

明治十年八月二十一日死亡

また岩手出身で発寒屯田兵であった村田政吉は、人吉での戦闘後、脚気を発病する。

隊から離れ八代から長崎で搬送され、本隊とは別船で9月16日大阪に到着。大阪臨時陸軍

病院で、9月24日コレラに感染し、隔離病棟内で9月28日死亡した。火葬の後、大阪陸軍

墓地に埋葬されている。村田政吉の墓碑銘には以下の様に記されているという。

（正面） 屯田兵第四中隊右分隊

兵卒村田政吉之墓

（右側面）石狩國札幌発寒村平民

第二大隊区第四小区村田駒吉男

（左側面）明治十年鹿児島県賊徒征討之役羅脚気病

九月二十八日没大阪陸軍軍事病院

時三十六年七月
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以上、長くなったが冨井恭二氏の研究成果を紹介した。

加えて筆者の調査では琴似屯田兵であった今田吉平は神戸からの東京に向かう船中で

コレラを発病し、東京仮病院に入院するも、9月9日午前五時死亡している(60)。その際に、

屯田兵准陸軍大佐堀基よる陸軍中将西郷従道への依頼により、東京招魂墓地へ埋葬され

た(61)。同じく二瓶只次郎は、神戸から東京への船中にてコレラに感染。9月14日東京に

おいて「卒然相没病」とある(62)。やはり屯田兵准陸軍少佐永山から陸軍中将西郷宛の上

申で、9月15日東京招魂墓地に埋葬された(63)。

一方で北海道内での対応は、明治10年8月に札幌病院内に伝染病予防室が設置される(6

4)。9月になり帰道の船中にてコレラの感染が広がり、函館港での3日間の停泊中に10人が

発病したため、七重浜避病院に搬送するが6名が死亡している(65)。また小樽着港までに5

名が発病のため祝津に仮避病院を設置したが、ほとんどが死亡した(66)。札幌では10月に

なり急きょ札幌郡手稲村に仮避病院を設置するが(67)、多数の死亡者を出したのであった。

３ 横死

小樽港を出帆する当日、宿舎で出港を待っていた琴似、発寒屯田兵を中心として編制

された屯田兵第一大隊第一中隊の准陸軍伍長伊藤蔵司が、突然同郷の中崎源五郎を射殺

するといった事件が発生した。事件の詳細を、伊藤はその供述調書で次のように語って

いる(68)。

自分義岩手県下陸中国岩手郡余市村住居中同村居住中崎源五郎ト両三土計リ争論致

候事有之昨九年四月中屯田兵被召募札幌ヘ源五郎同道罷越シ示後同村ヘ居住罷在大

一中隊伍長代務被申付本月十一被長崎表ヘ行軍被命小樽ヘ参リ金曇町貸座敷三宅亀
ママ

吉方ヘ止宿致シ尤右源五郎ハ自分伍下ニテ同宿罷在候所本月十三被准陸軍伍長被命
ママ

素ヨリ不肖ノ身不相当ニ付度々辞退仕候得共不得止奉職致シ止宿中何分多人数ノ事

且不肖ノ身ニテ伍下ノ兵員ヲ制兼自論中崎源五郎ナル者悉ク蔑視致内実心外ニ存居

必竟伍下ノ不取締モ彼シノ所業ヨリ醸成候哉推考罷在候折柄昨十五被午後五時ノ乗
ママ

船被達出発ノ際ニ付伍下兵員大房一郎ト申合セ宿亀吉方ヘ依頼ノ上酒五合ヲ買求メ飲

酒ノ末二階ヘ登リ勘考スルニ何分源五郎ノ挙動不審ト一時思ヒ込ミ彼レヲ砲撃セン事

ヲ発意シ所持ノ銃ヘ弾丸ヲ仕込置源五郎出発ノ体ヲ認メ念激禁スル能ハス終ニ右ノ耳

下へ向発砲及候所即時相果候次第ニテ外髙橋辰三郎ハ疵為負且弾丸ノ行方等更ニ覚無
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之尤人ヲ殺害セシ上ハ割腹可致存念ニテ兼テラントセル内ヘ隠シ置タル短刀ヲ取出シ

候得共衆人ヘ被取押ヘ今更恐入候事

その後明治11（1878）年1月9日に黒田は三条実美に対して「罪案文ニ通処断仕可然哉

一件書類相添此段相伺候至急御裁下有之度候也」と(69)、加害者伊藤への死刑判決の妥当

性を伺い、結果は判決通りとなる。直ちに苗穂監獄（現札幌市）に投獄され、同年4月26

日に死刑が執行されている(70)。これが中崎源五郎の「横死」の経緯である。

第２節 西南戦争での戦没者慰霊

第１項 東京招魂社への合祀

西南戦争での戦没者慰霊として、開拓使は札幌への帰還の2月後、早々に戦死者の東京

招魂社への合祀を求めた。左の史料が開拓使からの太政大臣三条宛の合祀伺いである(71)。

先般鹿児島県賊徒征伐ニ際戦死ノ者来ル十三日ヨリ十五日迄三日間九段坂上ニ於テ

招魂祭被挙行相成度旨今般海軍省ヨリ伺出御許可相成候趣ニ有之然ルニ当使屯田兵

ノ義モ当夏戦地へ出兵第二旅団ニ編入相成各所ニ於テ戦死セル軍人軍属若干ニ有之

右等総陸海軍省軍人軍属同様招魂祭挙行同社ヘ合祀可相成筋ト被存候條至急御允裁

有之速ニ該省ノ御達相成候様致度此段相伺候也

当時屯田兵は開拓使の管理下にあったため、屯田兵の東京招魂社への合祀は特別なも

のであったようである。したがって開拓使は戦死した屯田兵を「陸海軍省軍人軍属同様」

にと強調し、合祀を願ったものであった。それに対して、太政官は翌10日、陸海軍両省

に「伺ノ趣聞届別紙ノ通陸軍海軍両省へ相達候事」とする「達」を以て一旦事前に通告

をし(72)、その別紙において「今般西南ノ役ニ戦死セル北海道屯田兵東京招魂社ヘ合祀被

仰付候来ル十三日並毎年定日ニ祭祀執行可致此旨相達候事」と合祀が決定した。

ただし、この合祀伺い提出の翌日に「病死去其上ハ戦死ト看做シ可然（中略）数條取

調中ノ存候得共屯田兵ノ兼ハ渾ニテ陸海軍省ノ御取調可申存候此段一座相伺候也」との

「征討残務取調所」から黒田長官宛の伺い文書があり(73)、さらにはそこに「屯田兵ノ組

立ハ特別ノモノト雖（中略）海陸軍ノ成規ニ被準警視局ノ伺相立候ハヽ（中略）評議候
ママ

間モ有之候ト被存候事」といった付箋がみられる。したがって開拓使側は東京招魂社へ

の合祀を戦闘死者だけに留まらず、病死者の合祀を要求していた事が窺える。しかしな

がら「十一月西南ノ役戦死者八名軍中疫疾ニ罹リ死スル者二十七名陸海軍ノ例準シ戦死
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者八名ノ霊ヲ東京招魂社ニ合祀セラル」とあるため(74)、その目的は達せられなかった。

ここに開拓使が考えていた屯田兵戦没者に対する慰霊の在り方を見いだすことができよ

う。

東京招魂社への合祀者は以下の8名であり(75)、前述の戦闘死（含溺死）者と合致する。

１ 佐藤市蔵（軍曹）

２ 岩田栄吾（軍曹）

３ 板橋周作（兵卒）

４ 徳田荘之助（兵卒）

５ 三品龍之助（兵卒）

６ 石森嘉七（兵卒）

７ 堀米重三郎（兵卒）

８ 櫻井清春（兵卒）

屯田兵が開拓使隷下の特殊な陸、海軍に属さない特殊な軍隊であったため、東京招魂

社への戦死者の合祀は、開拓使側からの要請によってなされたものであった。太政官と

しては事前に陸海軍省に両軍の軍人軍属の戦闘死者と同様に扱うことを伝えた上で成さ

れたものであった。一方で開拓使は病死者の合祀までも要請していたことを強調してお

きたい。

第２項 「屯田兵招魂碑」の建立

１ 招魂碑建立までの経緯

次に開拓使は招魂碑の建立を計画する。明治11年7月6日、開拓使はその建設について

太政官に対して、次のような上申書を提出した(76)。

当使屯田兵客年西南ノ役ニ戦死ノ者招魂祭ノ儀ハ九段阪下招魂社へ合祀相成候処尚
ママ

北海道札幌ヘ招魂碑取致度右ハ兵員ノ志望ニモ相副候義ニ付設費途殖民費ヨリ支弁

建設候條別紙図面相添此段上申候也

招魂碑の建立は屯田兵自身が「志望」するものであり、その建設費用は開拓使管轄下

の「殖民費」から調達するので建立を認めて欲しいといった伺いである。この伺いに対

して太政官は調査局での審議の上、同月9日に「開拓使上申北海道ヘ招魂碑建設ノ儀審案

候処陸海軍ノ比較ニ依リ候時ハ東京招魂社へ合祀相成候迄ニテ別ニ招魂碑等建設不及儀
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ニハ候へトモ北海道ノ儀ハ辺陳ノ儀且屯田兵ハ陸海軍トハ其成立ヲ異ニシ一様ニ難見做

場合モ有之候間上申ノ通御聞届相成可然裁左案取調仰高裁候也」として(77)、大蔵省へ通

牒している。北海道が遠い辺地であり、屯田兵は陸海軍とは異なる経緯で成立したもの

なので、「一様ニ難見做」いものであるとの理由で招魂碑の建立を認める趣旨の結論であ

る。

開拓使は太政官に招魂碑建立を伺う一方で、旧征討軍団事務所に対しても招魂碑建立

の依頼書を提出している。次の史料がそれである(78)。

客年西南ノ役屯田兵戦死之者石碑建設之義ニ付第千四百十七号ヲ以テ各旅団之振合

及御問合候処第二百五号縷々御申越趣致承知候ニ付テハ今度限リ御引受定規之石碑

建設ニ相成候様致度此段及御依頼候也

結果、明治11年7月25日に「屯田兵戦死者ノ為招魂碑を札幌ニ建設ス(79)」との裁可が

成されたのであった。

開拓使からの要請により招魂碑建立計画が進められる。その際「旧征討軍団」にまで

にも建立を「今度限リ」として依頼していることは興味深い。

ここで、これらの開拓使からの建立伺や依頼書では、「戦闘死」者のための招魂碑とし

ていることに注目したい。さらに中央政府もあくまでも戦闘死者のための招魂碑建設を

認めたものであったことを確認しておきたい。

ちなみに、この屯田兵招魂碑は、明治33年に「招魂碑保存会」が法人として認可され、

明治41（1908）年に札幌区遊園地（現在の札幌市中島公園）へ移転される。そこに同年

日露戦争の終結にあったて乃木希典の筆によって「忠魂碑」が建立され、翌42（1909）

年12月に内務省の認可の下で札幌招魂社が成立する。その後昭和14（1939）年に札幌護

国神社と改称された(80)。

２ 招魂碑文の変遷

ここで建立が裁可された招魂碑の「碑銘」の変遷について考察したい。

明治12（1879）年2月、開拓使二等属の奥並継が作成し、開拓使三等出仕記録課書記官

へ提出した碑文案が次のものである(81)。

明治十年四月。王師西征。顕義承之。別働第二旅団長。屯田第一大隊属焉。進攻人

吉拔之。連陥佐土原高鍋。准陸軍〃曺佐藤市蔵等八人。奮闘相継而死。越。九月事
ママ
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平。凱旋。 朝廷祔祭ス佐藤等之霊於東京招魂社。参議兼開拓長官黒田清隆。已悼

佐藤等殉干王事。且准陸軍大尉門松経文等二十八人病歿於行間別建碑於札幌△△。
マ マ

鎸各人姓名於碑陰。請有栖川二品親。王書碑面字使顕義●達碑之由。歳時修祀或廃

墜。

この案文では人吉で戦死した佐藤市蔵の名が本文の中に記され、戦死者8人としている。

一方で「准陸軍大尉門松経文等二十八病歿」者の姓名を碑文に記されている。上記で確

認したとおり戦闘死者のための招魂碑建立であったが、病死者の氏名が案文内にある。

その後の訂正案と思われる2月12日付けの、奥並継作成の碑文案が次のものである(82)。

明治十年。西南之役。顕義承之別働第二旅団長。屯田兵第一大隊属焉。転戦数月。

奮闘而死者八人。病歿於行間者二十八人陸軍中将兼参議兼開拓使長官黒田清隆。建

招魂碑於札幌△△。請前征討総督有栖川二品親王。題字又以其余旧部下使記其梗槩
マ マ

因列各人姓名於左。
ママ

明治十年某月某日 某役戦歿 准陸軍軍曺 佐藤市蔵 （以下朱書き）
ママ

・・・・・・・・ ・・・・・ （・・は原文、以下同じ）

・・・・某月某日病歿干某 某

・・・・・・・・・・・ ・・・・・

この案文では本文から個人名が消え、「各人姓名於左」として一括して氏名を挙げて
ママ

いるが、前案同様に「病歿」者の氏名が碑文に記載されている。

続く2月14日付で黒田開拓長官から 安田、永山に送られた電報で示された「招魂碑ハ開

申ノ通ニテ宜シ」とした案文は、次のものである(83)。

明治十年。西征之役。顕承之別働第二旅団長。屯田兵第一大隊属焉。転戦数月。奮

闘而死者八人。横死者一人病歿於行間者二十八人。陸軍中将兼参議兼開拓使長官正

四位勲一等黒田清隆。建招魂碑於札幌公園。請陸軍大将兼議長議定官二品大勲位熾仁

親王前征討総督書碑面字。又以属予部下使予記其梗槩。因勒各姓名於左。
ママ

五月三十日戰歿干肥後人吉 准陸軍軍曺 佐藤市蔵
ﾏ ﾏ

以下七人同列

七月十一日病歿干八代 准陸軍大尉 門松経文

以下二十七人同列

（中略）
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四月十五日 横干小樽 中崎源五郎
ママ

この段階では病死者に加え、「横死者一人」が本文に加えられ、「四月十五日 横干小
ママ

樽 中崎源五郎」とその氏名までが、朱書きで加えられた。

さらに上の案文の訂正文と思われる「招魂碑彫方義伺ノ通リ」とした題名の3月1日付

の調所発、安田・永山宛電報(84)では、次のとおりのものになっている。

明治十年。西征之役。顕承之別働第二旅団長。屯田兵第一大隊属焉。転戦数月。奮

闘而死者八人。病歿於行間者二十八人。陸軍中将兼参議兼開拓使長官正四位勲一等

黒田清隆。建招魂碑於札幌。請陸軍大将兼議長議定官二品大勲位前征討総督熾仁親

王書碑面字。又以其属予部下。使予記其梗槩。因勒各姓名於左。
ママ

（中略）

四月十五日横死干小樽 中崎源五郎

（後略）

これでは本文から「横死者一人」が削られるが、氏名の中に「四月十五日横死干小樽

中崎源五郎」と朱書きで記載されていた。その後碑文に関わる史料が存在しない点か

ら、上記の文言が銘文として「屯田兵招魂碑」に刻印され完成したものと考えられる。

現在は札幌護国神社の境内奥に忠魂碑と並んで、屯田兵招魂碑が建っている。背面に

碑文があるが、風化したためほぼ判読は不可能と言える。ただ筆者が現地調査をした結

果では、記載者数は明らかに37人であり、横死した「中崎源五郎」の氏名を確認するこ

とができた。したがって西南戦争で戦闘死した8名、病死した28名、加えて横死した1名、

計37名の氏名が、碑文にしっかりと刻まれたことになる。この点で今井昭彦氏は36名と

しているが(85)、事実は37名であった。ちなみに後述するが、日清戦争及び台湾征服戦争

の招魂祭実施を報道する新聞の記事(86)は、「札幌区の招魂祭は例年の如く一昨二日を以

て中島遊園地に挙行さる（中略）実に昨年を以て祭主として殉国者故陸軍大尉門松経文

外三六名の英霊を祭る」とあることから、この記事は上記のように37名が招魂碑に記さ

れていたことの証左といえよう。

この碑文について、明治12年5月に開拓長官黒田から有栖川宮及び山田中将宛の文書に

「先般御拝毫相願候屯田兵招魂碑文字鎸刻出来ニ付石摺壱部是御一覧候也」として招魂

碑文の表面、裏面各一部を有栖川宮及び山田中将へ送付している(87)。また明治12年11月

に開拓官黒田から有栖川宮及び山田中将宛文書では「先般御拝毫相願候屯田兵招魂碑建
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築落成ニ付写真一部井辰送候也(88)」とあるため、彼ら両名は碑文を目にしているはずで

ある。しかしながら彼らから何らかの指摘があった形跡はない。黙認したとも考えられ

る。

このことから当時合祀が不可能であった病死者が、札幌招魂社、すなわち後に改称さ

れる札幌護国神社の祭神として祀られることとなった。小林健三氏、照沼好文氏、大原

康男氏、今井昭彦氏らが指摘した招魂碑に起源を持つという、札幌護国神社の特殊性が

生まれた経緯がここにあったのである。

ここまで招魂碑の碑文についてその変遷と復元を試みたが、一方で明治12年8月16日

開拓書記官一等属奥並継から故門松経文の妻宛の文書(89)では「今般屯田兵招魂碑北海道

札幌表へ建設相成候旨記念之為石摺表裏共壱部ツヽ及御送付候条此段申入候也」とあり、

さらに「百枚分御廻申候条死者遺族共へ壱枚宛賜り（中略）屯田招魂碑表二枚右之通正

に落手仕候也」といった文書が明治12年9月4日付けで、病死した鹿児島県士族門松経文

の妻「ま津」へ送られている(90)。いずれも将校ではあるが、西南戦争での戦没者慰霊の

一端といえよう。

３ 招魂祭の実施

前項で考察した屯田兵招魂碑は、「偕楽園」に設置された(91)。偕楽園は「明治四年開

拓判官岩村通俊開築シ以テ遊覧ノ所」とされ園内には育種場、博物場、競馬場を備えて

いた(92)。現在の札幌市北六条西七丁目に位置し、ＪＲ札幌駅からの西へ数百ｍの所であ

る。その場で「招魂祭」が行われ、その日程と内容は明治12年10月15日付の永山から開

拓書記官への文書では「来ル廿七八両日招魂祭扱行手続左之通ニ有之候条廿七日祭典之

節当局並各局員共御来集相成候様致度此段及御照会候也」として(93)、27日には「午前十

時祭事扱行屯田兵整列相神式ヲ行」い「午後二時ヨリ招調ヲ挙ク」とある。さらに28日

は「午前八時ヨリ十二時迄射的」「午後初ヨリ競馬」が開催される予定であり、「但優秀

ノ者へ景物ヲ与」うとあることから、招魂といった祭事と娯楽的なものを合わせたもの

を計画していたようである。招魂祭の様子を新聞では次のよう記している(94)。長文であ

るが記す。

札幌庁下偕楽園の傍らに方百間余の良地を相し去る明治十年征西の役殉国壮士三十

七名の招魂碑を建て本月二七日を以て大祭を施行し同年二八日附祭あり該碑は陸軍
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中将兼参議開拓長官正四位勲一等黒田清隆公の建る所にして東京に鑰以て札幌に運

輸する者なり縦丈五尺幅六尺余の根府川石なり下に三重の石壇を築きその高さ三間

余あり四方鉄柱の瑞垣を廻らし前面に石柱鉄扉の神門を構ふ碑の表面屯田兵招魂之

碑の七大字ハ陸軍大将兼議長議定官二品大勲位熾仁親王の書背面の碑文は陸軍少将

兼議官司法大輔従四位勲二等山田顕義公の撰（中略）概略は碑の前面の両偏に鉄険
ママ

と五采の絹とを取掛けたる大榊を樹て瑞垣に注縄を引神門には日章の旗を叉字に打

違い門外左の方には国旗右の方には五色の大吹く貫を雲際に翻へし祭官の帷舎には

幔幕を貼り秋風幕を吹き采帛扁々たり此日天色惨恒晴雨未だ定まらず恰も今日の祭

儀に会し天公亦為めに惨愴の情を表せる者の如し（中略）斎主進で告辞を様読せら

らる懇志文章に溢れ哀性声音に露れ無数の参拝人文義を解すると解せざると皆感泣

せり就中遺族親戚に至りては歔欷の聲他人の襟袖を湿すに至る(中略）嗚呼薩賊の大

挙聴発するにあたり此人々義を重じ身を軽じ奮て難に趣き弾丸雨射の間は戦ひ剣光

雷閃の下に斃れ遂に天寿を保つ能はずと雖ども然れ共護国の義務を尽し至忠の試を

効すを以て名を明治の正史に留め永遠不朽の祭儀を饗くるの栄あり国民たる者安ん

ぞ大義のある所を弁知して報国の義務を尽さざるべけん哉

ここにも「明治十年征西の役殉国壮士三十七名」とあり、やはり37名の名が碑文に記

されていたことが確認できよう。一方で興味深いのは、この当時に既に「護国の義務を

尽し至忠の試を効す」や、「国民たる者安んぞ大義のある所を弁知して報国の義務を尽さ

ざるべけん哉」といった文章で報道されていることである。明治12年11月段階で国民の

義務として「忠君」或いは「報国」といった意識が存在した点を注視すべきであろう。

この招魂祭の実施以降、8月2日を招魂祭と定め毎年例祭が挙行されたという(95)。

第３項 「武早神社」の存在

１ 日登寺の建立と「武早智雄神」の祭祀

明治8年に旧仙台藩亘理から琴似屯田兵として入植した者の中に東山源八郎がいる。彼

は熱心な法華経の信者であり、入植時に加藤清正の木像を持参したといわれている。そ

の清正像を祀るため、同年10月に札幌元村にあった妙見堂を入植者らが貰い受け、翌9年

3月に琴似屯田兵村の南に移築し、参詣堂を建立した(96)。それが現在の日登寺である。

ちなみにその建立に尽力した人物は、東山と同郷の亘理出身の玉田清八、沢井忠平、鈴
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木源助、玉田清治、橋本与四郎、宮本 某、藤 某である(97)。

日登寺の境内には石塔が現在も存在しており、「琴似屯田兵開削之寺」との碑銘がある。

琴似に入植した屯田兵にとっての、現地における仏教信仰の拠点となったと思われる。

その日登寺に翌年「小社」が建立される。そこでやはり亘理出身者が「古峰講」とよば

れるものを開催していたが、彼らによって藩祖伊達成実を祭神とした「亘理神社」の分

霊を亘理から持ち帰り、日登寺境内に六尺四方の小祠を建立したのがそれである。成実

の諡号「武智雄命」から「武早」神社と称した(98)。牧野清作（琴似 明治八年五月入植。

亘理出身）、今野録之丞（清之助或いは初吉カ）、齋藤繁三郎（琴似 明治八年五月入植。

亘理出身）らによるものといわれている(99)。そこは琴似屯田兵村民にとっての現地にお

ける信仰施設として機能していたのであろう。その「武早神社」が2度の移転後、明治30

(1897)年に「琴似神社」に名称を変え(100)、現在地に至っている。

興味深いのは、琴似神社の拝殿正門の左隅に献灯石があり、その碑文には「明治三十

年山鼻旧亘理藩士族一同」と記されていることである。琴似への入植の翌年、山鼻に入

植した屯田兵の子孫らが、琴似屯田の信仰対象であった神社への奉納である。遠藤由紀

子氏によれば山鼻屯田兵村では「屯田兵村を守護する神社」が無かったとされる(101)。な

らば、亘理出身の山鼻屯田兵にとっては実に意義ある神社であったのであろう。さらに

入植後約20年が過ぎた時期においても、琴似屯田兵と山鼻屯田兵との密接な連帯性が指

摘できよう。

２ 報徳神社の存在

その琴似神社境内には、西南戦争からアジア太平洋戦争までの戦争に琴似地区からの

出征し、戦没した人々を祭神とする神社が存在している。「報徳神社」と呼ばれるもので

ある。その横には忠魂碑が存在し、現在でも琴似屯田の入植完了を5月27日とし、例大祭

が開催されている(102)。西南戦争を含めた戦没者の慰霊施設といえる。

このことは屯田入植者が道外からの移住者であったが故に、自らが信仰する祭神を元

に宗教施設を設けていることを示している。無論、故郷への思慕からであったものであ

ろう。一方でそれは屯田兵村という一種の「共同体」的な集団にとって、その帰属意識

を維持、高揚するものであったことは遠藤由紀子氏が既に指摘している(103)。琴似神社と

改称されることで、琴似屯田村と山鼻屯田村といった地域を異にしながらも同一の境遇
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から「連帯性」をも生み出していったと解釈することができる。他方では彼ら村民にと

っての戦没者慰霊いった機能を有していたことが指摘できよう。それが報徳神社という

西南戦争以降の戦没者を祭神とする神社であった。それはいわゆる「招魂社」とは異な

った信仰対象といえよう。さらに国家や軍といった官製によるものとは異なる、屯田兵

村自らが設けた戦没者慰霊施設といえる。今でもその子孫たちは彼らの祖先の慰霊を行

っているという事実が確認できる。

第４項 戦没者慰霊の特性

ここまで西南戦争へ出征し戦没した兵士たちに対する慰霊の実態を述べてきた。そこ

からみられる屯田兵の戦没者慰霊について、その特性について改めて整理しつつ、考察

を試みたい。

第１に東京招魂社への合祀に関わってである。西南戦争における戦没者の東京招魂社

への合祀について、開拓使はその実現に向けて積極的に行動した。そして、その合祀対

象者を、戦闘死者だけにとどまらず、病死者の合祀をも訴えたのであった。この点に開

拓使が描いた屯田兵士の戦没者に対する慰霊の姿勢を見ることができる。つまり陸軍と

は距離をおいた黒田清隆の持つ、開拓長官兼陸軍中将による屯田兵の管轄権による動き

であったと考えたい。前述したが山県をして「北海道之儀ハ殊異之土地柄」と言わしめ、

陸軍省としては「景況熟知ノ者」が無い状況下で、北海道の開拓を実際に担ってきた、

開拓使側の屯田兵戦没者慰霊への強い意志の表現であったといえる。結果は「陸軍、海

軍の例に倣い」といった論理で、それは実現しなかったが、ここに屯田兵戦没者慰霊に

ついての特性を見いだすことができる。

第２として屯田兵招魂碑の碑文をめぐる経過と結果から考察したい。

１点目は戦死者の把握の段階で何故「溺死」を「戦闘死」とする必要があったのかと

いう点である。実は三品、徳田、岩田の三名の診断書には、明らかに改ざんされた痕跡

を見いだすことができる(104)。すなわち三品、徳田の両名とも「人吉ニ於テ激戦ノ際銃創

ヲ被リ玖广川ニ没シ致即死ニ付」といった加筆がなされ、特に「銃創ヲ被リ」の部分は
ﾏ ﾏ

朱書きで加筆されている。さらに岩田については、診断書に「四肢以下」十五字ヲ削り

胸部銃創ニテ磨爛致シ候ニ改メ度事」との付箋があり、本文は「人吉ニ於テ激戦ノ際胸

部銃創ヲ被リ玖磨川ニ没シ致即死ニ付」との診断書で、同様に「胸部銃創ヲ被リ」は朱
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書きである(105）。明らかに開拓使は「溺死」という事実を「戦闘死」として扱ったのであ

る。その目的の理由の一端を示すものが、次の開拓使内部での文書である(106)。明治11年

7月2日、開拓使二等属の奥並継が作成したもので、そこには「昨一日旧別働第二旅団事

務所へ出願ノ処屯田兵岩田栄吉外三名昨十年招魂祭合祀ノ節御届ニハ戦死ト有之旅団ヨ

リノ届書ニハ溺死ト相見ヘ戦死溺死ハ差等モ有之招魂祭典ニ興ルト不然トノ区別モ有之

儀ニ付右御届書判然致シ候様本日中ニ取調可申出」とあり、開拓使は東京招魂社への合

祀の際に「戦死」としたが、旧別働第二旅団側は「溺死」としたことへの矛盾の解消が

必要であり、招魂祭での「興ルト不然」の「区別」への配慮であったといえる。

２点目には、これまで屯田兵招魂碑には36名が記載されるとしてきたが、実際は37名

であった。「横死」とされる中崎源五郎の氏名が、その碑文に刻まれていたのである。で

は何故に、「横死」とした人物を招魂碑文に記載したのか、である。彼の診断書は「四月

十五被銃殺セラレ即死札幌墓地埋葬」と記されているが(107)、それには付箋があり、そこ

には「恩給令十三條第一節ニ准ス」とある。

一方で、彼を殺害した伊藤蔵司への判決書には次のような付箋がある(108)。

伊藤蔵司発枉云々右発狂ナレハ医員ノ診断書モ可有之筈喩ハ犯罪ノ節枉乱ニテ糺弾
ママ ママ

ノ節全快セシトスルモ発枉中ノ挙動ヲ口供ノ如ク明瞭記録スヘキ道理ナキヲ以テ口
ママ

供モ又斯ノ如ク甘結スヘキ理由ナシ依テ発枉云々ニ屯田事務局ニ照会ハ本議ヲ可ト
ﾏ ﾏ

ス

伊藤による中崎の殺害は、「発枉」によるものであり、中崎はその犠牲であったとの主
ママ

張を見いだすことができる。したがって中崎は出征中の「犠牲者」として扱われ、ひい

ては「戦闘死」に相当するとの判断が、開拓使にはあったものと推察できる。「横死」で

あっても碑文銘に記した理由がここにあったと考えられよう。

３点目は「病死者」の碑文への記載である。屯田兵招魂碑文の変遷については前述し

たが、黒田清隆はあくまでも戦闘死者のための招魂碑建設をその目的として伺いを立て、

政府はそれに対して許可したものであった。しかしながら戦闘死（溺死）、病死者及び横

死者の氏名が記されたのは明らかである。何故そのようになったのか、大きな疑問が残

る。東京招魂社への合祀者として、開拓使は病死者を含めたい姿勢は既に述べたが、招

魂碑の建設過程でも同様な動きがあったことが以下の史料から推察できる。

先ずは明治11年5月20日付けの「出征中死没ノ者石碑建設ノ義ニ付旧軍団事務所へ御回
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答ノ案(109)」では「昨年出征中戦没ノ屯田兵士官抔之石碑建設之義発第百六拾三号御照会

之趣了承候ハ即死或ハ病気抔ニ因来候者共凡テ小繃帯所ヨリ本団ノ大繃帯所へ引渡大繃

帯所ニ於テ埋葬抔各隊一般ノ取斗相来候次第ニ付石碑建設ノ義モ各旅団死没人一様ノ御

処分相来候様致度此案各御回復候也」として、病死者も「各隊一般ノ取斗相来候」とし

て裁可を願っている。続けて開拓使は6月24日に、次の文書を旧軍団事務所に送っている

(110)。

昨年出征中死没ノ屯田兵士官己下石碑建設ノ儀発第百六拾三号御照会之趣致承分候

右者戦死病死何レモ旅団大繃帯所ニ引渡埋葬等各隊一般之御取扱ニ相来居候儀ニ付

石碑等是亦右旅団一般之御処分ニ相成候事ト存候処御照会ハ如何様之御取斗ニ相来

候哉致承知度候御回答此段及御問合候也

その結果として7月11日付けで、以下のような回答を旧軍団事務所から開拓使が受けて

いる。

先般発第百六十三号ヲ以客年出征中戦死等之者石碑之処ニ付及御照会ノ処（中略）

戦死病没ノ者共何レノ旅団大繃帯所ニ引渡埋葬等各隊一般之取扱ニ相成居り候ニ付

云々抔各旅団之様右御問合之趣抔致承分候元来客年之役戦死抔之者海軍警視夫ニ混

籍致居リ将夕扱籍上並ニ定規之石碑寸法抔モ即之候間夫々其省局ニ於テ被扱相成候

処御照会ニ及（中略）併屯田兵ハ死没之者モ寡歩ニ致間今般ニ限リ当方へ御引更致
ママ

シ一般定規之石碑寸法ニ準シ建設（中略）致此段再ヒ及御照会候也

その回答案として、開拓使は次の文書を7月12日に旧軍団事務所へ送った(111)。

客年西南之役屯田兵戦死之者石碑建設之義（中略）発第百五号縷々御申越之趣致承

知候ニ付テハ今度限リ御引受定規之石碑建設ニ相成候様致度此段及御依頼候也

以上のような開拓使と旧軍団事務所との間で、「今度限リ」といった理由で、招魂碑の

碑文に戦闘死者に加え、病死、横死が記されたものといえる。ちなみに大蔵省編纂の『開

拓使事業報』には「（十一年）七月客年西南ノ役戦死者東京招魂社合祀ヲ得ト雖軍中病死

者戦死ト同シク見做スヘキ者ノ霊ヲ併セ記念ノ為メ札幌ニ招魂碑ヲ建ツ」とある(112)。こ

こにも東京招魂社への戦病死者の合祀を計画した開拓使の論理が存在していたといえる。

すなわち屯田兵の成立過程で課題となった管轄権問題が、黒田の開拓長官兼陸軍中将

への就任で、黒田へ屯田兵の管轄権が集中したことにより陸軍と屯田兵との間に相対的

な距離が生まれたこと。そして、ある意味で特殊な軍隊であった屯田兵士の戦没者慰霊



- 36 -

なるが故に、病死者、横死者が招魂碑の碑文に刻まれることになったのである。

前述したが、この屯田兵招魂碑を中心として、札幌招魂社が生まれ、昭和14年札幌護

国神社へと名称を変えている。小林、照沼、大原氏が指摘した札幌護国神社の特性、す

なわち靖国神社の合祀基準とは異なった、この時期での「戦病死者」をも合祀した戦没

者慰霊社が北海道に存在する理由がここにあったのである。

４点目に、この碑文に氏名を刻むことの意義が、極めて政治的、経済的な側面がにあ

ったことを指摘したい。この点は既に冨井恭一氏が戦没者遺族への補償の問題と相続の

問題について、例えば戦闘死、病死によって戸主を失った場合の相続については、「嗣子

が幼少であっても相続が保障され、兵役は免除されていた」ことを述べている（113)。但

し、本章の目的である慰霊といった点から、筆者なりに考察を行いたい。既に中崎源五

郎の横死については、その診断書の付箋に「恩給令十三條第一節ニ准ス」とあることを

述べた。つまり横死を戦闘死扱いにした今一つの理由は、恩給の支給にあったと考えら

れる。屯田兵が当時陸軍に属さず、開拓使に直属したという特殊な存在であった点を、

次の史料が端的に示している。明治12年7月7日付けで内務卿伊藤博文が黒田開拓長官に

発したものである(114)。

屯田兵戦死ノ者二瓶只次郎以下六名分遺族扶助料願書中該人ニ依リ生活セシヤ明文

無之云々ニ庶第三千八百六十壱号御来意之趣承了屯田兵ハ皆服役スル者ヲ戸主トシ

全戸移住自家ヲ経営スル者ニ有之他陸軍兵ノ二三男ヨリ徴募候者ト其生質自ラ異ナ
ママ

リ家族之戸主ニ依生活スルハ其本分ニ付別記入不致次第ニ候間右御了承有之度此段

及御照復候也

この史料では屯田兵は「戸主」であり、「移住自家ヲ経営スル者」であること。さらに

「陸軍兵ノ二三男ヨリ徴募候者ト其生質自ラ異ナリ家族之戸主ニ依生活スルハ其本」で
ママ

あることを明確に示している。つまり、戸主である屯田兵の死は、直接的に家族の存続

を危うくするものであった。そしてそれは北海道開拓の「主体者」を失うといった、多

大な痛手であったのである。そのため開拓使は西南戦争後、戦死者遺族への「扶助料」

の支給について積極的な行動を起こし、その回答を内務省から受けている(115)。例えば、

明治12年4月2日には、戦死者への支給は無論のこと、横死した「中崎源五郎」「ハ私怨ヲ

以テ射殺セラレ」たものであり、「一般病忘ニテ死没セシ者ニ付」「寡婦扶助料」の支給

を求めている(116)。加えて前出の大蔵省の『開拓使事業報告』によれば、「十月屯田兵給
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助年限中戸主死スルモ遺族猶ホ其扶助ヲ仰クヲ得セシム又其遺族老幼婦女多キ者ハ開墾

意ノ如クナラス終ニ破産流離ニ至ルヲ慮リ戦死病死ヲ論セス給助満限迄亡戸主ニ給スヘ

キ扶助米ノ残額ヲ以テ遺族ニ給シ開墾費ニ充テ保護ノ定規ヲ設ク」とあり(117)、「戦死戦

病死ヲ論セス」に遺族への扶助を行っている。さらに明治12年6月19日に太政大臣三条実

美が認めた、黒田長官からの太政官へ伺には「死刑ニ被処候者ノ遺族ハ右限外ナル勿論

ニ候得共前顕救助ハ素ヨリ開墾費充下賜候義ニ有之且該兵ハ最初ヨリ送籍移住ニシテ兵

農ノ役ニ従事セシメ永遠土着殖民ノ基礎ト為スノ主旨ニ候処死刑ニ処セラレ候故ヲ以テ

其遺族タル者生計ノ途ヲ失ヒ開墾等ニ従事スル能ハサルニ立至候テハ該兵設置ノ趣意ニ

悖リ候義ニ付死刑者ノ遺族モ戦死病死者ノ遺族同様ノ処分ニ取計度條御允准相成度此團
ママ

相伺候也」と記されている(118)。つまり、犯罪により死刑判決を受けた人物の遺族までも

が扶助を受けている状況が理解できる。そして、その理由は屯田兵とは「兵農ノ役ニ従

事セシメ永遠土着殖民ノ基礎ト為スノ」人々であることにあった。なお、この点につい

て冨井恭二氏は西南戦争後の屯田兵の相続状況から、中崎源五郎及び伊藤蔵司の両名が

各々後継者へ相続がなされていたことを示し、その点から「平時の病死はもとより『横

死』『刑死』した屯田兵の跡についても同じ扱いがなされた」と述べている(119)。これは

本稿において中崎源五郎、伊藤蔵司の相続状況についてまで追究できなかったことを補

完するもので、これまでの著者の考察が適切であったことを裏付けるものといえよう。「屯

田兵士の「死」とは、その理由の差なく「開墾等ニ従事スル」者を失うことである。し

たがって前述したとおりに今井昭彦氏が指摘した招魂碑建設が西南戦争へ従軍した「名

誉」といった側面ばかりではなく、むしろ彼らの遺族の生活維持という経済的保障、さ

らには政治的な性格を帯びたものであり、ひいては北海道の開拓政策の維持といった極

めて政治的側面に関わるものであったといえる。この点にこそ屯田兵士の戦没者慰霊の

最も重要な歴史的な特性、或いは意義といったものを見いだすことができる。

最後に報徳神社の存在をどのように捉えるかである。屯田兵の根本的性格は他府県か

らの移住者であることである。それぞれの想いを胸に遙々北海道に渡ってきた。困窮す

る現実の生活から抜け出すために、覚悟を以て移住した者達であった。彼らは皆、いわ

ゆる「産土神」から遠く離れての生活であった。そこで琴似屯田兵村に移住した東條ら

は、屯田兵村という新たな共同体にとっての信仰施設を自ら設けた。それが日登寺であ

り、境内に設けた武早神社であった。西南戦争時にこれらの仏教及び神道施設がどの様
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に慰霊として機能したのかについては、筆者には認識がない。ただ明治30年となり武早

神社が琴似神社と改称した際に、山鼻屯田兵の旧亘理出身から常夜灯が送られている。

少なくとも琴似屯田と山鼻屯田の友好的関係性が指摘できよう。そしてその境内には、

西南戦争以降の戦争で死没した人々の慰霊施設として報徳神社が存在している。これは、

いわゆる「招魂社」とは異なる、移住者自らが遺族として戦没者を慰霊する「郷社」的

性格のものであったといえよう。その根底には戊辰戦争での敗者であった人々が、「朝敵」、

「降伏人」と誹られながらも屯田兵の募集に応じ、遠く北海道の地へ移住してきたとい

う事実がある。それにより屯田兵相互、或は各兵村間の中で、強い連帯意識があったこ

とは容易に想像できる。その一人ひとりの意識が、自らの手で戦没者を祀る寺社を造り

あげ、その霊魂を鎮めたといえるであろう。

以上、屯田兵の西南戦争での戦没者慰霊は、第１に屯田兵が陸軍、海軍から相対的に

距離を置いた特殊性を持ち、開拓使直轄の軍隊であったため、その慰霊も特殊なもので

あった点。第２に屯田兵とは一兵であると同時に戸主であったことにより、戦没とは戸

主を失うことであり、北海道の開拓にとって大きな影響を持っていた点。第３には彼ら

屯田兵とは故郷からの移住者であり、そのため自らの手で戦没者慰霊の施設を設けて、

永く屯田兵村といった共同体的集落で慰霊を続けている点。そこにこそ他府県とは異な

る慰霊の在り方が指摘できよう。そして、これらの特殊性こそが、当時の北海道におけ

る西南戦争戦没者慰霊の実相であった。

第３節 「札幌手稲平和霊園」に残る戦没者の墓から ー小括にかえてー

残念ながら本章において墓地についての検討はできなかった。明治8、9年での屯田兵

村の設置段階で、兵村に隣接する共同的な墓地が設置された可能性は高い。一方で前述

したが、中崎源五郎が「札幌墓地」に埋葬されたとの記載があるが、それがどこなのか

今回の調査では見いだすことができなかった。戦没者慰霊にとって墓地の問題は重要な

ものであることはいうまでもない。今後の課題としたい。

かつて「山の手墓地」にあったとされる墓石群が、現在は札幌市郊外の「手稲平和霊

園」に移転しており、子孫会の教示で西南戦争における戦没者の墓があることを知り、

現地調査を行った。その結果で、4基の墓石を確認することができた。三品龍之助、二瓶

只次郎、吉田豊吉、板橋周作の墓石である。三品龍之助は人吉の激戦で溺死している。
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遺骨が遺族の元に戻ってきたかは不明である。墓石の右側面には、「西南の役にて人吉に

於て戦没」の文字が、他の銘文よりも明らかにしっかりと刻まれている。二瓶只次郎は

神戸から東京への航海中にコレラに罹り、東京で病死した。前述したが東京の招魂墓地

に埋葬されているはずである。やはり遺骨がどうなったのかは分からないが、墓石が札

幌にある。その正面には「二瓶多津子の墓」などと親族3人の名前が記されているが、右

側面に「二瓶只次郎」と明確に刻まれている。吉田豊吉は函館でコレラのために病没し

た。墓石に横に墓誌があり、「屯田兵」と記され、以下にその祖先達の銘が書かれている。

板橋周作はやはり人吉の戦闘中に胸部に銃剣うけ即死した。墓石の右側面に名前ととも

に、その日付が記されている。岩田重則氏はその著書の中で「戦死者の『お墓』には死

者の個性がきわだっている」と述べている(120)。その意味で、この4基の墓全てにおいて

先祖代々といった記載だけにとどまらず、戦死者の個人名を記し、しっかりと戦死者を

一人の人物として、その存在を明記してある。

注(1)本康宏史『軍都の慰霊空間―国民統合と戦死者たち―』吉川弘文館、2002年 20ｐ。

(2)小林健三・照沼好文『招魂社成立史の研究』錦正社、1968年 114ｐ。

(3)「近代日本における戦没者祭祀―札幌護国神社創建過程の分析を通して―」（松崎

憲三編『近代庶民生活の展開―くにの政策と民俗―』三一書房、1998年）159ｐ。

(4)冨井恭二「西南戦争と屯田兵」（国立歴史民俗博物館『旧真田山陸軍墓地 研究年

報』２、2014年）。

(5)同上 19ｐ。

(6)遠藤由紀子『近代開拓村と神社』御茶の水書房、2002年 98ｐ。

(7)同上 120ｐ～125ｐ。

(8)同上 129ｐ。

(9)伊藤廣『屯田兵の研究』同成社、1992年。

(10)「北海道ニ屯田憲兵ヲ置クノ件建議」『開拓使禀裁録 下 自明治六年六月至同十

二月』北海道立文書館蔵（簿書 10703）。

(11)前揭伊藤廣『屯田兵の研究』45ｐ。

(12)「開拓使日誌」（北海道『新北海道史』第七巻 史料一 北海道、1969年）188ｐ
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(100)『報徳神社』の由緒書、及び 琴似屯田子孫会事務局長からの聞き取りによる。

(101)前揭遠藤由紀子『近代開拓村と神社』 120ｐ。

(102)琴似神社『琴似神社』由緒書 琴似神社。

(103)前揭遠藤由紀子『近代開拓村と神社』136ｐ。

(104)開拓使『略輯旧開拓使会計書類第四号第二百六冊』 北海道立文書館蔵（6359）（以

下「第二百六冊」とする）。
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(105)同上。

(106)同上。

(107)開拓使『略輯旧開拓使会計書類第四号第二百九冊』北海道立文書館蔵（6362）（「以

下「第二百九冊」とする）。

(108) 同上。

(109)「第二百六冊」。

(110) 同上。

(111) 同上。

(112) 前揭大蔵省『開拓使事業報告 第五編』26ｐ。

(113) 前揭冨井恭二「西南戦争と屯田兵」 20･21ｐ。

(114)「第二百九冊」。

(115) 同上。

(116) 同上。

(117) 注(112)に同じ。

(118)「屯田兵死刑者遺族、救助ノ件」『開拓使 稟裁録 自明治十二年二月至十三年十

二月』北海道立文書館蔵 （簿書 10766）。

(119)前揭冨井恭二「西南戦争と屯田兵」21ｐ。

(120)岩田重則『「お墓」の誕生』岩波新書、2006年 194ｐ。
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第２章 日清戦争及び台湾征服戦争

序

日清戦争における戦没者慰霊について全国的レベルでの研究は原田敬一氏(1)、大谷正

氏(2)等の研究が代表的なものといえる。しかしながら北海道においての日清戦争への出

征は、屯田兵士を「臨時第七師団」に編成しながらも、東京で待機中に下関条約が成立

し、何らの戦闘を行わず、1人の戦没者も出さずに帰還した、との評価が一般的である(3)。

また下関条約成立後のいわゆる「台湾征服戦争」において、屯田兵士官の12名が派遣さ

れ、第三大隊の大村屯田中尉のみが戦死し、その忠魂碑が永山神社に建立されたことだ

けが『永山町史(4)』、『新旭川史(5)』で述べられている程度である。

加えて日清・台湾征服戦争下の当時、北海道では函館、福山（現松前町）、江差の地域

が既に徴兵制の対象地であり、明治20（1887）年以降は第二師団歩兵第五連隊（青森）

へ徴集され、第二師団兵として出征している。したがって北海道の該当地域から多くの

住民が日清・台湾征服戦争に出征し、実際に北海道出身者（関係者）から数多くの人々

が戦没していることは、一切述べられていない。

「慰霊」について述べるならば、全国各地で日清戦争での勝利祝賀行事や追悼会が開

催されていたこと、さらにその日本近代史上の意義等についての研究も盛んに行われて

いる。その代表的なものが檜山幸夫氏(6)、佐谷眞木人氏(7)、木下直之氏(8)の著作であろ

う。しかしながら、その点においても北海道での状況は、これまで何らの論考がないの

が現状である。

したがって本稿は日清及び台湾征服戦争において北海道から出征し、戦没した人々の

実際を復元することを第１の目的とする。第２には北海道における戦没者の靖国神社、「北

海道護国神社」、「札幌護国神社」への合祀状況を分析しながら、その特性を考察するこ

とを目的とする。最後に日清・台湾征服戦争に対して、北海道各地で開催された「追悼

会」「祝賀会」等から、両戦争が近代北海道史上にとって、どのような役割を担っていた

かについて考察したい。

なお「台湾征服戦争」とは、下関条約の批准書の交換が終了した明治28（1895）年5月

8日以降に、台湾に成立した「台湾民主国」との組織的戦争を示したものである。この名

称は原田敬一氏がその著書の中で使用している(9)。また大江志乃夫氏も同様の意味で使

用しているが、台湾民主国崩壊以降のゲリラ的戦闘を含めて「台湾植民地戦争」と呼ん
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でいる(10)。さらに太谷正氏は「台湾の戦争」と称し(11)、一方で黄昭堂氏は「抗日運動」

と表現している(12)。本稿では原田敬一氏の表現に倣い「台湾征服戦争」の呼称を使用す

る。

上記のような研究実態は、これまでの研究上で台湾征服戦争に対する視点の欠落によ

るものといえる。後述するが、この戦争に派遣された兵士、軍夫は76,051名であり、戦

没者は兵士だけで実に10,689名に上っているのである(13)。今後の研究の進展を待ちたい。

第1節 北海道からの日清・台湾征服戦争への出征

第1項 北海道からの「応召」と出征

明治6（1873）年に徴兵令が全国を六軍管区として施行されるが、その時点で北海道は

含まれていない。ただ同年に函館砲隊が設置され第二軍管区（仙台鎮台）の管轄下に入

っている。明治10（1877）年になって函館、福山、江差において徴兵制が施行される。

これが北海道における徴兵制の開始であった。明治12（1879）年に七軍管区十四師管制

へ移行し、北海道は第七管区下に編入されるが、依然として鎮台は設置されなかった。

明治21（1888）年に師団制へ移行し、その際に第七軍管区が廃止され、北海道は改めて

第二師管第四旅管青森大隊区管轄下となる(14)。その結果として、函館に第二師団（仙台）

第四旅団（青森）歩兵第五連隊第三大隊が駐屯することとなる。

このことによって函館・福山・江差の住民が徴兵制の対象となった。一つの例である

が、明治14（1881）年11月14日には江差から徴兵検査で21名が合格している(15)。したが

って函館、福山、江差の住民が兵士として徴集され、第二師団兵として日清及び台湾征

服戦争への出征した者がいたことになる。その数は明らかではないが、「福山町外各村の

出征兵士はおよそ一〇〇名程度」とされている(16)。

函館、福山、江差から徴集された兵士は青森大隊区管轄下の部隊へ配属され、具体的

には第二師団歩兵第五連隊所属の兵士となった。その歩兵第五連隊は日清戦争において

第一師団、混成第十二師団、第二師団で構成された第二軍の隷下となる。この第二軍は

山東半島（威海衛）攻略作戦の主力となり、下関条約の締結、その批准書の交換後の明

治28年5月18日から7月末日の間、遼東半島守備の任にあたり、それ以後は台湾への派遣

命令により、同年6月6日に台湾島に上陸し、台南を目指した南進作戦を展開している。

その結果は同年10月24日に台南城攻略をなし、以後翌年4月下旬まで歩兵第五連隊は台湾
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占領地守備の任に当たっている(17) 。

上記の3地域以外で徴兵制に伴う応召があり、実際に戦地へ出征した者がいる。

『当別町史』には、「本村在籍者は同師団に編入され、その他は内地各師団に編入されて

出征した」といった記載がある。「同師団」とは臨時第七師団を示すが、「その他」とさ

れた人々は、次の8名である(18)。

輜重兵第四大隊 輜重輸卒 松本 松蔵 （応召日 明治27年6月14日）

後備歩兵第十二連隊 歩兵一等卒 梅原 兵三郎 （ 同 明治27年8月4日 ）

歩兵第十六連隊 歩兵軍曹 江口 彦一 （ 同 明治27年9月25日 ）

歩兵第十二連隊 歩兵上等兵 新玉 磯助 （ 同 明治27年12月1日 ）

歩兵第十六連隊 歩兵軍曹 滝沢 五作 （ 同 明治28年1月10日）

歩兵第二連隊 歩兵一等卒 北喜 勘六 （ 同 明治28年3月4日 ）

輜重兵第三連隊 歩兵一等卒 橋場 藤蔵 （ 同 明治28年4月 ）

近衛師団野戦病院 輜重輸卒 寺林 良治 （ 同 不明 ）

輜重兵第四大隊は陸軍第四師団（大阪）、歩兵第十二連隊は第五師団（広島）、歩兵第

十六連隊は陸軍第二師団（仙台）、歩兵第二連隊は陸軍第一師団（東京）、輜重兵第三連

隊は陸軍第三師団（名古屋）の各師団隷下になる。したがって現在の当別町に在住しな

がら、同町に本籍をおいていない人々が、北海道に設置された臨時第七師団以外の全国

各地の師団から応召され、出征したことになる。

上記した中で輜重輸卒であった寺林良治は、盛京省十日屯での戦闘で明治28年4月17日

に戦死している。『靖国神社忠魂史』によれば彼は富山県出身と記され、近衛師団の配属

になっている(19)。おそらくは当別町への移住前の本籍地が富山であったためであろう。

本籍地の富山県は当時名古屋に司令部を置いていた第三師団師管区となる。したがって

寺林良治は第三師団隷下の兵士として、出征し、野戦病院で死亡したものと思われる。

彼らは北海道へ移住する以前の、本籍地からの応召であった。ちなみに、『新増毛町史』

によれば、明治28年で「現住人口」が11,038名であるのに対して「本籍人口」は5,670名

であり、増毛への移住後、本籍を増毛に移したものは51％である(20)。すなわち約半数の

住民が依然として、移住前の地域に本籍を置いていることになる。そこから北海道内の

様々な地域へ移住した後も本籍を変更せず、移住以前の地域に本籍をとどめた人々が相

当数いたことが容易に推測できよう。したがって上記はほんの僅かな人々であり、彼ら
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以外にも北海道全体では数多くの居住者が、移住前の本籍地での応召により、日清・台

湾征服戦争に出征したことは想像に難くない。

上記のような人々が日露戦争においても多数存在し、実際に多くの戦没者が存在して

いた。彼らを「寄留民」と称するが、その詳細は第３章で述べることとする。

第２項 日清・台湾征服戦争への出征

明治27（1894）年4月25日、陸軍第一局長であった寺内正毅の「屯田兵団ヲ改メテ第

七師団ノ基礎ヲ北海道ニ新設スルコト国防上必要ニシテ該師団ハ若干年間常備隊諸兵及

屯田歩兵ノ混成ヲ以テ之ヲ編成スルヘシ」との司令により(21)、屯田兵によって臨時第七

師団が編成された。

臨時第七師団の編成は、次のとおりである。

師団司令 陸軍少将 永山武四郎（屯田兵本部長）

第一大隊 琴似・山鼻・新琴似・篠路・輪西（以上 石狩地区）

西秩父別・東秩父別・北一己・南一己・納内 （以上 空知地区）

第二大隊 江別・野幌・南滝川・北滝川・南江部乙・北江部乙 （以上 空知地区）

第三大隊 西当麻・東当麻・下東旭川・上東旭川・西永山・東永山

（以上 上川地区）

第四大隊 東和田・西和田・南太田・北太田（以上 根室地区）

騎兵 美唄 屯田兵・砲兵 高志内 屯田兵・工兵 茶志内 屯田兵

その数は4個大隊26個中隊であり、総数は5,545名であった。その中に軍夫が67名含ま

れている(22)。

急きょ編成された臨時第七師団であるが、北海道を出発した後、東京で待機中に明治2

8年5月15日に復員命令が下り、一度の干戈も交えず、同年6月22日に復員し、解散してい

る(23)。このことから、これまで北海道から出征した兵士で、日清戦争での戦没者がいな

かったとされてきた。

講和条約の成立後、獲得した台湾島占領のため上陸した日本軍と台湾住民による長期

間に及ぶ戦闘が展開される。それが台湾征服戦争である。下関条約が明治28年4月17日に

調印されるが、その後の台湾への侵攻は同年5月1日に台湾総督府が設置され、総督樺山

資紀による、いわゆる「軍政」によって行われた。一方の台湾では同月23日には 唐景崧
けいとうすう
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を総統とする「台湾民主国」が設立を宣言している。それに対して同月29日、樺山は台

湾島への上陸を進め、台湾において戦闘が開始されることになった。

なお明治27年6月4日から明治29(1896)年4月1日まで「大本営」が設置されており(24)、

それは下関条約が締結された後も、明治政府は依然として「戦争中」との認識があった

ことを示している。

台湾住民の抵抗に対して、派遣部隊が数次にわたり編成された。第１次として近衛師

団を中核とした部隊が、第２次として第二師団を中心とした混成第四旅団、更に第３次

には第二師団の残部（第四師団後備歩兵28個中隊(25)）が派遣されており、その数は派遣

軍兵士49,835名、軍夫26,216名、計76,051名である。この戦闘による戦死者は453名で、

戦病死者は10,236名であり、実に10,689名の兵士が戦没したのであった。したがって戦

死、戦病死率は実に21,4％に及んだのであった。なお、この戦病死者数には軍夫が含ま

れていない(26)。

台湾征服戦争への北海道からの出征兵士は、近衛師団とともに、前記したとおりに道

内で徴兵制が実施されていた函館、福山、江差の地域が第二師団師管区であったことか

ら、同方面から徴集された人々が多数いたことは疑う余地はない。実際に『松前町史』

によれば、松前町から渡辺米吉、野坂源吉の両名が出征し、台湾征服戦争において病死

している(27)。

加えて屯田兵の「屯田十二士官」が近衛師団に編入され出征している(28)。彼らは明治

28年9月11日に台湾への出張が命ぜられ、翌日に札幌を出発するが、その際士官12名の中

の1人である陸軍屯田騎兵大尉内田廣徳が、次のような訓示を、屯田兵司令永山武四郎か

ら受けている(29)。

一 貴官東京ニ着セハ即時陸軍省ニ出頭シ辞令ヲ受ケ尚ホ渡台ノ指揮を受クヘシ

二 台湾ニ着セハ樺山総督ノ指揮ヲ受クヘシ

三 貴官派遣ノ主旨ハ軍事ノ活智識ヲ研キ戦闘ノ真味ヲ解セシメ帰団ノ上ハ当兵団

相互研究ノ資トナルヲ以テ能ク此ノ主旨ヲ体認スヘシ

屯田兵士が台湾に派遣された理由は定かではないが、「帰団ノ上ハ当兵団相互研究ノ資

トナスニアル」とあることから、新たに植民地となった台湾において、実際の戦闘を体

験させることで、未だ「開拓」半ばである北海道における治安及び防衛を担う屯田兵士

のあり方を、実体験させる目的があったと考えられる。
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彼ら12名は明治28年9月21日に宇品港を出発し、同年9月26日に台湾島基隆に上陸し、

戦闘に参加した。これまで北海道から日清戦争への出征で、唯一の戦死者とされた大村

屯田中尉は正にこの12名の1人であり、台湾征服戦争における戦没であった。その戦死状

況を新聞は、次のように記している(30)。長文だが掲載する。

故大村中尉戦死の状況 故屯田歩兵中尉大村武氏の戦死状況に就て所属近衛歩兵第

三連隊第八中隊長深堀順蔵氏により遺族に寄せられたる去る十月廿六日付書信を得

たれば其大要を掲載せん（中略）（曾文渓南方無名村にて：筆者）主力の敵線去る三

十米突計の所に達せし時は俄然小銃大銃の射撃猛烈を極め申候得共中尉の左側背よ

り迫りし猛射の功を以て敵の鋭鋒少しく鈍く相成候に付中央より首力を以て突貫突撃敵

塁を奪ひ候然して是際中尉の奮勇部下を督励し敵線を去る僅々十米完余の所に立て少し

く後方を顧み射撃の号令を下さんとする此の一刹那ころ実に嘆かわき御最後にて敵弾後頭

部を貫通致し即時斃死され候次第に有之候実に午前十一時十五分頃に有之候即日南方

の細地にて火葬致し其遺跡には一片の木碑を立て左の如く記載致し来候云々

「敵弾後頭部を貫通」により戦死するが、「即時斃死され」、現地において「火葬」さ

れている。その地に建てられた「木碑」には、次のような銘文が記された(31)。

明治二十八年十月二十日戦死享年二十八歳

故陸軍屯田歩兵中尉大村武之墓

大日本帝国北海道屯田歩兵第三大隊附

なお当時の新聞では大村中尉の死亡後、屯田十二士官の記載が散見され、彼らは英雄

視されるようになる。そのことは、次のような新聞記事から読み取ることができる(32)。

正に屯田兵の全般を代表して出征したること明らかなり然れば昨今両年に亘る戦争

に於て屯田兵実戦に与りたりと云ふのは歴史は右の士官に依て作られたり（中略）

啻に其人の名誉たるのみならず代表されたる屯田兵全般の名誉にして詰りは民命財

産を其保護の下に置く本道全般の名誉なり

「屯田兵全般の名誉にして詰りは民命財産を其保護の下に置く本道全般の名誉なり」

とは、屯田兵の名誉ばかりではなく、北海道全域に居住する人々にとっての名誉である

と賞賛し、それはある意味で全道各地における、戦争への意識啓発になったものといえ

よう。

管見ながら、これまで「屯田十二士官」の氏名を記した文献が存在しない。したがっ
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て、改めてその氏名を以下に記すことする(33)。

◎近衛師団

陸軍屯田歩兵大尉 泉 法輪、伊地知季次

陸軍屯田歩兵中尉 大村 武（戦死）、菊地直人（負傷）、大嶋武慶

陸軍屯田工兵中尉 前田正隆、

陸軍屯田砲兵中尉 中嶋源吾

◎第二師団

陸軍屯田歩兵大尉 岡村勝三郎、酒出季由

陸軍屯田騎兵大尉 内田廣徳

◎混成第四旅団

陸軍屯田歩兵大尉 三輪光儀

陸軍屯田歩兵中尉 大塚義輝

第３項 志願兵の存在と「軍夫」の募集

原田敬一氏は日清戦争に対して一般住民による志願者兵運動が、全国的に展開したこ

とを述べている(34)。札幌においてもその気運が高まっていた。それは、次のような新聞

記事から読みとることができる(35)。

札幌の義勇兵志願者 旧仙台藩白石の領主片倉景通氏は維新の際旧臣と共に北海道

札幌に移住して開墾に従事し今日にては同地に白石、手稲、の二村を開き益す拓殖

の業に尽力中なるが今度清韓事件に就ては当年の意気勃々として禁ずる能はず旧臣

百余名と協議の上義勇兵を組織して従軍することに決し過日其筋に出願せしよし

その後政府による運動の禁止政策があり(36)、彼らが実際に義勇兵として出征したかど

うかは不明である。ただ彼ら志願者が「旧仙台藩白石」の出身であり、「清韓事件に就て

は当年の意気勃々として禁ずる能はず」という意識を持っており、戊辰戦争での敗者達

が北海道への移住し、その後も強い結束力を持っていたことを指摘しておきたい。

一方で北海道から実際に志願兵が戦地へ向かった人物がいる(37)。

凱旋兵士の歓迎 空知郡沼貝村屯田工兵隊石川梅熊氏の実弟石川惣之進は先年第五

師団に入営し上等兵に進み昨年以来征清に従ひ牙山、成歓、平壌の緒戦に與かり中

途にして赤痢病に侵され広島県予備病院に入り病勢一時は危篤に向ひしも程なく回
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復し去月二十日帰村したるにて同村の有志者数千名村の入り口に於て盛に歓迎した

り

さらに明治28年3月17日に十勝国十勝郡大津村余留在住の佐藤徳七という人物が、第二

師団への入営を志願している。その結果は不採用となっている(38)。

上記の2名は、いずれも北海道の居住者である。後述するが、特に沼貝村では、明治28

年11月20日に、有志数千名が参加した凱旋祝賀会が開催されている(39)。

以上のことは北海道から戦争への志願によって参戦を望んだ人物が多数おり、その中

で実際に兵士として日清戦争及び台湾征服戦争へ出征した人々が数多く存在していたこ

とを示すものといえよう。さらにその志願先が当時北海道の師管区であった第二師団に

かかわらず、広島の第五師団への志願兵も存在していたことを指摘しておきたい(40)。

志願兵運動の禁止から、軍夫へ転向する状況は既に指摘されている(41)。北海道におい

ては、その継続性は不明であるが、軍夫として戦闘に参加した人々の存在を認めること

ができる。

例えば明治27年10月22日に第二師団は「予備徴員ノ者今般人夫召募ニ応シ軍夫等ニ傭

ハルル様ノ事無之トハ被存候得共尚御注意モ可有之候間別紙写相添為念此段及御通牒候

也」として軍夫の募集を行っている。なおその際、歩兵第四旅団副官仁尾将が青森大隊

区司令官柴田忠雄に宛てた書簡の中で、「師団長ノ口達」を添えているが、そこには「軍

夫を軍属トナスノ達アリ、此ノ件ニ付き注意ヲ要スル件アリ」とし、「左レハ死去又ハ其

他ノ事故ニテ他日取調ノ必要アリ、依テ戦時名簿ニ類似スルモノヲ調製シ置クヲ要ス」
ママ

との記載がある(42)。この事が死亡した軍夫の氏名が残存することになったのであろう。

他にも明治27年12月27日付で当時北海道庁長官であった北垣国道が、陸軍省宛てに「当

道国民鈴木増太郎外二名ヨリ軍用貨物運搬オ●ヲ以テ人馬使役致度旨ヲ以テ別紙願書差
ママ

出候処右ハ御採否如何」といった文書を送っている(43)。それに対して陸軍省は明治28年

1月21日付で、「鈴木増太郎外二名ノ貨物運搬ニ係ル願意ハ誠ニ殊勝ニ候得共目下ニ在リ

テハ軍需上ノ必要無之ニ不被及詮議」との回答を北海道庁へ送っている(44)。これは北海

道庁長官までも巻き込む程ほどの、軍夫への志願の高まりを示すものといえよう。

他方で軍夫の採用に対して陸軍省は否定しているが、台湾総督府及び近衛師団は明治2

8年7月13日付で、次のような記事を新聞に掲載し、軍夫を募集している(45)。

台湾行軍夫八千名の募集 台湾総督府より五千名近衛師団より三千名の軍夫至急差
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送られたき旨何れも両三日●紹介し来りたるに付目下募集中なりと右は近衛師団は

金州半島より急に台湾行の事となりたることゆえ十分の準備に乏しく又総督府の如

きも始めはさまでの抵抗もなかるべしと思ひ文官組織として出掛けたるほどなるに

案外にも頑強なる抵抗をなすと且つ道路の意外に粗悪なるとの為に斯く多数の軍夫

を要するに至りたる次第なりと

「十分の準備に乏しく又総督府の如きも始めはさまでの抵抗もなかるべしと思ひ」と

いった表現から、台湾総督府の台湾征服に対する安易な意識も読み取れる。

以上、ここまで述べてきたことから、その詳細は不明であるが、北海道から軍夫とし

て日清・台湾征服戦争へ出征した人々が、数多く存在していたと捉えるのが自然であろ

う。

第２節 戦没者とその慰霊

第１項 靖国神社への合祀者

赤澤史朗氏によれば日清戦争当時の靖国神社への合祀基準 は、「基本的には戦死者・

戦傷死者・事故死者のみ」であり、明治31（1898）年11月以降、「特別合祀」が開始され

る。特別合祀とは「明治二十七八年戦役中戦地に於て疾病若くは災害に罹り又は出征事

務に関して死没したる」者さらに「伝染病死者や戦闘関連死者」とされた。但し、「戦時

（明治二七年七月二五日～明治二八年一一月一七日）」期間中の「戦地（朝鮮国清国台湾

島及澎湖島・内地港湾出発より帰着の往復途中）」での者で、「従軍記章」を受けた者と

されたという(46)。さらに、「雇用人夫の類は授与の限りに在らず」とされたため、いわ

ゆる軍夫は靖国神社への合祀から除外されていた(47)。また明治28年11月18日以降の台湾

・澎湖島での戦没者は合祀の対象外となっている。

『靖国神社忠魂史』によれば、日清・台湾征服戦争で戦没した諸部隊兵士の出身地の

欄に、北海道と記された合祀者が25名存在している(48)。その内訳は近衛師団所属1名、

第二師団所属15名、第三師団所属3名、第四師団所属1名、臨時第七師団所属が2名であり、

台湾憲兵隊兵士1名、台湾衛生予備員1名、加えて海軍所属が1名である。第二師団は道南

3地域を師管区としており、近衛師団は徴集時の抽籤等により,その隷下となる兵士が存

在し得る。また無論、臨時第七師団は北海道民で編成された兵士である、

ここで確認すべきことは、これまで日清戦争で臨時第七師団兵士の戦没者は存在しな
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いとされていたが、確かに日清戦争ではないが、台湾征服戦争において少なくとも2名の

兵士が亡くなっていることである。この点については後述する。また、それ以外の第三

師団、第四師団、台湾憲兵隊、台湾衛生予備員、並びに海軍兵士ら7名は、北海道から道

外師団或いは海軍へ志願し、戦没した兵士であったことを確認しておく必要がある。そ

の際に、第二師団隷下の塩谷留五郎は明治29年1月18日、小林貞太郎は明治29年3月12日

に没している点にも注目する必要があろう。

すなわち、これまで北海道から出征し日清・台湾征服戦争での戦没者が、屯田中尉大

村だけであったとされていたことは、全く誤っていたことになる。臨時第七師団隷下の

兵士が少なくとも2名、北海道からの志願した兵士7名が戦没していた。そして、その中

には赤澤史朗氏が示した合祀基準、すなわち明治28年11月18日以降の台湾・澎湖島での

戦没者を合祀対象外とするといった合祀基準にそぐわないものが、実際には靖国神社に

合祀されていたことになる。

第２項 北海道内の護国神社への合祀

西南戦争を経験し、その戦没者慰霊を「屯田兵招魂碑」の建立という形で、札幌で行

われたことは第１章で述べた。その札幌では日清・台湾征服戦争での戦没者慰霊のため

の準備が、次のように進められている(49)。

招魂碑保存会 八月二日の屯田兵士招魂祭は先年来当区有志に於て執行する事とな

し同碑も亦永く之を保存する筈なるか今回屯田兵司令部より保存資金交付に付更に

保存会を組織するため本日午後四時より祭典の協議傍有志者豊平館に会合し左の議

案に就て議定する所あるへしといふ （中略）

招魂碑保存会々則

第一条 本会は永く招魂碑を保存し併せ招魂例祭を執行することを目的とす

この記事から日清・台湾征服戦争戦没者の慰霊祭は基本的に「屯田兵士招魂祭」の延

長として位置付けており、招魂祭の開催主体が屯田兵司令から、札幌区民有志による「招

魂碑保存会」へと変更されたことがわかる。この2日後の新聞には次のような記事あり、

大村中尉の氏名が明記されている(50)。

故大村中尉外諸氏の合祀 当区の招魂祭は明治十年西南戦役戦没者の霊を祭りしも

のなるが今回は彼の二十七八年の戦役に当り本道より出征せられたる故大村屯田兵
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中尉其他諸氏の霊を合祀し招魂碑の建設は他日協議の上決定せん筈なりと

続けて「招魂例祭儀式時間並法要順序」が協議され(51)、その内容を神式による慰霊の

後、仏式による法要を行うことが決定した。

上記のような準備の末、札幌招魂祭は、明治29年8月1日及び2日の2日間、札幌中島公

園にて行われた。多少長いが、それを報道する新聞記事を以下に記す(52)。

札幌招魂祭の成典 札幌区の招魂祭は例年の如く一昨二日を以て中島遊園地に挙

行さる本祭は昨年従来の祭主なる屯田司令部より区民の有志に一任されたる祭事に

して当区民は実に昨年を以て祭主として殉国者故陸軍大尉門松経文外三六名の英魂

を祭るの栄誉を受領せり、招魂礼祭の意味や信に忘る可らす而して本年に於て更に

忘る可たざる名誉の合祀者四十三を得たり今其名を録せんに

屯田歩兵中尉 大村 武 三等軍吏 野崎則義

陸軍理事 安藤 定 歩兵上等兵 村田貴二郎

輜重上等兵 小林貞太郎 歩兵一等卒 柏谷竹次郎

歩兵一等卒 渡邊米治 歩兵二等卒 齊藤儀三郎

歩兵二等卒 原田甚蔵 輜重輸卒 柴田仁作

輜重輸卒 小林宇吉 陸軍通訳官 沼田正宣

陸軍雇員 森田信吉 重富菊次郎

澤田富士吉 五十嵐安之助

柿崎壮吉 伊藤友蔵

下山叔治 八木沢喜代三郎

鈴木尚次郎 松井喜作

松登新平 木下由太郎

多々良源次郎 国分祐栄

池永長吉 柿崎儀三郎

赤尾茂喜 佐藤末吉

坂手太市 田中亀槌

藤倉重次郎 安田善次郎

柳谷朝治 能登谷英三郎

田畑和作 米坂初太郎
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藤田慶三郎 齊藤金之助

中 籐一郎 井上重太郎

右四十三名は去明治二十七年清国と戦端を開きし以来或は遼東の野に殉難の人と為り

或は台湾嶋に忠義の鬼と為り軍人軍属として共に外敵に斃れたるもの（中略）叡聖陛

下の恩憶を担ふ可かりしを今は唯祭祀を幽界に享くるの人と為り終わり此等の諸氏本

年より本祭に合祀さる

この記事には戦没者を43名としながら42名しか記されていないが、前述した靖国神社

へ合祀されている戦没者と比較すると、大村中尉等数名が合致するが、明らかな違いが

ある。それは靖国神社へ合祀された者以外に、現実には戦没者が多数存在していたこと

を示している。さらに注視すべき点は「陸軍雇員」、いわゆる軍夫が多数「慰霊」されて

いることである。彼らは札幌護国神社に合祀されることになる。

また臨時第七師団では、屯田兵第一大隊第一中隊屯田歩兵一等卒原田甚蔵の名があり、

明治28年6月27日に東京陸軍予備病院で病死している。加えて糧食縦列の輜重柴田仁作の

名が記載され、明治28年8月24日東京陸軍予備病院にて病死とされている(53)。

一方旭川では、後に北海道全土の戦没者慰霊神社となる北海道護国神社が、第１回招

魂祭を明治35（1902）年5月5・6日の2日間にわたって開催している。示村貞夫氏の研究

では、その慰霊祭における合祀者は明治戊辰戦争で307名、西南戦争で8名、日清戦争で

は大村大尉以下15名とされている(54)。しかしながら北海道護国神社の合祀名簿を閲覧し

たところ、日清・台湾征服戦争においては42名の戦没者が合祀されていた。その内訳は

屯田将校 1名、屯田歩兵 1名、陸軍将校 1名、陸軍兵卒 5名、陸軍軍吏 1名、輜重 3名、

陸軍通訳 1名、陸軍雇人（軍夫）27名、看護人 1名、海軍 1名である(55)。

以上の調査結果から、靖国神社、北海道護国神社、札幌護国神社へ合祀された戦没者

数を示したものが、表２－１である。

この表から靖国神社において、「陸軍兵卒」と「軍雇用（軍夫）」の合祀者の数値が、

道内護国神社への合祀数と極端に異なることがわかる。逆にいえば、後の北海道護国神

社、札幌護国神社へは、特に軍雇用（軍夫）が数多く合祀されていることが理解できる。

このことに道内護国神社の合祀状況の特性を捉えることができよう。この点は後述した

い。

なお既に提示したが『靖国神社忠魂史』並びに北海道護国神社への合祀名簿、『北海道
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毎日新聞』明治29年8月4日の記事から、日清戦争、台湾征服戦争において戦没した北

海道関係者を全てを一覧にしたのが、表２－２である。参照されたい。

表２－１ 靖国神社及び北海道護国神社、札幌護国神社への合祀状況

屯田 屯田 陸軍 陸軍 軍吏 輜重 通訳 看護人 軍雇用 海軍 合計

将校 歩兵 将校 兵卒

靖 国 神 社 １ １ ０ １４ ０ ６ ０ ２ ０ １ ２５

道護国神社 １ １ １ ５ １ ３ １ １ ２７ １ ４２

札幌護国神社 １ １ ０ ４ ２ ２ １ １ ３０ ０ ４２

※『靖国神社忠魂史』並びに北海道護国神社の合祀名簿、『北海道毎日新聞』明治29

年8月4日の記事から著者が作成した。

第３項 戦没者の合祀について

これまで述べたとおりに、北海道出身者を含め関係者の日清及び台湾征服戦争におい

て戦没した人々で、後の札幌護国神社と北海道護国神社へ合祀された者は、59名に上っ

ており、前述した当別町在住の寺林良治を加えれば、その数は実に60名になる。北海道

における日清・台湾征服戦争での戦没者は、これまで永山屯田（現旭川市）所属の大村

武中尉だけとされてきたが、実際にはその数を大きく上回る人々が戦没していたのであ

った。

その中には前述のとおりに臨時第七師団隷下の兵士が2名戦没している。原田甚蔵は屯

田兵第一大隊第一中隊とあることから、札幌市内の琴似屯田兵であろう。また柴田仁作

は『靖国神社忠魂史』によれば山形出身とされており(56)、その理由は不明であるが、臨

時第七師団の兵士である。したがって従来の研究では臨時第七師団は戦闘を行わず帰還

したことになっているが、実際には臨時第七師団隷下の兵士の中に戦没者が存在したこ

ととなる。

さらに戦没者の中には北海道から志願し、道外の師団隷下として戦地で赴き戦没した

兵士が存在していた。加えて前述のとおり北海道への移住前の本籍地から出征した、北
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海道に寄留している人々の中にも、数多くの戦没者がいたことを忘れてはならない。

ただ全ての戦没者の戦闘状況や、その氏名、所属、死亡年月日などを提示することは

残念ながら、現段階では詳細を述べることはできなかった。さらなる「発掘」が必要で

あるといえよう。

明治28年5月に下関条約によって終結する日清戦争における北海道関係者の戦没者は5

名であった。その中には黄海海戦において当時の旗艦松島に乗船して、戦没した小杉長

吉がいる。前述したが松島の艦長は当時古平区長であった出羽佐太郎の長子、出羽重遠

であった(57)。したがって北海道関係者の戦没者の多くは、日清戦争終結後の大陸占領地

守備中の戦闘による戦没と、その後展開される台湾征服戦争における戦没であったとい

うことができよう。戦没地が不詳の者が多いが、判明している中で台湾での戦没者は実

に16名である。以下は、表２－２を参照されたい。

戦没者の所属部隊に目を移すと、陸軍第二師団歩兵第五連隊兵として戦死している者

が10名、他連隊であっても第二師団兵を含めると15名となる。彼らは函館、福山、江差

からの応召によって出征した者と捉えることができる。加えて陸軍第三師団や第四師団

所属での戦死者が4名いる。彼らは移住前の本籍地からの応召による者と思われる。

前述のとおり靖国神社では、その合祀基準によっていわゆる正規の軍人が合祀されて

いるのが分かる。他方では札幌及び道護国神社では、陸軍兵卒の数が極めて少なく、反

対に軍雇用（軍夫）が合祀されている。

軍夫の合祀については、原田敬一氏が第二師団の岩手地域においての実態を詳細に研

究している(58)。また大谷正氏も同じく第二師団（仙台）での招魂祭で軍夫が慰霊対象と

なっていたことを述べている(59)。

ここで特に台湾征服戦争において戦没した軍夫の合祀について、若干の考査を行いた

い。明治28年11月5日、現地台南の城外で征台役戦死者招魂祭が行われている。その際の

祭文には「征台将校下士卒及軍属諸子の霊を祭る」とあるため(60)、軍夫もその慰霊対象

であったことが分かる。

また明治29年4月25日に上野不忍池畔で行われた台湾戦病死者追悼会で、樺山資紀が述

べた祭文では、「惟明治二十九年四月二五日台湾総督伯爵樺山資紀謹みて台湾及澎湖嶋戦

病死者の為めに追悼祭を行ふ死は永訣として悲しむべく而して悲しむべきは国に殉する

より悲しむへきは有らす（中略）夫れ勇猛なる武臣勤勉なる文臣運搬奔走を事とする丁
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夫（中略）将に慰むべしとせんか（中略）茲に祭れる八千の死者既に己の国土に業を遣

せり」とある(61)。ここでも「丁夫」つまり軍夫が慰霊対象となっていたことが理解でき

る。

さらに以下の記事では、青森第四旅団管内で開催される招魂祭へ、北海道民が招待さ

れていたことが記されている(62)。

大招魂祭に招待 来る二十五二十六の両日日清戦役に於て斃れたる青森第四旅管内

の軍人軍属軍夫の為に青森公園内に大招魂祭を施行せらるるに就き委員長佐和正氏

外一名より本社にも招待の旨を通せられしが（中略）遺族には相応の優遇を為すと

云ふ

「遺族には相応の優遇を為す」といった目的で、青森県で開催される招魂祭への招待

である。これは当時函館、福山、江差が既に徴兵制の対象地であり、実際に青森に置か

れた第二師団歩兵第五連隊隷下の兵士となったためであろうが、明らかに「軍属軍夫の

為」の招魂祭への招待である。

加えれば前述したが慰霊のあり方が、屯田兵士戦没者の招魂祭の延長を基本的として

位置付けていたことが想起される。かつて西南戦争において戦没した屯田兵士に対して、

当時の靖国神社は戦闘死以外者の戦没者の合祀を認めていなかったが、北海道において

の実際は、開拓使の意向で屯田兵招魂碑の碑文には病死者や横死者が記載され、慰霊の

対象となっていたことは第１章で述べた。その慰霊対象者が後の札幌護国神社の祭神と

して合祀されることになる。日清・台湾征服戦争における戦没者合祀についても、靖国

神社とは異なった合祀基準、つまりは独自な判断による合祀といった姿勢をみることが

できる。

以上の点から、日清戦争及び台湾征服戦争において戦没した軍夫の慰霊は、東北、北

海道といった地域では、原則的に靖国神社の合祀基準と異なったもの、むしろ地域実体

に根ざしたものであったと考えられる。特に北海道の場合は、そこに移住民という「共

通意識」をもった北海道民なるが故に、同じ境遇の北海道民として軍夫の合祀を行った

ものと推察できないであろうか。いずれにしても、当時の東北の一部と北海道において

は靖国神社とは異なった、独自の論理による合祀が行われていたのは事実である。この

点は靖国神社と異なった合祀状況は他地域でも行われていた可能性があり、その点での

考察が今後の課題となろう。
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第３節 道内各地での追悼・祝賀・歓迎会の開催とその役割

第１項 各地での追悼・祝賀・歓迎会

日清戦争の開戦から明治29年8月2日に開催された札幌招魂祭までを一つの区切りとし

て、その間の新聞記事から北海道の各地で行われた追悼・戦勝・歓迎会をまとめたのが

表２－３である。

延べ49回、実質上22カ所において、様々は集会が行われていることに驚かされる。そ

の主催者（団体）は有志が最も多いが、地域の行政機関、様々な宗派の寺院、多様な神

社によるものであったことが理解できる。これらの行事が開催された地域は札幌、小樽、

函館、室蘭といった市街地が最も多いが、そればかりではなく郡部においても月形、由

仁、沼貝等を除けば、海岸部で開催されていることに注目すべき点であろう。

ここで幾つかの追悼会、祝賀会を具体的に観てみると、月形町での追悼会は、次のよ

うなものであった(63)。

月形村戦死者追悼会 去る十一日樺戸郡月形村真宗大谷円福寺に於て征清軍戦死追

悼会を執行せり同会発起人高松修徳同時住職中嶋円諦両氏を初め集治監の官吏数十

名各寺の僧侶等及び近郷村より集るもの数百人正午十二時の頃来会者本堂の広間に

充満し殆ど立錐の地も無き程なる時数名の僧侶齊しく壇に登り読経一時間余りにし

て参会者一同の焼香あり其より中嶋円諦師開会の主意を陳べ次ぎに有志者の吊文誦

読あり其他数回の演説を以て会を畢り当日参詣人より奉納喜捨等の金円は中嶋円諦

より尽く恤兵部に献納せりと

樺戸集治監の官吏が参加しているのは、かつて囚人だった者の中に戦没者が存在して

いたのかもしれない。

札幌では「征清軍慰問実験談」とする見出しで、次のような行事が行われた(64)。

東京青山学院総長本多庸一氏は作七日夜は札幌大通り一條教会にて、今八日夜は同

南三條の独立教会堂にて同氏が征清軍慰問として従軍実験せし談話を為す由なるが

尚ほ同氏は札幌より来樽の筈にて稲穂町第八消防の美以教会内に於て演説するよし

キリスト教会も「征清軍慰問」と称して、日清戦争の様子を人々に伝えていたのであ

った。

これらの内容は祭文の朗読などといった宗教色の強いものから、露天商の出店や花火

の打ち上げといった娯楽色を持ったものもある。一方で、その地の学校生徒が動員され、
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運動会と平行して開催されたものもある。さらに小樽、余市、幌別、本目、古平、寿都

では「祈念碑」の建立が計画されている。これらは本州各地で行われたものとほぼ同様

なものといえるであろう(65)。

第２項 北海道における追悼・祝賀・歓迎会の役割

本項ではこれら北海道の各地での追悼・戦勝・歓迎会はどんな役割をもったのかにつ

いて、若干の考察を行いたい。

表２－３のとおりに延べ49回の行事開催の内、18回が戦死者への追悼会であり、北海

道内で開催された追悼会の37％にあたる。札幌では6回行われているが、その他は古平、

厚岸、月形、当別、白老、岩内、歌棄村といった、いわゆる郡部で開催されている。特

に当別は、前述したとおりに寺林良治の戦死が明治28年4月17日であるのに対して、「忠

死者追悼会」は明治27年11月13日に行われている(66)。無論、本籍を北海道へ移転せず、

本籍地での応召で戦死した者がいたことを否定できないが、当該『自治体史』に記載が

あるため、やはり寄留民としての出征と考えるべきであろう。であるならば明治27年11

月13日の時点で当別からの戦死者は存在していないことになる。ではいったい誰を追悼

した行事であったのか、疑問が残る。

加えて明治27年11月22日の『北海道毎日新聞』によると、増毛郡で「土人戦勝を聞き

神前に祝す」といった記事がある。明治28年5月17日には室蘭での「講和祝賀会」に、「旧

土人を含め百余名」が参列している(67)。アイヌ民族が参加した会が散見される(68)。

こういった、ほぼ全道各地で開催された追悼・祝賀・歓迎会は、どういった意味があ

ったのか。その第１には、必ずしも当該地域から出征していない地域での追悼会であり、

祝賀会の開催についてである。例えば当別での「忠死者追悼会」は実際に地域に戦没者

がいたとは思われにくい。ここで想起されるのが檜山幸夫氏、佐谷眞木人氏が述べてい

る、日清戦争と通しての国民化政策である(69)。両氏が指摘したとおりに、道内各地で開

催された追悼、戦勝、祝賀等の行事は、本州から移住してきた北海道民を「国民化」す

る意図があったといえよう。特に北海道の場合は、いわゆる故郷を離れ遠く極寒の地で

の移住者がほとんどである。その点で本州の各地以上に国民的としての意識高揚を進め

る必要があったといえるであろう。無論、その主催者には、そういった意図は無かった

のかもしれないが、結果として、そのことで対ロ防衛の前線となる「国民」として、ひ
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いては「日本国兵士」としての意識高揚を側面から促したものといえよう。

第２には、前述したが、これらの各地域で開催された各種行事の中に、アイヌ民族が

会へ参加しているものが散見されることである。明治27年7月に増毛郡で行われた戦勝会

には「旧土人」としてアイヌ民族が参加している。新聞には次のように記されている(70)。

土人戦勝を聞て神前に祝す 過日増毛郡書記官蔭山逸夫、苫前村戸長興津寅義の四

氏官命を以て天塩川の上流に遡りし際土人を集めて種々諭す処あり且つ之に告ぐる

に征清事件の顛末、連戦連勝の事を以てしたるに土人等は皆喜で涙を濯ぎ皆忙しく

神前に集り酒を供へて厳粛に之を祝するの式を営みたり目下彼等の困乏なる名々祭

礼の服を所持すべきにも非れば一領の祭服を交り交りに着用して神位の前に跪づき

目を閉ぢ手を拱ねき黙然たること漸時らくにして謹み謹で神酒を啜るその間容姿端

然血誠を捧げて其式を畢れりと穆々たる皇民化に万国に洽ねく霊鳥祥を呈し瑞艸兆

を為し余徳辺土の蛮民に及ぶ誰か之を聞て感奮せざる者あらん

「土人等は皆喜で涙を濯ぎ」、「神位の前に跪づき」、「目を閉ぢ手を拱ねき黙然たるこ

と漸時らく」、それが彼らの「皇民化」を促し、「辺土の蛮民に及ぶ誰か之を聞て感奮せ

ざる者あらん」と記しているのである。

他にも明治28年5月17日には室蘭での「講和祝賀会」に、「旧土人を含め百余名」が参

列している。その新聞記事は、次のように続く(71)。

祝盃を挙げてて相和し相興するの際門前なる土人の見物人に樽の鏡を抜て接待せし

に彼等が酔ふに関ひて土人踊りを演する等非常の盛況にて老幼婦女等はお祭りと称

して衣服を飾り而かも雨に撃たれながら人山を築きて見物したり実に盛会

アイヌが多数祝賀会に参加し、酒を飲み踊り出し、それを見ている人々が着飾りなが

ら雨中に宴会を行っているのである。

同じく明治28年7月2日に幌別郡の講和祝賀会では、アッシを着たアイヌ民族による「土

人踊り」が会を盛況にさせている(72)。

これらは何を意味するか。いわゆる「和人」主体の祝賀会にアイヌ民族が動員され、

戦争での日本兵の労苦を説かれ、一方では余興の一端を担わされている。これらのこと

は、本州からの移住民と同様にアイヌ民族の「国民化」を促す結果となった。それは当

時の明治政府にとってのアイヌ民族政策の中心的課題であった同化政策を、期せずして

促進したものといえよう。日清・台湾征服戦争への「戦勝会」等の行事が、その大きな
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役割を担っていたことを指摘したい。

そのことによって、明治政府はアイヌ民族を「日本国兵士」として組み込んでいった

のである。それが「八甲田山雪中行軍遭難事件」における弁開凧次郎の陸軍に対する協

力的姿勢や、日露戦争での北風磯吉、その他アイヌ民族の奮戦(73)といったアイヌ民族の

動きを導き出したものといえる。

小括

北海道にとって日清・台湾征服戦争とは、決して遠いものではなかったのである。

明治10年には既に函館、福山、江差において徴兵制が施行された。そのため同地域か

ら多くの住民が、徴集され戦地へ向かい、戦没した兵士が存在していたことを忘れては

ならない。これまで、この点での考察がなされてこなかった。

また、これまで台湾征服戦争における屯田将校大村武だけが戦没したとされる認識は

は全くの誤りであった。実際に北海道関係者に少なくとも60名の戦没者が存在している

のである。その中には、これまで何らの戦闘に参加せず、全員が無事に帰還したといわ

れている臨時第七師団にも、実際にはその隷下に戦没した兵士が存在していたのである。

さらには北海道へ本籍を移していない移住民を加えれば、その数はそれを超えるものと

なろう。加えて本稿で追跡できなかった軍夫や志願兵が多数いたことであろう。そうで

あるならば、その戦没者数はさらに増えることになる。

一方で後の札幌護国神社や北海道護国神社においての合祀者は、靖国神社の合祀基準

と全く異なったものであった。それはむしろ地域に根ざした、同じ北海道という同一地

域住民として、彼ら戦没者を祭ったものであった。第１章で述べた屯田兵の「帰属意識」

と同様に、そこには遠き本州から離れ、何からの決意をもって北海道へ移住したといっ

た、ある意味での「帰属意識」や「共同体意識」が形成され、そのことによって、北海

道から出征した軍夫をも慰霊対象としたと、推察することが可能であろう。

さらには北海道の広範囲な地域で追悼、戦勝、歓迎会が、数多く開催されていた。そ

れらの行事によって、日清・台湾征服戦争における戦禍や勝利を北海道民の感情に訴え、

戦没者への「追悼心」や、戦勝への歓喜を促し、北海道にとって「遠き戦争」を極めて

「身近」な問題に認識されることに成功したといえる。一風変わっているが、現在の礼

文町の「人民総代部長」という立場にあった緒方益イなる人物が、当時の陸軍大臣山県
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有朋に対して、次のような電文を送っている(74)。

貴陸軍ノ忠勇義烈能ク清国ヲ膺懲シ百戦百勝茲ニ平和ヲ克服シ国威ヲ世界ニ輝スニ

至ルヲ感謝シ併セテ貴陸軍ノ万歳を祝ス

北海道の離島に居住する人物が、陸軍の勝利に歓喜し、「万歳」とまで記し、わざわざ

陸軍大臣に直接電文を送っているのである。

これこそが日清・台湾征服戦争によって、北海道に居住する人々が日本国民との意識

を高め、戦争での勝利に「歓喜」する「国民」に変革していったことを示す一例といえ

よう。

それは一方で、当時の明治政府が望んでいたアイヌ民族の同化政策を推進することに

なった。さらに「日本国兵士」としての意識高揚を、側面から推進したのであった。そ

れによって北海道における徴兵制が明治29年には渡島、後志、胆振、石狩が、明治31年

には全道が対象となり、実際に多くの北海道民が日露戦争に出征し、果敢に戦闘に参加

していったのである。北海道にとっての日清・台湾征服戦争とは、日本が展開したアジ

アへの侵略といった歴史の中に、北海道の住民を取り込んでいく過程であり、それを見

事に成し遂げたものであったといえよう。

注(1)原田敬一『国民軍の神話 兵士になるということ』吉川弘文館、2001年、大谷 正・

原田敬一『日清戦争の社会史』ﾌｫｰﾗﾑ・Ａ、1994年。

(2)大谷 正『兵士と軍夫の日清戦争 戦場からの手紙を読む』有志舎、2006年。

(3)例えば北海道の軍事史を研究する際、必読といえる志村貞夫の『旭川第七師団』

（総北海道出版部、1984年）においては戦没者の記載はない。

(4)旭川市永山町史編纂委員会『永山町史』旭川市、1962年 300・301ｐ。

(5)旭川市史編集委員会『新旭川市史』第三巻 旭川市、1993年 231ｐ。

(6)檜山幸夫『近代日本の形成と日清戦争－戦争の社会史』雄山閣、2001年。

(7)佐谷眞木人『日清戦争 「国民の誕生」』講談社、2009年。

(8)木下直之 『戦争という見世物 日清戦争祝捷大会潜入記』ミネルブァ書房、2013

年。

(9)原田敬一『日清・日露戦争』岩波書店、2007年 96ｐ～104ｐ、及び『日清戦争』
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吉川弘文館、2008年 273ｐ～284ｐ。

（10）大江志乃夫『世界史としての日露戦争』立風書房、2001年 136ｐ～152ｐ。

（11)前揭大谷『兵士と軍夫の日清戦争ｰ戦場からの手紙を読む』 155ｐ～184ｐ。

(12)黄昭堂『台湾民主国の研究』東大出版会、1970年 71ｐ～91ｐ。

(13)前揭原田敬一『日清戦争』 283ｐ。

(14)前褐『新旭川市史』240・241ｐ。

(15)江差町史編集室『江差町史』江差町、1977年 330ｐ。

(16)松前町史編集室『松前町史』第二巻 松前町、1993年 509ｐ。

(17)青森県『青森県史』通史三巻 青森県、2018年。

(18)当別町史編纂委員会『当別町史』当別町、1972年 1050ｐ。

(19)靖国神社社務所『靖国神社忠魂史』第一巻 靖国神社、1935年 866ｐ。

(20)新増毛町史編纂室『新増毛町史』増毛町、2006年 837ｐ。

(21)「屯田兵団を改め第７師団に新設する件」『防衛省防衛研究所―陸軍－一般史料－

中央－軍事行政－編制―屯田兵編制革新に関する書類 明治二七年』アジア歴史資料

センター （C12121423700)。

(22)前揭示村貞夫 『旭川第七師団』35ｐ 及び北海道屯田倶楽部「屯田兵大隊編成変

遷表」（『屯田兵名簿』北海道機関紙印刷所、2003三年）の添付表から筆者が作成し

た。

(23)前揭示村貞夫『旭川第七師団』36･37ｐ。

(24)前揭原田敬一『日清戦争』略年表 2ｐ。

(25)同上 276ｐ。

(26)同上 282･283ｐ。

(27)前揭『松前町史』709ｐ。

(28)北海道庁『北海道史』付録 管轄略譜年表 統計表 北海道、1917年 300ｐ。

(29)「征台従軍報告 陸軍屯田騎兵大尉内田広徳（一）」『陸軍一般史料 戦役 日清戦役』

アジア歴史資料センター (C13110364000)。

(30)『北海道毎日新聞』明治28年12月7日（以下「道毎」とする）。

(31)同上。

(32)「道毎」明治28年11月26日。
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(33)「征台従軍報告 陸軍屯田騎兵大尉内田広徳（１）」『陸軍一般史料 戦役 日清戦役』

アジア歴史資料センター (C13110364000)及び「道毎」明治29年1月26日より筆者が

復元した。

(34)原田敬一「日本国民の参戦熱」（前揭大谷 正・原田敬一『日清戦争の社会史』）

15ｐ。

(35)『時事新報』明治27年8月5日。

(36)注(30) 17･18ｐ。

(37)「道毎」明治28年12月1日。

(38)「三月一七日 第二軍事課発 副官より北海道庁長官への通牒案 従軍志願の件」『陸

軍省大日記 日清戦役 雑 明治二八年 日清事件綴込』アジア歴史資料センター

（C06060219300)。

(39)「道毎」明治28年12月1日。

(40)注38に同じ。

(41)注34 23ｐ。

(42)青森県『青森県史』資料編 日清･日露戦争期の青森県 青森県、2003年 95・96

ｐ。

(43) 「三月一七日 第二軍事課発 副官より北海道庁長官への通牒案 従軍志願の件」

『陸軍省大日記 日清戦役 雑 明治二八年 日清事件綴込』アジア歴史資料センタ

ー（C06060206600)。

(44)「一二月二七日 北海道庁長官北垣国道発 山内長人宛 軍用運搬橇の件」『陸軍

省大日記 日清戦役 雑 明治二八年 日清事件綴込』アジア歴史資料センター

（C06060206700)。

(45)「道毎」明治28年7月13日。

(46) 赤澤史朗『戦没者の合祀と靖国神社』 吉川弘文館、2015年 33ｐ～50ｐ。

(47) 前揭原田敬一『国民軍の神話 兵士になるということ』 183ｐ～190ｐ。

(48) 前揭『靖国神社忠魂史』第一巻。

(49)「道毎」明治29年7月8日。

(50)「道毎」明治29年7月10日。

(51)「道毎」明治29年7月26日。
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(52)「道毎」明治29年8月4日。

(53)前揭『靖国神社忠魂史』第一巻 1079ｐ。

(54)示村貞夫『北海道護国神社史』北海道護国神社、1981年 564･565ｐ。

(55)北海道護国神社宮司の特段の配慮により、同社の「合祀名簿」を拝見できた。感

謝申し上げる。

(56)注54に同じ。

(57)古平町史編纂委員会『古平町史』古平町、1973年 445ｐ。

(58)前揭大谷 正・原田敬一『日清戦争の社会史』 23ｐ～40ｐ。

(59)前揭大谷 正『兵士と軍夫の日清戦争』 190ｐ～195ｐ。

(60)「道毎」明治28年11月28日。

(61)「道毎」明治29年5月1日。

(62)「道毎」明治29年5月22日。

(63)「道毎」明治27年11月16日。

(64)「小樽」明治28年9月8日。

(65)前揭木下直之（『戦争という見世物 日清戦争祝捷大会潜入記』）は、当時にタイム

スリップした著者が、その様子をリアルに描いている。

(66)「道毎」明治27年11月16日。

(67)「道毎」明治28年5月21日。

(68)「道毎」明治28年7月4日。

(69)前揭檜山幸夫『近代日本の形成と日清戦争－戦争の社会史』及び前揭佐谷眞木人

『日清戦争「国民の誕生」』。

(70)「道毎」明治27年11月22日。

(71)注(67)に同じ。

(72)注(68)に同じ。

(73)榎森 進 『アイヌ民族の歴史』 草風館、2007年 451ｐ～459ｐ。

(74)「明治二八年五月『二七 八年戦役日記 その三 乙』（第一九五号～第二八一号）」

アジア歴史資料センター（C06022306800)。
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第３章 日露戦争

序

北海道の軍事史研究については、前述したとおりに、これまで屯田兵の研究が中心で

あり(1)、したがって徴兵制の展開、第七師団に関わる論考は示村貞夫氏(2)、平野友彦氏(3)、

山本和重氏(4)らによる研究がある程度といえる。

一方で序章で述べたとおり、いわゆる「地方」の招魂社については数多くの先行研究

がある(5)。その中で白川哲夫氏は「各地の護国神社に、どのような意味での『地域』性

があるのかについてさらなる比較検討を要する」とし(6)、各護国神社に対する具体的研

究の蓄積が、なお一層必要であることを指摘している。翻って北海道内の「招魂社（護

国神社）」についての研究は、札幌護国神社の起源ついての特性を述べている程度に留ま

っている。本章が分析の対象とする北海道護国神社への研究も、管見ながら「社史(7)」

を除くと皆無といえる。

こういった研究状況の中で、第１に「北海道関係者」の日露戦争における戦没者の実

相を明らかにし、第２に北海道護国神社における慰霊及び合祀状況の特性を、当時の北

海道が抱えていた課題から考察することを目的とする。

序章で述べたとおりに、日露戦争前後の北海道の状況は依然として住民が少なく、そ

のため居住民の拡大が課題であり、北海道内各地では本州からの移住民が増加しいく中

で、いわば「移民社会」といった様相を呈していたといえる。その状況下で道内に設置

された第七師団は、兵員を北海道内の「壮丁」だけでは充足できず、他府県からの徴兵

に頼らざるを得なかった。他方では日露戦争へ志願兵として出征した人々が数多くいた。

また、移住民は増加する中で、本籍地を依然として出身地に留めた住民が多数存在して

いたのである。こういった状況のため「北海道関係者」の日露戦争における戦没者が、

複雑な様相を呈することとなる。

一方で北海道護国神社は、他府県の場合では府県全域の戦没者を祭祀対象とする各府

県護国神社が近世期の城下町或いは近世期に既に都市機能を有していた空間に設置され

たのに対して、そういった連続性が全くない。そのことが北海道護国神社の最大の特性

といえよう。そのため第七師団司令部が明治34（1901）年に旭川に設置され、翌年の陸

軍主催の招魂祭を起源とし、道内全域を範囲とする神社となるが、既存の札幌、函館護

国神社との関係性では相対的に「脆弱」性を有していたと考えられる。
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上記の課題探求についての方法は、『靖国神社忠魂史(8)』から陸軍第七師団兵士戦没者

と他師団や海軍も含めて出身を「北海道」と記されている者を抽出し、合わせて北海道

護国神社(9)、札幌護国神社(10)への合祀者名簿に記載されている兵士、さらに『陸軍歩兵

第二十五連隊史(11)』及び『陸軍歩兵第二十六連隊史(12)』に記載されている者、また北海

道内の各『自治体史(13)』にその地域の戦没者として記載されている者を加えて、それら

をデーター化した。その総数は4,718名に上った。彼らを「北海道関係者」とし、そのデ

ーターの分析から戦没者の実相を明らかにし、その慰霊及び合祀の実態について考察を

行った。その全データーを稿末資料として付記した。参照されたい。

なお前記のとおり道内だけで兵員が確保できず、本籍地を移動していない壮丁が多く

存在していた。そこで本章においては、それら多様な戦没者を「北海道関係者」として

提起した。その意味は次のとおりである。第七師団隷下の兵士で北海道に本籍を置く者

（Ａ）、同師団所属で北海道外から徴集された兵士（Ｂ）、さらに『靖国神社忠魂史』の

中で第七師団以外の諸部隊隷下の兵士で出身地を北海道としている者（Ｃ）、加えて北海

道護国神社、札幌護国神社に合祀されている兵士、並びに道内の各『自治体史』でその

出身者と明記されている戦没者（Ｄ）を示すものである。その上で北海道護国神社の合

祀名簿は、その所属部隊、出身地が記されておらず、必然的に上記のような分類ができ

ない、同名簿の中で日露戦争戦没者として合祀された人々、加えて『自治体史』の中で

日露戦争戦没者として明記されながらも、同様に所属部隊、その出身地、階級が不明な

者、さらには必ずしも出征による戦没といえない者（Ｅ）を加えた。以上の分類に属す

るものを「北海道関係者」とした。その点を確認した上で、論を進めることにしたい。

第１節 北海道関係者の日露戦争における戦没者

第１項 第七師団所属兵士

１ 第七師団の創設とその特性

北海道での徴兵令施行は、他府県に遅れ明治10（1877）年に函館、福山（現松前町）、

江差で初めて施行される。その後明治28（1895）年から渡島、後志、胆振、石狩へと適

応範囲が拡大し、明治30（1897）年の勅令により、全道の住民が徴兵対象となり、明治3

1（1898）年から施行されることになる(14)。

北海道における開拓当初の軍事力の中心は屯田兵が担っており、陸軍第七管区の設定



- 70 -

に伴い、明治28年には日清戦争へ屯田兵を基幹とした臨時第七師団が結成される。翌29

（1896）年には陸軍管区の改訂により、6個師団の増設がなされ、正式に第七師団の設置

が決定すると、屯田兵制は解体され、彼らは全て第七師団の隷下となった。明治31年に

師団司令部は札幌に設置されるが、明治34年に師団司令部は札幌から旭川に移転し、翌

年に完了する(15)。その構成は歩兵第十三旅団、第十四旅団を中核とし、前者に歩兵第二

十五、二十六連隊が、後者に歩兵第二十七、二十八連隊が配置され、4個連隊を抱える大

師団となった。さらに騎兵第七連隊、野戦砲兵第七連隊、工兵第七大隊、輜重兵第七大

隊が付属され、函館要塞砲兵1個大隊をも、その隷下にした。衛戍病院、偕行社が併置さ

れている。ただし札幌の「防衛」という点で、歩兵第二十五連隊は旧師団司令部が置か

れた札幌の月寒地区に残されることになる。

全道各地からの徴集で構成される第七師団であったが、当時の道内の壮丁だけでは師

団が維持できず、師団徴募の範囲を第一師管区（麻布、横浜、高崎、長野）、第二師管区

（仙台、福島、新発田、柏崎）、第七師管区、さらに第八師管区（弘前、盛岡、秋田、山

形）からの徴募とされた(16)。ちなみに師管区とは師団兵士確保のための、徴兵対象地域

となる府県（地域）である。

このことは明治31年10月に陸軍参謀本部が作成した「第七師団常備隊ヲ完備セシムヘ

キ理由及同拡張ノ要領」の中に、既に記載されている。それによると日清戦争による中

国の敗北で、列強による中国分割が進む中での陸軍の姿勢を読み取ることができる。す

なわち、「常備隊ヲ完備セシムル理由」として、「独逸ノ膠州湾、露国ノ遼東、英ノ威海

衛ニ於ケル皆東洋危機ノ切迫ヲ証スルニ余リアリ（中略）且夫レ北海道ト一葦水ヲ●ツ

ル西比利亜兵備拡張ノ完成ハ明治三十五年ニアリ其勢力モ亦実ニ恐ルヘキモノタルノミ

（中略）屯田兵ノ増殖ヲ計ルハ啻ニ軍事上ニ不経済ナルノミナラス（中略）第七師団ニ

移シ之ニ現行独立歩兵大隊ノ兵卒定員ヲ加フレハ新案ノ歩兵四連隊を編成」するという

ものである。さらに「当分ノ間要員ノ内約一千名ヲ本道ヨリ徴集シ他ハ之ヲ第一、第二

師管ニ採リ本道人口ノ蕃殖スルニ随ヒ漸次其徴集員ノ配賦ヲ増加シ終ニハ全部ヲ北海道

ニ賦課スル如ク計画」すると記されている(17)。第七師団設置の緊急性を述べ、その際の

兵員は他師管区からの徴集で補うことを、陸軍の上層部では既に計画していたことにな

る。

実際の第七師団兵士の徴集方法は次のとおりであった(18)。
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第七師団兵ニ徴募スヘキ者ハ近衛兵及本籍所管師団同兵種ノ徴員トシ配賦シ現役当

籤者中近衛兵ヲ選定シタル残員ニ就キ番号ノ低キ者ヨリ順序ニ交互本籍師団兵ト第

七師団兵トニ充ツル

つまり北海道外各師管区で師団への配置決定の際に抽選が行われるが、まず第１に「近

衛兵」を選出し、それ以降は該当師団、第七師団というよう順で交互に選出されるもの

であった。その状況が、次のように新聞に記載されている(19)。

各隊新兵の入隊式 内地各連隊区管内及び第七師管より第七師団各隊に入営する本

年の新兵大部分は本月一日入営を了したれども尚其残部今朝入営すべく是にて悉皆

入営済となるに付き明四日は各隊に於て夫々入隊を挙行する筈なり

この結果として北海道に設置された第七師団であったが、「内地各連隊区管内」、つま

り北海道外の各地から多くの兵士が徴集されたのである。

日露戦争当時の、第七師団の他師管区からの徴兵状況は、表３－１のとおりである。

表３－１ 日露戦争前後の第七師団の徴兵状況

師管区 第七師管区 第一師管区 第二師管区 第八師管区 その他

東京･茨城･千葉 宮城･福島 青森･岩手･秋田

該当府県 北海道 栃木･群馬･埼玉 新潟 山形

山梨･長野

明治36年 28.4 ％ 55.8 ％ 12.6 ％ 3.3 ％ 0 ％

明治37年 38.8 ％ 44.5 ％ 15.6 ％ 1.1 ％ 0 ％

※山本和彦「北海道の徴兵制」（山本和重編『地域のなかの軍隊１ 北海道・東北編』

吉川弘文館、2015年）144pを基に著者が作成した。

当時の第七師団は、実にその約60％以上が道外からの徴集による兵士で構成されてい

たのである。さらに序で述べたとおり筆者が作成したデータでは、富山県（第九師管区）

出身者が6名、石川県（第九師管区）では2名、愛知県（第三師管区）で1名、岐阜県（第

三師管区）で1名、兵庫県第十師管区）で2名、広島県（第五師管区）で2名、徳島県（第

十一師管区）で1名、福岡県（第十二師管区）では3名の将兵が第七師団の隷下となり、
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日露戦争において戦没している。したがって上記の師管区に限らず、全国各地からの徴

兵があったことになる。これが当時の第七師団が抱えていた最大の特性といえる。

ここで北海道道外から徴集された兵士たちの動きについて多少紹介したい。第七師団の

史料によれば、毎年12月1日が新兵の入営日であったようである。例えば明治34年12月1日

の記事には、「新兵弐千四百参拾七名士官候補生八名下士候補生五十名各隊へ入営」とあ

り、続けて「第一師管区ヨリ千弐百名第二師管区ヨリ四百四拾九名第七師管区ヨリ八百七

十六名第八師管区ヨリ百八拾名」と記されてる(20)。1,829名の道外兵士が師団司令部が置

かれていた旭川に移送されている。ここで注視すべきことは、各師管区毎に纏まっての移

送ということである。旭川へ移送されて前に、一旦それぞれの師管区に徴集され、纏まっ

て移動した可能性が指摘できよう。明治37年のことだか「第七師団入営新兵壱千余名昨日

来青（青森：筆者）郵船に直ちに渡函（函館：筆者）したるが本日も壱千余名来青の筈(21)」

と記されていることから、道外兵士は青森から函館へ向けて来道したようである。

明治34年12月1日の旭川への入営の様子が次のように新聞記事に記されている(22)。

新入兵来着 近文原野頭●々として空に聳ゆる北門の要鎮第七師団に入る新入兵員は

実に二千七百〇五人とは兼てより註せられ予定の如く昨日二番三番の列車にて送られ

来たりしが停車場前にては数ｹ所に大篝火を焚き高張提灯又か弓張提灯を点して歓迎

したる状は●ながら夜も昼を欺く計り古昔戦場の露営も斯くやと想われぬ歓迎者は黒

山を築きて場の内外に充され又何某君を送ると大書したる数十の旗織は沖に斯れる白

帆かの如くにも見受けられ又壮観其盛飾言はん方なく従って市中の模様は橇及び車馬

通行人の往来恰も織るが如くにして悪くキヨロ付けば左に押され右に剥落され雪の深

間に落入りて不平も洩し場もなきに至れる気の毒さは亦可笑もありたりき

旭川の住民が壮大な歓迎を行っていることが理解できる。一方で同日の新聞には、次の

ような記事が続く(23)。

壮丁の状態 何が扨当日は朝来白毛の降る頻々に引換へ気候一入暖かりければ東京辺
ユ キ

より来着せし壮丁に取りては物希の幸い、之が若し昨冬入営の際の如く寒威凜烈の日
モツケ

なりせば流石の江戸ツ児も一 ﾄ縮に縮上つて泣たとて喚たとて助かるものもにあら
コ チヨツト

ざりしに（中略）思ひに反した処なりとて土地柄しらぬ壮丁中には白布を敷たる如き

雪の中を物珍らしそうに徘徊りて散策を試みるものあり牛肉店に投するものあり又手

拭い振つて浴場屋へ飛込もありたり
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道外の兵士にとって北海道の12月の気候は厳しいものであったことであろう。加えて同

月8日の新聞には「新入兵と葉書」と題する見出しで「去る一日入営せる新入兵が父兄及

び親戚故旧に送りし郵便葉書にして旭川郵便局に於て取扱ひし総数を聞くに一日に約一万

枚二日は一万五千枚の多きに上れりと云ふ」といった記事がある(24)。遠く離れた北海道

の部隊に徴集された兵士たちが、それぞれの想いを故郷に送ったものであろう。いづれに

しても当時の第七師団隷下の兵士の約60％以上が道外からの徴集であったのである。

なお特務曹長であるため赴任部隊からの転任とも考えられるが、第六師管区の鹿児島

連隊区からは、沖縄を出身地とする兵士が歩兵第二十八連隊に所属し、戦没している(25)。

彼は遠く沖縄の地から、北海道に設置された第七師団へ徴集されたこととなる。

２ 第七師団兵士の日露戦争への出征と戦没者

明治37（1904）年2月、正式に宣戦布告が発せられ、日露戦争が「開戦」する。第七師

団では歩兵第二十八連隊第二大隊が函館要塞の警備補充として出征し、続いて歩兵第二

十六連隊から1個中隊が室蘭港の警備へ、さらに歩兵第二十五連隊第二大隊の内2個中隊

が小樽港の警備に、それぞれ出征している。そして8月4日の動員下令により、野戦第七

師団は同年10月26日に北海道を発ち、11月11日には第三軍の隷下となり、11月6日から、

第３回旅順攻撃に参加することになった。

第七師団からの日露戦争への動員状況は次のとおりである(26)。

野戦師団司令部 230名

第一三旅団 司令部 19名、歩兵第二十五連隊 5,463名

歩兵第二十六連隊 3,543名

第一四旅団 司令部 19名、歩兵第二十七連隊 3,457名

歩兵第二十八連隊 3,543名

騎兵第七連隊 568名、砲兵第七連隊 1,112名、工兵第七大隊 788名

輜重第七大隊 1,338名、函館要塞 1,698名

その他（野戦病院、兵站、電信等）2,493名

以上、合計24,362名の将兵が戦闘に参加した。

第三軍に編成された第七師団は、旅順攻撃に参加し、多大の犠牲者を生んだ。その後

は遼東半島を北上し、沙河での戦闘を経て、奉天会戦へ参加する。ここでも多くの兵士
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が戦没していったことは周知のとおりである。

第七師団所属の戦没者を、その出身地域別で表したのが次の表３－２である。なお既

に山本和重氏が歩兵第二十六連隊についての分析を行っているが、ここでは第七師団隷

下の全ての部隊を対象にして調査を行った。その結果は山本和重氏の分析したものとは、

戦没者の数値及び地域別での数値において差違がみられた(27)。

表３－２ 師管区別（地域別）戦没者

部隊 七師管区 一師管区 二師管区 八師管区 その他 総 数

歩二五 ３６０ ５０３ １６０ ３３ ２３ １，０７７

（33.4%) （46.6%） （14.4%） （3.1%） （2.1%） 【24.4％】

歩二六 ２９９ ７０２ ６７ １６ ２３ １，１０７

（27.0%） （63.3%） （6.1%） （1.4%） （2.1%） 【25.1%】

歩二七 ２４６ ４９３ ２１４ ２４ １７ ９９５

（24.7%） （49.6%） （21.5%） （2.4%） （1.7%） 【22.4%】

歩二八 ２２０ ５１８ １６８ ２７ ２２ ９５５

（23.0%） （54.2%） （17.6%） （2.8%） （2.3%） 【21.6%】

騎兵七 ３ ３ ５ ３ ０ １４

（21.4%） （21.4%） （35.7%） （21.4%） （0%） 【0.3％】

砲兵七 ２９ １１ ２ ２ ５ ４９

（59.2%） （22.4％） （4.1%） （4.1%） （10.2%） 【1.1％】

工兵七 ６７ １５ ３ ０ １ ８６

（77.9%） （17.7%） （3.5%） （0%） （1.2%） 【1.9％】

輜重七 １８ ９ ２６ １ ３ ５７

（31.6%） （15.8%） （45.6%） （1.8%） （5.3%） 【1.3％】

その他 ３８ １８ ７ ５ ４ ７２

（52.8%） （25.0%） （9.7%） （6.9%） （5.6%） 【1.6％】

合計 １，２８０ ２，２７１ ６５２ １１１ ９８ ４，４１２

「率」 「29.0%」 「51.5%」 「14.8%」 「2.5%」 「2.2%」 【100%】
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※『靖国神社忠魂史』『陸軍歩兵第二十五連隊史』『陸軍歩兵第二十六連隊史』並び

に北海道護国神社、札幌護国神社への合祀名簿から筆者が作成した。

※（ ）は部隊内における師管区の割合、【 】は第七師団内の部隊別の割合を示す

（％）

第七師団隷下の戦没者数は4,412名に上った。その内第七師団師管区の兵士者数は1,28

0名で、師団全体の戦没者の29.0％であった。彼らは無論、北海道に本籍地を置き、北海

道で徴集され、戦没した兵士である。

一方で北海道外から徴集され戦没した兵士は、第一師管区が最も多く、2,271名で51,5

％を占めている。続いて第二師管区が652名で14.8％、第八師管区では98名で2.5％とな

った。第七師団隷下の全戦没者の中で、道外から徴兵された兵士たちは70％を超えるも

のであったのである。

ちなみに青森県に本籍を置き、第八師団管区に徴集されるべきところ、抽籤の結果、

第七師団所属として戦没した兵士について、地元の新聞では次のように記されている(28)。

故阿部歩兵輸卒 阿部岩松氏は東郡東平内村大字口広阿部寅吉二男昨年五月第七師

団輜重兵第七大隊に入隊同年十月出征彼の旅順攻囲軍に加り二〇三高地攻撃の際奮

闘負傷後の身となり実兄岩蔵氏厚き看護の下に二週間の後広島予病院に於て傷死せ

り氏亦資性温順孝心深く又友愛の情に富めりと

「抽籤」の結果というある意味での「偶然」によって、来道を強いられ、日露戦争に

おいて戦没した人々が数多く存在していたのである。

第２項 志願による兵士の戦没

『靖国神社忠魂史』によれば、第七師団以外の、海軍を含めた諸部隊で出身地を北海

道と記している将兵が89名いる(29)。その中には近衛師団兵が11名存在するが、この場合

は北海道出身としながらも徴兵時の抽籤で近衛師団に配属されることがあり得る。

『礼文町史』には「当時、検査の結果甲種合格となった現役入隊を命ぜられた礼文郡

出身者は、陸軍のばあい一部特別を除き、第七師団に入営することにされた」とある(30)。

この「特別を除き」とは近衛師団へ配属されたことを示していると思われる。

したがって前記の89名から近衛師団兵11名を除いた78名は、北海道に本籍を置きなが
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ら、つまり第七師団師管区にありながら、道外の諸部隊に所属していたことになる。

彼ら78名は志願によるものと考えられよう。無論、その中には将校が3名おり、いわゆ

る「職業軍人」であった可能性があるため、志願兵と断定することはできない。したが

って志願による出征で戦没した者が、彼ら将校3名を除いた75名が存在したと捉えること

ができよう。当時の新聞には、次のような志願兵に関わる記事がある(31)。

一年志願兵の注意 一年志願兵志願者にして止むを得ざる事情の為其願書を一月三

十一日迄に師団司令部へ差出うること出来ざりし為め一年志願兵と為るの希望を達

するを得ざる者は本人の不注意に由るは勿論のことなれども一方には昨年改正の一

年志願条例なるものが未だ一般に徹底せざるに基くものにして多少事情の諒察すべ

き点なきに非ざるを以て其筋に於ても本年に限り右等の者の中一月三十一日迄願書

を市長村長へ差出しありたる者は身体検査期日其他に関し取扱上差支へなき限り其

願書を受理することを決定せりという因て前期事情の為め未だ願書を受理せられざ

る者は更に関係官公衙に其趣を申出づれば或は其希望を達することを得ることある

べしとなり

記事によれば志願に対して本人の過失による不備な状況であっても、積極的に志願兵

を受け入れようとする姿勢がうかがえる。なお「一年志願」とは「服役期限を現役一年、

予備役二年、後備役五年と」し、一般の徴兵義務よりも短期間のものであった。その対

象者は「中学校以上の卒業者に資格が限定されたので」あり(32)、一定の経済力を持った

人々の特権的な制度であったといえる。

北海道庁の記録でも、明治39(1906)年の状況ではあるが、全道でいわゆる「一年志願」

人員が105名おり、徴兵検査に合格した者が73名いる。「一般志願」も71名おり、その内6

6名が検査に合格している。海軍への志願人員は237名で、合格者が62名であった(33)。

海軍への入隊は基本的に志願によるものである。その海軍への志願についても「海軍

兵志願者増加」といった新聞記事があり(34)、それによると北海道における海軍への志願

者数が明治36年で108名であったのに対して、翌37(1904)年が278名、さらに明治38(1905)

年では353名となり、年毎にほぼ倍増する状況であった。

上記の志願により北海道から日露戦争に出征し、戦没した75名の兵士たちの配属部隊

は、次のとおりである。

◎陸軍 第一師団 2名、第二師団 7名、第三師団 2名、第四師団 1名、
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第五師団 2名、第六師団 1名、第八師団 10名、第九師団 17名、

第十師団 2名、第十一師団 3名、第十二師団 1名、第十三師団 1名

第十五師団 1名、第十六師団 1 名、その他 4名 （計 55名）

◎海軍 20名 計 75名

北海道から離れた全国各地の師団、或いは海軍へ志願し、戦没した兵士は75名に上った

のである。

第３項 寄留民としての戦没者

１ 寄留民の出征

これまで述べてきた第七師団所属の道内外兵士、並びに近衛師団所属兵士、将校、さ

らに志願兵と思われる兵士、加えて後述する陸軍、海軍以外の民間人を除いた戦没者で、

北海道護国神社の合祀名簿の中に「日露戦役」での戦没として合祀と記されている人々

が198名いる。実は北海道護国神社の合祀名簿には「戦没日」「階級」「氏名」の記載しか

ない。そのため彼ら198名を『靖国神社忠魂史』で確認したところ、77名の戦没者の所属

部隊と出身地が確認できた。その全てが道外出身者であった。また同合祀名簿に記載が

ないが『自治体史』の中で、第七師団以外の部隊に属し、該当市区町村郡から出征し、

戦没したと明記されている者が4名存在する。

北海道護国神社への合祀者、並びに道内各地の『自治体史』で出身者として日露戦争

で戦死したと記載がある人々を、「北海道関係者」としたことは前述した。したがって上

記の77名と、『自治体史』に記載のある者4名を含めた計81名は、それに当たる。その上

で、彼ら81名が北海道への「寄留民」であった捉えることの蓋然性は極めて高いといえ

る。事実、その内の20名が『自治体史』の中で、当該地の出身者と記されている。

なお寄留民とは北海道に居住しながら、本籍を移動せず出身地に留め置いた人々であ

る。日清戦争及び台湾征服戦争におれる寄留民の動向については、第２章において既に

述べたとおりである。

本章が対象とする日露戦争直前期における全道の居住民構成は、次の表３－２とおり

である。実に「現住人」の約34％前後が寄留民であったことになる。したがって彼らは

本籍が存在する各師団師管区の部隊から徴集され、日露戦争へ出征することとなる。

既に山本和重氏が利尻島の鬼脇村における寄留民の徴兵検査の実態について述べてい
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るが(35)、残念ながら明治期のものではない。本稿では明治期の状況を確認しながら論を

進めることにする。

表３－３ 本籍人・出留民・入留民・現住人の構成と寄留民率 （男子のみ）

「本 籍 人」 「出留民」 「入留民」 「現住人」 寄留民率

年 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （ＡｰＢ＋Ｃ）

（Ｄ） （Ｃ/Ｄ）

明治34年 403,463名 46,992名 185,228名 541,699名 34.2％

明治35年 426,310名 36,005名 187,618名 577,873名 32.5％

明治36年 435,147名 60,544名 195,112名 569,715名 34.2％

明治37年 452,937名 82,425名 212,694名 593,218名 35.9％

※北海道庁『北海道戸口表』（明治38年）より著者が作成した。

※「出留民」「入留民」との表現は、上記史料の記載のまま使用した。「出留民」と

は本籍をその地に置きながら、他の地へ移住している人々であり、「入留民」とは

他所に本籍をおきながら、その地に居住する人々を示す。また「現住民」とは現実

にその地に居住する人々であり、したがって「本籍人」から「出留民」を差し引き、

「入留民」を加えたものとなる。なお、本稿では「入留民」を「寄留民」と表現し

て論を進める。

彼ら寄留民は徴兵検査を本籍地ではなく、それぞれの居住地で行われことになってい

た。その手続きは次のとおりである。

第１に居住する市区町村郡長から、本籍地の市区町村郡長宛てに徴兵検査実施につい

ての許諾を照会する。その後本籍地からの回答を待って、居住地の連隊区によって実際

に検査が行われた。その際の回答書は、次のとおりのものである(36)。

兵第六六三号 明治四十四年三月廿一日

新潟県蒲原郡長 四戸梅太郎 （印）

北海道札幌区長 青木定謙 殿

左記ノ者徴兵事務条例施行細則第四十九條ニ依リ寄留地身体検査御許可ノ旨



- 79 -

明治四十四年三月十六日発乙徴第三七八号通知ニ付別紙名簿及送付候也

本籍地 新潟県蒲原村亀田町大字亀田三九十番八

寄留地 札幌区南一條西一丁目六番地 今井六郎方

性 行 詳カラス 氏名 佐々木純次

書類中の「兵第 号」、「明治四十 年 月 日」は予め印刷されており、「宛名」「日

付」「氏名」等を記入するだけの文書になっており、作成時の作業を簡易化するような工

夫がなされている。それは多数の回答書を作成する状況であったことを示すものであろ

う。なお「性行」欄があり、「品行普通」と記入されたものもある(37)。

こういった作業は、実際に該当者を補足することが困難であったようで「兵事々務ニ

シテ最モ手数ヲ要スルモノハ成規ノ届出ヲ怠リ之レカ督促ヲ為サントスルモ朝ニ南ニ在
ママ

リ夕ニ北ニ転スルト云フ如キ有様ニテ時々居所不明トナル者多ク一事件ニシテ数十日若

クハ数月間ニ渉リテ結了セス」といった状況であった(38)。山本和重氏が指摘した寄留民

の徴兵検査の複雑な状況(39)は「離島」に限らず、明治末期から全道各地で行われており、

当時の北海道における徴兵制執行の困難さが指摘できるよう。その点で「徴兵忌避」に

利用される場合があったとされている(40)。

また彼ら寄留民の行動について、新聞では次のとおりに記されている(41)。

在軍籍者の疎漫他府県より寄留の予後備補充兵は本籍寄留地所管に移動ある毎に成
ママ

規の手続を為すべき筈なるに多くは不了解勝にて中には軍隊手帳もなく甚だしきに
ガチ

至りては自己の何年徴兵予後備なるか所属連隊の何なるか一切覚えなき者多く驚き

入るの外なし尤も之等の大部は無教育者なれど中には普通の教育ある者あるなり

このような状況を抱えながらも、寄留民の徴兵検査が行われた。

明治37年の「札幌区（現札幌市）」では、「本籍者」の「総人員」は、「本年適齢」が22

0人で「前年仮欠」が162人、計3,828人が検査対象であったが、実際には「徴集猶予」「所

在不明」等で不受検者が179人おり、322人が受検している。結果は合格者が119人であっ

た。一方で寄留民の総人員は、本年適齢が196人、前年仮欠が28人、計224人であり、実

際に受検した者は1名の「無故不参」を除く、223名であった。さらに合格者は125名にな

っている(42)。つまり明治37年の「札幌区」では受検率も合格者数も、寄留民が本籍人を

上回っていることになる。

以上から北海道に居住しながら、本籍地の師管区連隊から徴集された相当数の兵士が、



- 80 -

日露戦争に出征したことは間違いないものといえよう。

２ 寄留民の戦没状況

北海道護国神社に合祀された戦没者、加えて道内自治体史で地元における日露戦争戦

没者と明記されている人々で、寄留民と思われる戦没者は81名であったことは前述した。

無論、全て第七師団以外の部隊隷下の兵士である。その出身地の内訳は、次のとおりで

ある。

富山県 10名、石川県 8名、福井県 8名、福島県 8名、岐阜県 7名

愛媛県 5名、香川県 5名、秋田県 4名、岩手県 4名、山形県 3名

徳島県 3名、千葉県 2名、東京都 2名、栃木県 1名、群馬県 1名

愛知県 1名、三重県 1名、滋賀県 1名、和歌山県 1名、兵庫県 1名

広島県 1名、高知県 1名、佐賀県 1名、宮城県 1名、新潟県 1名

師団管区でいえば第八、第九、第十一師団が多数であるが、ほぼ全国の師団から出征

していることが理解できる。

当時の新聞記事には「旭川方面の戦死者（中略）尚ほ右の外寄留民にして戦死せる旭

川三條通一三丁目左四号軍曹平林青一」との記載があり(43)、旭川に居住しながら本籍が

山梨県にあったため(44)、第一師団に所属し、戦没したことは確かなことであろう。

また北海道内の『自治体史』で明らかにその市町村に居住しながら、出征し戦没した

人々の例として、『由仁町史』には、現在の由仁町に居住しその本籍地が佐賀県西川副村

であったため第六師団歩兵第四十八連隊隷下として戦没した兵士がいる(45)。

なお他方の「出留民」の場合は、それを示す十分な史料を見い出すことはできなかっ

たが、寄留民とは逆の対応が行われたと思われる。つまり北海道外での当時の居住地（寄

留地）の連隊区で徴兵検査が行われることになる。その際には居留地から本籍地である

道内の「地方自治体」に照会され、その回答を待ち、居留地において徴兵検査が行われ

たことになる。その検査結果をもとに、彼らは本籍地が北海道にあるため、第七師団か

らの徴集となる。したがって本稿で提起した第七師団隷下で、北海道出身者（Ａ）とさ

れる中に含まれるものとなろう。

以上これまで第七師団所属兵士で北海道出身者（Ａ）、同所属で道外出身者（Ｂ）、志

願兵と思われる兵士（Ｃ）、さらに北海道に居住しながらも本籍地の連隊区から出征した
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兵士（Ｄ）を、日露戦争における戦没者として、その実相の復元を試みた。

ただ上記の4つの分類に該当しない戦没者がいる。北海道護国神社のへの合祀者或いは

『自治体史』で日露戦争戦没者とされるが、その所属部隊と出身地が不明な人々が130名

いる。したがって、これまでの分類に当てはめることはできない。さらに、例えば日本

赤十字社の一員として戦没した一柳ツカ、堀セイ、三輪梅作の3名、加えて元陸軍の貸上

船の乗組員として戦死した3名が存在する。ちなみに一柳ツカについては、新聞で次のと

おりに取り上げられている(46)。

看護婦其職に斃る 赤十字社北海道支部看護婦にして同社の推薦により昨年来ダル

ニー広島間を往復する戦時病院船横浜丸に乗組み送還傷病兵士の看護に従事しつつ

ありし札幌郡篠路村一柳ツカ（一九）は同船内に於て本月十日頃腸窒扶斯症に罹り

直ちに広島県立病院へ入院治療中一昨十九日午後六時遂に死亡せりとの通知ありし

由看護婦の斯る場合其職に斃るるは恰も兵士の戦場にて戦死せると同一なるは赤十

字社は勿論愛国婦人会其他の団体にては成る可く盛葬追悼の意を表する筈なり

一柳ツカは、戦時病院船へ乗組み、傷病兵士の看護に従事していたが、その際に「腸

チフス」に罹り病死していた。

上記の6名は必ずしも、戦地への出征といったものではなく、何らかの事情で戦闘に巻

き込まれ、戦没したものと判断ができよう。したがって前記の130名に6名を加えた、136

名を前述した（Ｅ）類として、北海道における日露戦争戦没者として捉えることとした

い。

以上、日露戦争での北海道関係の戦没者は、実に第七師団が設置されたが、その中に

は道内外の兵士が混在し、志願した兵士もいた。さらに寄留民であったがために道外の

該当師団から出征した兵士が存在し、必ずしも出征とはいえない戦没者がいた。正に多

種多様な立場で戦闘に参加したものであった。これこそが当時の北海道が抱えていた「移

民社会」といった様相によるものであった。

「北海道関係者」の日露戦争における戦没者の総数は、実に4,718名に上ったのである。

その内訳は第七師団隷下の道内兵士が1,280名、同道外兵士が3,132名、志願兵75名（近衛

師団隷下兵士11名、将校3名を除く）、寄留民戦没者が81名、その他136名である。

無論、この数字は著者の調査結果によるのものであり、所属部隊、出身地が不明な130

名は志願兵や寄留民である可能性が十分にある。また北海道内の『自治体史』を通覧した
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が『自治体史』の中で、その地区の戦没者名を明記していないものが多数あった。さらに

筆者の見落としも十分にあり得る。また戦没者の全てが、必ずしも「合祀」されたとはい

えない。そうであるならば志願兵、寄留民としての戦没者はさらに増え、戦没者総数を4,

718名としたが、それは「最少」の数字といえる。したがって「北海道関係者」の日露戦

争における戦没者は、少なくとも4,718名が存在したと捉えるべきである。

第２節 北海道護国神社の動向

第１項 第七師団の中の歩兵第二十五連隊

北海道護国神社は明治35(1902）年5月5･6の両日に行われた第１回臨時招魂祭がその淵

源であった。その後明治44（1911）年に社殿が落成し、「第七師管招魂社」へと名称を変

える。大正5（1916）年には「北海道招魂場」となり、昭和14（1939）年に内務省指定の

北海道護国神社となった(47)。

第１回の招魂祭は第七師団長大迫尚敏が祭主となり、陸軍主催によるものであった。

輜重第七大隊前の練兵場に「招魂斎場」を設置し実施された(48)。その意図は「師団将兵

の団結の精神を涵養するために、先ず『北海道において国家のために倒れた戊辰戦役の

官軍戦没者、西南、日清の両役にあたり国難に殉じて靖国神社に合祀された北海道ゆか

りの将卒の霊』を招いて祭儀を行い、慰霊顕彰するとともに、第七師団将兵の教訓たら

しめたい」というものであった(49)。したがって、この第１回の臨時招魂祭は、師団兵士

の多くが道外という第七師団が抱えていた課題解決のために、師団内の団結を第一義に

したものであったことが指摘できよう。

しかしながら第七師団が歩兵4個連隊を隷下にしているにも関わらず、歩兵第二十五連

隊は、この招魂祭に参加していない。歩兵第二十五連隊は、その代表者が「来賓」とし

て参加しているに過ぎないのである(50)。さらに明治39（1906）年4月20・21日に行われ

た師団招魂祭へも歩兵第二十五連隊は参加していない(51)。

一方で師団招魂祭が開催された明治39年の4月18日に、札幌において歩兵第二十五連隊

所属戦没者のための招魂祭が行われており、師団長が列席している(52)。その際の新聞に

は「又同第廿五連隊においては来る一七、一八の両日札幌区大通西十丁目旧練兵場に於

て同連隊の臨時招魂祭を施行する筈にて其趣向等は旭川のものと大差なく当日は歩砲兵

の連隊演習を為す筈なり而して旭川札幌とも各旅店は大割引を為し汽車の半減等ある筈
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なり」といった記事があり(53)、歩兵第二十五連隊だけの招魂祭の実施が当然の如く記さ

れ、師団司令部が設置されている旭川でのものと変わらない規模になるとも述べている。

このことは、師団司令部が存在する旭川と、司令部が存在しない札幌において、それぞれ

で別の招魂祭が行われていたことを示している。

また当時の新聞には次のような記事がある(54)。

第七師団一昨年動員以来最近迄調査確定せる戦死及び病死者の総員が四千四百名に

して内歩兵第廿五連隊に属し札幌招魂社に合祀者千七十六函館要塞に属する者にし

て函館招魂祭に祀りたる者五名師団の招魂社に合祀すべきもの三千三百二十五名な

り。

これらは歩兵第二十五連隊隷下の戦没者は札幌招魂社へ、函館要塞隊のそれは函館へ

合祀され、その他の第七師団隷下部隊の戦没者は「師団の招魂社」とする旭川の北海道

護国神社へ合祀されていたことを示している。事実、札幌護国神社への日露戦争戦没者

の合祀者を調査したところ、その数が965名であるが、その内3名以外は全て歩兵第二十

五連隊所属の兵士だけであった(55)。

以上ことから日露戦争戦没者については、第七師団という同一師団でありながら、師

団内で正に「分断された招魂祭」が開催され、「分断された合祀」が行われるといった状

況であったといる。

その理由の第１は、歩兵第二十五連隊の性格と設置過程にあったと考えられる。近代

北海道における最初の「軍隊」は屯田兵であり、その入植の第一歩は札幌の琴似、山鼻

であった。彼らを中核として西南戦争へ出征し、戦没者もいる。その後屯田司令部が札

幌に置かれ、日清戦争では屯田兵により臨時第七師団が編成されると、司令部は札幌に

設置された。明治29年に第七師団が創設される中で、司令部は札幌月寒に置かれる。以

後、師団司令部の移転問題が展開され、明治34年に司令部が旭川への設置されることが

決定するが、歩兵第二十五連隊は札幌に残ることになる(56)。最初の屯田兵からの連続性

を持つ歩兵第二十五連隊が、それまでの北海道における軍隊の「中核的」存在であった

ことは事実である。その点が戦没者慰霊並びに合祀において、第七師団内で「独立的」

立場が固持できる存在であったと考えられる。それは北海道における軍隊設置過程上の

特性が反映されたものといえよう。

第２として当時の北海道護国神社が抱えていた、道内での相対的地位に関わる点が考
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えられる。前述したが第七師団司令部が旭川に設置され、明治35年に師団内の団結を期

し、師団長の意向で第１回招魂祭が開催されたことが北海道護国神社の起源である。一

方で函館護国神社は戊辰戦争の激戦地に設置され、その戦没者慰霊のため明治2年に創設

される。大正期には「私祭」として函館在住の戦没者を合祀し、昭和14年には内務省指

定函館護国神社となった(57)。それは幕末以来の連綿とした「土着性」を持った護国神社

といえる。また札幌護国神社は西南戦争戦没者慰霊として「屯田兵招魂碑」が建立され

たことが始点であり、日清戦争での戦没者を合祀している。やはり昭和14年には内務省

指定護国神社となっている(58)。札幌は開拓以来「本府」とされ、北海道政策の中心地で

あり、北海道護国神社が創設されるまでの間、道内での戦没者慰霊の中核的な立場であ

ったといえよう。3社との関係で当時の北海道護国神社が「脆弱」性を持っていた可能性

は前述した。それは創設の遅さ、旭川という地域性によるものである。それにより慰霊

及び合祀が分裂したものになったと考えられる。そこに北海道護国神社が、他府県の府

県護国神社と全く異なり、近世期との「連続性」を持たないことによる「限界」性が指

摘できよう。

第２項 北海道護国神社の合祀への姿勢

これまでの調査の結果によって、第七師団隷下の戦没者を靖国神社、北海道護国神社及

び札幌護国神社へ合祀状況、さらに道内の各『自治体史』に記載されているものからまと

めたものが、次の表３－４である。

表３－４ 第七師団隷下将兵戦没者の靖国神社、北海道護国神社並びに札幌護国神社へ

の合祀状況

総数(Ａ) 靖国(Ｂ) 道護国(Ｃ) 札幌護国(Ｄ) Ａ－Ｂ Ａ－Ｃ

全第七師団 4,412名 4,406名 4,235名 969名 ６名 １１７名

歩二五連 1,077名 1,074名 1,038名 965名 ３名 ３９名

歩二六連 1,107名 1,107名 1,070名 0名 ０名 ３７名

歩二七連 995名 994名 941名 2名 １名 ５４名

歩二八連 955名 954名 923名 0名 １名 ３２名

その他 278名 277名 263名 2名 １名 １５名
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※『靖国神社忠魂史』、北海道護国神社及び札幌護国神社への合祀名簿、並びに北海道内

各『自治体史』に明確に日露戦争戦没者と記載のあるものにより、著者が作成した。

（稿末資料参照）

第七師団隷下の兵士の総戦没者数は4,412名であったが、靖国神社へ合祀されている者

は4,406名である。一方で北海道護国神社への合祀者数は4,235名であり、その数は靖国

神社への合祀者数を大きく下回るものとなる。両社での合祀状況には明らかに差違があ

る。表３－４が示すとおりに、戦没者総数と両社への合祀者数の差違が明確である。た

だ戦没者総数と靖国神社への合祀数の差違は、歩兵第二十五連隊では3名、第二十七連隊、

歩兵第二十八連隊ともに1名であり、他の歩兵第二十六連隊では合祀者数が一致しており、

差違の合計数もわずか6名となる。この数値は戦没者総数と靖国神社へ合祀された兵士数

に、大きな差がないと捉えてよいであろう。一方で戦没者総数と北海道護国神社への合

祀者数は、歩兵第二十五連隊では39名、歩兵第二十六連隊では37名、歩兵第二十七連隊

では54名、歩兵第二十八連隊では32名、第七師団全体では117名の差違がある。なお前記

したが札幌護国神社が合祀者の祭域を「連隊区」としているため、歩兵第二十五連隊兵

士が対象となる。したがって札幌護国神社への合祀者が歩兵第二十五連隊に集中してい

るのは、当然なことである。

このことは実際の戦没者数と靖国神社への合祀者数がほぼ同じであるのに対して、第

七師団の所在地である北海道の護国神社への合祀者数とは明らかな差違があることを示

している。言い換えれば、靖国神社は戦没者の総数をほぼ正確に把握していたのに対し

て、現地の北海道護国神社には、その情報を正確に把握していないことを示している。

その原因は、当時の戦没者合祀の手順にあったと考えられよう。すなわち靖国神社へ

の合祀は全国の各連隊が集約し、その結果を靖国神社へ報告することになっていた(59)。

靖国神社が陸海軍の管轄下にあったため、それは至極当然のことといえる。したがって

靖国神社はより正確な戦没合祀者についての情報を得ることができたといえよう。

一方で道府県護国神社への合祀までの経緯は、例えば明治39年6月のことであるが、鹿

児島県川辺郡加世田村武田招魂社への合祀について、鹿児島県知事が内務省神社局長宛

てに、合祀者の照会を行っている。それを受けた神社局は陸軍省へ「別紙記載ノ者合祀

方同県知事ヨリ伺出候処右ハ既ニ靖国神社ヘ合祀済ノモノニ●●否御取調中回答ヲ煩致
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此段及御依頼候也」といった照会を行っている(60)。このことから各道府県護国神社への

合祀者の通知は、各道府県の知事が内務省神社局へ照会をし、照会を受けた内務省が陸

軍省へ問い合わせ、その後陸軍省から内務省神社局へ回答が送られ、その後内務省神社

局から各道府県護国神社へ行われたものと推察される。ただ一方で、必ずしも内務省を

経ずに直接陸軍省へ合祀内容について照会しているものがある。例えば明治38年6月27日

付けで福島県が直接陸軍省軍務局宛てに「今回日露戦役ニ於テ死没シタル者ヲ本年五月

二日靖国神社合祀相成候内本県出身ノ者ヲ県下招魂社ヘ私祭トシテ合祀致度候処右人名

中死亡年月日並ニ死亡場所及所属部隊基地住所等不明ノ者別紙ノ通ニシテ合祀方差支候

間御繁忙ノ際御手数ノ義ニ候へ共御取調ノ上（中略）右ハ合祀準備ノ都合有之候ニ付可

成至急御取調返戻」して欲しいとの依頼を行っている(61)。つまり福島県側では戦没者の

詳細な情報を得ていないことになる。加えて、陸軍側は「死亡場所ト第号トヲ併セ公載

スルコトハ今軍機ニ関シ候」として情報の提供を拒む姿勢がうかがえる(62)。こういった

点が靖国神社と各府県護国神社との間で合祀者の差違が生じたものと考えられる。

注目すべきはこの場合、福島県は内務省を経ずに直接陸軍省の軍務局へ照会を行って

いる点である。これが単に「例外」と捉えることは十分可能であろう。ただ、靖国神社

が陸海軍の管轄下にあったのに対して、各道府県護国神社は内務省の管轄下となってお

り(63)、大正2（1913）年のことであるが、各道府県護国神社に対し内務省は、次ぎのよ

うな省令を通達している(64)。

内務省令第六号

官国幣社以下神社ノ祭神、神社名、社格、明細庁、境内、創立、移転、廃合、参拝、

拝殿、寄付金、講社、神札等に関スル件左ノ通定

大正二年四月二十一日 内務大臣 原 敬

第一章 祭神、神社名、社格、明細帳

第一條 祭神ノ決定 、変更又ハ訂正ヲ請ハムトスルトキハ官国幣社ニ在リテハ地方

長官ヲ経由シ内務大臣ニ、府県社以下ノ神社ニ在リテハ地方長官ニ具申スヘシ

第二條 別格官幣社靖国神社ノ祭神ハ地方長官ノ許可ヲ受ケ縁故アル地方ノ招魂社

ニ合祀スルコトヲ得

（中略）

第十一條 地方長官ニ於テ祭神ノ決定、変更、訂正又ハ明細帳脱漏神社ノ編入ヲ為



- 87 -

サムトスルトキハ内務大臣ニ稟請スヘシ 但シ北海道ニ在リテハ此ノ限ニ在ラス

さらに『神社協会雑誌』の中で「神社法規の統一整理の要綱」といった同省令への解

説を行っている。それが次である(65)。

全国を通じて現在神社に付きて見るに其の数実に官国幣社一百七十七、府県社以下

十二万六千余の多数を占む、（中略）統制派絡を繹ぬべきものなく欠漏不備の点亦少な

からず、依りて内務省当局に於ては昨夏以来之が整理調査に着手し遂に統一したる規則

の制定を見るに至れり

各地で神社が数多く創設される中で、多々混乱が起き、その統一的運営ができず、そ

のため内務省が省令を制定したと述べている。この「欠漏不備」の一つが北海道護国神

社が、その戦没者数を正解に把握できず、靖国神社との合祀者との差違を生む結果にな

ったものと思われる。

その状況下で内務省令が発せられ、この省令により各道府県護国神社への合祀者の決

定には、各府知事及び各県令から内務大臣へ「伺」等を行い、その判断をもって合祀さ

れることが明確になった（第一条）。また、靖国神社へ合祀されている者は、当該「地方

長官」の許可によって各道府県護国神社へ合祀されることとなった（第二条）。ただ、こ

の場合は「地方招魂社が靖国神社と同一の祭神を合祀しているという前提でのもの」と

白川哲夫氏が指摘している(66)。いずれにしても、この省令の公布をもって、各道府県護

国神社への合祀までの経路が初めて明確になったものといえる。

一方で第11条の「但シ北海道ニ在リテハ此ノ限ニアラス」という条文をどうのように

理解するかは、今後の課題としたい。ただ北海道の場合、当時「招魂社」が汐見（現函

館市）、福山、江差、札幌、さらに旭川の5社が存在していたことへの配慮であった可能

性がある。また後述するが、北海道護国神社の特異性を内務省が認めたものであると、

筆者は推察している。

白川哲夫氏は、この内務省令公布の目的を「靖国に祀られていない祭神がこの時点で

地方招魂社の祭神に含まれていた可能性」があると評価している(67)。その点でいえば、

ここまで述べてきたとおりに、北海道護国神社へは合祀され、靖国神社へは合祀されて

いない戦没者が多数存在していることは、白川哲夫氏の指摘の証左となるものである。

一方で筆者が強調したい点は、少なくとも大正2年の内務省令が公布されるまでは各道

府県護国神社への合祀までの経緯、ルートが未だ成立していなかったと想像できる点であ
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る。したがって前記した福島県のような直接陸軍省軍務局へ照会するといった事態が存在

したといえよう。

西南戦争に於ける戦没者の靖国神社と札幌護国神社への合祀状況は第１章で考察した。

そこにも両社で合祀の差違があったが、それは戦没状況が「戦闘死」か否かであった。靖

国神社へは「病死」等は合祀されていない。また第２章では日清戦争及び台湾征服戦争で

の戦没者合祀についての差違について論じたが、それは「軍夫」の扱いに起因するもので

あった。いずれも合祀基準による差違であった。しかしながら日露戦争での戦没者合祀

上の差違は、合祀制度の未確定さによるものであると考えられる。

一方で大原康男氏は日露戦争後に「忠魂碑」と「招魂社」の創設が急激に盛んになっ

ていることを指摘している(68)。また明治40(1907)年2月23日に内務省神社局長から発せ

られた「招魂社創立に関スル件」を紹介している(69)。それによると「近時各地方ニ於テ

招魂社ノ創建ヲ発企し、往々出願ノ向モ有之候処（中略）新ニ設立スル必要無之」とあ

る。つまり当時の政府としては、各地での招魂社の新設を否定していたことになる。そ

れは靖国神社と各道府県護国神社での合祀者の齟齬を恐れ、あくまでも靖国神社に合祀

された者を最大限意義あるものとし、靖国神社を国家神道の唯一無二の存在とする、靖

国神社中心主義的な姿勢が明確に窺えよう。

以上、靖国神社及び各道府県護国神社への合祀の経緯について述べてきたが、ここで

改めて確認すべきことは、戦没者の合祀通知が該当府県知事に送られている点である。

そうであるならば各府県護国神社への合祀は、戦没者の本籍地に従うもので、いわば「本

籍主義」であったことになる。この点については、既に大江志乃夫氏が、昭和16（1941）

年に靖国神社宮司であった陸軍大将鈴木孝夫が「旭川の護国神社は（中略）その部隊に

おいて戦死された人などが祀られているということを聞いております」と述べたことを

紹介している(70)。これは本籍主義によらず、第七師団所属の戦没者が、部隊が存在した

「土地」、つまり北海道護国神社へ合祀されたことを意味している。昭和16年の段階で既

に北海道護国神社が本籍主義によらず、特異な合祀状況が注目されていたことを表して

いよう。

この特異性を確認するために、道外出身の第七師団兵士戦没者を無作為に抽出し、該

当県護国神社41社へ合祀状況についての照会をお願いした。その結果37社から回答を得

ることができた(71)。回答があった戦没者数は298名であり、その内291名が各県護国神社
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で合祀されており、未合祀がわずかに7名であった。回答者数の97.7％が該当県護国神社

で合祀されていた。

この結果は本籍主義によるものであるため当然といえる。しかしながら北海道護国神

社は本籍地による合祀は無論のこと、北海道に本籍を置かない第七師団隷下の道外兵士

をも合祀しているのである。靖国神社宮司鈴木孝夫はこの事実について述べたものであ

った。

加えて北海道護国神社は本籍地によらない合祀は、第七師団隷下の兵士以外にも存在

している。それは寄留民として本籍を道外に残し、戦没した兵士たちである。後述する

が11名が当時既に合祀されている。

白川哲夫氏は当時の護国神社について、「少なくとも祭神合祀の側面からみれば、靖国

との連動性は地域それぞれの選択に任されていた。つまり一方では靖国と明確に対立し、

他方では『殉難者』の枠組みでの靖国と同一だが、軍隊の『戦没者』祭祀はしない、と

いう選択もありえた」と述べている(72)。そうであるならば北海道護国神社は、当然前者

であり、一般的な合祀方法である本籍主義を無視し、師団司令部が存在する軍隊での戦

没者を積極的に合祀することを選択したといえる。

北海道護国神社は第七師団内部では「分断された招魂祭」「分裂された合祀」を強いら

れながらも、一方では本籍主義といった原則に縛られることなく、第七師団隷下の北海

道外の戦没兵士、寄留民としての戦没者、並び必ずしも出征とはいえない状況での戦没

者、その全てを網羅的に合祀していたのである。ここにも北海道護国神社の大きな特性

を見いだすことができよう。

第３項 「戦後」の合祀者

本項ではアジア・太平洋戦争後、いわゆる「戦後」の合祀について検討を行いたい。

ＧＨＱ は政教分離を目指し、「神道指令」の発令によって国家神道に基づく靖国神社

の「解体」を巡って日本政府との攻防を展開する(73)。GHQ は「軍国的神社」の否定で目

指すが、それは靖国神社の性格を「国家神道」から、戦没者慰霊を「一宗教団体」が行

うことへの移行でもあり、それ故に「信仰の自由」とった観点との矛盾が生じてくる。

さらに朝鮮戦争の勃発、日米間における講和条約締結に向けての時流の中で、靖国神社

の「改革」は至極曖昧なものとなってしまったのである(74)。このことが、いわゆる「靖
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国問題」が現在においても存在する大きな要因になったものといえよう。

GHQの占領政策は、当然各道府県護国神社へも向けられ、神社としての性格をはじめ、

合祀基準、名称、敷地の権利等において変更を要求した(75)。その結果、北海道護国神社

は「北海道神社」へ、札幌護国神社は「彰徳神社」へと名称を変更することになる(76)。

なおサンフランシスコ講和条約の締結により、占領政策から解放された後、「北海道神

社」は昭和26（1951）年に北海道護国神社へ(77)、また、「彰徳神社」は昭和34（1959）年

に「札幌護国神社」に改称されて(78)、現在に至っている。

しかしながら終戦直後の上記のような状況下でありながら、北海道護国神社は昭和22

（1947）年6月から合祀祭が再開されている(79)。

無論合祀方法は、それまでの陸軍主導によるものが不可能になったため、神社側が道

内各市町村へ合祀希望を照会し、市町村からの回答を待つ。その回答により合祀希望者

が、既に合祀済みかどうかを確認し、未合祀の戦没者を「新規」に合祀するというもの

へ変更された。

今回の調査結果では日露戦争戦没者の戦後の合祀依頼は、遅くとも昭和24（1949）年

から行われている。その合祀依頼総数は244名であり、その内既に合祀されている者で戦

後に合祀を希望した者、いわゆる「既存」の合祀者数は143名であった。その中で第七師

団所属の兵士が132名であり、その全てが下士官以下の階級であった。他方で第七師団以

外では7名存在しているが、日本赤十字社員が2名であるのに対して、軍艦初瀬の乗組員、

つまり海軍兵士が1名で、第二師団兵士2名、第九師団兵士1名、第十一師団所属兵士が1

名であり、彼らは前述した分類（Ｅ）に属する人たちと、志願兵として戦没していった

人々（Ｃ）である。

さらに、いわゆる「新規」に合祀を希望した者が、101名存在している。その中で所属

部隊と階級が確定できる者が77名いた。さらにその内道内出身者は22名で、第七師団隷

下の兵士が19名である。それ以外兵士は海軍1名、第九師団1名、不明1名の3名である。

やはりこの3名は志願によって出征し、戦没した兵士といえよう。

注目したい点は所属部隊と階級が特定できる77名から、道内出身者22名を除いた55名

が道外出身者である点である。つまり彼らは寄留民としての出征による戦没者というこ

ととなる。彼らの出身地に示すと、次のようになる。
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富山県 8名、福井県 7名、岐阜県 7名、徳島県 7名、石川県 6名、

愛媛県 4名、秋田県 3名、岩手県 3名、香川県 2名、千葉県 2名、

三重県 1名、愛知県 1名、滋賀県 1名、兵庫県 1名、広島県 1名、

佐賀県 1名

師管区でいえば、第九師管区、第十一師管区隷下の兵士が多い。ちなみに『自治体史』

で北海道内の居住地が判明した者が20名いるが、その中には礼文島に居住していた者が2

名いる。

彼ら戦後の合祀を含めて、前記したとおりの寄留民と思われる兵士81名について、改

めて再度、該当県護国神社へ合祀状況の照会をお願いしたところ、回答があった58名の

内、57名が該当の各県で合祀されていた(80)。合祀されていない兵士が1名だけで、実に

その合祀率は98.3％となる。やはり本籍主義によって該当県の護国神社において、ほぼ

全ての戦没者が合祀されていることになろう。

寄留民として戦没した者で、北海道護国神社への合祀された者は66名であるが、前述

したとおりに11名は日露戦争当時に合祀されたのに対して、55名は戦後の新規による合

祀であったのである。その数は寄留民としての戦没者の約7割にあたる。日露戦争当時、

北海道に居住しながらも、その居住地である北海道護国神社に合祀されなかった戦没者

を、戦後になって、「地元」といえる「北海道」の護国神社への合祀を望んだものといえ

よう。

戦後となって寄留民兵士を含めて、多数の遺族、つまり母であり、弟であり、子ども

らが北海道護国神社への合祀を希望したのであった。日露戦争という20世紀初年の戦争

であるが、その戦没者に対する慰霊は今も続いている。現在でも毎年6月4日に「合祀祭」

が行われている。

第３節 「遺骨」「遺髪」の動きについて

本節では本稿の一方の課題である「慰霊」といった観点から、日露戦争戦没者の「遺

骨」「遺髪」の動きついて紹介し、本章を閉じることとしたい。

戦没者遺骨、埋葬法等の制度の成立とその変遷については原田敬一氏が、極めて詳細

な分析を行っている。その研究によれば本稿が論考の対象としている日露戦争当時の埋

葬制度等の概略は、次のとおりとなる。
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明治30年に公布された「陸軍埋葬規定」では、第１に「死体ハ陸軍埋葬地ニ葬ル」（第

四条）とされ、「死体ハ火葬」とし「必ス遺骨或ハ遺髪ヲ採収シ」（第五条）、「死亡シタ

ル者アルトキハ本人所属部隊校団等ヨリ其病状並死亡時刻ヲ勉メテ急速ニ遺族ヘ通報シ

若シ死体ノ引受ヲ願フモノハ死亡ノ日ヨリ二日以内に死者所属ノ部隊及校団等ニ願出ツ

ヘキ」（第一八条）とされた(81)。さらに明治37年に「戦場掃除及戦死者埋葬規則」が制

定され、「各部隊ハ戦闘終ル毎ニ速ニ掃除隊ヲ編成シ戦場ニ於ケル傷病者及死者を捜索シ

且其ノ遺留品ヲ処理スヘキモノト」され（第一条）、「帝国軍隊所属ノ死体ハ各別ニ火葬

ニシ其ノ遺骨ヲ内地ニ還送スヘシ、但シ場合ニ依リ遺髪ヲ還送シ遺骨ハ之ヲ戦場ニ仮葬

スルコト得」（第九条）と明記された。さらに第一八条では「遺留品中私有物ハ本人ノ遺

骨又ハ遺髪ト共ニ一包ト為シ其ノ氏名階級及所属部隊ヲ表記シ其ノ地所在ノ司令部若ハ

軍隊ヨリ本人所属部隊ノ動員若ハ編成ニ関係アル師団司令部若ハ官衙ニ送付スヘシ」と

している(82)。一方の海軍は明治28年の「戦時海軍死亡者取扱」により、「海軍埋葬地共

同墓地若ハ特に選定シタル土地ニ」埋葬することを原則とし（第二条）、「遺骨遺髪ノ処

分ヲ海軍官庁ニ依托シ又ハ死体ノ埋葬ヲ最寄ノ市区或ハ町村ノ長ニ依頼スルコトヲ得」

（第二条）としながらも、階級により多少対応が異なるが「遺骨」「遺髪」については、

遺族の手元に届くようになっていた。（第六条）(83)

上記の規定の実際が、第七師団歩兵第二十五連隊隷下で旅順、奉天といった激戦に参加

した兵卒の「従軍日記」に、次のように記されている(84)。

一月二十一日（明治37年：筆者） 晴天 舎営

出発準備中本朝五時先発隊出発ス、兵を率イ戦死兵十七名ヲ火葬トス、渡辺曹長ト会

飲ス

この記事から現地で実際に「火葬」が行われいる様子が分かる。また同日記では遺骨を

採取され、「内地」へ送還してることが、次のとおりに記述されている(85)。

三月二日（明治38年：筆者） 晴天 村落露営

午前四時戦闘開始、敵ハ新民屯ニ至ル旧鉄道高地ヲ占メ抵抗、午前五時頃ヨリ続々増

加、仝八時ニ至リ旅順以来始メテノ激戦、敵数四万ト云フ、午后一寺十分戦友田村外

二郎戦死、狩野上等兵重傷、井熊特務曹長敵ノ槍ニテ刺サレ即死、我軍死傷多ク勝敗

決セズ日没ス

三月二十四日 晴天 舎営
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午前石佛寺南麓ニテ青山遊玄ノ説教ヲ聞ク、騎兵連隊ニ渡辺特務曹長面会ニ行ク、遼

河解氷セリ。田村上等兵遺骨到着、戦友一同焼香読経

三月廿八日 小降雨 舎営

石佛寺谷渓ニテ軍楽隊ノ奏楽アリ、田村上等兵ノ遺骨ヲ発送ス、奉天戦場掃除隊帰ル

遺骨が送還された「田村上等兵」とは、日記では「田村外二郎」と記され、明治38年3

月2日に戦死となっているが、『札幌歩兵第二十五連隊誌』では明治38年3月4日に「傷死」

とあり、「外次郎」と記されている。ちなみに彼は連隊付の兵卒であり、秩父別村（現秩

父別町）に原籍を持ち、勲八等の勲章を得ている(86)。また文中の「井熊特務曹長」とは、

騎兵第七連隊所属で山形出身の井熊幸四郎であろう(87)。

さらに北海道内で北海道関係戦没者の遺骨、遺髪がどのように扱われたかを、当時の

新聞記事から可能な限り復元を試みたのが、以下である。

戦没者の遺骨及び遺髪は「第七師団戦死者遺骨受領として歩兵第二十五連隊補充大隊

並に近文歩兵隊より将校及び下士官昨日室蘭兵站基地司令部に出張本日帰団する都合(8

8)」との記事から、兵站基地があった室蘭に到着している。「近文」とは第七師団司令部

が存在する現在の旭川市内の地名である。ここでは歩兵第二十五連の兵士とその他の連

隊兵士を分けて記されている。また「昨日室蘭港発一番列車にて遺骨十七個札幌停車場

へ到着直に月寒兵営へ護送せり」といった記事がある（89)。月寒兵営とは現在の札幌市で

あり、したがって月寒兵営とは歩兵第二十五連隊を示している。さらには歩兵第二十五

連隊では遺骨遺髪の扱いについて、次のような独自の規定を制定している (90)。

歩兵第二十五連隊補充大隊に於ては今回の戦役に於て名誉の戦死者遺骨遺髪を左の如

く取扱ふ事に決定せりと云ふ

一 遺骨遺髪は総て設置したる安置所に厳容す

二 遺骨遺髪分配式を施行す

三 下附すべき遺骨遺髪は左の区分に依り郵送す

第一師団管内の者は東京兵站基地司令部に

第二師団管内の者は同上に

第八師団管内の者は連隊司令部に

第七師団管内の者は北海道庁に

北海道庁より支庁に支庁より村役会に
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但遺骨遺髪受領者は祭典及分配式を参列せし時に直に本人に下附することあるべ

し

なお上記の規定の中で、第二師管区の場合に「同上」と記載されている点は、不自然さ

を感じるが、記事とおりに記載した。

加えて何よりも、次のような新聞記事がある(91)。

各隊の遺骨 客年旅順方面に於て名誉の戦死を遂げたる大迫兵団各連隊将卒の遺骨

遺髪九百六十八名分去十三日午後二時二十五分旭川着の列車にて到着したりと各連

隊より若干の儀仗兵を将校が指揮し停車場まで出迎へるが尚ほ各隊別にすれば如左

▲吉田隊、将校一七、下士卒三七八 ▲奥田隊、将校六、下士卒一八 ▲村上隊、

将校四、下士卒五四五

日露戦争において戦没した第七師団兵士「九百六十八名」分の遺骨、遺髪は師団司令部

が存在する旭川に集結している。第七師団隷下の全戦没者が4,412名であるため、その約4

分の1に相当する戦没者の遺骨、遺髪である。記事中の「吉田隊」とは吉田新作中佐を連

隊長とした歩兵第二十六連隊であり、「奥田隊」とは奥田正忠大佐を連隊長とする歩兵第

二十七連隊である。さらに「村上隊」とは村上正道が連隊長であった歩兵第二十八連隊を

示している(92)。4個の歩兵連隊で構成される第七師団の中で、歩兵二十六、二十七、二十

八連隊の兵士の遺骨、遺髪が旭川へ送付されている。しかしながら、ここでも歩兵第二十

五連隊兵士の遺骨、遺髪だけが旭川に到着していないことになる。

以上の点から、第七師団隷下の戦没者の遺骨、遺髪の動向においても、歩兵第二十五連

隊は「独自」なものであったといえよう。その理由は前述したとおりであろう。

ただ一方で、第七師団隷下の将校の遺骨、遺髪は全て一旦、旭川へ送られ司令部が存

在する旭川において「師団将校遺骨分配式」が行われている(93)。その後、師団内の連隊

司令部へ送付され、各支庁、村役会にて分配が実施された(94)。なお分配時に参加できな

かった遺族には、遺骨を北海道庁へ送付するか、近場であれば自宅へ「護送」すること

になっていたようである(95)。

改めて、上記の動きを含めて歩兵第二十五連隊の場合の遺骨、遺髪の流れについて具

体的に復元してみると、次のとおりとなると推察できよう。

明治38年1月、旭川で師団将校遺骨分配式が開催された後、歩兵第二十五連隊隷下将校

の遺骨、遺髪が旭川から札幌に送られてくる。それは同年1月9日のことであり、この時
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第七師団長も同行している。「旭川二番列車（札幌着午後四時三十分）にて月寒連隊名誉

の戦死将校伊藤大尉外四名の遺骨月寒兵営に到着せり」との記事があり、「伊藤大尉」と

は歩兵第二十五連隊の将校である。歩兵第二十五連隊付きの将校は一旦旭川に送られ、

師団司令部による将校遺骨、遺髪の分配式の後、旭川発の列車にて「札幌着」との記載

から札幌月寒連隊（歩兵第二十五連隊）へ送られものと理解できる(96)。ちなみに歩兵第

二十五連隊での遺骨分配式は将校の到着を待って行われたようであり、「遺骨分配式は将

校の遺骨到着之れなかりし為め自然来月五日まで延期となり」といった新聞記事がある(9

7)。月寒連隊では、前出の伊藤大尉の遺骨、遺髪の来札を待って、1月23日、歩兵第二十

五連隊による遺骨遺髪分配式が開催された(98)。つまり歩兵第二十五連隊だけによる「分

配式」が行われていたことになる。

一方で第七師団兵士の約70％が道外兵士であったことは、既に述べたとおりである。

したがって道外出身兵士の遺骨、遺髪について検討しなければならない。その点で、次

のような新聞記事がある(99)。

旭川に遺骨到着 某方面に於て名誉の戦死を遂げたる歩兵深澤亀吉同赤坂勇助砲兵輸

卒伊藤喜太朗輜重輸卒坂本長五看病人重富八重吉輜重伍長上野喜三吉同輸卒北爪常吉

同野坂豊吉八氏の遺骨は今廿四日午後二時二十五分旭川着の列車にて到着予定

7名の兵士と1名の看護人の遺骨が旭川に送られいる。彼ら8名とも歩兵二十五連隊以外

である。この中の深澤亀吉は歩兵第二十七連隊隷下で山梨県(100)、看護人重富八重吉は福

岡県(101)、北爪常吉は歩兵第二十八連隊所属で群馬県(102)、野坂豊吉は第七輜重大隊兵士

で群馬県(103)の出身者である。明らかに道外兵士らの遺骨が当該出身県（本籍地）を経ず

に旭川へ送付されている。

さらに以下のような新聞記事がある(104)。

室蘭に於ける分骨 明十二日正午十二時より室蘭○○基地○○部に於て遺骨を分配

する都合なるが其人名左の如し

記事は続けて、階級と遺骨、遺髪のいずれかを記載した上で、その氏名が記されてい

る。歩兵第二十五、二十六、二十七、二十八連隊に所属する25名であるが、その内15名

が道外出身の兵士である。その中には前述した月寒連隊に遺骨、遺髪が到着した杉本大

尉が含まれている。時系列が合わないが、札幌に移送された後、札幌での分配式を終え、

室蘭に到着していることになる。一方で函館に遺骨、遺髪が到着している記事もある(105)。
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その中にも道外出身が複数存在している。以上から道外戦没者の遺骨、遺髪は、出身地

を経ず、一旦師団が置かれた北海道に移送され、その後改めて、室蘭、函館といった港

から道外の各当該師団へ送付されたものと推察できる。

他方で寄留民として出征し戦没した人々の遺骨については、以下のとおりの新聞記事

がみられた(106)。

遺骨送付通牒と葬儀の執行 岩見澤村字ミユルトマップ（群馬牧場）故陸軍上等兵

齋藤庄之助氏の遺骨は今回陸軍第三連隊補充大隊より遺族清次郎氏に送付の義照会

ありたり依つて遺骨到着の上は直に葬儀を行う筈にて岩見澤より二三僧侶並に村長

支庁員とも参列する由

北海道に居住している兵士の遺骨が第一師団歩兵第三連隊から送付がなされている。

『靖国神社忠魂史』では齋藤庄之助は栃木県出身とされている(107)。明らかに寄留民とし

て、岩見沢村字ミュルトマップに居住しながら、第一師団からの徴集をうけ、出征し戦

没した寄留民としての兵士である。岩見沢村字ミュルトマップは、「美流渡」であり現在

の岩見沢市栗沢町に当たる。ちなみに岩見沢市近郊の『美唄市史』にも、齊藤庄之助の

記載がある(108)。明らかに当時北海道に居住していた寄留民として戦没した兵士の遺骨、

遺髪の動きを示す一例といえよう。

以上の点を総合的に整理すると、図３－１のようになると思われる。

無論、例外はあったであろうが、基本的な遺骨、遺髪の流れであったと推察できる。

総括すれば、第七師団兵士の多くは道外からの徴集であったが、一旦は北海道に遺骨、

遺髪が送付され、道内での分配式を行った後に、全国各地の遺族のもとへ送られたこと

になる。また、寄留民兵士の場合は、その本籍地の師管区の当該師団にて分配式が行わ

れ、その後北海道で居住している遺族のもとへ送付されことになる。推測の域を超えな

いが、志願兵士の場合も、該当師団での分配式後、遺骨、遺髪が北海道に送付されたも

のと考えられる。

前記したが第七師団隷下の兵士の中には、沖縄県出身者が存在していた。歩兵第二十

八連隊所属の兵士であった楢原傳蔵は、その遺骨、もしくは遺髪が一旦旭川の師団司令

部へ送られ、その後沖縄に送付されたのであろう。
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図３－１ 「遺骨」「遺髪」の流れ

＜戦地・野戦病院＞ ◎寄留民戦没者

戦死・病死＝現地にて火葬し、遺骨或いは遺髪を採収、送

付

◎第七師団兵士戦没者（含 道外兵士）

＜北海道＞

室蘭 （兵站基地）

◎将校、歩兵25連隊以外の兵士 ◎歩兵25連隊兵士

北海道庁

支庁･役場

師団司令部（旭川） 北海道庁

＜分配式＞ 支庁･役場

遺族

◎歩兵25連隊以 歩兵25連隊（札幌）

外の将校､兵士 ◎歩兵25連隊将校 ＜分配式＞ 遺族

◎道外兵士

室 蘭・函 館・（小樽？）

北海道庁

支庁･役場 遺族

◎道外兵士

＜北海道外＞

各地の兵站基地（師団）等 本籍地の

師団

※ 上記、新聞記事から著者が作成した。
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小括

本章においてこれまで述べてきたものを改めて整理したい。

当時の第七師団は兵員確保のため、第七師管区以外のほぼ全国の師管区からの徴集が

行われ、その割合は師団兵士の60％以上を占めていた。そして日露戦争に出征し、戦

没した兵士は第七師団全体で4,412名であるが、道内兵士（Ａ）が1,280名で29.0％であ

るのに対して、道外兵士（Ｂ）は3,132名で70％を超えるものであった。一方で道内から

の志願による兵士（Ｃ）が少なくとも75名が戦没している。さらに本籍を北海道に置

いていない、いわゆる寄留民（Ｄ）は、その本籍地の師管区から徴兵され、日露戦争に

出征し戦没した兵士者が数多く存在し、その数は81名であった。加えて、必ずしも出征

ではない状況で戦没した人々、さらにその所属や階級が不明であるが北海道護国神社に

合祀されているもの、並びに『自治体史』に所属部隊、階級等が記載されていない日露

戦争戦没者（Ｅ）が136名存在している。その総数は4,718名であるが、それは「最少」

の数値であり、したがって「少なくとも」と捉える必要がある。

いづれにしても、当時の北海道は第七師団管区であったが、「移民社会」といった状況

のため、その内情は北海道民と道外民で構成され、それぞれの立場で戦没していったの

である。これこそが北海道における日露戦争戦没者の実相である。

本章で第２の課題とした慰霊については、歩兵第二十五連隊は第七師団隷下でありな

がら、慰霊祭と合祀、さらには遺骨、遺髪の動向についても他の師団内諸部隊とは異な

ったものであった。正に同一師団内で「分断」されたものであったといえる。それは歩

兵第二十五連隊が持つ「歴史性」と、そこから生まれる「独自性」によるものであった。

加えて、当時の北海道護国神社は北海道全域の戦没者祭祀を行うものであったが、他府

県の護国神社と異なり、近世期からの連続性が持たない「土着性」に乏しい存在であっ

たといえる。他方で、札幌護国神社は北海道「開拓」の当初から「本府」とされた札幌

に存在し、西南戦争で戦没した屯田兵の慰霊に淵源をもつといった「連続性」を有して

いた。そのことが第七師団内で歩兵第二十五連隊だけによる慰霊や合祀を、札幌護国神

社が行った要因であった。しかしながら他方では、北海道護国神社は本籍主義による合

祀といった原則を超え、第七師団司令部が所在する地として、北海道に本籍が存在しな

い道外の戦没者をも積極的に合祀を行ったのであったのである。
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終章

１ 本稿の総括

以上、これまで３章にわたり、明治期の北海道における戦争において、その戦没

者の実相と慰霊について考察を行った。それらは明治という時代に北海道が抱えて

いた状況や「課題」が反映された。当然ながら、そのことによって北海道の戦没者

の実相や慰霊において特性が存在したといえる。

第１章の「屯田兵と西南戦争」では、当時の政府にとって喫緊の課題であった対

ロ政策と広大な土地の開拓という2つの課題を担った屯田兵であったがため、西南戦

争での戦没者慰霊は特異なものとなった。それは屯田兵が陸軍、海軍から相対的に

距離を置いた開拓使直轄の軍隊であり、さらに屯田兵とは「一兵」であると同時に

「戸主」であるといった特性によるものであった。屯田兵の戦没とは戸主を失うこ

とであり、北海道の開拓にとって大きな影響を持っていたのである。したがって屯

田兵戦没者の慰霊は、一兵士の慰霊といった次元を超えた、北海道の開拓政策その

ものに関わるもであった。そのため開拓使は靖国神社の意向を無視してまでも、独

自の判断で「屯田兵招魂碑」に戦没者名を銘文として刻むことで、戦没者の慰霊を

行った。これまで36名とされていた碑文には、「横死」した者も含め37名の氏名が刻

まれていたのである。一方で屯田兵とは遠き故郷からの移住者であり、屯田兵村と

いった「共同体的」集落維持のために、自らの手で精神的な紐帯を創設した。それ

が「郷社」的施設を設置することであったのである。

第２章では北海道にとっての、日清・台湾征服戦争との関わりについて考察した。

従来の研究では臨時第七師団が編成され出征するが、何らの戦闘もせず全員が無事

帰還したとされている。さらに台湾征服戦争下で屯田将校大村武だけが戦没したと

している。しかしながら、それは全くの誤りであった。日清戦争が勃発した当時は

道南の函館、福山、江差の道南地区では既に徴兵制が施行されており、したがって

数多くの人々は戦地へ出征していたのである。そして、その中には戦没した兵士が

存在した。また、実際に臨時第七師団隷下の兵士に戦没者がいたのである。加えて

志願により出征し戦没した者や寄留民として北海道に在住した人々の中にも戦没者

がいた。その総数は少なくとも60名に上る。今後志願者、寄留民の動向を追跡すれ

ば、その数はそれを超えるものとなろう。一方の慰霊については札幌護国神社や北
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海道護国神社においての合祀者が、靖国神社の合祀基準と全く異なり、軍夫として

戦没した人々を数多く合祀していた。彼らを北海道という同一地域住民と認識し、

共同体の一員として祭祀したものと捉えることが推察できよう。さらには北海道の

広範囲な地域で追悼、戦勝、歓迎会等が、数多く開催された。それは北海道民を日

清戦争における「勝利」という現象を、感情に訴え、日本国民としての意識の高揚

促す結果となった。同時にそれは、対ロ防衛が緊急の課題となった明治政府にとっ

て、様々な事由により北海道に移住してきた人々を、その最前線における「日本国

兵士」に組み入れることを促進するものとなった。さらに注視すべき点は、当時の

アイヌ民族政策の課題であったアイヌ民族の同化政策を、側面から推進するもので

あったことである。北海道にとっての日清・台湾征服戦争とは日本のアジアへの侵

略という歴史の中に北海道を取り込んでいく過程であり、それを見事に成し遂げた

ものであった。

第３章では日露戦争を題材とした。日清戦争後、急速に高まる対ロ警戒の中で、

第七師団が創設される。しかしながら道内に壮丁が少なく、その兵士を道外から徴

集することでしか師団は維持できなかった。ほぼ全国の師管区からの徴集が行われ、

その割合は師団兵士の60％以上であり、師団の全戦没者の70％を占めることになる。

第七師団隷下の戦没兵士は4,412名であったが、その内北海道内出身者は1,280名、

北海道外出身者は3,132名が戦没していたのである。一方で日清戦争時から連続する

志願による兵士が少なくとも75名が戦没している。また当時の北海道が「移民社会」

といった状況であったため、寄留民が多く存在していた。その結果として、その本籍

地の師管区から徴兵され、戦没した兵士者が81名に上った。ここには当時の北海道が移

民政策の推進によって「開拓」を進めるといった政治的課題が背景にあった。そのこと

によって戦没者兵士が多種多様なものとなったのである。彼らの慰霊については、開拓

使の発足以来、「本府」として北海道の中心地であった札幌の琴似、山鼻地区に最初の屯

田兵入植が行われ、それからの連続性を持つ歩兵第二十五連隊が第七師団隷下でありな

がら、慰霊と合祀が師団内で「分断」され、その独立性を維持していたのである。さら

に遺骨、遺髪の動向までも、その様相が推察される。一方でそれは、当時の北海道護国

神社が、近世期からの連続性が無く、いわゆる「土着性」が未成熟であったことにより、

札幌護国神社が相対的な優位性を有していたことによるものであった。しかしながら他
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方で北海道護国神社は「本籍主義」による合祀といった原則を超え、師団司令部が存在

する地域として、第七師団隷下の道外兵士も、寄留民として戦没した兵士も、さらには

必ずしも出征によるものではない戦没者までも、つまりは「北海道関係者」として捉え

ることができる全ての戦没者を積極的に合祀し、祭神として祀ったのであった。その合

祀は戦後も続けられ、GHQ からの指令により混乱していた状況下であったが、終戦の2

年後から行われ、現在も慰霊は続いているのである。

以上、明治期の徴兵制施行後の「近代」戦争といえる西南戦争、日清・台湾征服戦争、

日露戦争について、北海道という地域からの視点で、その戦没者の実相と慰霊の特性に

ついて述べてきた。そこに共通する点は、いわゆる「無主」の地であった北海道を、明

治政府が取り込んでいく過程の産物であり、その政策の中核が北海道における軍隊の整備

と徴兵制の拡大といったものであったといえる。一方で北海道の政策にとって重大な課題

であった移住民政策によって、多くの移住民が来道する。その結果、北海道関係者の戦没

者が多様なものとなったのである。これらは当時の明治政府が推進した軍事力の増強とア

ジアへの侵略いった政策の中で、徴兵制の普及という点において、北海道の「軍事化」と

いった過程であったといえよう。

本稿の課題とした「可能な限り戦没者を個々として捉え、復元する」といった点では、

これまでの論考の中で実態に即して表現することを心掛けた。特に「北海道関係者」の

日露戦争による戦没者について、その総括を稿末資料とした。参照いただければ幸いで

ある。

２ 今後の課題

本稿において戦没者の慰霊を合祀、慰霊祭を中心に考察し、遺骨、遺髪の動向につい

て若干の分析を試みたが、次に課題となるのが葬儀の実態分析と陸軍墓地の状況分析で

あろう。

葬儀については、荒川章二氏が日清戦争のそれは遺族中心によるものであったが、日露

戦争では「合同葬」が増加し整備されることで葬儀が「公式化」され、それが「戦死者の

大量発生の問題とも連動」したことを述べている(1)。また白川哲夫氏は具体的に静岡県

富士市で行われた日露戦争での戦没者の葬儀の内容を提示し、その流れや参列者の実態か

ら「若い世代に重要な役を担わせ」ることで、葬儀の歴史的役割を強調している(2)。こ
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れらは、これまでの戦没者慰霊研究の対象が靖国神社、護国神社への合祀といった「神式」

の慰霊であったものに対して、「仏式」による慰霊、つまり仏教との関わりからの考察の

必要性を述べたものといえる。

本稿が題材として取り上げた西南戦争では、「弁天町高龍寺にては西南戦死者のために

一昨十六日より本日まで三日の間●福寺の法会をいとなむ由」といった新聞記事がある(3)。

日清・台湾征服戦争においては、第２章で道内各地で行われた「追悼会」を表にしてまと

めた。加えるならば、「征清軍戦没者追悼会」が札幌市豊平区に現存する経王寺で開催さ

れることが広告記事となっている(4)。さらに日露戦争では戦没者葬儀に関する新聞記事

が数多く見られるようになる。例えば第３章で述べた平林青一の葬儀が町葬として、次の

ように行われている(5)。

旭川町出身故陸軍武兵曹長平林青一君同歩兵上等兵勲八等十倉米吉君の葬儀は予定
ママ

の通り作日午前九時より旭川町四条通九丁目右一号の空地に仮祭壇を設け仏式を以て

最も厳粛に営れたり

導師の引導、各僧侶の読経に続き、歩兵第二十七連隊補充大隊長が祭文を、園田北海道

庁長官が弔辞を述べ、遺族親戚及び会葬者が焼香を行っている。約１時間30分にわたり式

が行われ「二分隊の儀仗兵を附せられ盛儀なりし」と記事は記している。

第七師団主催の葬儀も開催され(6)、さらに歩兵第二十五連隊が単独で「連隊葬」を行

っている(7)。その際に歩兵第二十五連隊の「隊葬式」挙行の際、「尚他の部隊に属する軍

人軍属と雖ども出願の次第に依り隊葬に加へらる可し」との記述が新聞紙上にあることで

ある。第３章で述べたとおりに、歩兵第二十五連隊の独自性をここでも見いだすことが可

能かもしれない。

以上のような北海道で行われた葬儀の実態が、他府県とどのような差違があるのか。仮

にあるとするならば、その理由はどういったものなのか。そこにも北海道の当時の課題が

生み出した「特性」を表現できる可能性が十分あろう。今後詳細な考察が必要である。

また墓地については第１章で多少触れた。実際に北海道内の陸軍墓地として、師団司

令部が置かれた旭川では「旭川陸軍墓地」並びに「納骨堂」、歩兵第二十五連隊が置かれ

た札幌の「札幌陸軍墓地」、函館の「柏野陸軍墓地」、「台場陸軍墓地」が紹介されている

(8)。旭川陸軍墓地とされる地域を実際に調査したが、日露戦争戦没将校の墓石、数個を

確認することができた。周囲の墓石群の中で、明らかに大きく、目を引くものである。
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ただし既にその墓地は現在「近文墓地」とされ、旭川市民一般の墓石が立ち並んでいる。

中には三浦綾子氏の『塩狩峠』のモデルとされた長野政男の墓石があった。

北海道の場合は第３章で述べたとおりに、第七師団隷下の兵士の多くが北海道外から

の徴集であった。彼らの遺骨或いは遺髪は、一般的に考えるならば「出身地」へ送付さ

れることになるのであろう。また少なくとも日露戦争までは、既存の屯田兵が第七師団

の中心的な構成単位であった。屯田兵が入植する際には、兵村に共同墓地が設置される。

実際に旭川の永山屯田兵村や旭川屯田兵村には、それぞれ「永山墓地」、「愛宕墓地」が

現在も存在し、その墓石郡の中には明らかに日露戦争戦没者と記された墓石がある。こ

れらの点が第七師団の陸軍墓地の形成、展開に某かの特性を与えたことは容易に想像で

きる。その意味で海軍兵士を含めて、本州とは異なった「軍用墓地」像が描ける可能性

が大いにある。北海道における「軍用墓地」の研究は、今後の重要な課題となるであろ

う。

最後に本稿は明治期を研究の対象とした。したがって日露戦争では終わってはならない。

ポーツマス条約締結直前に獲得した「樺太」占領時おける戦闘での戦没者についての調査、

分析が今後必要になってくる。具体的にはポーツマス条約締結以前に「大本営」は「樺太」

奪取作戦を決定し、独立第十三師団が明治38(1905)年4月に編成を完了され、同年7月には

「樺太」へ上陸している。その際に「豊原」周辺で現地軍との戦闘を行っている。『靖国

神社忠魂史』によれば、同師団隷下に北海道出身兵として出征した、伊藤清作が戦没して

いる(9)。さらに明治38年8月24日には、占領軍は「樺太南部守備隊」へと名称を変え(10)、

その後明治39(1906)年5月には樺太守備隊の基幹が第七師団となり、大正2(1913)年4月に

樺太守備隊が廃止されるまでに、歩兵第二十五、二十六、二十七、二十八連隊の兵士が樺

太に派遣され、随時樺太守備隊歩兵第一中隊を構成している(11)。したがって、いわゆる

「樺太」占領時における戦闘によって戦没した兵士が存在したと思われる。彼らの動向に

ついての調査が今後の課題となる。

注(1)荒川章二「兵士が死んだ時 戦死者公葬の形成」（『国立民俗博物館研究報告第147

集』国立歴史民俗博物館、2008年）60ｐ。

(2)白川哲夫『「戦没者慰霊」と近代日本 殉難者と護国神社の成立史』勉誠出版、201
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5年 92ｐ。

(3)『函館新聞』明治11年8月18日。

(4)『北海道毎日新聞』明治28年8月11日。

(5)『小樽新聞』明治38年7月4日（以下「小樽」とする）。

(6)「小樽」明治38年8月29日。

(7)「小樽」明治38年8月26日。

(8)山辺昌彦「全国陸海軍墓地一覧」（『国立歴史民俗博物館研究報告』102集、2003年

693ｐ～695ｐ。

(9)靖国神社社務所『靖国神社忠魂史』第四巻 靖国神社、1935年 767ｐ。

(10)示村貞夫『旭川第七師団』総北海道出版部、1984年 90ｐ。

(11)旭川市史編集会議『新旭川市史』第三巻 旭川市、2006年 368ｐ。
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松前町史編集室『松前町史』第二巻 松前町、1993年

青森県『青森県史』通史三巻 青森県、2018年

青森県『青森県史』資料編 日清･日露戦争期の青森県 青森県、2003年

当別町史編集室『当別町史』当別町、1972年

古平町史編纂委員会『古平町史』古平町、1973年

新増毛町史編纂委員会『新増毛町史』増毛町、2006年

江別市役所『野幌屯田兵村史』江別市、1982年

奈井江町史編纂室『奈井江町史』奈井江町、1975年

南幌町史編纂委員会『南幌町史』南幌町、1962年

音更町史編纂委員会『音更町史』音更町、1980年

士別市『士別市史』士別市、1969年

和寒町『和寒町史』和寒町、1975年

由仁町役場『由仁町史』上巻 由仁町、1994

美唄市史編纂委員会『美唄市史』美唄市、1970年

深川市役所『新深川市史』深川市、1994年

滝川市史編纂委員会『滝川市史』下巻 滝川市、1981年

新羽幌町史編纂委員会『新羽幌町史』羽幌町、2001年

礼文町役場『礼文町史』礼文町、1972年
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函館市史編纂室『函館市史』統計史料編 函館市、1987年

琴似神社『琴似神社』由緒書 琴似神社

論 文

山本和重「北海道の徴兵制」（山本和重編『地域の中の軍隊１ 北海道・東北編』

吉川弘文館、2015年）

冨井恭二「西南戦争と屯田兵」（国立歴史民俗博物館『旧真田山陸軍墓地 研究年報』

２ 2014年）

今井昭彦「近代日本における戦没者祭祀―札幌護国神社創建過程の分析を通して―』

（松崎憲三編『近代庶民生活の展開―くにの政策と民俗―』三一書房、1998年）

平野友彦「第七師団と旭川」（山本和重編『地域の中の軍隊１ 北海道・東北編』

吉川弘文館、2015年）

梅田欽治「栃木県護国神社の設置と地域社会」（地方史研究協議会『宗教・民俗・伝

統ー社会の歴史的構造と変容』雄山閣、1995年）

坂井久能「神奈川県護国神社の創建と戦没者慰霊」（神道宗教学会編『神道宗教』17

4・175、神道宗教学会、1999年）

原田敬一「陸海軍墓地制度史」（『国立歴史民俗博物館研究報告』102集 2003年）

原田敬一「日本国民の参戦熱」（前揭大谷 正・原田敬一『日清戦争の社会史』ﾌｫｰﾗﾑ

・Ａ、1994年）

原田敬一「【史料紹介】第七師団兵士の日露戦争従軍日記（上）」（佛教大学歴史

学部論集 第八号、2018年）

山辺昌彦「全国陸海軍墓地一覧」（『国立歴史民俗博物館研究報告』102集 2003年

神社教会『神社協会雑誌』一二巻四号 号末資料 神社教会、1913年

荒川章二「兵士が死んだ時 戦死者公葬の形成」（『国立民俗博物館研究報告第147

集』 国立歴史民俗博物館、2008年）

引用史料

「北海道ニ屯田憲兵ヲ置クノ件建議」『開拓使禀裁録 下 自明治六年六月至同十二

月』北海道立文書館蔵（簿書 10703）
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「開拓使日誌」（北海道『新北海道史』第七巻 史料一 北海道、1969年）

「北海道樺太兵衛招募意見上議」『公文録・明治六年・第百九十五巻・明治六年十月

～十二月・開拓使伺』国立公文書館蔵 （公00933100）

「屯田憲兵例則ノ儀伺」『太政官公文録 明治七年・第二百三十九巻 明治七年九月～

十二月 開拓使伺』国立公文書館蔵 （公01261100）

「明治三年十月 黒田意見書」『北海道・樺太開拓に付上陳べ』」『黒田清隆関係文書』

ＣＤ版 北泉社、2002年

開拓使『略輯旧開拓使会計書類第四号第二百十冊』招魂碑関係綴 北海道立文書館蔵

（6363）

「屯田兵 第二八号 九月九日 屯田兵仮病室にて死去に付埋葬云々開拓使より掛合」

『陸軍大日記』 西南戦役 本省 鹿児島事件 徴募編制 後備軍生徒 屯田兵三

明治一〇年二月九日～明治一〇年一二月二七日』アジア歴史資料センター（C090806

20900)

「開拓使より屯田兵病死に付埋葬の件」『陸軍省大日記 明治一〇年 大日記 使府県

九月火 陸軍省第一局』アジア歴史資料センター（C04027115100)

「コレラ病に罹り死亡した二瓶兵卒の招魂墓地に埋葬の件」『陸軍省大日記 開拓使文

書 開拓使 陸軍省 開拓使 明治一一年 屯田兵出征記』アジア歴史資料センター

（C1007066790）

「開拓使より屯田兵病死に付埋葬上申」『陸軍省大日記 明治一〇年 大日記 使府県

九月火 陸軍省第1局』アジア歴史資料センター（C04027115900)

開拓使「准陸軍伍長伊藤蔵司、犯罪処刑ノ件」『開拓使稟裁録 自明治十年一月至同年

十二月』 北海道立文書館蔵（簿書 10756）

開拓使「准陸軍伍長伊藤蔵司、処刑処断ノ件」『開拓使申奏録 上 自明治十一年一月至

同年十一月』 北海道立文書館蔵（簿書 10750）

「屯田兵戦死ノ軍人其他東京招魂社への合祀伺」『公文録・明治十年・第百二十巻・明

治十年九月～十二月・開拓使伺』 国立公文書館蔵（公0213611）

開拓使 『略輯旧開拓使会計書類第四号第二百八冊』北海道立文書館蔵（簿書 6361）

「屯田兵戦死ノ者東京招魂社へ合祀附人名表」『太政類典・雑部・明治十年～明治十四

年・第十三巻・鹿児島征討始末十三」国立公文書館蔵（太00838100）
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「屯田戦死者ノ為メ招魂碑ヲ札幌ニ建設」『太政類典・雑部・明治十年～明治十四年・

第十三巻・鹿児島征討始末十三」国立公文書館蔵（太00838100）

「七月一五 開拓書記官 屯田兵戦死者の石碑建設に関する依頼」『陸軍省大日記 西

南戦役 軍団本営 雑件綴七 明治一一年二月七日～一一年一〇月三日』アジア歴

史資料センター（C09083237000)

開拓使『明治十二年屯田兵事務局移録』北海道立文書館蔵 （3035）

『報徳神社』の由緒書 及び 琴似屯田子孫会 事務局長からの聞き取り

開拓使『略輯旧開拓使会計書類第四号第二百六冊』 北海道立文書館蔵（6359）

開拓使『略輯旧開拓使会計書類第四号第二百九冊』 北海道立文書館蔵（6362）

「屯田兵死刑者遺族、救助ノ件」『開拓使 稟裁録 自明治十二年二月至十三年十二月』

北海道立文書館蔵 （簿書 10766）

「屯田兵団を改め第７師団に新設する件」『防衛省防衛研究所―陸軍－一般史料－中央

－軍事行政－編制―屯田兵編制革新に関する書類 明治二七年』アジア歴史資料セン

ター （C12121423700)

「征台従軍報告 陸軍屯田騎兵大尉内田広徳（一）」『陸軍一般史料 戦役 日清戦役』ア

ジア歴史資料センター (C13110364000)

「征台従軍報告 陸軍屯田騎兵大尉内田広徳（１）」『陸軍一般史料 戦役 日清戦役』ア

ジア歴史資料センター (C13110364000)

「三月一七日 第二軍事課発 副官より北海道庁長官への通牒案 従軍志願の件」『陸軍

省大日記 日清戦役 雑 明治二八年 日清事件綴込』アジア歴史資料センター

（C06060219300)

「三月一七日 第二軍事課発 副官より北海道庁長官への通牒案 従軍志願の件」『陸軍

省大日記 日清戦役 雑 明治二八年 日清事件綴込』アジア歴史資料センター

（C06060206600)

「一二月二七日 北海道庁長官北垣国道発 山内長人宛 軍用運搬橇の件」『陸軍省大

日記 日清戦役 雑 明治二八年 日清事件綴込』アジア歴史資料センター（C06060

206700)

「明治二八年五月『二七 八年戦役日記 その三 乙』（第一九五号～第二八一号）」

アジア歴史資料センター（C06022306800)
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「新案第七師団拡張ニ関スル調査 明治三一年七月修正」『編成改正原稿 第一号付録

明治三二年』アジア歴史資料センター (C12121315000)

北海道庁札幌区役所『札幌区関係文書』北海道立文書館所蔵（A7-2/185）

『事務報告綴 明治三六年』札幌市公文書館所蔵（2012-1262）

『事務報告綴 明治三七年』札幌市公文書館所蔵（2012-12632）

札幌護国神社 合祀名簿（「忠魂録」）

北海道護国神社 合祀名簿

「鹿児島県川辺郡武田招魂社合祀者の件」『明治三九年満大日記六月下』 アジア歴史

資料センター（C03027154200）

「靖国神社臨時合祀者中福島県人調査の件」『明治三八年満大日記七上』 アジア歴史

資料センター（C03026543500）

◎新聞史料

『北海タイムス』明治34年12月3日、明治34年12月8日、明治37年12月4日、明治37年12

月15日、明治38年1月8日、明治38年1月13日、明治38年1月18日、明治38年1月21日、

明治38年1月24日、明治38年1月29日、明治38年2月18日、明治38年11月29日

『北海道毎日新聞』明治27年11月16日、明治27年11月22日、明治28年5月21日、明治2

8年7月4日、明治29年7月8日、明治28年7月13日、明治28年11月26日、明治28年11月

28日、明治28年12月1日、明治28年12月7日、明治29年5月1日、明治29年5月22日、

明治29年7月10日、明治29年7月26日、明治29年8月4日

『小樽新聞』明治28年9月8日、明治35年5月9日、明治39年4月20日、明治39年4月21日

『函館毎日新聞』明治38年3月17日、明治38年3月22日、明治38年4月26日

『函館新聞』明治12年11月8日、明治38年3月19日、明治38年3月26日

『時事新報』明治27年8月5日

『東奥日報』明治37年11月30日、明治38年6月30日

『東京朝日新聞』明治39年4月15日、明治39年4月18日



- 117 -

＜資料＞

北海道関係の日露戦争戦没者とその合祀状況
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＜凡例＞

１ 空白は不詳を示した。

２ 「戦没日」、「所属部隊」、「階級」、「氏名」、「戦闘地」の欄は、『靖国神社忠魂史』の

記述を優先して使用した。

３ 『靖国神社忠魂史』に記載の無いものは、北海道護国神社の合祀名簿に記載されてい

る内容を使用した。

４ 「所属部隊」の欄内の＜ ＞は、記載のあった『自治体史』を示した。

５ 「居住地」の欄は、『自治体史』の記載にあった市町村を示す。尚、複数の『自治体

史』に記載のある場合は、それを併記した。また、（ ）は『自治体史』での記述を

記載した。

６ 「北海道護国神社『合祀名簿』の記載」の欄は、『靖国神社忠魂史』上の記載と異な

る場合に、北海道護国神社に記載されている内容を記載した。また、「Ｓ」、「Ｈ」は

昭和、平成を示し、戦後の合祀を意味する。

７ 「戦後の合祀」の欄は、戦後に北海道護国神社に合祀されたものを示した。

なお、「既存」は戦後に合祀依頼を行ったが、既に北海道護国神社へ合祀されている

場合を示し、「新規」は、それ以前に合祀されていない、戦後新たに合祀されたもの

を示した。

８ 「戦後合祀遺族」の欄は、戦後の合祀を依頼した親族とその居住地を記した。

９ 「道外護国神社への合祀」の欄は、筆者がランダムに抽出をし、該当の県護国神社に

合祀の有無を照会した際に、合祀されているとの回答を受けたものを示した。

10 「道外神社での記載」の欄は、『靖国神社忠魂史』及び北海道護国神社の合祀名簿と

異なった記載があった場合に、その記載内容を示した。



表2-2
NO 月日 氏名 階級等 状況 靖国神社 道護国神社 札幌護国神社 戦闘地 所属 場所 備考 ＜出身地＞

1 27･09･25 小杉　長吉 海軍３帳 戦傷死 ○ ○ 黄海海戦 旗艦 松島 佐世保鎮守府病院 海軍

2 27･11･25 重富菊次郎 看護人 戦病死 ○ ○ ○ 千山々地 第３師団第１野戦病院 兵站病院

3 28･03･16 山本千太郎 １等卒 不詳 ○ 直隷平野作戦 第３師団歩兵７連隊３中隊 劉家台子患集付近

4 28･04･17 寺林　良治 輜重輸卒 戦病死 ○ 盛京省十日屯 近衛師団近衛第二野戦病院 盛京省十日屯 ＜本籍地 富山＞

5 28･04･26 村田　喜治郎 上等兵 不詳 ○ ○ ○ 直隷平野作戦 第４師団歩兵９連隊６中隊 金州劉家店舎営病院 　　　＜空知郡 岩見沢＞

6 28･05･01 安藤 定 歩兵中尉 戦傷死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

7 28･06･27 原田 甚藏 屯田歩兵２卒 戦傷死 ○ ○ ○ 台湾 臨時第７師団屯田兵１大隊１中隊 東京陸軍予備病院

8 28･07･05 東　萬吉 １等卒 不詳 ○ 占領地守備 第３師団歩兵７連隊４中隊 似鳥臨時陸軍検疫所避病

9 28・07･18 野崎（関）  則義 3等軍吏 戦病死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

10 28･07･19 森内 三平 １等卒 不詳 ○ 占領地守備 第２師団歩兵５連隊１２中隊 屯兵站病院 ＜函館区下郷村から徴集＞

11 28･08･06 加藤 藤次郎 輜輸 不詳 ○ 占領地守備 第２師団歩兵５連隊１大隊 広島陸軍予備病院

12 28･08･21 工藤 孫一 １等卒 不詳 ○ 占領地守備 第２師団歩兵５連隊１２中隊 屯兵站病院

13 28･08･21 野坂　源吉 １等卒 不詳 ○ 占領地守備 第２師団歩兵５連隊１２中隊 柳樹屯兵站病院 ＜松前町から徴集＞

14 28･08･24 柴田 仁作 輜輸 戦病死 ○ ○ ○ 台湾 臨時第７師団糧食縦列 東京陸軍予備病院 　　   　＜山形＞

15 28･09･06 加部 桐（相）太郎 １等卒 不詳 ○ 台湾（彰化） 第２師団歩兵５連隊６中隊 台北兵站病院 ＜函館区水森町から徴集＞

16 28･09･12 森田 信吉 陸軍雇人 病死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

17 28･09・12 八木澤 喜代三郎 陸軍雇人 病死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

18 28･09･15 牧野 久蔵 上等兵 不詳 ○ 台湾（彰化） 第２師団歩兵５連隊９中隊 台北兵站病院

19 28･09・24 佐藤 末吉 陸軍雇人 戦死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

20 28･09･25 内山 喜太郎 １等卒 不詳 ○ 台湾（彰化） 第２師団歩兵４連隊１１中隊 広島陸軍予備病院

21 28･10･16 渡邊 米治（米吉） １等卒 不詳 ○ ○ 台湾（鳳山） 第２師団歩兵５連隊１中隊 患者集合所 　　　＜松前町から徴集＞

22 28･10･20 大村　武 屯田中尉 戦闘死 ○ ○ ○ 台湾（曾文渓） 近衛師団歩兵３連隊 湾裡 　　　　＜宮城＞

23 28･10･23 池永 長吉 陸軍雇人 戦闘死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

24 28・10･24 柿崎 儀三郎 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

25 28･10･24 齋藤 儀三郎 2等卒 戦死 ○ ○ ○ 台湾（台南） 第２師団歩兵５連隊１中隊 患者集合所

26 28･10･25 柿崎 荘（庄）治 陸軍雇人 戦死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

27 28･10･26 粕谷 竹次郎 １等卒 戦病死 ○ ○ ○ 台湾 第２師団歩兵５連隊５中隊 台南第２野戦病院

28 28･10･28 五十嵐 安之助 陸軍雇人 戦病死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

29 28･10･29 澤口 士吉 陸軍雇人 戦病死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

30 28･10･30 松登 新平 陸軍雇人 戦闘死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

31 28･10･31 大野 卯平太 上等兵 戦病死 ○ 不詳 不詳 不詳

32 28･10･31 高辻 作治郎 輜輸 戦病死 ○ 不詳 不詳 不詳

33 28･11･01 小林 宇作 輜輸 戦病死 ○ ○ ○ 台湾 第２師団第１糧縦列 台南合営病院

34 28･11･02 豊田 留次郎 輜輸 不詳 ○ 台湾 第２師団小架橋縦列 台南合営病院

35 28･11･03 伊藤 友蔵 陸軍雇人 戦病死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

36 28･11･04 下山 叔治 陸軍雇人 戦病死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

37 28･11･04 松井 喜作 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

38 28･11･05 大谷 晴信 看護人 不詳 ○ 台湾 台湾衛生予備員 基隆兵站病院

39 28･11･05 川尻 新太郎 輜輸 不詳 ○ 台湾 第２師団小架橋縦列 台南合営病院

40 28･11･05 多々良 源治郎 陸軍雇人 戦闘死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

41 28･11･07 木下 由太郎 陸軍雇人 戦闘死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

42 28･11･08 浅野 正三郎 上等兵 不詳 ○ 台湾 台湾憲兵隊 基隆兵站病院

43 28･11･16 赤尾 茂喜 陸軍雇人 戦闘死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

44 28･11･28 國分 祐栄 陸軍雇人 戦闘死 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

45 29･01･18 塩谷 留五郎 １等卒 戦闘死 ○ ○ 台湾（鳳山） 第２師団歩兵５連隊４中隊 広島陸軍予備病院

46 29･03･12 小林貞太郎 輜上兵 戦病死 ○ ○ 台湾 第２師団野砲２連隊１中隊 新竹合営病院

47 不詳 井上 重太郎 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

48 不詳 齋藤 金之助 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

49 不詳 坂手 太市 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

50 不詳 鈴木 尚次郞 陸軍雇人 不詳 ○ 不詳 不詳 不詳

51 不詳 田中 亀槌 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

52 不詳 田畑 和作 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

53 不詳 中(嶋） 藤一郎 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

54 不詳 沼田 正宣 陸軍通訳 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

55 不詳 能登谷 栄三郎 陸軍雇人 不詳 ○ 不詳 不詳 不詳

56 不詳 藤倉 重次郎 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

57 不詳 藤田 慶三郎 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

58 不詳 安田 善治郎 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

59 不詳 柳谷 朝治 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

60 不詳 米作 初太郎 陸軍雇人 不詳 ○ ○ 不詳 不詳 不詳

６０名 （２５名） （４２名） （４２名） 『靖国神社忠魂史』 第１巻 下

北海道護国神社 蔵   「合祀名簿」

「北海道毎日新聞」  明治２９年８月４日

※ 札幌護国神社は43名と報道

　　日清及び台湾征服戦争での北海道出身（関係者）の戦没者及び合祀者一覧



表2-3 

期日 場所 名称 主催・提案 内容 備考 出典

1 27.11.03 古平村
戦勝祝賀会（３日）
戦死者法会（４日） （宝海寺）

不明 天長説に際し、濱中小学校にて勅語奉読・征清忠死者の追悼 幻灯会 道毎27.11.08

2 27.11.05 厚岸郡 戦勝祈祷戦死者追悼会
南禅寺主張員→菅谷長裕・松山信持
・岩間小十郎

勝利祈祷と征清軍戦死者追悼法会（大施餓鬼を修行） 屯田部将校の参列 道毎27.11.17

3 27.11.11 月形村 戦死者追悼会
月形村真宗大谷派園福寺住職高松修徳
、中嶋園諦

僧侶による読経、有志による弔文誦読 集治監の官吏数十名、近隣より数百名参列。奉納喜捨多数 道毎27.11.16

4 27.11.13 当別村 忠死者追悼会
多田実園師
（当別村真宗大谷派）

読経、導師の演説。来会者（300名）は戦死者の霊位に涙する。 札幌別院藤枝学師の臨会 道毎27.11.16

5 27.11.17※ 岩内郡 祝賀会 有志→岩内郡長・裁判所長・警察署長 旅順口占領の報に対して祝賀 道毎27.11.17

6 27.11.22※ 増毛郡 土人戦勝を聞き神前に祝す
増毛郡書記・苫前村戸長・増毛警察署長・苫前分署
長

土人への説諭・征清戦争の連勝に対して土人等が神前に涙を流す 「皇民化」「辺土の蛮民に及ぶ」 道毎27.11.22

7 28.04.28 白老 征清戦死追悼法会 委員長井深造酒 真宗・曹洞宗の僧侶による祭文
「征清戦死者追悼標」（木柱）の建立・赤十字社員の参列。数
百名参列

道毎28.05.07

8 28.05.04 小樽 祈念碑建設の挙 小樽在住後備役陸軍歩兵１等軍曹青池伯 戦没者３名の霊を慰めるため、住吉境内に祈念碑建立の為義捐金を募集 日清戦争戦死者の３霊を慰める 小樽28.05.04

9 28.05.06-7 札幌
征清軍死亡者招魂祭
（三吉神社）

三吉神社 例大祭執行に際し、征清軍死亡者の招魂を行う。 小樽28.05.07

10 28.05.17 室蘭 講和祝賀会 四十余名の役員 ｴﾄﾞﾂｹﾚｯﾌの有志、炭鉱員、檜鞆村、旧土人を含め百余名の参列 土人の見物人に酒を振舞う。酔った土人が踊りを演じる。 道毎28.05.21

11 28.05.17 本輪西･塵別元室蘭・舞別 講和祝賀会 三か村からの委員会設置（委員長添田欽允） 有志の秘蔵する両陛下の御真影を奉納し、左右に三か村の鎮守体を移設 五百余名の参加 道毎28.05.21

12 28.05.17 札幌＜豊平村＞ 講和奉祝会
大日本北海道農会会頭（阿部仁太郎）同理事（菊地
武夫･竹田忠治･星川喜助･齋木岩次郎･遠谷源七郎
外２３名）

菊亭修季、加藤一魯の演説、 二百五十余名参会 道毎28.05.18

13 28.05.18※ 増毛町 他６郡 講和祝賀会 （準備中） 聖徳奉頌会委員数十名 道毎28.05.18

14 28.05.18※ 宗谷 他３郡 講和祝賀会 （準備中） 宗谷外三郡有志 各戸に国旗、夜間は球燈 道毎28.05.18

15 28.05.19 江差郡 他５郡 講和祝賀会 江差外五郡の有志 道毎28.05.18

16 28.05.20 岩内 講和祝賀会 一柳岩内郡長 講和祝賀会の開催。陛下に奉祝の為、宮内大臣へ電報を発する。 有志より資金集簿。委員会を発足する。 道毎28.05.21

17 28.05.26 小樽 講和奉祝会と軍人歓迎会 小樽港町共商会（添田郡会長）→委員会の結成
有志より資金を募り、講和成立の祝賀会と臨時第七師団の小樽帰着の歓迎
会を行う。

道毎28.05.21

18 28.06.05 小樽 戦勝奉賽式 住吉神社 大鳥居前に国旗、午前祈祷、境内に小屋を設け神楽を催す。露天賑やか 小樽28.06.06

19 28.06.06-08 室蘭 戦死者追悼法会 湛満円寺 ３日間､戦死者追悼法会開催 道毎28.06.09

20 28.06.28 美国郡 講和祝賀会
美国郡厚苫村右藤與助、小泊村久末善右ヱ門、荒木
友吉、阿部喜右ヱ門、船泊村笹谷権太郎

発起人会長（岩田金藏）の所有地
会場入り口に２丈余のｱｰﾁ、大国旗
警官が参加

小泊小学校運動会と平行して実施 道毎28.07.09

21 28.06.30 岩内郡 征清戦死者追悼法会 浄土宗●厚院 昼夜、百八本の花火 消防夫の演習と小学生生徒の野外運動と平行して実施 道毎28.06.30

22 28.06.30※ 余市 征清祈念碑の建設 準備
余市郡大川町本願寺別院出張所主任福圓誠、松井
重次郎外５名

境内に「征清紀年碑」を建立予定 道毎28.06.30

23 28.07.02 幌別郡 戦死者追悼会 幌別郡有志 戦死者追悼一大祈念碑建立 「アッシ」を着た「土人踊り」が盛況 道毎28.07.04

24 28.07.03 岩内郡茅沼村 講和祝賀会
武井松兵エ、瀬川九八、酒谷長兵エ、中村富蔵、小笠
原辰三郎

一柳郡長を招待 小学校運動会、女相撲興業と平行して実施 道毎28.07.14

25 28.07.07 室蘭 戦死追悼会 証誠寺住職 飯尾潜龍（会主）
征清軍の戦死者追悼
飯尾、檀家総代最上谷治吉の演説で参会一同敵愾心を喚起

笹川謙丈外僧侶三百名の参加 道毎28.07.14

26 28.07.09 根室 平和祝賀会
有志　青木耕作
（発起人総代）

一千名の各小学生と会員が囲んで、起立し君が代合唱
高岡郡長が平和克復の詔勅を朗読

天皇陛下万歳
陸海軍万歳
大日本帝国万歳　各三唱

道毎28.07.17

27 28.07.11 夕張郡由仁村 従軍者慰労会 森　由松 道毎28.07.11

28 28.07.14-16 札幌　　　　　　　　　（篠路兵村） 篠路兵村の祭礼 不明 皇軍の勝利と兵士の凱旋を祝う 道毎28.07.17

29 28.07.15-16 小樽 住吉神社例大祭 住吉神社 日清戦争ﾊﾟﾉﾗｱ眼鏡 道毎28.07.17

30 28.07.25 函館 凱旋会 函館各町連合会（凱旋祝賀会委員代表高橋文之介）
来観者幾千人
凱旋軍人一等軍曹近江時郎の祝辞・参列軍人の答辞

道毎28.07.30

31 28.08.13 札幌 戦死者菩提会 経王寺 経王寺住職天野日順 その他僧侶の演説 豊平川中瀬にて川施餓鬼 施行（三百余の燈籠流し） 道毎28.08.14

32 28.09.07-08 札幌（大通り）
征清軍慰問実験談
（一条教会堂・南三条独立教会）

東京青山学校長　本多庸一
7日 一条教会堂にて 　8日 南三条の独立教会堂にて東京青山学院長本多庸
一の演説

小樽28.09.08

33 28.10.02 札幌 征清軍戦死者追悼会 南四條本願寺別院 10月2日 午後１時執行 広告 道毎28.10.02

34 28.10.12-13 札幌 戦死者追悼会 妙見社 征清陸海軍人戦死者の追悼 道毎28.10.12

★ 28.11.05 台湾（台南城外） 征台役戦死者招魂祭 「征台役戦者死霊」の木柱 建立 道毎28.11.28

35 28.11.20 空知郡沼貝村 凱旋祝賀会 有志数千名
空知郡沼貝村屯田工兵石川梅熊の実弟石川惣之進、第５師団に入営。上等
兵として征清軍に従軍。病気の為帰村

空知郡沼貝村屯田工兵石川梅熊の実弟石川惣之進、第５師
団に入営。上等兵として征清軍に従軍。

道毎28.12.01

36 28.11.23 嶋牧郡本目村 凱旋祝賀会 有志（坂本某方=官民懇親会）
本目村村社
近衛師団の凱旋
松材による凱旋碑・戦死者の碑建立

中途から巡視中の高瀬郡長参加。数百の村民参集 道毎28.12.07

37 28.11.30 古平郡 古平郡征清紀年碑建立建設 計画
古平郡有志
（本間･村井･仲谷 他）

征清軍に随従し戦死した者の為、祈念碑を建設し、後代に伝える計画 道毎28.11.30

★ 28.12.01-03 東京　　　　　　　　　（靖国神社） 靖国神社臨時大祭 台湾鎮定後へ変更・西南役と同様 道毎28.10.15

38 28.12.02 高嶋郡祝津村 祝津村凱旋祝賀会
白鳥永作（相談会首座）
立岩全・室岡竹太郎・松山清太郎

近衛師団凱旋の祝賀会 小樽･高嶋村より十数名招待 道毎28.12.06

39 28.12.07 小樽 征台将校歓迎と凱旋会
執行委員会（山田吉兵エ･船橋忠郎･渡邊竹八･渡邊
兵四郎･鈴木市次郎･倉橋大介･塩田安蔵）

台湾より凱旋の屯田将校諸氏の歓迎
小樽出身の上下士卒の招待

小学校生徒による運動
祝賀会は12･11に実施予定

道毎28.12.06

40 28.12.07 室蘭 征台従軍士官の歓迎 道毎.28.12.07

41 28.12.10 札幌 凱旋歓迎会の盛況
尚武会（総裁北垣長官）
道庁幹部・農学校長・師範学校長・裁判所長・郵便局
長・区総代 等

征台凱旋屯田士官の歓迎会　　　　（豊平館）
泉歩兵太尉他８名参加

来賓永山司令官・北垣の祝文「本道の栄光亦大なり」
・泉の答辞

道毎28.12.11

42 28.12.11 小樽 小樽凱旋歓迎会の盛況
歓迎委員（添田委員長･山田吉兵エ･高野源之助･倉
橋大介･田口梅太郎 等）

量徳小学校にて。
凱旋将校泉他８名。

泉の演説「(小学生へ）諸子は何れも第二の国民たり宜しく覚
悟して勇武の気象を育成し以て他日邦家に尽すの決心なか
る可からす」

道毎28.12.13

43 29.01.17 歌棄郡歌棄村 戦死者追悼法会
歌棄村龍昌寺
住職小山田悦翁

帰還従軍布教師寿都郡龍洞院住職佐々木珍龍を招き、戦死者追悼法会 参会者千有余名 道毎29.01.28

44 29.01.24 札幌 屯田将校写真を学校に寄贈
征台従軍将校泉法輪外11名→林区長が各学校へ写
真と書面を送付

札幌郡外九郡長宛てに写真と書面を送致。札幌創成小学校他へ寄贈
各学校からの寄贈に対する返礼。「忠君愛国の素養」と「忠
勇殉国の志操」の涵養、「国民教育の神髄」

道毎29.01.26

45 29.03.22-23 札幌 佛教大演説会 経王寺
台湾従軍布教師権大講義
（久保田要瑞師）

広告 道毎29.03.30

46 29.04.10~ 札幌 札幌神社の戦利品の縦覧 札幌神社 道庁から札幌神社に交付された戦利品を、本殿に飾り付け縦覧 「彼の醜清虜頑賊徒の持ちたるもの」 道毎29.04.05

47 29.04.18-20 札幌 札幌神社臨時祭典の模様 札幌神社 戦勝祝賀臨時祭 南１条通りは車馬通行にヨリ危険。数十の露店見世物。 道毎29.04.19

★ 29.04.25 東京　　　　　　　　　（不忍池） 台湾戦病死者追弔大祭 「祭文」文あり 道毎29.05.01

★ 29.05.05-07 東京　　　　　　　　　（靖国神社） 靖国神社春季例大祭 二十七八の役、台湾、朝鮮の戦死者 台湾での戦死者を合祀 道毎29.05.12

★ 29.05.25-26 青森　　　　　　　　　（青森公園） 大招魂祭に招待 道毎29.05.22

48 29.06.07※ 寿都郡 征清祈念碑建設意見 寿都郡長（高瀬） 未曾有の大漁による収益で、征清紀年碑の建設を計画 道毎29.06.07

49 29.08.02 札幌（中島公園） 札幌招魂祭 ４３名の氏名あり 道毎29.08.04

北海道に於ける日清・台湾征服戦争下の戦没者慰霊（招魂祭・法会）

★は道外、※は実施日時不詳を示す



年 月 日

37 2 21 １卒 橋本 一郎 ○

37 3 2 第２師団歩兵第２９連隊 １卒 高橋 文吉 新潟 奉天会戦後 ○ ○ 38･3･12

37 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 林  留次郎 北海道 愛別 奉天会戦 ○ ○ 既存 父　愛別

37 3 10 軍艦  漣 ３曹 石黒 治郎八 北海道 永山 旅順第４次攻撃 ○ ○

37 5 1 近衛師団歩兵第４連隊 上兵 河端 由松 北海道 蛤蟆塘 ○

37 5 15 軍艦  初瀬 １機関兵 堀田 政次郎 北海道 第３次旅順閉塞作戦 ○ ○ 既存 甥　札幌

37 5 15 軍艦  初瀬 １機 藤澤 朋太郎 北海道 函館 第３次旅順閉塞作戦 ○ ○

37 5 15 軍艦  吉野 ２水 中間 定一 北海道 第３次旅順閉塞作戦 ○ ○

37 5 15 軍艦  吉野 ２信 濱本 乙一 北海道 第３次旅順閉塞作戦 ○ ○

37 6 15 近衛師団後備歩兵第１連隊 １卒 近藤 安吉 福島 旅順沖 常陸丸 ○ ○ S24 新規 妻　稚内 福島で合祀

37 6 15 第１０師団輜重第１０大隊 補輜輸 小谷 恒蔵 北海道 常陸丸 遭難 ○

37 6 15 元 陸貸貸上船 朝日丸 乗務員 艦長 小畑 米次郎 北海道 佐渡丸 遭難 ○

37 6 15 元 陸軍貸上船 佐渡丸 乗務員 水夫 平 袈裟助 北海道 佐渡丸 遭難 ○

37 6 15 元 陸軍貸上船 常陸丸 乗組員　 石炭夫　 向田 市太郎 北海道 常陸丸 遭難 ○

37 7 26 第９師団歩兵第３６連隊 上兵 髙橋 治太郎 岐阜 旅順前哨戦 ○ ○ S30 新規 岐阜で合祀

37 7 29 第１１師団歩兵第２２連隊 １卒 鴨部 九郎次 北海道 旅順攻略準備 ○ ○ 37･7･25

37 7 30 第９師団歩兵第３５連隊 上兵 田知 清治 北海道 旅順攻略準備（繃帯所） ○

37 7 30 第９師団歩兵第９連隊 １卒 西方 又治 石川 旅順前哨戦 ○ ○ S28 新規 石川で合祀 歩兵第７連隊

37 7 30 第９師団野砲第９連隊 上兵 田村 佐太郎 北海道 旅順攻略準備 ○

37 7 31 第２師団歩兵第４連隊 上兵 斎藤 庄三郎 福島 岩見澤 第１軍 楡樹林子付近 ○ 福島で合祀

37 7 31 第９師団歩兵第３５連隊 予上兵 太田　金 北海道 ９師野戦病院 ○

37 8 10 軍艦  三笠 中尉 藤瀬 愼次郎 北海道 黄海海戦 ○ ○

37 8 10 第６師団歩兵第４８連隊 輜重卒 北村 喜三郎 佐賀 由仁 遼陽方面（成経省首山堡付近） ○ 佐賀で合祀

37 8 14 第２師団補充輸送隊 補輸卒 渡邊 喜助 福島 愛別 広島予病院 ○ ○ 新規 長男　愛別 福島で合祀 喜吉

37 8 19 第１１師団歩兵第２２連隊 １卒 信岡 角兵衛 愛媛 広島予病院 ○ ○ 新規 甥  美深 愛媛で合祀

37 8 19 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 山本 栄次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･1 新規 弟　稚内

37 8 19 第９師団歩兵第３６連隊 補上兵 山口 仙太 北海道 第１回旅順攻撃 ○ ○

37 8 19 第９師団歩兵第３６連隊 伍長 早田 宗二郎 岐阜 旅順第１回 ○ ○ S28 新規 岐阜で合祀 宗三郎 

37 8 19 第９師団歩兵第３６連隊 上兵 泉山 敬助 福井 旅順第１回 ○ ○ S28 新規 福井で合祀

37 8 19 第９師団歩兵第３６連隊 上兵 岩崎 喜太郎 北海道 第１回旅順攻撃 ○ ○

北海道関係の日露戦争戦没者と合祀状況　
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119



年 月 日

戦後の合
祀

戦後合祀遺族
道外護国神社へ

の合祀
道外神社での記

載

戦没日
戦闘域

道護国神
社への合

祀者

札幌護国
神社、合

祀者

靖国神社
への合祀

者

北海道護国神社
『合祀名簿』の記載

所属部隊 階級 氏名 出身地 住居地

37 8 20 第９師団歩兵第３６連隊 予上兵 山西 太一郎 福井 旅順第１回 ○ ○ S27 新規 福井で合祀

37 8 20 第９師団歩兵第３６連隊 上兵 三好 清作 福井 旅順第１回 ○ ○ S25 新規 福井で合祀

37 8 21 第１１師団工兵第１１大隊 上兵 國安 嘉太郎 徳島 旅順陸海共同作戦(東鶏冠山） ○ ○ S28 新規 徳島で合祀

37 8 21 第１１師団歩兵第４４連隊 ２卒 野村 銀三郎 高知 旅順第１回（東鶏冠山） ○ ○ 38･5･31

37 8 21 第９師団歩兵第３５連隊 伍長 福井 長太郎 富山 音更 旅順第１回（盤龍山） ○ ○ 富山で合祀

37 8 21 第９師団歩兵第９連隊 上兵 寺井 留次郎 石川 旅順第１回 ○ ○ S28 新規 石川で合祀 歩兵第７連隊

37 8 21 第９師団歩兵第９連隊 １卒 稲木 花次郎 石川 旅順第１回 ○ ○ S26 新規 石川で合祀 歩兵第７連隊

37 8 23 第９師団工兵第９大隊 １卒 西尾 菊蔵 岐阜 旅順第１回 ○ ○ S 新規 岐阜で合祀

37 8 24 第９師団歩兵第３６連隊 １卒 山内 定吉 北海道 第１回旅順攻撃 ○ ○ S28 既存

37 8 29 第１１師団歩兵第４３連隊 上兵 漆原 平吉 徳島 旅順陸海共同作成 ○ ○ S24 新規 徳島で合祀

37 8 30 後備歩兵第１０旅団歩兵第１０連隊 後１卒 山本 清蔵 北海道 遼陽方面（ｸｳｼﾞｬﾂﾞｨ付近） ○ ○

37 8 31 ＜函館市史＞

37 8 31 後備歩兵第１１旅団 上兵 山下 安次郎 香川 栗山 遼陽会戦 ○ ○ S24 新規 香川で合祀

37 8 31 第５師団歩兵第１１連隊 １卒 重森 兼太郎 北海道 遼陽方面 ○ ○

37 9 1 第１２師団歩兵第２４連隊 特曹 山田 一郎 北海道 遼陽方面（饅頭山） ○

37 9 2 第２師団歩兵第４連隊 予上兵 佐々木 忠治郎 北海道 栗山 遼陽方面（ｽｲｶﾄﾝ付近） ○

37 9 2 第４師団歩兵第３７連隊 １卒 大末 徳次郎 北海道 遼陽方面(ﾂﾔﾝｼｰﾂｱｫｰﾂﾞｨ） ○

37 9 2 第９師団歩兵第７連隊 １卒 佐々木 亀太郎 北海道 旅順攻略準備 ○

37 9 3 第９師団歩兵第３５連隊 上兵 宮越 喜市郎 富山 旅順第１回 ○ ○ S24 新規 富山で合祀 宮腰  37･9･13

37 9 8 第９師団野砲第９連隊 ２卒 古本 久次郎 北海道 旅順攻略準備（野戦病院） ○

37 9 13 近衛師団歩兵第１連隊 予１卒 杉山 重五郎 北海道 函館 遼陽付近会戦 ○

37 9 13 第９師団歩兵第３５連隊 予１卒 大村 太吉 北海道 旅順攻略準備 ○

37 9 14 第１１師団歩兵第２２連隊 曹長 渡邊 長太郎 愛媛 旅順第２回（東鶏冠山） ○ ○ 愛媛で合祀

37 9 14 第９師団歩兵第７連隊 上兵 吉田 宗平 石川 満州野戦病院 ○ ○ 新規 甥　礼文 石川で合祀

37 9 16 第１軍兵站監部 雇員 齋藤 策馬 北海道 遼陽方面（野戦病院） ○

37 9 16 第２師団歩兵第２９連隊 １卒 藤田 徳蔵 北海道 遼陽付近会戦 ○

37 9 18 軍艦　平遠 ２水 佐野 八郎 北海道 旅順攻撃支援（海軍） ○ ○

37 9 18 軍艦　平遠 ２機 入野 守太郎 北海道 旅順攻撃支援（海軍） ○ ○

37 9 18 軍艦　平遠 １水 山本 仲治 北海道 旅順攻撃支援（海軍） ○ ○

37 9 19 第９師団歩兵第３６連隊 予伍長 油谷 久松 福井 旅順第２回（龍眼北方面） ○ ○ S43 新規 福井で合祀

37 9 19 第９師団歩兵第３６連隊 伍長 大瀬 清之丞 北海道 旅順第２回（龍眼北方面） ○

37 9 20 第１師団歩兵第３連隊 上兵 齊藤 庄之助 栃木 美唄 第２回旅順（水師榮南方高地） ○
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37 9 23 第３師団歩兵第６連隊 上兵 佐藤 竹三郎 愛知 南幌 沙河会戦 ○ 愛知で合祀

37 9 25 第７師団輜重第７大隊 輜輸 菊池 圭三郎 新潟 沙河会戦（旭川予病院） ○ ○ ○ 37･9･22

37 9 28 第７師団歩兵第２５連隊 補輜輸 岡本 徳太郎 北海道 沙河会戦（札幌予病院） ○ ○ 37･9･26

37 10 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 清水 松太郎 北海道 沙河会戦（旭川予病院） ○ ○

37 10 2 第１１師団歩兵第４３連隊 予１卒 西岡 正市 北海道 旅順第２回 （東けい冠山） ○ ○ S43 既存 長男　音威子府

37 10 6 第９位団歩兵第３５連隊 １卒 田山 荘蔵 富山 野戦病院 ○ ○ 新規 弟　旭川市 富山で合祀

37 10 7 近衛混成旅団歩兵第４連隊 上兵 志賀 徳太郎 福島 本渓湖・大嶺方面 ○ ○ S 既存 福島で合祀

37 10 7 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 西山 源次  北海道 永山 札幌陸軍病院 ○ ○ S30 新規 長男　上富良野

37 10 9 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 甲原 孫七 埼玉 沙河会戦（旭川予病院） ○ ○

37 10 11 近衛師団歩兵第１連隊 予上兵 上野 末松 北海道 沙河会戦 ○ ○

37 10 11 第２師団歩兵第２９連隊 補上兵 大内 惣作 北海道 沙河会戦 ○ ○ S30 既存

37 10 11 第２師団歩兵第３０連隊 上兵 名古屋 孫太郎 北海道 池田 沙河会戦 ○ ○ S26 既存

37 10 13 近衛師団歩兵第１連隊 １卒 竹山  茂 北海道 由仁 成京省高力勾北方高地 ○

37 10 13 近衛師団歩兵第４連隊 １卒 高木 栄作 北海道 沙河会戦 ○

37 10 14 上兵 荻野 喜四郎 ○

37 10 14 ２卒 川俣 瀧市 ○

37 10 16 第７師団補充 １卒 髙橋 勘之助 埼玉 沙河会戦（野戦病院） ○ ○ 38･10･16

37 10 20 第９師団歩兵第３５連隊 １卒 浦島 弥三次郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 弥三郎  H3 新規 子　名寄

37 10 21 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 中尉 高木 吉長 東京 札幌陸軍病院 ○ ○

37 10 27 第９師団歩兵第３５連隊 １卒 小林 辰次郎 石川 旅順閉塞作戦 ○ ○ S25 新規

37 10 30 第１１師団歩兵第１２連隊 １卒 赤沢 十郎 香川 由仁 第２回旅順（東鶏冠山） ○

37 10 30 騎１卒 水内 三蔵 ○

37 11 1 第９師団歩兵第１９連隊 １卒 岩田 甚吉 北海道 八雲 旅順第２回 （二龍山） ○

37 11 8 第７師団弾薬大隊 後１卒 剣持 仙太 北海道 沙河会戦（青森病院） ○ ○

37 11 11 ２卒 清野 理郎 ○ H3 新規

37 11 15 輜重上兵　 今井 権次郎 栗山 ○

37 11 25 第９師団歩兵第３６連隊 上兵 斎藤 與蔵 北海道 旅順第３回 （二龍山） ○

37 11 26 第１１師団歩兵第２２連隊 上兵 毛利 文治 愛媛 旅順第３回（東鶏冠山） ○ ○ S25 新規 愛媛で合祀

37 11 26 第１１師団歩兵第４４連隊 上兵 小川 三吉 香川 滝川 旅順第３回（東鶏冠山） ○ ○ 新規 兄　滝川

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 秋山 繁弥 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 北澤 仙一郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 小松 常五郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○
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37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 斎藤 幸重 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 坂井 岩太郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 長瀬登 内雄 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 佐野 豊松 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 新保 又蔵 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 瀧田 留三郎 栃木 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 37･11･30

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 萩原 伊一 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 松永 栄太郎 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 濱  九美治 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 九美次

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 本多 長三郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 松下 傅之助 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 秋保 吉次 北海道 美唄 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 秋山 幾次郎 栃木 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 阿久津 孫次郎 栃木 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 石川 直吉 栃木 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 石塚 豊次 栃木 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 37･12･5

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 井出 松太郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 猪瀬 周作 茨城 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 大類 直吉 栃木 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 尾澤 喜八 神奈川 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 笠原 隆司 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 神山 佐兵衛 栃木 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 川越 貞清 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 神田  幹 神奈川 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 行田 丑蔵 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 齊藤 作蔵 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 早乙女 卯蔵 栃木 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 笹川 虎治 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 佐々木 好之助 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 杉本 健次 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 関  円太郎 茨城 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 相馬 友吉 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○
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37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 谷口 菊蔵 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 徳田 傳七 北海道 美唄 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 長井 作治 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 作次

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 中西 與一郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 既存 妻　札幌

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 成澤 米吉 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 西田 麻次郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 西田 宗作 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 陳出 岩吉 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 林  松之助 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 東  貞平 北海道 岩見沢 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 福田 又一郎 栃木 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 古館 卯太郎 岩手 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 堀  善作 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 三浦 太平 群馬 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 宮島 熊太郎 神奈川 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 矢野 亀若 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 山崎 弥太郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 吉田 傳蔵 神奈川 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 四ﾂ家 長太 岩手 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 和野 八助 岩手 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 岩崎 安治 茨城 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 友清 郷介 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 永野 斧吉 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 野澤 健次郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 特曹 岡田 與蔵 秋田 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 秋田で合祀

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 特曹 立花 正雄 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 特曹 宮崎 勝吉 石川 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 特曹 山口  清 三重 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 三重で合祀

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 中尉 原田 泰永 鳥取 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 鳥取で合祀

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 中尉 松原 孝人 島根 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 大尉　 石田 恵之助 茨城 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 大尉　 杉本 次郎 福島 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○
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37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 飯田 清吾 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 大木 瀧三郎 千葉 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 澤田 鶴三郎 岐阜 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 宮越 吉之助 北海道 野幌 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 和瀬田 和助 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 少尉 太田 文助 茨城 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 少尉 小出 政吉 千葉 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 安達 佐源治 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 池田 弥惣 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 金子 鶴次 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 河手 仲衛 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 北原 三蔵 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 木村 與作 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 斎藤 三吉 東京 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 佐藤 勝治 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 白石 文作 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 武居  調 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 田村 徳衛 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 中川 鶴蔵 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 中田 八郎　 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 中村 元蔵 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 布施 義雄 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 保科 正雄 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 宮澤 藤治郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 若林 喜作 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 大渓  巌 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 小林 留治 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 津坂 長右衛門 北海道 月形 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 長右エ門

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 馬場 三郎 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 前田 辰巳 福島 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 三澤 永吉 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 山田 雅吉 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○
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37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 安藤 正治 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 伊藤 熊次郎 埼玉 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 遠藤 惣一 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 大井 染作 北海道 旅順第３回 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 大草 吉治 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小野 福次郎 岩手 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 笠原 幸治郎 宮城 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 春日 長彦 東京 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 金子 幾三郎 東京 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 岸  幸之助 長野 旅順第３回 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 岸田 才一郎 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 吉荒 顕二 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 久保田 柳太郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 五安城 勘之丞 岩手 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小池 傳三郎 新潟 旅順第３回 ○ ○ ○ 傳十郎

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小島 金次郎 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小俣 金三郎 東京 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 近藤 荒太 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 酒井 紋司 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 佐々木 九分次 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 鈴木 忠之亟 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 関野 賢三 埼玉 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 千田 染作 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 高梨 宇太郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ ３７･11･30　羽太郎　

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 髙橋 若松 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 竹内 栄作 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 武田  巌 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 田中 梅之助 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 谷間 良一 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 田沼 米三 埼玉 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 37･11･30

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 旅家 権左衛門 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 西澤 雄次郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○
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37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 根岸 峯蔵 埼玉 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 野宮 幸吉 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 服部 栄蔵 福島 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 塙  佐平 茨城 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 原 芳太郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 藤原 乙吉 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 古荒  顕二 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 古林 房蔵 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 本郷  徳次郎 北海道 中富良野(徳太郎） 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 本田 金作 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 本間 萬一郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 三澤 栄松 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 宮嶋 鍬太郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 山浦 仁介 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 山岸 為之助 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 仁助

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 渡邊 孝吉 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 砂川 菊蔵 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 高間 九三郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 守田 末之助 群馬 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 大田 次郎松 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 白井 住治 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 竹内 善太郎 北海道 深川 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 37･11･27  S28 既存

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 谷口 磯八 北海道 深川 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 仲野 良太 北海道 士別 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 既存 妻　士別

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 朝日 弥兵衛 東京 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 阿部 濱次郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 荒井 庄太郎 群馬 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 新井 本治郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 石塚 源太郎 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 岩村 半平二 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 大野 源吉 埼玉 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 岡部 貞次 北海道 深川 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○
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37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 尾嶋 宇三郎 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 風間 葮造 　 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 既存 母　札幌

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 片 勘蔵 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 神林 悦 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 唐澤 正一 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 経田 藤太郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 清山 邦治 埼玉 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 國仙 又五郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 桑島 房吉 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小笹 政吉 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小平 兵三郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 齊藤 万吉 東京 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 酒井 直次郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 佐々木 巳代治 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 佐藤 仙次郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 島崎 百太郎 北海道 野幌 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 千葉 慶三郎 岩手 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 岩手で合祀 38･1･6

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 塚田 茂八郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 續木 令治 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 中村 幸作 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 中村 文太郎 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 奈良 百蔵 群馬 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 野尻 勝蔵 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 平柳 文五郎 東京 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 廣部 多吉 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 藤本 八太郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 星野 寅之助 埼玉 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 堀川 武夫 群馬 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 水野 斧吉 北海道 深川 成京省松樹山 ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 吉田 銀太郎 東京 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 吉田 多郎松 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 穂高 五郎治 北海道 旅順第３回 ○ ○ 五郎治
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37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 岩井 保太郎 群馬 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 神林 栄作 新潟 旅順第３回（盤龍山付近） ○ ○ 37･12･1

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 相馬 辰三郎 新潟 旅順第３回（旅順方面） ○ ○ 辰二郎

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 林  正五郎 北海道 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 安達 勇助 宮城 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 石川 健次郎 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 久保 生七 東京 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･12･5

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 山崎 藤三郎 千葉 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 五十嵐 久七 群馬 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･27

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 佐藤 治良三郎 埼玉 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･27　次良三郎

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 塩原 小平 群馬 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 田子 栄太郎 群馬 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 永島 仁平 千葉 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･27

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 阿川 保太郎 埼玉 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 石田 福蔵 埼玉 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 岡野 島吉 埼玉 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 小川 岩蔵 東京 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 金子 庄三郎 群馬 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 川端 佐久次郎 北海道 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 近藤 勝蔵 千葉 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 多賀谷 福次 群馬 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 吉高 富太郎 北海道 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 龍海 兼吉 東京 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 特曹 山口 清七 山形 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 山形で合祀

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 大尉　 柴原 大造 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 大尉　 古谷 荘一 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 宮内 富市 長野 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 倉嶋 孝治 新潟 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 倉島幸治

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 酒井 豊作 新潟 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 鹿倉 元治 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 目黒 一馬 宮城 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 倉田 鉄蔵 北海道 野幌 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○
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37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 志釜 伊久弥 山形 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ 山形で合祀

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 赤井 五平 福島 旅順第３回（旅順口望台） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 荒井 馬蔵 埼玉 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･27

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 加藤 保蔵 山梨 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 保造

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 小林 亀市 新潟 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･27

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 如澤 市太郎 新潟 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 松原 松五郎 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 宮下 清作 山梨 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 石坂 和重郎 群馬 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 堀  豊治 福島 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 山住 岩次郎 北海道 野幌 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･27

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 都丸 兼吉 群馬 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 羽毛田 藤吉 群馬 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 籐重

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 朝倉 定助 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 池神 豊松 新潟 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 池田 肥蔵 新潟 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 太田 寅次郎 北海道 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･27　　寅太郎

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 小原 和吉 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 片山 徳太郎 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 鎌田 文之助 宮城 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･30

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 川岸 情次郎 北海道 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 菊地 直治 宮城 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 小島 高太郎 新潟 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･30

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 小林 平二郎 山梨 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 齋藤 仁太郎 新潟 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 佐々木 吉治 新潟 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 吉次

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 鈴木 留吉 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 高橋 銀次郎 東京 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 銀太郎

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 丹    好太郎 北海道 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 西野 友吉 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 発田 清蔵 福島 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 濱  長太郎 北海道 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○
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37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 菱倉 長蔵 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 藤原 保吉 福島 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 三谷 諄次郎 北海道 深川 盤龍山H高地 ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 宮城 善七 宮城 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･30

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 三吉 諄次郎 北海道 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 矢澤 利助 山梨 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 26 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 安田 猛太郎 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○ 37･11･27

37 11 26 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 上妻 長蔵 福島 旅順第３回（團山子） ○ ○

37 11 26 第９師団歩兵第１９連隊 １卒 中根 富次郎 岐阜 旅順第３回（二龍山） ○ ○ 新規 長男　名寄 岐阜で合祀 冨治郎

37 11 26 第９師団歩兵第３５連隊 伍長 石川 栄次郎 富山 音更 第３次旅順（盤龍山） ○

37 11 26 第９師団歩兵第３５連隊 伍長 山田 準平 北海道 旅順第３回（盤龍山） ○

37 11 26 第９師団歩兵第３５連隊 ２卒 先名 直次郎 富山 旅順第３回（盤龍山） ○ ○ 新規 旭川市

37 11 26 第９師団歩兵第７連隊 １卒 越前 籐太郎 石川 旅順第３回（盤龍山） ○ ○ S24 新規

37 11 27 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 金指 源蔵 神奈川 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 吉久 長次郎 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 関　甚次郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 11 27 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 戸澤 伊助 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･29

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 青柳 小三郎 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 小林 辰之助 東京 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 鈴木 太作 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○ 37･12･1

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 吉岡 源一 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○ 37･12･1

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 永井 惣太郎 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 藤野 栄吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 大島 政五郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 大森 清四郎 宮城 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 小島 銀蔵 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 鈴木 源六 山形 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 原田 専吉 山梨 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 日向 正吉 山梨 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･11･26

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 保田 作次郎 神奈川 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 石渡 峯吉 神奈川 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･11･26

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 篠原 武一 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○
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37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 都筑 文次郎 東京 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 新田 伴蔵 山梨 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 穂坂 璟三 山梨 旅順第３回（盤龍山H高地） ○

37 11 27 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 望月 美明 山梨 旅順第３回（盤龍山H高地） ○ ○

37 11 27 １卒 田村 千代吉 ○

37 11 28 第７師団衛生隊 予１卒 佐藤 鉄伊 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･11･27

37 11 28 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 大屋 満作 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 既存 妻　札幌

37 11 28 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 小河原 米重 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 鈴木 鉄五郎 神奈川 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 木村 常一郎 北海道 深川 ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 本村 常一郎 北海道 深川 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小林 芳太郎 新潟 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予中尉 岩淵 繁継 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予中尉 吉本 平四郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予曹長 加藤 延安 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 青木 　 辰 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 青木 重蔵 栃木 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 厚川 藤次郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 伊藤 傳治郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 猪瀬 籐吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 籐吾

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 香取 仙太郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 小猿 籐吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 笹部 淺吉 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 青森で合祀

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 荘司 祐太郎 茨城 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 田邊 　 良 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 棟方 太郎 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 阿部 為吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 春日 元雄 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 後藤 鉞三 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 小林 松之進 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 椎名 為吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 鈴木 鶴吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 高山 美寿一 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 廣里 良助 石川 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 矢ｹ﨑 寀忢 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 赤羽 金治郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 飯塚 辰蔵 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 池田 粂蔵 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 石川 善太郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 石川 豊市 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 石田 常作 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･20　常吉  S35 既存

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 市ノ瀬 初太郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 市瀬

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 沖村 和三郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 加藤 千代松 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 木葉 仁次郎 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 黒柳 丑五郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 坂本 亀太郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 坂矢 安五郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 佐藤 幸太郞 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･20　S35 既存

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 佐藤 新吾 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 三野谷 安次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 田神 彦太郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 竹内 庄太郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 田中 圓次郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 玉川 　一 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 徳光 清作 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 長尾 兼吉 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 中澤 徳次 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 仲野 栄之介 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 中村 正平 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 中村 與四松 北海道 函館（與四郎） 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 藤田 末八郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 末松郎

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 三田村 與三次 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 宮内 代助 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 宮下 春吉 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 横山 信次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 秋田 清三郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 飯田 銀治郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 池田 釜蔵 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 遠藤 留吉 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 園原 金吾 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 柿沼 市太郎 北海道 剣淵 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 妻　剣淵

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 菊地 孝次朗 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○ 37･11･30　幸次郎　

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 北村 廣吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 木下 籐吉郎 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 黒須　重太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 小口 薩司 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 小林　亘 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 佐々木 兵五郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 長塚 唯之輔 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 野村 喜十郎 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 林　為十 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 松尾 久次郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 森川 今朝治 山梨 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 栁川 藤造 神奈川 旅順第３回（旅順） ○ ○ 藤蔵

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 山口 直太朗 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･29　直次郎　

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 渡邊 徳重 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 補輜輸 鈴木 可之 北海道 旅順第３回（高崎山） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 岡    秀三 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 柿沼 時次郎　 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 齋藤 清治 新潟 旅順第３回（旅順方面） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 鈴木 石之助 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 大海 勝之助 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 馬場 直作 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 本間 六太郎 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 特曹 上野 忠吉 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 中尉 二宮 彦丸 奈良 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･29 奈良で合祀

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 大尉　 浅井 正臣 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 大尉　 今　栄八 青森 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 青森で合祀

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 大尉　 加藤 哲四郎 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 青森で合祀

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 佐々木 温樹 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 鈴木 長之助 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 永井 重作 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 中村 宗次郎 北海道 松前 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 少佐 青木 八郎 福井 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 福井で合祀

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 少佐 冨永 清三郎 佐賀 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 子　札幌 佐賀で合祀

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 少尉 堀田 治之介 三重 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 三重で合祀

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 後特曹 植松 治太 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 岩井 半三郎 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 小池 梅三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 設楽 幸之丞 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 冨田 岸太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 野村 民三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 萩野　　新 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○ 荻野

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 羽藤 角治 北海道 東旭川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 半貫 喜三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 米良 林作 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 安田 建治 茨城 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 啐田 芳太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 忰田

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 寺井 誠四郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 尾高 熊吉 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 染谷 千代吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 渡邉 六太郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 阿部 利助 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 新井 金太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 市川 源治郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 岩澤 武平 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 鵜澤 弘太郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○
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37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 江原 宇八 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 蛯子 長次郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 長治郎

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 大木 芳次郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 荻野 馬太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 奥村 忠次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 片岡 喜平治 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 加藤 春平 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 金子 仙太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 鎌田 貞治郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 貞治

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 神山 竹七郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 君野 弥太郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 日下 幸平 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 桑原 武一 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 小泉 幸太郞 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 小川 弥宗治 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 小柴 吉太郎 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 酒井 小市 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 櫻井 保太郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 櫻庭 平吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 清水 房吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 城尾 金之助 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 鈴木 全司 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 須藤 平太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 須藤 保太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 巧力 直道 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 田中 惣太郎 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 仲　喜三郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 中村 佐吉 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･29

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 南雲 弥惣 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 根本 徳丸 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 能勢 留次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 春山 三太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 古川 弥吉 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 堀部 梅吉 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 本間 平吉 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 増田 発三 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 松山 與四郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 丸  儀三郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 三神 貞太郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 宮前 美松 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 宮本 八太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 森内 文五郎 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 山室 仙之助 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 吉田 與一 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 後伍長 廣安 恒次郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 畦地 久太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 上田 卯吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 宗吉

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 田中 光三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 田邊 竹松 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 平舘 長次郎 福島 旅順第３回（旅順） ○ ○ 37･11･30

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 本多 九重松 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 守田 粂蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 三鴨 嘉兵衛 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 阿部 充作 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 中島 折吉 群馬 旅順第３回（敵病院） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 二本 三之吉 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 青山 浅治 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 秋山 正次 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 秋山 福太郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 阿部 浅治郎 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 綾部 喜三郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 荒井 吾助 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 伊藤 豊吉 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 井上 福太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 大塚 富貴蔵 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 奥富 栁蔵 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 覚張 久八 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 加島 利作 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 勝部 源次郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 金子 伊之吉 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 川村 福蔵 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小暮 夏右衛門 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小谷田 卯之助 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小林 造酒蔵 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小林 平吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○  37･12･1　27連隊

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小宮 友治 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 島田 由蔵 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 鈴木 亀吉 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 鈴木 常吉 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 関端 丞二 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 高野 萬五郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 瀧澤 福蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 田倉 清吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 田中 市五郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 田村 安五郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 土屋 又五郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 富樫 春蔵 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 中川 巳之助 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 中島 馨作 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 中原 粂太郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 野橋 政造 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 萩野 長吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 伯母 兼吉 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 林　雛吉 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 深澤 喜玖司 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 深山 賢次郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 町山 與四郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 松田 小太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 松本 喜代治 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 森  末太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 山崎 幸吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 吉野 直吉 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 渡邊 友吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 遠藤 勝五郎 千葉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 小池  武 栃木 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 今井 三十郎 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 11 28 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 大沼 沼太 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 11 29 ＜松前町史＞ １卒 三国　幸作 松前 旅順第３回（二〇三高地）

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 上條 林蔵 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 平山 銀蔵 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 矢後 喜一郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 柴　　勇 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 内田 鐘次郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 長田 源吉 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 堅山 乙松 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 木村 卯太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 米尾　　昇 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 佐々木 定吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 杉原 栄吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 清澤 長作 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 大紺 好助 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 幸助　

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 竹中 茂市 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･28

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 舘石 善吉郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 森 　粂八 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 山口 敬三郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 山田 裕次 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 吉村 丈之助 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 荒澤 武次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 小池 隆治郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 中島 金五郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 平川 昌一 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 水村 重太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 池田 惣吉 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 高林 保次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 曳田 増太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 本山 宇一郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 香川 学治 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 大澤 虎蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 亀田 又八 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 下川 和吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 河内 弁蔵 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 相川 與四郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 青木 多平 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 植原 秀吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地野戦病院） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 大河原 市平 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 金居 磯四郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 日下部 清信 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 齋藤　　鶇　　 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 菅沼 喜重郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 鈴木 松五郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 関口 菊十 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 高墨 八十八 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 高瀬 馬次郎 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 田中 籐助 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 戸塚 淺吉 千葉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 都丸 半三郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 根岸 鳥蔵 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 服部 冨松 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 保井 清太郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 増田 善太郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○
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37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 松丸 峰吉 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 八木 音助 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 長谷部 孫吉 北海道 羽幌 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 堀尾 淺次郎 岐阜 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 安部 弥十郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 藤原 周吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 三川 好作 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 幸作

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 石井 儀十 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 宇津木 松蔵 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 岡村 兼吉 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 加藤 芳太郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 川端 要太郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 高橋 勝太郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 田村 房次郎 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 中丸 和助 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 平岡 銀次郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 福山 勝吉 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 勝治

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 藤原 末吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 堀口 又次郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 宮野 光太郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 諸田 武治郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 栁澤 石松 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 柳澤

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 山田 由松 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 吉田 保次郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 予伍長 吉川 正樹 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･1

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 予軍曹 佐々木 徳右エ門 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 予上兵 三村 勝弥 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 伍長 新保 民治 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 上兵 四ﾂ谷 嘉七 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 上兵 掛端 二郎 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 上兵 田部井 直蔵 栃木 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 上兵 森下 耕作 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○
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37 11 30 第７師団工兵第７大隊 上兵 吉木 栄蔵 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 １卒 大野 寿政 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 １卒 中村 竹治 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 １卒 丹羽 与三治郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 １卒 松橋 金太郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団工兵第７大隊 １卒 渡部 籐吉 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 清水 鉄蔵 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 西川 啓八 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 西宮 繁吉 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 藤根 夘吉 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○ 卯吉

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 阿久澤 英十郎 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 飯田 清兵衛 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 石塚 仁三郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 芹田 芳雄 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 染石 貝吉 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 花野 宗四郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 松本 栄助 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 吉沢 辰吉 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 中田 宗平 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 既存 父　札幌

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 秋山 繁太郎 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 安藤 卯吉 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 上村 巳之吉 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 牛山 要野 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 大田原 卯之助 栃木 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 岡部 徳治 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 金澤 三代吉 栃木 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 亀海 丑五郎 青森 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 青森で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 小川 九作 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 小杉 正常 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 小林 留次郎 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 小林 直久 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 駒場 寅吉 栃木 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 近藤 善吉 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 紺野 圓蔵 福島 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 櫻井 佐市 北海道 岩見澤 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 既存 子　札幌

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 佐々木 兵之助 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 鈴木 幸作 栃木 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 高橋 常吉 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 高橋 申松 岩手 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 瀧本 吉蔵 北海道 当別 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 立川 龍一 広島 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 広島で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 田中 治助 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 土田 清治 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 土谷 郡次郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 37･11･3　S29 既存

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 得田 忠五郎 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○ S27 既存

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 長島 酉吉 栃木 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 野村 仲一 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 萩原 才一郎 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 福井 貞助 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 藤本 兵吉 岩手 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○ 岩手で合祀 兵吉

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 宮島 友治 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 宮原 良造 長野 旅順第３回 ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 涌田 幸太郞 神奈川 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 特曹 奥平 実男 鳥取 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 鳥取で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 特曹 木谷 孫市 香川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 香川で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 中尉 小原 法宣 熊本 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 熊本で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 中尉 角　清太郎 広島 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 広島で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 中尉 笹井 冨三 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 大尉　 後藤 五十馬 大分 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 大分で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 大尉　 村上 利喜造 福島 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 加治木 一徳 鹿児島 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 鹿児島で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 高橋 喜代見 宮城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 野口 音三郎 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 少佐 有村  晃 鹿児島 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 鹿児島で合祀
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37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 少佐 伊藤 惟房　 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 少佐 三宅 義任 岡山 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 岡山で合祀 38･11･3

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 少尉 田中 善次 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 阿部 俊治 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 石田 末吉 福岡 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 福岡で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 今井 信次郎 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 及川 捨五郎 宮城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 倉石 体四郎 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 黒崎 金五郎 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 小坂 伊助 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 小林 代代治 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 佐藤 仁左衛門 宮城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 曽我 由蔵 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 田中 市太郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 谷口 善助 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 中村 眞治郎 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 眞次郎

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 宮部 嶋吉 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 猪俣 三之助 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 菊池 松之進 宮城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 近藤 安蔵 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 秦　秋蔵 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 徳永 音吉 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 番場 熊次 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 相田 長吉 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 赤尾 金治郎 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 市川 駒吉 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 伊藤 庄太郎 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 上原 重道 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 漆原 徳太郎 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 岡田 六兵衛 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 長田 金作 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 垣上 銀治 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 葛西 米蔵 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 北森 寅之助 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 鞍留 国造 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小橋 春市 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小林 暮太郎 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 齋藤 栄造 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 齋藤 巳之助 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 佐藤 仁三郎 岩手 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 高成 與三郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 既存 妻　札幌

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 武田 安次郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 田中 茂平 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 野明 喜重 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 藤森 豊吉 北海道 栗山 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 本多 正次 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 牧村 惣吉 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 増田 三男吉 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 増田 與七 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 宮島 運次郎 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 山岸 冨作 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 山口 芳貞 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 山田 米次郎 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 米治郎

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 横川 清治 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 米澤 源之助 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 若林 福次郎 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 宇佐 九蔵 北海道 南幌 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 粕川 宇太郎 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 長澤 小太郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 山口 秀松 北海道 江部乙 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 磯野 倉吉 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 畑　與一郎 北海道 江部乙 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 眞庭 作次郎 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 川井 政五郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 小宮山 楠夫 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 熊谷 久次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 38･12･29

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 井口 音三郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 伊藤 仁右衛門 長野 旅順第３回 ○ ○ 長野で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 内堀 勝治 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 大畑 力蔵 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 笠原 保一 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 加地 安吉 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小熊 久四郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小橋 運治 長野 旅順第３回 ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 齋藤 安具 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 佐藤 仁右衛門 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 志賀 勇太郎 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 下平 寛一 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 下山 常吉 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 鈴木 留吉 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 高島 岩吉 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 高橋 彦太郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 田口 仙蔵 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 田口 藤次郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 竹内 保治 長野 旅順第３回（広島予病院） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 田中 末雄 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 中田 久兵衛 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○ 九兵衛

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 仲田 國一 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 楢本 伊左エ門 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 濱田 市五郎 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 早瀬 梅吉 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 藤田 駒太郎 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○ 長野で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 松村 恒太郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 宮川 才一 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○ 才市

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 宮澤 光蔵 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 村田 好男 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 森西 健蔵 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 横山 勇誠 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予中尉 貫名 増次郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予少尉 三村 利市 北海道 中富良野 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 市川 倉吉 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 金田 太六 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 木村 貞吉 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 京谷 友直 青森 旅順第３回（旅順） ○ ○ 青森で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 久保 弥市 栃木 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 小林 釜治 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 柴田 清作 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 乗松 高郎 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 高朗

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 杉崎 政吉 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 手塚 明亨 栃木 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 中峯 清兵衛 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 服部 寅次郎 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 深草 利通 山梨 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 福田 松五郎 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 岡崎 東太郎 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 笠原 卯八 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 小山 由蔵 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 田中 　実 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 中村 又八郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 花澤 恵作 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 堀内 録太 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 松坂 松五郎 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 守屋 源三郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 山崎 眞治 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 吉村 庄之助 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 荒井 清之助 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 石嶋 善作 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 伊東 伊之助 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 伊藤 粂吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 大竹 壱次郎 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 荻原 忠正 山梨 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 熊谷 宇吉 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 五味 濱吉 山梨 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 齋藤 梅吉 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 齋藤 直三郎 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 坂本 平蔵 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 櫻井 吉之助 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 菅谷 長吉 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 杉本 忠吉 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 直井 卯之吉 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 西   伊助 福島 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 橋本 玉吉 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 平塚  亀吉 北海道 函館（為吉） 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 普入 農武助 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 深澤 　融 山梨 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 福田 卯吉 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 星　　勇 福島 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 細尾 万作 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 宮本 久治 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 向山 吉弥 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 村田 冨三郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 村松 佐親 山梨 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 矢澤 與三郎 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 山田 美雄 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 横内 喜重 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 渡邊 常蔵 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予２卒 新井 文七 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 池田 丑太郎 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 岩谷 太三郎 北海道 松前 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 内海 良次郎 富山 旅順第３回（赤坂山） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 梅原 大治 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 大里 貞一郎 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 大友 常蔵 福島 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 大貫 関蔵 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 大野 定吉 新潟 旅順第３回（松樹山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 岡本 八十八 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 貝塚 辰之助 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 金澤 由松 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 金子 勝三 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 菅沼 丑松 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 熊谷 改二郎 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 37･11･28

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 黒澤 重次郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 38･3･10

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 小池 村治 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 小林 三介 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 小林 卯之介 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 小林 才吉 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 坂本 岩吉 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 佐藤 亀太郎 北海道 鹿部 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 澤田 澤太郎 福島 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 塩原 三十 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 鈴木 和吉 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 37･11･28

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 瀧本 照達 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 土井 　正 茨城 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 豊島 喜三太 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 中野 清吾 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 中村 清次郎 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 野村 隅蔵 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 松葉 熊次郎 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 丸山 熊次郎 山梨 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 丸山 壮吉 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 村上 幸一郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 森田 新平 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 阿部 栄作 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 井口 林蔵 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 上村 政五郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 鬼山 峯之助 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 久保 才吉 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 米岡 甚作 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 安西 籐七 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 伊藤 惣太郎 新潟 旅順第３回（旅順） ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 梅谷 重三郎 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 樺澤 喜蔵 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 齊藤 政次 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 政治

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 野澤 勝治 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 37･12･17

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 峰村 佐作 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 吉村 治郎次 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 忍久保 良吉 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 特曹 羽田 丑太 長野 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 特曹 松浦 通治 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 中尉 金原 長八 静岡 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 静岡で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 大佐 吉田 新作 佐賀 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 佐賀で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 大尉　 奥野 半治郎 三重 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 三重で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 大尉　 加藤 金次 山形 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 山形で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 大尉　 高洲 良三 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 大尉　 友野 圓三郎 岡山 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 岡山で合祀 39･11･3

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 岡田 亥之介 石川 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 木津 留太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 木下 信一 山口 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 河野 三郎 山口 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 少佐 遊佐 門橘 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 少尉 木暮 喜一郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 秋葉 政吉 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 石井 政吉 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･28

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 石毛 誠司 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 伊藤 仙之助 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 井上 瑞男 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 37･11･30

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 大久保 鶴松 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 尾高 忠蔵 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 佐久間 豊吉 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 櫻田 民次 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 佐藤 唯一 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 青森で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 島田 栄治郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○ 栄次郎

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 筋野 竹治郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○ 竹次郎

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 成瀬 徳蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 花田 徳蔵 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 平野 長幹 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 平野 良之助 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 持田 伊助 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 渡邊 清吉 北海道 剣淵 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 大塚 由治郎 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 岡本 市蔵 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 倉本 辰衛 福島 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 高橋 　英 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 徳光 石松 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･1

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 原田 新吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 二橋 喜三郎 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 石井 石太郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 今井 豊作 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 今関 　裕 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 佑

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 内田 一作 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 江原 儀十郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 荻原 栄作 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 重田 　方 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 貝淵 又次郎 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 加賀美 福太郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 金谷 嘉市 秋田 旅順第３回（旅順） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 木村 新次郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 久保田 喜平 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 久保田 健吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 小倉 正直 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 斉木 和平 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 齋藤 岩次郎 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 齋藤 庄次郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 篠山 石蔵 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 清水 定治郎 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 杉山 辰五郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 須藤 甚七 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 高橋 喜太郎 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 内藤 兼五郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○ 37･11･12

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 内藤 弥吉 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 中島 米吉 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 中野 武次 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 西山 竹次郎 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 橋爪 作太郎 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 長谷川 直次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 布施 啓之輔 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 松本 綱五郎 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 丸山 房吉 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 森下 丑大郎 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 山田 友吉 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 吉野 吉蔵 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 安蒜 剛次郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後２卒 山本 　雅 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･28

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 阿部 忠蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 片桐 今朝吉 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 釜谷 徳次郎 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 栗原 千代松 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 栗葉

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 後藤 廣吉 北海道 滝川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 佐藤 健介 福島 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 佐藤 徳次郎 北海道 八雲 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 成田 冨治郎 北海道 八雲 旅順第３回（旅順） ○ ○ 富治郎

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 西村 源次郎 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 宮川 丑蔵 長野 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 村瀬 竹治 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 村松 磯治 北海道 松前（磯吉） 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 熱田 徳三郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 38･3･10

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 小網 作太郎 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 多比良 國太郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 地引 平蔵 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 根岸 平八 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 野口 和三郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 福島 峰吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 38･3･10

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 牧田 仁太郎 北海道 函館 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 村尾 小助 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 38･3･10

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 藍川 政吉 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 飯田 五郎吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 飯田 松之助 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 五十嵐 末吉 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 池田 正吉 北海道 函館 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 石井 栄芳 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 石川 由松 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 伊藤 治作 北海道 函館 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 井上 友吉 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 岩瀨 彦太郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 上原 茂吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 臼井 治太郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 内田 九一郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 大隅 雄吉 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 大津 金平 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 岡田 馬太郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小川 甚五郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 押田 力三郎 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 金井 富重 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 唐澤 勘吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 川嶋 虎三郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○ 37･11･28

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 菅崎 仁助 千葉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 工藤 文太郎 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 久保木 庄兵衛 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 越阪部 愛輔 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 越坂部

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小林 音松 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小林 喜太郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小林 兼吉 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小林 関一郎 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小松 三郎 岩手 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 岩手で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 笹井 市次郎 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 佐々木 勇蔵 北海道 函館 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 三角 巳之助 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○ 37･11･12

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 塩野 籐助 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 芝崎 留吉 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 渋谷 吉之助 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 須賀 文平 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 鈴木 音吉 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 鈴木 房五郎 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 高木 三之助 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 青森で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 高橋 由蔵 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 37･1128

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 高間 八蔵 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 高山 作太郎 北海道 松前 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 武内 竹松 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 武内 義隆 北海道 函館 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 竹内 與助 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 田中 　肇 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 田中 久吉 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 田中 良助 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 田村 長治郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 塚本 金太郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 角田 駒吉 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 寺内 林治郎 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 處　八次郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 冨澤 源兵衛 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○ 富澤

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 長島 麻次郎 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 奈良原 次太郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○ 治太郎

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 野澤 藤蔵 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 橋本 庄吉 北海道 函館（吉庄） 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 畠山 由蔵 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 平野 安五郎 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 細田 嘉十郎 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 宮島 宮蔵 北海道 函館 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 村田 貞吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 貞次

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 村田 藤作 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 守　保治 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 森村 三作 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 山口 嘉兵 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 山口 小源太 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 山口 徳二 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 山崎 捨次郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 山根 桂助 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 横堀 益三 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 横溝 喜太郎 神奈川 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 御園生 祐次 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予特曹 山崎 藤助 山口 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予中尉 島田 清吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予少尉 大越 鉄五郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 小林 清太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 高橋 源次郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 武島 伊之吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 塚本 雄太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 大橋 鬼子松 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 五十貝 滝五郎 群馬 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 遠藤 卯吉 埼玉 旅順第３回（盤龍山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 熊田 政吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 東條 長吉 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 三上 倉之助 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 岩瀨 籐三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 大木 久兵衛 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 木村 留太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 久保田 義助 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 栗原 春三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 高橋 権太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 竹内 　保 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 保治

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 玉貫 倉蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･26

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 山岸 常三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 平野 弥八郎 石川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 大尉　 佐藤 誠治 宮城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 大尉　 山口 守雄 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 少佐 小金井 寿衛造 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 少佐 龍岡 六郎 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 少尉 石原 武雄 岐阜 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 黒田 亀吉 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 瀧田 正八 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･1

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 鳥羽 虎二 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 安達 三五郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 河内 由兵衛 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 北原 豊次 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 木村 伶助 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 小武 喜一 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 小林 濱次 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐藤 利三郎 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 菅原 松蔵 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 田村 勇七 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 豊田 三治郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 本間 辰吉 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 丸山 義洋 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 山田 春吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 38･3･6

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 和田 修蔵 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 修蔵　37･12･30

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 渡邊 源太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 兄　上富良野

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 渡邊 清重 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 山本 伊三郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 後２卒 小林 久太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 鈴木 丹蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 宝田 善吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 名倉 豊吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 安達 秀次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 安藤 國松 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 植竹 照吉 群馬 旅順第３回（盤龍山） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 太田 丈之助 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 大山 兵之 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 岡山 忠造 北海道 岩見沢 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 忠蔵

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 片倉 角次 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 亀井 松五郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 亀山 彦次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 小島 國太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 弟　札幌

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 小櫃 五郎吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 小堀 代吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 佐藤 芳雄 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 関川 與次郎 北海道 江部乙 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ S36 既存

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 瀧澤 房三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 田中 芳太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 土橋 豊吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 中村 鶴吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 羽馬 三平 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 船越 源蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 堀  利三郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 山岸 文平 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 雪江 宣義 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 宜義

37 11 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 和田 市五郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 峯村 兵之助 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 板坂 善作 北海道 利尻 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 新規 利尻

37 11 30 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 古川 作蔵 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 小吹 彦一郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 鈴木 冨造 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･1

37 11 30 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 塩田 盛庫 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 出頭 政之助 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 長嶋 武一郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 第７師団野砲第７連隊 大尉　 廣居 直一 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 11 30 第７師団野砲第７連隊 １卒 狩野 三十郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 11 30 上兵 中島 梅造 ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 予上兵 小山 豊次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 予上兵 佐藤 平太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 中尉 仲  直躬 高知 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 高知で合祀

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 伍長 中村 頼吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 伍長 柳田 権之助 北海道 利尻 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 軍曹 小野 栄吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 上兵 小澤 良造 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 上兵 梶谷 鉄太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 上兵 木村 吉治 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 上兵 白鳥 精一郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 上兵 新松 幸三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 上兵 住岡 倉太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ S29 既存

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 上兵 土門 作次郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 上兵 前田 作蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○
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37 12 1 第７師団工兵第７大隊 後上兵 太田 長一郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 １卒 篠永 忠五郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 １卒 島田 高治郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 高次郎

37 12 1 第７師団工兵第７大隊 １卒 長谷川 甚之助 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 井上 信三 島根 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 松野 龍造 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○ 隆造

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 久保 盛次郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･12･3

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 塚原 多一郎 栃木 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 中垣内 上吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 既存 甥　札幌

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 白川 彦太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 羽毛田 閑吾 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 新井 定次郎 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○ 定治郎

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 馬場 山三 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 藤澤 庄平 北海道 深川 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 石川 惣助 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 重野 徳三郎 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 清水 吾兵衛 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 倉本 茂照 山梨 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 本間 米吉 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 浦野 伊佐九 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･11･30

37 12 1 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 菊地 都之助 北海道 函館 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 荻原 岩五郎 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予曹長 原田 猪吉 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予少尉 北澤 　　謙 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･11･1　顕　

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予少尉 禰津 恒夫 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 太田 清三 北海道 函館（清二） 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 大橋 治平 北海道 音更（次平） 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 岸田 長吉 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 久保 才一郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 桑原 徳市 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 齋藤 重弥 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 佐藤 仁蔵 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 田口 治郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 玉木 宗平 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･7

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 秦　金太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 増田 登喜三 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 新井 安五郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 有山 鶴吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 安西 明三 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 五十嵐 安次 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 石和田 庄之助 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 岡田 庄松 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 加藤 良太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 小泉 雄吉 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 佐藤 三代吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 高沢 辰吉 茨城 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 冨澤 熊太郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 戸村 助二郎 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 村野 龍蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 辰蔵

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 森  市郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 堆 初吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 市東　　寿 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 大木 勝次郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 押田 長蔵 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 小野 文蔵 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 菊入 善次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 北原 冨士松 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 木戸 金次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 小久保 新太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･5

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 宍倉 長五郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 柴田 愛三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 清水 岩吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 庄司 文治 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 白井 喜三郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 高梨 菊太郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 高橋 市之助 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 戸崎 留蔵 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 長島 喜三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 永野 冨治 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 富治

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 成塚 末吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 韮塚 米松 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 末吉

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 町田 民八 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 宮城 鍬吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 安川 吾助 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 渡邊 音二 千葉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予２卒 関口 元吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 八武﨑 栄蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 相羽 平蔵 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ 埼玉で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 相原 瀨平 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 青柳 作平 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 池田 忠五郎 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 今井 佐平 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 今井 要吉 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 海宝 善之助 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 大川 佐源治 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 大胡 道太郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 尾形 理助 福島 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 尾花 静太郎 東京 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 香川 時次 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 柿澤 喜三郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 剣持 岸十郎 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 小池 善作 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 後藤 金藏 千葉 旅順第３回（旅順） ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 小松原 丑蔵 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 小峯 喜惣治 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ 埼玉で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 根本 太治郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 齋藤 勝五郎 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 齋藤 倉助 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 笹　 甚吉 北海道 南幌 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 佐藤 重幸 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 庄司 萬蔵 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 蛸島 三蔵 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 田沼 幸藏 埼玉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 多部田 辰之助 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○ 夕部田

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 辻廣 茂三郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 常見 時之助 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 道見 長太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 長次郎　S24 既存

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 内藤 國吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 中島 喜作 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 中嶋 豊太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 長柄 金治 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 野口 澤吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 野村 英雄 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 橋本 丑五郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 長谷川 泰助 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 東山 竹蔵 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 彦田 伊之助 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 堀口 運平 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 本間 弥十郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 前澤 良介 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 松岡 繁松 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 松島 文太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 丸島 春治 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 武藤 正吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 森田 武平 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 八木 藤次郎 千葉 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 生島 英二 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 川崎 体次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 佐藤 喜七 北海道 愛別 旅順第３回（旅順） ○ ○ 既存 姪  愛別

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 佐藤 兵治 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 箱崎 富吉 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 秦　鶴蔵 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 廣瀬 良次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･5

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 山田 末吉 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 有田 朋二 北海道 礼文 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 今野 九蔵 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 中原 仲治 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 飯淵 寿三郎 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 特曹 杉本 新作 静岡 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 静岡で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 特曹 永友 友吉 宮崎 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30 宮崎で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 中佐 坂井 源八 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 中尉 井上 三巳 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 中尉 堀尾 重雄 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 大尉　 渥味　　贊 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 大尉　 北川原 征夫 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 大尉　 鈴木 七郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 木村 健太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 小嶋 隆助 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 小林 平右衛門 三重 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 三重で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 小柳 留三郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 関野 信太郎 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 田中 正一 青森 旅順第３回（旅順） ○ ○ 青森で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 谷川 政蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･10･30　S25 既存

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 平林 青一 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 平山 籐吉 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 曹長 吉田 恒太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 少佐 向田 謙蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 少尉 早雲 善助 徳島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 妻　札幌 徳島で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 少尉 横星 尚忠 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 横屋 山形で合祀 横屋

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 相原 平十郎 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 秋山 武重 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 池上 勝兵衛 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 及川 末吉 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 加藤 謙三 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 加茂 重平 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 河田 淺吉 神奈川 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 齋藤 達二 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 佐藤 與次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 鈴木 籐之助 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 鈴木 文隆 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 高橋   亀 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 谷津 味之助 福島 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 本間 豊蔵 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 牧　岩吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 村松 永次郎 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 若生 重兵衛 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 出雲﨑 籐吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 大津 菊三郎 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 菊池 孝太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 齋藤 喜吉 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 高橋 庄治郎 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 田口 喜一 山梨 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 米倉 助八 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･2

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 相原富蔵 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 葦原 喜久蔵 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀 喜久衛

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 安倍 忠蔵 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 阿部 傳七 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 石田 佐栄吉 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 石渡 佐吉 広島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 広島で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 石渡 房次郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 猪俣 菊太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 遠藤 雅益 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 近江 久蔵 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 大嶌 安造 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 大竹 章次 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 大野 朝吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 大用 正市 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 加藤 基次 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 金澤 政蔵 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 鎌田 仙太郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 川口 嘉資 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 清野 徳治 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 倉堀 文七 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 小口 　隆 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 小嶋 安蔵 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 齋藤 貞治郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐々木 幸左ｴ門 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐々木 平三郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐竹 茂吉 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐藤 長太郎 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐藤 満吉 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 柴﨑 晴元 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 菅原 伊勢吉 宮城 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 杉野 秀雄 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 鈴木 一二三 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 鈴木 兼吉 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 鈴木 徳太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 関根 芳蔵 東京 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ 38･1･１

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 高橋 軍四郎 埼玉 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 田中 忠太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 中村 和一 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 野田 兼一 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 兼市

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 福原  庄八 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 星野 民蔵 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 本間 孫次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 松井 周作 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 松浦 栄三郎 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 松田 原四郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 松田 松太郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 宮川 民造 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･27

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 村上 亀次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 矢島 長吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 鷲尾 末蔵 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･4

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 渡井 重吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後特曹 菊地 鹿之丞 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 鹿之助

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 天笠 直次郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 荒永 直次郎 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 三神 万吉 北海道 剣淵 旅順第３回（旅順） ○ ○ 37･11･30

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 目黒 資純 北海道 永山 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 吉田 誠吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 石川 豊三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 大嶋 音十 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 大嶋

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 小野 辰治郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 門屋 廣助 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 藤尾 辰蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後２卒 越谷 安平 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 越ｹ谷

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後２卒 齋藤 富三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 妻　札幌

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後２卒 高田 要松 北海道 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後２卒 水越 鍈太郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 海老名 金四郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 桑原 八重作 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 小暮 新五郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 新　重太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 武村 喜三次 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 南雲 駒之助 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 山本 篤太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 大牧 弥作 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 三ﾂ橋 重作 神奈川 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 相川 永吉 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 相原 栄蔵 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･13

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 明間 文次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 秋本 米吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 秋山 重太郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 浅原 友義 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 逢見 市太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 安藤 健一 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 石戸 染次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 泉山 三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 一ノ瀬 磯吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 井上 源左衛門 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 上杉 清治 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 上原 力蔵 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 浦井 昌次 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 大久保 竹松 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 大嶋 権八 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 大坪 栄吉 北海道 栗山 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 岡田 　弘 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 岡部   清 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 尾崎 政蔵 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 落合 松五郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 川崎 甚三郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 川澄 善之助 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 菊地 栄之助 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 岸　　惣吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 工藤 今朝右衛門 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ 宮城で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 工藤 幸吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 黒田 今朝右衛門 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 小泉 孝一 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 小黒 千八 新潟 旅順第３回（赤坂山） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 後藤 悌二 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 米山 又治郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 小柳 喜三郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 昆　　啓次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 近藤 栄三郎 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 近藤 久次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 齋藤 米吉 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 宍戸 慶喜 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 庄司 清三郎 宮城 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 白須 惣一 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 仁井 義雄 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 杉浦 膳次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･9

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 鈴木 兼太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･5

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 関根 兼之助 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 関根 理助 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 染井 喜八 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 大久 喜蔵 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 高橋 民蔵 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 高橋 寅吉 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 田中 光太郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 野崎 松次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 蓮沼 國蔵 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 蓮沼 直治 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 樋口 茂重 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 福田 倉治 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 福本  菊次郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 藤田 福太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 藤平 佐太郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 藤巻 長吉 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 二見 芳太郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 穂坂 璟三 山梨 旅順第３回（盤龍山H三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 細田 英太郎 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 穂田 万次郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 前山 市太郎 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 町田 長松 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 松井 政治 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 丸山 生伸 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 三戸部 照寿 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 峯　清吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 峰

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 峯岸 嘉作 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 峰岸

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 三原 新蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 宮戸 由太郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 武藤 正吉 神奈川 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 望月 庄十郎 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 森住 弥八 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 柳川 船造 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 矢巻 金一 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 山口 倉蔵 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 山口 彦太郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 山崎 金造 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 山本 清一 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 湯山 源治 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 源次

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 横川 仙蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 横山 謹之助 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 渡邊 元輔 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予曹長 三浦 賢随 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予曹長 峰崎 重治 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予曹長 茂木 幸四郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 石本 七郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 伊藤 富三郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 大森 辰蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 笠井 文治郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 加藤 瀬平 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 久保田 貴一郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 熊谷 辰久 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 佐々木 福柗 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 福松

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 玉置 清市 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 塚田 清治 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 塚野 宇佐八 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 中川 吉三郎 北海道 東旭川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 山本 直人 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 五十嵐 安吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 石井 喜一 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 大谷 高助 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 大橋 貞吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 栗原 正平 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 栗原 直太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 小林 重平 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 島田 喜代松 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 曽根 菊次郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 手島 友三 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 冨田 金作 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 内藤 熊次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 星野 喜次郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 前澤 柗三郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 松三郎

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 松井 昌八 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 柳戸 市太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 矢作 和喜三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ 埼玉で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 吉田 由蔵 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 市川 倭一 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 市根井 巳代吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 坂内 谷七 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 瀧澤 助造 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 竹井 文蔵 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 内藤 善蔵 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 林  重之助 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予２卒 岩城 徳次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予２卒 横沢 新次郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 五賀 留松 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 青木 銀太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 秋山 豊治 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 天野 直平 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 五十嵐 栄之進 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 萬之進

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 石川 重太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 石田 辰五郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 石渡 喜代治 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 一ノ谷 栄太郎 北海道 利尻 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 伊藤 長左衛門 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 猪野 利三郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 上野 安平 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 内田 代之助 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 海老澤 勇吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 大澤 辰五郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 太田 太平 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 大谷 武治 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 大西 一三 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 小田原 喜作 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 青森で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 葛西 豊松 北海道 利尻 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 勝野 善次郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 加藤 　清 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 北爪 桂吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 北原 米吉 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 北村 利平治 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 木村 勇蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 朽木 栄作 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 久保田 鉦太郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 倉本 愛吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 毛塚 栄吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 小泉 実造 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 小湊 金治 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 小山 清之助 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 齋藤 岩三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 齋藤 喜代太郎 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 青森で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 齋藤 忠蔵 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 坂本 新吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 坂本 長吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 長松

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 佐久美 兼二 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 佐々木 石太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 笹島 富三郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 笹森 勇次郎 北海道 利尻 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･7 既存 利尻

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 佐藤 一八郎 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 佐藤 善四郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 佐藤 久七 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 里吉 六三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 渋澤 音吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 島垣 留三郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 嶋津 留吉 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 島津

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 庄司 小右ｴ門 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 鈴木 運五郎 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 鈴木 栄三郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 鈴木 数太郎 北海道 剣淵 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 弟　剣淵

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 鈴木 勝太郎 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 青森で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 鈴木 千代造 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 千代松

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 銭目 勇太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 高根澤 松吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 高橋 勝三 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 高畑 吉次郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 竹村 和栄重 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 田中 文吉 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 丹野 米造 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 筒井 新助 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 角田 由蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 中島 源太郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 野崎 久吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 蜂須 千代次郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 馬場 為助 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 濱谷 與助 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 原 喜八 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 樋口 長作 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 平田 　進 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 古田 重太郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 本間 八松 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 儘田 重太郎 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 三ﾂ井 才治 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 三井 寿作 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 三ツ井

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 水無瀬 　齊 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 宮氏   守 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 目黒 貞作 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 山岸 徳右エ門 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 山口 梅吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 山谷 甚七 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 青森で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 山本 善治 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 横山 作次郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 吉田 留吉 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 青森で合祀 37･12･1

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 和田 末吉 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 渡邊 虎吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 妻　札幌

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 柗本 與三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 松本

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 清野 忠太郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 安藤 己代吉 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 舟木 松佐 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 特曹 逸村 寅之助 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 特曹 野村 恒太郎 石川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 中佐 藤本 専作 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 中佐 山崎 　昇 福岡 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 福岡で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 中尉 安齋 寅吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 中尉 渋谷 　紀 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 中尉 福谷 栄治 山口 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 大尉　 井口 　正 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 大尉　 小倉 信造 山形 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 山形で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 大尉　 高井 啓之助 島根 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 大尉　 野口 政記 長崎 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 長崎で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 飯島 信造 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 石井 重蔵 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 石田 石五郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 加藤 惣治 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ 宮城で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 小神野 大助 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 田中 新市 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 成田 豊太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 沼田 喜三郎 北海道 松前 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 芳賀 武太郎 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 青森で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 長谷川 芳雄 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 吉田 喜久馬 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 渡邊 徳治郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 少佐 梅村 忠治郎 石川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 少佐 衛藤 金治 大分 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 大分で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 少佐 小幡 　彬 宮城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 少佐 森山 頼三郎 島根 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 少尉 角田 盛人 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 少尉 金井 純一 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 少尉 倉岡 徹道 熊本 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 熊本で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 少尉 薗村 保貞 和歌山 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 二瓶 文八 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 安達 数馬 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 一ノ瀬 喜一 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 喜市

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 行本 栄造 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 生川 房吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 大石 久之助 秋田 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 秋田で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 大瀧 竹之丞 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 兼﨑 忠作 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 神山 傳衛 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 金指 庄三郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 久保木 末吉 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 鴻巣 久八 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 小嶋 柳太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 小島

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 五月女 啓一郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 佐藤 辰蔵 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 佐藤 時之助 秋田 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 秋田で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 瀬谷 栄治郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 高野 藤四郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 武井 歌三郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 戸村 岩太郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 鳥喰 　十 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 中島 喜一郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 奈良 伊太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 半谷 　清 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 平山 梅吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 堀越 濱之助 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 宮田 傳作 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 宮本 滝蔵 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 渡邊 留吉 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 軍曹 大堀 林喜 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 軍曹 齋藤 留之介 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 軍曹 舘　東三 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 軍曹 塚本 為治 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 軍曹 常松 勝治 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 軍曹 林  重吉 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 軍曹 星  喜代造 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 軍曹 宮澤 巳之助 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 安藤 庄太郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 伊藤 政次郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 齋藤  　実 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 須釜 孝平 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 菅原 金之助 秋田 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 秋田で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 高木 新三郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 高波 章一 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 高橋 銀蔵 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 丹治 弥傳次 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 長尾 咲太郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 橋谷田 磯吉 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 長谷川 巳之太郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 半田 半次郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 兵藤 牧太郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 平野 寧治 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 益子 万次郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 松崎 俊一 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 松村 常吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 三田寺 武三郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 村上 謙吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 安田 忠一 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 横塚 万吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 六角 三次 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 後伍長 伊藤 徳太郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 後軍曹 久保居 久一郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 井川 國吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 妻　札幌

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 高遠 熊太郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 横山 弥重郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 安藤 信太郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 飯田 薙治 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 飯塚 安兵衛 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 五十嵐 留吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 石川 貞造 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 38･3･10

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 今　佐太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 38･3･10 新規

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 今泉 豊治 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 上野 利平 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 海老原 岩三郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 遠藤 新三郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 及川 寿三郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 大内 清八 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 大橋 政太郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 38･12･1　正太郎　　

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 大村 米松 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 大山 菊次郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 岡部 丈之助 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 荻島 米太郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 落合 長之助 茨城 旅順第３回（海鼠山） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 尾花 栄吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 柿沼 春三郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 笠原 金三郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 38･3･10

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 加藤 久太郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 金子 儀平 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 神山 守吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 河井 吉十 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 川嶋 丑大郎 茨城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 神田 福太郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 木内 欽三 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 桂野 宝蔵 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 小菅 健吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 小竹 才治 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 後藤 新八郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 小林 辰之助 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 辰之介
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 小林 徳兵衛 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 小林 弥七 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 根本 竹次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 齊籐 幸藏 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 笹島 彦之介 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 佐藤 政五郎 秋田 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 秋田で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 佐藤 茂三郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 柴崎 弥三郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 清水 儀一郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 清水 彦太郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 清水 弥七 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 菅原 貞治 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37・12･5 既存 弟　札幌

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 鈴木 喜三郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 鈴木 武男 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 鈴木 茂作 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 須藤 吉平 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 須藤 宗蔵 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 千田 半重郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 仙波 茂三郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 相馬 庄太郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 高木 長三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 高橋 重吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 田中 七郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 田中 北一 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 田村 常太郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 田村 初蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 土子 文平 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 手塚 林平 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 寺井 源蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 時野谷 寿一 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 利根川 清次 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 冨田 幸三郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 富田
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 中山 助次 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 助治

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 根本 兼吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 萩原 十三郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 箱嵜 　　敏 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 箱崎

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 橋本 岩吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 橋本 冨次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 古橋 卯三郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 本間 要輔 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 益子 勝之介 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 増田 清三郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 松田 竹松 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 松田 長次郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 松本 政直 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 松本 利重 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 丸山 平吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 宮津 伊三次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 山中 啓三郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 吉成 熊蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 綿引 豊太郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 三瓶 傳弥 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 秋本 喜一 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 秋山 啓一郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 荒井 徳太郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 飯島 梅吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 五十嵐 萬治 秋田 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 池田 高三郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 石川 清兵衛 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 石渡 徳治 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 磯﨑 磯次郎 茨城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 伊藤 豊蔵 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 岩井 藤作 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 岩崎 貞三郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 宇佐見 徳次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 梅本 徳太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 大出 留吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 大快 鉄之助 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 大島 春吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 大高 直吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 大谷 元吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 大西 繁太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 大福 芳三 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 芳蔵

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 大山 福太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 岡部 籐之助 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 片平 勘七 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 角田 清次郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 金澤 勘衛門 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 甚衛門

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 川野邊 正之祐 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 菊地 房吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 木村 熊次 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 熊治

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 倉持 松次郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 栗野 竹四郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 栗野 虎之助 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 栗原

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 小泉 伊與之助 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 小島 筆吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 小杯 秋之介 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 小林 栄介 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 小林 留吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 小林 巳三郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 小松本 健治郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 健次郎

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 米脇 籐七 北海道 利尻 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 近藤 石太郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 齋藤 信助 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 酒井 市平 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 佐川 繁由 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 佐々木 金作 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 佐々木 佐吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 佐々木 春吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 佐藤 　勇 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 佐藤 春美 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 三瓶 栄太郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 清水 子之吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 清水 為治 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 鈴木 喜三郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 鈴木 捨吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 鈴木 為治 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 鈴木 正代 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 鈴木 利次 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 須藤 三代吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 須永 健次郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 関　常吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 仙北 未治 秋田 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 秋田で合祀

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 高島 八郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 高津 新太郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 瀧  謙吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 竹末 政吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 田谷野 利一郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 丹治 良助 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 鶴見 啓治 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 寺門 久左衛門 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 富田 勇吾 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 中村 百之助 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 成川 友太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 根本 兼清 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 馬場 文吉 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 星　一三 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 本多 助治 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 松下 仁太郎 北海道 永山 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 武藤 造酒之助 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 村上 三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 森岡 亀吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 矢島 茂三郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 柳田 勘蔵 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 山木 保次郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 山本 市五郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 吉岡 與兵衛 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 渡邊 朝太郎 茨城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 渡邊 勇治 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 1 曹長 新澤 常吉 ○

37 12 1 伍長 大橋 留吉 ○

37 12 1 軍曹 髙田 喜一 ○

37 12 1 軍曹 星　善次郎 ○

37 12 1 １卒 磯谷 勇太郎 ○

37 12 2 第７師団工兵第７大隊 予上兵 山口 冨太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 2 第７師団工兵第７大隊 上兵 寺内 菊治郎 千葉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 2 第７師団工兵第７大隊 １卒 谷口 久作 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 野坂 圓蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 金子 豊蔵 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 大内 甚三郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･12･3

37 12 2 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 黒岩 伊左衛門 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 櫻井 義兼 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 櫻井 明太郎 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 土山 政次郎 北海道 南幌 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 野澤 順一郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 浅野 徹也 北海道 函館 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２６連隊 補輜輸 柴田 重輔 北海道 美唄 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 川田 留吉 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 高木 房太郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 高橋 庄三郎 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○
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37 12 2 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 佐々木 金太郎 北海道 函館 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 田中 菊蔵 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 大河原 代蔵 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 金子 平七 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 2 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 紺野 佐治郎 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 工兵7大隊

37 12 2 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 樋口 種次郎 栃木 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 3 第４師団歩兵第３７連隊 １卒 仲　徳太郎 和歌山 遼陽方面 ○ ○ S27 新規

37 12 3 第７師団工兵第７大隊 予軍曹 中島 宣太郎 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･5

37 12 3 第７師団工兵第７大隊 予軍曹 森田 亀次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 養子　札幌

37 12 3 第７師団工兵第７大隊 予上兵 安藤 音三郎 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 3 第７師団工兵第７大隊 予上兵 松島 佐八 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 3 第７師団工兵第７大隊 上兵 金子 林蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 3 第７師団工兵第７大隊 上兵 久保田 子之吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 3 第７師団工兵第７大隊 １卒 榎本 竹次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 朽木 亥作 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 吉井　齊 北海道 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○ 既存 母　札幌

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 吉原 原吉 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･12･5

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 荒井 繁太郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 大房 延生作 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 岡本 丑五郎 栃木 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 齊籐 信次郎 栃木 旅順第３回（赤坂山） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 白石 友太郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 高橋 勘助 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 戸谷 眞名司 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 内藤 弥助 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 野尻 捨吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 野村 要司 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 宮坂 清志 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 宮本 角之助 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 吉澤 重太郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 保坂 竹次 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 特曹 鍋倉 一夫 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○
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37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 少尉 吉田 郡治 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･12･2

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 大野田 唯雄 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 佐々木 太三郎 岩手 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 岩手で合祀 38･12･3

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 永島 孝三郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 宮入 文治郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 大畠 吾作 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 齊籐 房五郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･12･2

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 野口 弥市郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 原田 又蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 古川 平吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 38･3･7

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 細谷 徳太 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 松野 竜次郎 長野 旅順第３回 （203高地）

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 丸山 宗一 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 若杉 鶴松 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 廣井 　周 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 飯野 留吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 江部 太三郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 西條 銀治 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 島野 保作 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 藤井 義治 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 宮下 古光 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 山崎 辨作 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 依田 宇市 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ 長野で合祀

37 12 3 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 小林 仁助 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 38･1･12　仁吉　

37 12 3 第７師団歩兵第２６連隊 少尉 中澤 源兵衛 滋賀 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 滋賀で合祀

37 12 3 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 中島 宣太郎 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○

37 12 3 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 益子 芳三郎 栃木 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 3 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 山川 半治郎 栃木 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 工兵7大隊

37 12 4 軍艦　橋立 １曹 中島 宗一 北海道 岩見沢 対旅順艦隊戦 ○ ○

37 12 4 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 野澤 獅太郎 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 4 第７師団歩兵第２６連隊 予中尉 神山 次郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･7

37 12 4 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 櫻井 安蔵 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○
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37 12 4 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 中村 昇平 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 4 第７師団歩兵第２７連隊 少佐 眞崎 友吉 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 4 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 神尾 一郎 栃木 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 4 輜重卒 井坂 文之助 ○

37 12 4 輜重卒 辻本 金三郎 ○

37 12 4 伍長 加藤 重平 ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 予軍曹 菅野 嘉三 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･10･5

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 予上兵 岩井澤 金三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 長男  稚内

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 伍長 鎌田 梅一 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 伍長 諏訪 源五郎 北海道 滝川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 軍曹 大高 猪三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 上兵 大坂 要太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 上兵 高坂 兼蔵 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 上兵 坂本 籐三郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 上兵 塩田 忠雄 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 上兵 中山 宅蔵 北海道 栗山 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 上兵 萩原 六郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 上兵 濱口 初太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 上兵 匹田 春俊 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 上兵 和田 奥次郎 北海道 滝川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 １卒 菊地 対蔵 北海道 函館 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団工兵第７大隊 １卒 中村 順太郎 北海道 岩見沢 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 井澤 源一 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 大工原 直助 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 梁瀬 八十次 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 乙部 　保 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 金澤 與三郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 木曽 儀一 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 鈴木 寅蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 巣瀬 吉之助 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 園田 文四郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 田口 平次郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○
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37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 藤田 関太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 既存 養子  美瑛町

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 村田 音吉 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 榎本 菊蔵 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 佐藤 又二 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 安藤 孝次郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 石井 三之助 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 石川 治兵衛 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 伊藤 徳太郎 北海道 美唄 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 海道 鹿蔵 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 漆﨑 熊次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 大橋 佐久治 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 岡部 常次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 岡森 忠平 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 沖　京次郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 既存 子　札幌

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 小倉 清吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 金子 金治 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 河村 七三郎 北海道 当別 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 高橋 寅吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 武田 伊之吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 田中 幸太郞 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 谷藤 石五郎 岩手 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 土田 治作 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 直井 米二郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 野崎 直治 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 半澤 喜久治 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 引木 松太郎 岩手 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 松永 春吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 丸山 未太郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 末太郎

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 山田 籐四郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 横澤 十代治 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予２卒 佐藤 繁蔵 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 相京 久右衛門 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 市村 信作 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 山越 眞次郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 大川 松造 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 中佐 平賀 生三郎 島根 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 中尉 小澤 要齋 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 中尉 基太村 彦二 鹿児島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○ 鹿児島で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 少佐 久保 忠恒 愛媛 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 愛媛で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 少尉 柳井 品五郎 大分 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 大分で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 少尉 山田 昌男 青森 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 青森で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 石塚 國造 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 岩岡 文一郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 金井 　傳 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 佐藤 竹次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 杉田 亀七 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 西澤 作次 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 福井 弥一郎 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 福澤 誠治 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 岩楯 安五郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 阿部 常吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 石井 元吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･12･3

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 梅澤 信治 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 太田 捨次郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 大橋 米八 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 加勢 健次 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 加藤 政治 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 加藤 要吉 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小沼 軍次郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小林 良作 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 近藤 義男 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 佐々木 直太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 鈴木 久吉 岩手 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 鈴木 初太郎 北海道 八雲 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○
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37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 外山 夘一 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 卯一 既存 母　札幌

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 高橋 三蔵 岩手 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 田熊 善蔵 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･12･5

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 武田 長次 群馬 旅順第３回（爾霊山） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 竹原 栄治 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 玉木 長次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 千葉 慶三郎 宮城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 東條 森作 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 桃井 秀蔵 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 山田 三平 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 吉原 正義 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 長野で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 後軍曹 神原 角右衛門 北海道 深川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 小林 伊與吉 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 小林 栄次郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 関口 佐太郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 辻井 仁佐 北海道 深川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 塙　力松 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 原田 米吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 番匠 留吉 北海道 深川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 宮本 清五郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 山口 岩蔵 北海道 野幌 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 八城 武治郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 芦田 健治郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 池田 友太郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 尾池 宝一郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 大久保 安右衛門 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 岡部 兵馬 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 加藤 男馬寿 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 加藤 銀次郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 河本 文蔵 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 菊池 兵三郎 岩手 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 岩手で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 桑原 和太郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○
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37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小堺 孫治郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小島 半三郎 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･12･18

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小須田 菊太郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･12･3

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小林 扞衛 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 坂口 辰蔵 埼玉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 櫻井 明太郎 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ 長野で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 佐藤 午太郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 柴田 伊之助 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 関　保次郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 関口 萬吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 竹村 亀四郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ S24 既存

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 田村 清次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 千葉 冨治郎 岩手 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 岩手で合祀 富次郎

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 土屋 利幹 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 長尾 幸吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 奈良 鶴太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 蜷川　銓三 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 灰野 鹿蔵 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 花井 喜三 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 藤本 孝造 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 舩着 八十吉 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 船着

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 星野 弥助 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 松尾 信吉 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 眞田 武千代 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 丸山 楠一 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 丸山 知治 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 溝口 未治郎 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 末治郎

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 宮尾 文平 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 山口 冨次郎 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 富次郎

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 山口 茂市 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 吉澤 好雄 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 足立 歌吉 茨城 旅順第３回（赤坂山） ○ ○
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37 12 5 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 佐藤 重松 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 山尾 伊三郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 田長 佐吉 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○ 佐市

37 12 5 第７師団歩兵第２６連隊 特曹 杉田 尚忠 石川 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･11･30 石川で合祀 第9師団

37 12 5 第７師団歩兵第２６連隊 少佐 葦名 常盤 福島 旅順第３回（野戦病院） ○

37 12 5 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 川島 伊一郎 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 田口 佐助 千葉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･11･30

37 12 5 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 堀   宇平 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 田中 米吉 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 栁澤 好実 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 柳澤

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 五十嵐 伊勢吉 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 大河原 峯松 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 峰吉

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 槻岡 善治 群馬 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 広瀬 傳治郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･1

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 中尉 吉松 正一 愛媛 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 愛媛で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 大尉 亀田 義方 福岡 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 福岡で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 粟野 治六 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 伊藤 鶴松 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 遠藤 利蔵 宮城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 眞保 精作 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 内田 徳十郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 飯田 亀吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐藤 栄太郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 塩谷 國三 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 高橋 仁蔵 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 長森 助太郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･11･30

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 吉田 元平 新潟 旅順第３回（旅順） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 中谷 栄之輔 長野 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 小松 直平 山梨 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 梶ｹ谷 政吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 中村 傳作 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 林  幸三郎 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 泉  　長七 秋田 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 秋田で合祀

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 鈴木 　登 千葉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 永田 耕一 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 八塚 徳二郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予２卒 大桐 吉次郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 青栁 寅松 新潟 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 阿部 吉左衛門 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 伊藤 健宗 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 加藤 辻五郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 久保 要次郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 高木 鶴吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 福田 長五郎 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 松田 留三郎 宮城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 三井 四郎 山梨 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 本橋 増太郎 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 江田 安吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 佐藤 　清 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 菊池 金次郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 福島 徳次郎 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 三嘴 鴻三 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 石塚 豊吉 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 石山 石一郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 岩本 子之助 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･1

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 佐藤 金三郎 神奈川 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 高山 常太郎 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 田口 鉄蔵 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 田口 波吉 神奈川 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 野口 作次郎 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 長谷川 留四郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 増子 源八 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 山崎 三代吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 落合 道頼 栃木 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○
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37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 佐藤 秀太郎 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 名城 林造 福島 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 濱中 亀吉 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 渡邊 弥吉 茨城 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 5 第７師団野砲第７連隊 軍曹 沼田 安太郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 5 上兵 眞田 圓治 ○ S24 新規

37 12 5 上兵 西山 善助 ○

37 12 5 １卒 藤　松太郎 ○

37 12 5 米田 関太郎 ○ 新規 美瑛町

37 12 6 海軍陸戦重砲隊 上曹 天田 庄蔵 北海道 水師営砲台 ○ ○

37 12 6 第７師団工兵第７大隊 伍長 木崎 福太郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 谷本 孝一 鳥取 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 鳥取で合祀

37 12 6 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 山口 長三郎 岩手 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○ 岩手で合祀

37 12 6 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 植草 　清 東京 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 須藤 平次郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２６連隊 後軍曹 野呂 幸作 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 須永 伊勢松 群馬 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 37･12･6

37 12 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 堂前 仁太郎 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 既存 長男　旭川市

37 12 6 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 佐々木 清右衛門 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 服部 清吉 北海道 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 添田 太吉 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 根本 太治郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 岩梨 安五郎 千葉 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 力丸 新太郎 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 小林 昌次 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 高橋 傳吉 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 髙橋

37 12 6 第７師団歩兵第２８連隊 大尉 中原 千代造 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･5

37 12 6 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 江尻 運平 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 佐藤 虎松 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 大串 辨次郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 6 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 加藤 文平 東京 韓国青島沖 ○ ○

37 12 7 第７師団工兵第７大隊 予上兵 泉本 豊三郎 北海道 旅順要塞（高丁山） ○ ○ 37･12･5
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37 12 7 第７師団工兵第７大隊 上兵 宮内 萬吉 茨城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 佐々木 儀右衛門 北海道 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 椎木 岩彦 北海道 琴似 野戦病院 ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 堆木 岩彦 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 清水 邦雄 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 新井 泰助 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 日向 多門太 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 小泉 金介 茨城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 木村 信吉 青森 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 義吉

37 12 7 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 牛木 作五郎 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 高柳 伊三郎 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 茂木 杢次郎 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 木村 義信 青森 旅順第３回（野戦病院） ○ 青森で合祀

37 12 7 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 齋藤 亀吉 千葉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 中江 盛男 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 7 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 鈴木 徳之助 秋田 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 秋田で合祀

37 12 8 第７師団工兵第７大隊 上兵 木綿谷 力蔵 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 8 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 水口 金治 北海道 函館 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 8 第７師団歩兵第２５連隊 特曹 中津原 由太郎 北海道 函館 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 8 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 井澤 弥忠治 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○ 37･12･18

37 12 8 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 新井 源一郎 長野 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ 38･3･8

37 12 8 第７師団歩兵第２６連隊 大尉　 田口 億治 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 8 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 木村 錂吉 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 38･12･28

37 12 8 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 田村 嘉籐次 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 38･12･8

37 12 8 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 石渡 寅之助 千葉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 8 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 冨田 巳之丞 茨城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 8 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 福田 安吉 栃木 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 9 第７師団工兵第７大隊 上兵 岡本 軌一 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 9 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 岩井 末吉 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 9 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 渾川 忠治 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 38･12･8

37 12 9 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 相澤 常五郎 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ 埼玉で合祀

37 12 9 第７師団歩兵第２８連隊 大尉　 大窪 英美 石川 旅順第３回（野戦病院） ○ ○
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37 12 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 福永 音五郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 中村 留次郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 留二郎

37 12 11 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 松岡 参衛 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 11 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 照山 了観 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○ 少尉　S28　 既存

37 12 12 第７師団架橋縦列隊 予軽輜 宮下 世都喜 山梨 旅順要塞（夏家屯） ○ ○ 37･12･29

37 12 12 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 大坪 高治郎 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 12 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 伊藤 重太郎 東京 旅順要塞（旅順） ○ ○

37 12 12 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 粕谷 峰蔵 新潟 旅順要塞（旅順） ○ ○

37 12 12 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 宮岡 亀吉 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 12 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 酒井 文蔵 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 12 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 五味 米次 山梨 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･11･30

37 12 12 第７師団野砲第７連隊 １卒 高倉 豊次郎 北海道 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

37 12 13 軍艦  高砂 １水 石井 梅蔵 北海道 対旅順艦隊戦 ○ ○

37 12 13 第４師団補助輸卒隊 １卒 前田 要治郎 滋賀 兵站後方（野戦病院） ○ ○ 新規 義父　名寄 滋賀で合祀

37 12 13 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 小杉 吉蔵 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 13 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 中村 乙吉 長野 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 12 13 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 渡邊 孫次郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○ 37･12･12

37 12 13 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 黒田 重蔵　 埼玉 旅順第３回（小倉予病院） ○ ○

37 12 13 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 長嶋 秀松 千葉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･15

37 12 13 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 原田 房太郎 神奈川 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 14 第７師団弾薬大隊 予砲輜 畠山 鶴助 北海道 旅順要塞（二〇三高地） ○ ○

37 12 14 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 岩岡 末吉 茨城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 14 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 大澤 市太郎 埼玉 旅順第３回（病院船） ○ ○ 37･11･14

37 12 14 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 金木 保太郎 千葉 旅順要塞（旅順） ○ ○

37 12 14 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 須藤 馬太郎 群馬 旅順要塞（旅順） ○ ○

37 12 14 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 志村 金二郎 山梨 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 14 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 養老 吉五郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 14 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 小倉 卯三郎 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･5 埼玉で合祀

37 12 15 軍艦　吾妻 ３水 奥野 吉太郎 北海道 警備（横須賀軍港艦内） ○ ○

37 12 15 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 山崎 竹太郎 神奈川 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 15 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 松本 栄吉 北海道 函館 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 15 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 北田 丑五郎 東京 旅順第３回（病院船） ○ ○
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37 12 15 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 間室 勝蔵 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 15 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 伊藤 卯之太郎 千葉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 15 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 大島 松太郎 埼玉 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･10

37 12 16 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 西澤 音八 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 16 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 落合 喜一郎 栃木 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 16 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 佐柄 半六 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 17 第７師団工兵第７大隊 予上兵 三井 吉太夫 北海道 旅順要塞（高丁山） ○ ○ 37･12･5　吉太郎　

37 12 17 第７師団工兵第７大隊 伍長 佐々木 長松 北海道 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 17 第７師団工兵第７大隊 上兵 中谷 金松 北海道 栗山 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 17 第７師団工兵第７大隊 １卒 草野 義信 福島 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 打越 正雄 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 後藤 孫太郎 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 冨岡 菊太郎 東京 旅順要塞（唐傘山） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 片見 佐七 栃木 旅順要塞（高丁山） ○ ○ 37･12･1

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 高橋 高次郎 新潟 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 江川 福太郎 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 岡村 太吉 北海道 函館 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 山名 徳蔵 福島 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 大尉　 渡邊 平太郎 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 中田 永一 茨城 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 小澤 傳三 東京 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 黒崎 牛之助 栃木 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 篠﨑 弥一郎 栃木 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 常松 富太郎 福島 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 由利 周吉 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･5

37 12 17 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 野田 重吉 北海道 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 18 第１１師団工兵第１１大隊 補１卒 田中 徳三郎 香川 琴似 旅順陸海合同（東鶏冠山） ○

37 12 18 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 小川 五郎左衛門 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 18 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 下田 兵左衛門 埼玉 旅順要塞（二〇三高地） ○ ○ ○

37 12 18 第７師団歩兵第２５連隊 後曹長 奥村 芝三郎 北海道 深川 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 18 第７師団歩兵第２７連隊 少佐 小林 武人 千葉 旅順第３回（広島予病院） ○ ○ 37･12･9

37 12 18 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 芳賀 孫助 秋田 旅順要塞（高丁山） ○ ○ 秋田で合祀
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37 12 18 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 北見 恒三郎 新潟 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 18 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 久保田 吉左衛門 長野 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 18 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 瀧島 由五郎 東京 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 18 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 小池 甚之丈 新潟 旅順要塞（傘山） ○ ○

37 12 18 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 北村 五作 東京 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 18 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 清水 源助 茨城 旅順要塞（高丁山） ○ ○ 37･12･17

37 12 18 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 早川 留次郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 18 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 吉岡 喜重郎 東京 旅順要塞（高丁山） ○ ○

37 12 19 第７師団工兵第７大隊 伍長 原 甚三郎 北海道 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○

37 12 19 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 小泉 桂作 長野 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 19 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 安部 休作 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 20 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 熊谷 養次郎 岩手 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○ 岩手で合祀 38･12･20

37 12 20 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 森井 忠蔵 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 20 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 金子 留五郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･30

37 12 20 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 秋田 　守 北海道 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ 37･12･22

37 12 20 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 高橋 久吉 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 21 第７師団工兵第７大隊 上兵 宮本 幸治 北海道 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○

37 12 21 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 山内 善海 長野 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 21 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 八重樫 豊吉 岩手 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○ 岩手で合祀 37･12･22

37 12 22 第７師団工兵第７大隊 ２卒 内海 米吉 茨城 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 22 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 高橋 熊蔵 北海道 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 22 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 今野 栄之助 宮城 旅順要塞（二〇三高地） ○ ○ ○ 37･12･25

37 12 22 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 水上 籐吉 新潟 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 22 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 但野 清五郎 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 22 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 中島 喜平 神奈川 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

37 12 22 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 山田 鬼子松 栃木 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 38･12･22

37 12 22 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 石崎 重右ｴ門 茨城 旅順第３回（野戦病院） ○

37 12 22 第９師団歩兵第３５連隊 １卒 西尾 次郎助 富山 永山 旅順要塞（盤龍山） ○

37 12 23 第７師団工兵第７大隊 予上兵 齋藤 勇吉 北海道 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○

37 12 23 第７師団工兵第７大隊 後上兵 島本 粂吉 北海道 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 柴竹 吉四郎 北海道 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 和田 常次 新潟 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○
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37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 飯島 忠太郎 茨城 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 岩持 春兵衛 岩手 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○ 治兵衛 岩手で合祀 岩持 治兵衛

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 大平 多三郎 新潟 旅順第３回 ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 小島 桂次 神奈川 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 鈴木 銀治 茨城 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 西山 喜助 神奈川 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 深野 留七 神奈川 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 村田 與七郎 岩手 旅順要塞（太陽溝北砲台） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 特曹 稲留 飛鳥 北海道 野幌（真鷹） 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 富井 源太郎 新潟 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 岩松 熊次郎 東京 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 鈴木 角次 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 高森 伊作 東京 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 名古屋 喜代松 埼玉 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 松本 治郎作 長野 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 室賀 芳次 長野 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 甲斐 杢右ｴ門 北海道 深川 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小原 兼一郎 長野 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 北村 五一 北海道 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 齋藤 岩雄 北海道 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 菅井 幸内 宮城 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 高山 専蔵 北海道 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 豊岡 政治 新潟 旅順要塞（後揚樹溝） ○ ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 山本 大平治 群馬 旅順要塞（旅順） ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 井上 銀次郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 23 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 山口 要作 新潟 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

37 12 24 第７師団騎兵第７連隊 １卒 秋元 邦造 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 24 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 大貫 彦市郎 埼玉 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 24 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 横澤 義一 長野 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 24 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 鈴木 市郎 栃木 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 24 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 田島 市太郎 栃木 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 24 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 小川 武四郎 千葉 旅順要塞（旅順） ○ ○ 37･11･30
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37 12 24 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 葛西 佐市 新潟 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

37 12 24 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 前橋 利平 栃木 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 24 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 高橋 長次郎 福島 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 25 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 齋藤 常右ｴ門 長野 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 25 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 小川 春吉 千葉 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ 37･12･6

37 12 25 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 齋藤 與源次 長野 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

37 12 25 第７師団野砲第７連隊 上兵 関根 兼作 福島 旅順要塞（羊頭窪露家） ○ ○

37 12 26 第７師団歩兵第２５連隊 予特曹 吉野 市之助 北海道 旅順要塞（旅順） ○ ○ ○ 37･11･26

37 12 26 第７師団歩兵第２５連隊 大尉 西林 彦一 山口 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 26 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 荒井 助太郎 東京 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 26 第７師団歩兵第２７連隊 後２卒 進藤 岩蔵 北海道 旅順要塞（盤龍山） ○ ○ 37･11･30

37 12 27 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 元谷 立之助 北海道 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 27 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 三石 邦治 長野 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 27 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 粟井 仁太郎 北海道 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

37 12 27 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 増山 庄吉 東京 旅順第３回（病院船 幸運丸） ○ ○

37 12 28 第７師団工兵第７大隊 予軍曹 福田 栄五郎 北海道 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

37 12 28 第７師団工兵第７大隊 予上兵 阿部 栄太郎 北海道 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

37 12 28 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 小島 常三郎 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 28 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 高松 高次郎 北海道 旅順第３回（大阪予病院） ○ ○

37 12 28 第９師団歩兵第３６連隊 中尉 武久 （敷）郎 北海道 旅順要塞（二隆山） ○

37 12 28 第９師団歩兵第３６連隊 上兵 田中 啓蔵 福井 旅順陸海共同作戦 ○ ○ S24 新規

37 12 29 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 小野塚 喜作 新潟 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

37 12 29 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 伊坂 銀次郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○ 37･12･9

37 12 29 第７師団歩兵第２８連隊 少尉 和田 健吉 香川 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ 香川で合祀

37 12 29 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 杉山 周吉 栃木 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ 周作　37･12･25

37 12 30 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 今井 忠平 千葉 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

37 12 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 長岡 鶴吉 埼玉 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

37 12 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 羽村 辰五郎 東京 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

37 12 30 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 駒﨑 常治郎 千葉 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

37 12 30 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 中村 友吉 埼玉 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

37 12 30 １卒 山下 徳二 ○

37 12 31 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 小川 信彦 北海道 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○
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37 12 31 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 下遠野 　一 福島 旅順要塞（渡邊山） ○ ○ 37･12･30

37 12 31 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 諸橋 友蔵 北海道 旅順要塞（渡邊山） ○ ○

37 12 31 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 蓮沼 市太郎 福島 旅順要塞（渡邊山） ○ ○

37 12 31 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 松本 與三郎 北海道 稚内 旅順第３回（二〇三高地） ○ ○ 新規 母　稚内

37 12 31 第７師団野砲第７連隊 上兵 吉田 仲蔵 神奈川 旅順要塞（後三羊頭砲兵陣地） ○ ○

37 12 31 軍曹 安倍 運寿 ○

37 小野 弥吉 ○ S24 新規

38 1 1 第７師団工兵第７大隊 上兵 村川 喜代蔵 北海道 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 鳥羽 　均 長野 旅順要塞（後三羊頭） ○ ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 岡田 仙三郎 埼玉 旅順第３回（広島予病院） ○ ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 宮田 周蔵 東京 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 十倉 穀美 北海道 旅順要塞（後三羊頭） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 宮　栄吉 栃木 旅順要塞（後三羊頭） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 上津 栄蔵 北海道 旅順要塞（二〇三高地） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 東倉 銀蔵 東京 旅順要塞（二〇三高地） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 横須賀 留吉 茨城 旅順要塞（二〇三高地） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 井口 賢作 新潟 旅順要塞（旅順） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 小林 秀吉 群馬 旅順要塞（旅順） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 長尾 常次郎 北海道 松前 旅順要塞（後三羊頭） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 吉川 喜十 埼玉 旅順要塞（後三羊頭） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 内海 斧太郎 東京 旅順要塞（旅順） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 鈴木 為治郎 神奈川 旅順要塞（二〇三高地） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 山本 菊三郎 千葉 旅順要塞（二〇三高地） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 川端 喜太郎 北海道 函館（亀太郎） 旅順要塞（後三羊頭） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 佐々木 林助 秋田 旅順要塞（二〇三高地） ○ ○ 秋田で合祀

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 鈴木 久吉 北海道 函館 旅順要塞（二〇三高地） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 高橋 永三郎 東京 旅順要塞（旅順） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 岡崎 清次郎 群馬 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

38 1 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 永野 豊太郎 神奈川 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

38 1 2 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 小泉 浅五郎 東京 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ ○

38 1 2 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 阿部 勇吉 北海道 松前 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 2 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 椿　寮亮 千葉 旅順要塞（旅順） ○ ○
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38 1 2 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 小久保 品吉 埼玉 旅順要塞（旅順） ○ ○

38 1 2 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 福田 又右衛門 神奈川 旅順要塞（広島予病院） ○ ○

38 1 2 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 喜田川 代助 群馬 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 2 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小坂 幸次郎 東京 旅順要塞（旅順） ○ ○

38 1 2 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 町田 千太郎 群馬 旅順要塞（旅順） ○ ○

38 1 2 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 本﨑 明太郎 東京 旅順要塞（旅順） ○ ○

38 1 3 第７師団架橋縦列隊 輜重卒 菅谷　萬次郎 千葉 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 3 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 工藤 仁作 北海道 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 3 第７師団歩兵第２６連隊 補上兵 庄司 利三郎 北海道 永山 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 3 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 長野 春吉 千葉 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 3 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 熊谷 外弥 北海道 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 3 日本赤十字社 看護人長 三輪 梅作 北海道 兵站（大安平兵站病院） ○ ○ S29 既存

38 1 4 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 塚本 萬次郎 千葉 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 4 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 川名 徳次郎 千葉 旅順要塞（野戦病院） ○ ○ 徳治郎

38 1 4 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 大野 定一郎 茨城 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

38 1 4 １卒 中川 平三郎 ○

38 1 5 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 島津 久吉 宮城 旅順要塞（広島予病院） ○ ○ ○

38 1 5 第７師団野砲第７連隊 予輜重 高尾 助市 北海道 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

38 1 6 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 狩野 源十郎 群馬 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 7 第７師団第１野戦病院 補輜輸 川合 圓次郎 北海道 松前（圓太郎） 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

38 1 7 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 加藤 捨治郎 宮城 旅順第３回（東京予病院） ○ ○

38 1 7 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 小宮 甚五郎 東京 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

38 1 8 代用馬卒 西門　寅蔵 ○

38 1 10 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 渡邊 籐太郎 北海道 旅順第３回（広島予病院） ○ ○ ○

38 1 11 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 仲川 三郎 新潟 旅順第３回（大阪予病院） ○ ○

38 1 12 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 星  清十郎 新潟 旅順第３回（広島予病院） ○ ○ ○

38 1 12 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 猪又 好蔵 新潟 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

38 1 13 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 宮川 六三郎 千葉 奉天会戦（広島予病院） ○ ○ 38･1･22

38 1 14 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 桑田 一二郎 千葉 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

38 1 17 ＜松前町史＞ 上兵 太田 米作 松前 ○ S27 新規

38 1 18 第７師団輜重第７大隊 騎１卒 渡邊 勘吉 栃木 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 19 日本赤十字社第１００救護隊 看護婦 一柳 ツカ 北海道 内地（広島予病院） ○ ○
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38 1 20 第７師団後備歩兵第２５連隊 軍曹 武者 熊五郎 群馬 旭川予病院 ○ ○

38 1 20 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 金森 幸三郎 北海道 東旭川 北進過程（兵站病院） ○ ○ 既存 養女　東旭川

38 1 20 少尉 江口 宮治 愛別 ○ S26 新規 愛別　鎌倉へ

38 1 22 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 元島 熊吉 神奈川 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

38 1 24 第７師団架橋縦列隊 輜上兵 佐々木 辰之助 北海道 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 1 24 第７師団歩兵第２６連隊 輜輸 阿部 岩松 青森 旅順第３回（広島予病院） ○ ○ 青森で合祀

38 1 24 輜重卒 樋渡　正七 ○

38 1 24 ２卒 東海林　新吾 ○

38 1 26 後備歩兵第２連隊 上兵 齋藤 吉五郎 千葉 沙河会戦 ○ ○ 新規 妻　風連 千葉で合祀

38 1 26 後備歩兵第８旅団後備第５連隊 上兵 佐藤 宗雅 山形 奈井江 沙河会戦 ○ 山形で合祀

38 1 26 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 八巻 慶三郎 福島 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 1 26 第８師団歩兵第３１連隊 予１卒 瀧澤 清次郎 北海道 沙河会戦 ○ ○

38 1 26 第８師団歩兵第３１連隊 特曹 畠山 竹次郎 北海道 沙河会戦 ○ ○

38 1 26 第８師団歩兵第３１連隊 上兵 相坂 富太郎 北海道 沙河会戦 ○ ○

38 1 26 第８師団歩兵第３１連隊 上兵 目時 孫助 北海道 沙河会戦 ○ ○

38 1 27 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 手塚 幸次 長野 旅順第３回（大阪予病院） ○ ○ ○

38 1 27 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 飯島 巳之吉 埼玉 旅順第３回（大阪予病院） ○ ○ ○

38 1 27 第８師団歩兵第１７連隊 補１卒 小野 石五郎 北海道 沙河会戦 ○ ○

38 1 27 第８師団歩兵第１７連隊 上兵 野村 謙吉 秋田 沙河会戦 ○ ○ S25 新規 秋田で合祀

38 1 27 第８師団歩兵第３１連隊 予１卒 西川 房松 北海道 沙河会戦 ○ ○

38 1 27 第８師団歩兵第５連隊 予上兵 小笠原 勘助 岩手 沙河会戦 ○ ○ S26 新規 岩手で合祀

38 1 27 第８師団歩兵第５連隊 １卒 関  隆蔵 岩手 八雲 沙河会戦 ○ 岩手で合祀

38 1 28 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 佐々木 袈裟一 長野 旅順第３回（広島予病院） ○ ○ ○

38 1 28 第８師団歩兵第１７連隊 補１卒 長谷川 政司 北海道 沙河会戦 ○ ○

38 1 28 第８師団歩兵第１７連隊 代馬卒 三浦 政吉 北海道 沙河会戦 ○ ○

38 1 28 第８師団歩兵第１７連隊 上兵 熊井 兵治 秋田 沙河会戦 ○ ○ S 新規 父　稚内 秋田で合祀

38 1 28 第８師団歩兵第３２連隊 補１卒 栗田 與平治 山形 沙河会戦 ○ ○ S 新規 山形で合祀

38 1 30 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 石田 平治 千葉 旅順第３回（広島予病院） ○ ○

38 1 31 第７師団野戦兵器廠 傭大工 林　栄太郎 富山 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 1 31 大村 多一 ○ S42 新規

38 2 4 第７師団輜重第７大隊 騎特曹 佐久間 春雄 兵庫 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 2 5 第７師団衛生隊 予１卒 栗山 保司 神奈川 北進過程（兵站病院） ○ ○
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38 2 5 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 柴草 寅治 長野 旅順第３回（広島予病院） ○ ○ ○

38 2 5 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 村山 春吉 北海道 北進過程（兵站病院） ○ ○ S28 既存

38 2 6 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 杉原 三吉 北海道 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 2 6 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 市原 善右衛門 北海道 旅順要塞（大阪予病院） ○ ○

38 2 10 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 水谷 仙市 長野 旅順要塞（野戦病院） ○ ○

38 2 10 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 蔵並 清右ｴ門 神奈川 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 2 12 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 篠　松太郎 東京 旅順第３回（大阪予病院） ○ ○

38 2 13 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 井上 智詮 新潟 旅順第３回（大阪予病院） ○ ○ ○

38 2 14 日本赤十字社第１００救護隊 看護婦 堀　　セイ 北海道 内地（広島予病院） ○ ○ S26　セイ子 既存

38 2 15 仮装巡洋艦香港丸 ４水 澤口 貞喜 北海道 千島方面の警戒 ○ ○

38 2 15 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 栁下 與平 埼玉 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 2 16 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 大川原 栁三郎 埼玉 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 2 18 輜重卒 横内 多平 ○

38 2 19 ＜奈井江町史＞ 遠藤 万一 奈井江 仙台予病院

38 2 20 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 高橋 養治郎 宮城 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 2 22 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 逸見 清治 福島 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 2 22 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 大吉 留吉 北海道 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 2 24 第１１師団歩兵第４３連隊 補１卒 郡　喜代次 徳島 奉天前哨戦 ○ ○ S24 新規 徳島で合祀

38 2 24 第７師団歩兵第２８連隊 後輜輸 片田 作次郎 北海道 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 2 27 第７師団騎兵第７連隊 上兵 佐久間 清十郎 宮城 奉天前哨戦（双樹屯） ○ ○

38 2 28 第７師団騎兵第７連隊 上兵 大桃 讓三 新潟 奉天前哨戦（阿司牛） ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 山口 福太郎 東京 奉天前哨戦（後阿牛付近） ○ ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 佐川 作太郎 北海道 奉天前哨戦（後阿牛付近） ○ ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 太田 梅知 新潟 奉天前哨戦（後阿牛付近） ○ ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 並木 弥一郎 埼玉 奉天前哨戦（大黄旗） ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 木下 宇八 北海道 北進過程（兵站病院） ○ ○ 既存 長女　当麻

38 2 28 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 佐島 與三郎 群馬 奉天前哨戦（大黄旗） ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 相澤 喜之助 神奈川 奉天前哨戦（大黄旗） ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 野口 政蔵 東京 奉天前哨戦（大黄旗） ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 笹木 平吉 福島 奉天前哨戦（大黄旗） ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 橋本 権右ｴ門 東京 奉天前哨戦（大黄旗） ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 梶野 若松 北海道 野幌 奉天前哨戦（大黄旗） ○ ○
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38 2 28 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 友田 良吉 北海道 奉天前哨戦（大黄旗） ○ ○

38 2 28 第７師団歩兵第２８連隊 三看長 須釜 幸一 福島 奉天前哨戦（大黄旗） ○ ○

38 2 28 梶野 一郎 ○ S53 新規

38 3 1 第７師団歩兵第２８連隊 後騎軍曹 前　丈太郎 北海道 奉天前哨戦（古家子） ○ ○ 新規 妻　札幌

38 3 1 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 芝田 時太郎 北海道 野幌 奉天前哨戦（古家子） ○ ○ 新規 弟　富良野

38 3 1 上兵 土原　喜松 ○ 新規 弟　東神楽

38 3 2 後備歩兵第１１旅団後備第２２連隊 伍長 村尾   茂 愛媛 奉天会戦 ○ ○ S24 新規 愛媛で合祀

38 3 2 第７師団騎兵第７連隊 特曹 井熊 幸四郎 山形 奉天会戦（達子堡） ○ ○ 山形で合祀

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 羽吹 甚作 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 既存 甥　札幌

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 酒井 信太郎 埼玉 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 中村 保鷹 北海道 琴似 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 三浦 幸蔵 茨城 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 吉田 喜代治 北海道 滝川＜栗山＞ 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○ 既存 妻　滝川

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補輜輸 小倉 伊作 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 平野 繁太郎 東京 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 山北 邦太郎 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 七戸 金作 北海道 奉天会戦（雅姐岡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 片岡 忠一郎 栃木 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 榊　　芳蔵 宮城 奉天会戦（雅姐岡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 鈴木 政次郎 千葉 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 田口 源吉 東京 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○ 38･3･3

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 西川原 福太郎 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○ 既存 子　札幌

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 濱田 善吉　 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 林  胤之助 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 緑川 久之助 福島 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 輜輸 高橋 竹治 岩手 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○ 岩手で合祀 38･8･2

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 阿部 善吉 新潟 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 久保 養次郎 埼玉 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 佐藤 瀧五郎 新潟 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○ 龍五郎

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 市川 八郎 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 舛澤 権蔵 岩手 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○ 岩手で合祀

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 高野 竹次郎 東京 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○
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38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 山崎 平次郎 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 後曹長 上田 嘉市 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 井上 亀蔵 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 山崎 勝太郎 北海道 深川 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 谷口 栄吉 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 村尾 喜久男 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○ 38･1･1

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 岡部 泰五郎 新潟 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 塩入 金治郎 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 曽根原 政人 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 中林 作麻 新潟 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 松尾 才一 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 三上 剣吉 青森 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 青森で合祀

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 村上 　稔 北海道 琴似 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○ 既存 母　札幌

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 山崎 次郎松 新潟 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 山本 常吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 湯浅 常吉 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 吉田 徳治郎 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 2 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 坂口 徳太郎 北海道 奉天会戦（沙嶺堡） ○ ○

38 3 2 第７師団野砲第７連隊 砲輸 沼田 仁市郎 北海道 北進過程（兵站病院） ○

38 3 2 第８師団歩兵第５連隊 １卒 佐藤 政蔵 岩手 奉天会戦 ○ ○ S26 新規 岩手で合祀

38 3 3 近衛師団歩兵第１連隊 上兵 田鎖 忠七 北海道 奉天前哨戦 ○

38 3 3 近衛師団歩兵第３連隊 １卒 小川 浅次郎 東京 美唄 奉天会戦 ○

38 3 3 第２師団歩兵第２９連隊 予曹長 増子 高之助 福島 上川 奉天前哨戦 ○ ○ S24 新規 福島で合祀

38 3 3 第７師団騎兵第７連隊 上兵 浪岡 與三郎 秋田 奉天会戦（沙嶺堡） ○ ○ 秋田で合祀

38 3 3 第７師団工兵第７大隊 補１卒 影谷 利市 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 高久 留吉 栃木 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 澤田 権次郎 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 砂川 喜三八 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 眞田 栄治 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 福原  末次郎 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 松井 栄蔵 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○ 既存 妻　札幌

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 舘野 先治 栃木 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○
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38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 増田 浅吉 東京 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○ 38･3･2

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 六車 金太郎 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 山下 角一 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 島宗 正治 新潟 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 牛山 金内 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 大森 美代吉 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 小林 耕吉 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 矢作 　格 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 寺島 茂保 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 板垣 與太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 吉田 駒太郎 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 ２看長 等々力 十三二 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 宮本 湧三九 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 久保田 吉太郎 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 坂井 常吉 新潟 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 西川 末太郎 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 関口 吉造 栃木 奉天会戦（沙嶺堡） ○ ○ 吉蔵

38 3 3 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 野口 枩之助 茨城 奉天会戦（沙嶺堡） ○ ○ 松之助

38 3 3 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 渡邊 久一郎 栃木 奉天前哨戦（野戦病院） ○ ○

38 3 3 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 唐神 由太郎 北海道 奉天会戦（沙嶺堡） ○ ○

38 3 3 第７師団野砲第７連隊 予軍曹 西村 竹蔵 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ 既存 妻　札幌

38 3 3 第７師団野砲第７連隊 中尉 柳澤 吉太郎 長野 奉天会戦（達子堡） ○ ○

38 3 3 第７師団野砲第７連隊 軍曹 原田 郁平 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○

38 3 3 第７師団野砲第７連隊 上兵 岩野 寿栄吉 徳島 奉天会戦（達子堡） ○ ○ 徳島で合祀

38 3 3 第７師団野砲第７連隊 上兵 榎本 國蔵 神奈川 奉天会戦（達子堡） ○ ○

38 3 3 第７師団野砲第７連隊 上兵 黒田 善兵衛 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○

38 3 3 第７師団野砲第７連隊 上兵 住谷 金藏 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○

38 3 3 第７師団野砲第７連隊 上兵 高松 幸七 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○

38 3 3 第７師団野砲第７連隊 上兵 長岡 初太郎 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○

38 3 3 第７師団野砲第７連隊 １卒 桂田 正之助 北海道 奉天会戦（達子堡） ○ ○ 既存 兄　札幌

38 3 3 第９師団歩兵第３６連隊 上兵 今井 小右衛門 岐阜 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ S30 新規 妻　上富良野 岐阜で合祀 38･3･30

38 3 4 近衛師団騎兵連隊 予上兵 原田 玄吉 北海道 奉天前哨戦 ○
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38 3 4 近衛師団騎兵連隊 特曹 山本 幸助 北海道 奉天前哨戦 ○

38 3 4 近衛師団歩兵第４連隊 上兵 内田 義家 北海道 奉天前哨戦 ○

38 3 4 第７師団衛生隊 ３医正 清水 鋼吉 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 上田 兼次 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 長野で合祀

38 3 4 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 大瀧 五郎吉 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 笠原 利忠 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 鈴木 貞助 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 遠藤 新助 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 田村 外次郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 最上 徳三郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 佐野 角蔵 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 小池 精一郎 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 森　源右衛門 埼玉 奉天会戦（徳勝営子） ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 予少尉 笠谷 與七 北海道 函館 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･6

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 高根 亮輔 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 中村 俊頴 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 相原 昇作 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 出川 豊吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 八木 嘉市 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 補上兵 水澤 徳太郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 伊藤 祐之助 北海道 奉天会戦 ○ ○ 祐之輔

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 堤 要平 山梨 奉天会戦 ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 長谷川 松治 新潟 奉天会戦 ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 平島 佐四郎 山梨 奉天会戦 ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 村松 重吉 山梨 奉天会戦 ○ ○ 38･3･8

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 山本 謙蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○ 謙三 既存 稚内

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 川久保 芳平 山梨 奉天会戦 ○ ○ 38･3･4

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 吉澤 教蔵 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 野田 昌繁 北海道 滝川 奉天会戦 ○ ○ 既存 母　札幌

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 畑　虎吉 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 後曹長 細田 正三 北海道 奉天会戦 ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 中林 儀左ｴ門 北海道 剣淵 奉天会戦 ○ ○ 儀左衛門 既存 妻　剣淵
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38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 森脇 長三郎 北海道 滝川 奉天会戦 ○ ○ 既存 長男　滝川

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 阿部 正六郎 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○ 正太郎 新規 東旭川

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 加登川 民蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 小山 〆八郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 妻　札幌

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 田中 弘作 北海道 奉天会戦 ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 松崎 亀六 北海道 剣淵 奉天会戦 ○ ○ 既存 母　剣淵

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 渡邊 久治 北海道 奉天会戦 ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 金子 彦一郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 吉田 弥五郎 福島 奉天会戦 ○

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 尾根 善作 群馬 奉天会戦 ○ ○ 38･3･5

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 片柳 兼次 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 桐木 次九郎 北海道 奉天会戦 ○

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 三和 重蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 行木 治三郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 寺尾 愛三郎 北海道 士別 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 岩崎 仙太郎 神奈川 奉天会戦 ○

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 山村 清八 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 菅野 長右衛門 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 田中 栄太郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 松岡 佐市 秋田 奉天会戦 ○ ○ 秋田で合祀

38 3 4 第７師団野砲第７連隊 伍長 倉部 豊吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 4 第７師団野砲第７連隊 １卒 田村 由五郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ S24 既存

38 3 4 第７師団野砲第７連隊 １卒 中村 豊作 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ S38 既存

38 3 5 第５師団歩兵第１１連隊 上兵 山根 精八 広島 奉天会戦 ○ ○ 新規 子　美瑛町 広島で合祀

38 3 5 第７師団歩兵第２５連隊 後輜輸 広瀬 仁太 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 藤澤 葮一 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 予曹長 飛田 永吉 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 予曹長 丸山 嘉忠次 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 予曹長 村松 　正 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 工藤 茂鏡 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 野口 松治郎 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 山田 常松 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○
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38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 予２医 齋藤 豊平 静岡 奉天会戦 ○ ○ 静岡で合祀

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 岡田 芳蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 福島 文太 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 香取 勇治郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 冨田 多平 群馬 奉天会戦 ○ ○ 富田

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 伊藤 與作 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○ 既存 長男　札幌

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 平松 八郎 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 湯浅 善吉 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 清　　正雄 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 後藤 與吉 北海道 奉天会戦 ○ ○ 38･3･8

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 松原 福太郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 福島 祐太郎 群馬 奉天会戦 ○

38 3 5 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 大槻 四三郎 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 和田 弥作 福島 奉天会戦 ○ ○ 弥作

38 3 5 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 松永 惣作 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２７連隊 後少尉 新田 彦三郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 5 第７師団歩兵第２８連隊 予中尉 村岸 次郎 北海道 野幌（五郎） 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 5 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 藤森 傳一郎 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ 長野で合祀

38 3 5 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 池田 初太郎 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 吉澤 弥作 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 高嵜 林吉 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 5 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 大西 利藤太 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○ 既存 長男　東旭川

38 3 5 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 三輪 門太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 5 第７師団野戦病院 補輜輸 佐々木 初太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 38･3･15

38 3 5 第８師団歩兵第１７連隊 上兵 原田 栄次郎 北海道 奉天前哨戦 ○

38 3 5 第８師団歩兵第３３連隊 上兵 阿部 新次郎 北海道 奉天前哨戦 ○

38 3 5 第９師団歩兵第３５連隊 ２卒 原田 菊蔵 富山 奉天会戦 ○ ○ S 新規 富山で合祀

38 3 6 ＜函館市史＞ 上兵 富成 富太郎

38 3 6 後備歩兵第１旅団後備第１連隊 後１卒 小川 幾太郎 東京 旅順第２回(二〇三高地) ○ ○ 37･9･22 新規 子　札幌

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予大尉 小原澤 謙吉 東京 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予曹長 吉原 祐松 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予少尉 東　繁夫 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○
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38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 岡嵜 松太郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 高岡 荘治郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 妻　札幌

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 中村 重太郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 横山 仁作 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 富田 平作 群馬 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 飯塚 五郎 東京 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 井口 貞一 長野 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 生駒 駒二郎 長野 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 後藤 善十郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 近藤 季一 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 下平 銀作 長野 奉天会戦 ○ ○ 長野で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 島田 治郎吉 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 豊田 長太郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 本間 林蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 山田 五作 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 大友 清治 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 熊倉 唯之助 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 倉田 文四郎 栃木 奉天会戦 ○ ○ ○ 38･3･6

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 近藤 金治郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 近藤 幸次郎 北海道 岩見沢 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 佐藤 庄作 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 関口 武平次 群馬 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 古海 左五郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 宮西 民次 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 山崎 平太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 山本 宗四郎 東京 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 和田 本一 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 少佐 鈴木 重行 福島 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 秋葉 金藏 埼玉 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 大口 茂市 長野 奉天会戦 ○ ○ ○ 長野で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 須藤 茂一郎 群馬 奉天会戦 ○ ○ ○ 38･3･7

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 堀内 巳之助 長野 奉天会戦 ○ ○ ○
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38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 宮崎 此吉 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○ 既存 兄　札幌

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 山田 一太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後曹長 本田 善太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 小島 廣吉 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 38･3･8

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 志田 彦蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 篠原 　繁 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後軍曹 相浦 茂志太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後軍曹 松森 栄太郎 東京 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 石田 周一 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 泉田 久太郎 宮城 奉天会戦 ○ ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 高野 幾太郎 北海道 深川 奉天会戦 ○ ○ ○ 市史  茂太郎

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 坪井 丈之助 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 長門 仙一郎 長野 奉天会戦 ○ ○ ○ 長野で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 東  作太郎 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 植原 照蔵 北海道 深川 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 今井 栄蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○ 既存 妻　札幌

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 奥山 作太郎 東京 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 小玉 多三郎 新潟 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 嶋村 徳太郎 東京 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 菅原 岩太 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 山田 信治 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 阿部 米太郎 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 長野で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 大賀瀬 梅吉 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小宮 豊五郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 田中 長重 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 坪　五郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 村山 作太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２６連隊 後２卒 中路 為蔵 北海道 滝川 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 6 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 吉川 宗吉 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予中尉 小久保 延吉 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予曹長 常麻 啓重 神奈川 奉天会戦 ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予曹長 当麻 啓重 神奈川 奉天会戦 ○ ○
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38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予少尉 飯田 恪郎 静岡 奉天会戦 ○ ○ 静岡で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 戸谷 豊治 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 沼田 権左衛門 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 山口 万太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 38･3･7

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 佐藤 直次郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 佐藤 隆太郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 石川 辰蔵 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 伊能 平八 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 井上 寅吉 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 内林 小三郎 群馬 奉天会戦 ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 小澤 清作 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 尾澤 治三郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 加瀬 徳次郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 小沢 清作 埼玉 奉天会戦 ○ 埼玉で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 小林 営八 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 小宮 忠蔵 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 酒井 鶴吉 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 白川 茂平 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 高橋 豊蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 高橋 平次郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 多田 常吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 埼玉で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 長滝 清吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 長瀧

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 長谷川 昇次郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 花島 平吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 福田 仙太郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 藤村 源治郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 源次郎

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 町田 音三郎 群馬 奉天会戦 ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 松崎 主馬五郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 丸　徳三郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 諸井 惣治郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 若林 林之助 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 高野  鶴 埼玉 奉天会戦 ○ ○
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38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 三橋 作蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補上兵 上田 盛作 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補上兵 澤本 直平 北海道 奉天会戦 ○ ○ 37･12･3

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補上兵 竹内 覚平 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 五十嵐 芳蔵 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 板垣 敬松 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 伊藤 新平 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 打木 庄五郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 小川 籐助 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 埼玉で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 小澤 國蔵 北海道 岩見沢 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 加藤 直吉 神奈川 奉天会戦 ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 神藤 仲次郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 木村 吉助 福島 奉天会戦 ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 木村 茂兵衛 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 熊倉 忠六 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 埼玉で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 小島 富作 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 齋藤 新助 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 柴田 三吉 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 新谷 作太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 鈴木 金七 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 高田 金四郎 北海道 奉天会戦 ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 高田 増太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 橘田 永宗 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 田中 錺吉 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 豊田 喜之七 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 中村 一太郎 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 中村 滝二 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 西邨 辰次郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 松川 周作 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 山下 新之丞 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 横山 紋十郎 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 渡邊 金作 北海道 奉天会戦 ○ ○
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38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 中尉 鏡味 岩次郎 愛知 奉天会戦 ○ ○ 愛知で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 少尉 白川 駒太郎 香川 奉天会戦 ○ ○ 香川で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 青木 亀次郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 阿部 留松 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 大友 良記 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 加藤 勇造 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 茅野 竜作 山梨 奉天会戦 ○ ○ 龍平

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 川野 梅之助 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 埼玉で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 木村 隆治 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 佐々木 徹三 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 須貝 幸右ｴ門 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 立谷 清得 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 長谷川 丹宮 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 八巻 平左ｴ門 福島 奉天会戦 ○ ○ 平右衛門

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 樋口 徳次郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 宮本 増吉 北海道 美唄（増哉） 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 横溝 林蔵 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 和田 禮蔵 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 荒川 吉之助 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 阿部 市太郎 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 飯田 万吉 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 今村 龍傳 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 岩佐 徳治 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 岩崎 槇之丞 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 大熊 米治郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 小田切 林蔵 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 加賀 為太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 亀山 由蔵 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 木村 源左ｴ門 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 源左衛門 埼玉で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐竹 栄治 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐藤 吉之助 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐藤 廣見 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○
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38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 清水 廣吉 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 清水 與三郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 武田 多馬吉 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 冨成 冨太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 富成

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 中田 喜八郎 北海道 栗山 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 橋本 勝太郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 長谷川 多五郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 羽田 忠八 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 福石 春吉 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 藤田 辻松 北海道 深川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 藤原 松治郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 増田 喜七 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 村田 代太郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 埼玉で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 森田 嘉平次 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 森田 安太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 吉澤 誠一郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 椛澤 藤松 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 金谷 久太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 村上 安平 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後軍曹 武田 弥作 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後軍曹 橋本 眞冨 北海道 奉天会戦 ○ ○ 眞富

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 青井 幸七 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 新井 斧吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 埼玉で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 有賀 放太郎 長野 奉天会戦 ○ ○ 長野で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 生島 喜代太 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○ 既存 妻　東旭川

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 井坂 近蔵 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 石田 梅蔵 長野 奉天会戦 ○ ○ 長野で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 臼窪 愛太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 38･12･6

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 梅津 寛一 長野 奉天会戦 ○ 長野で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 大河原 弥太郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 大櫛 忠介 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 大橋 弥三吉 北海道 奉天会戦 ○ ○
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38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 梶本 勘助 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 蟹江 柳平 北海道 上川＜永山＞ 奉天会戦 ○ ○ 新規 母　上川

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 神山 艶吉 北海道 剣淵 奉天会戦 ○ ○ 既存 子　名寄

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 鴨頭 喜平 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 桑原 甚五郎 北海道 野幌 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 小山 文吉 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 佐々木 種千代 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 島田 今平 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 高橋 與七 北海道 士別 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 田宮 喜一 北海道 深川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 林  菊次郎 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○ 既存 二男　東旭川

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 藤野 喜重郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 牧野 伊三郎 北海道 美唄＜奈井江＞ 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 宮崎 和三郎 長野 奉天会戦 ○ ○ 長野で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 山川 幸治 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 阿部 武夫 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 高田 玉吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 竹山 盛貞 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 野田 寅吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 福田 幸三郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 ３看長 佐藤 京輔 山形 奉天会戦 ○ ○ 山形で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 尾形 政一 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 鯨井 福三郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 埼玉で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 櫻井 周太郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 清水 文蔵 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 田島 新太郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 藤田 徳七 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 吉田 了作 山形 奉天会戦 ○ ○ 山形で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 金山 仁次郎 北海道 由仁 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 紙透 政次郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 河西 盛太郎 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 功力 忠吉 山梨 奉天会戦 ○ ○

214



年 月 日

戦後の合
祀

戦後合祀遺族
道外護国神社へ

の合祀
道外神社での記

載

戦没日
戦闘域

道護国神
社への合

祀者

札幌護国
神社、合

祀者

靖国神社
への合祀

者

北海道護国神社
『合祀名簿』の記載

所属部隊 階級 氏名 出身地 住居地

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 齋藤 豊作 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 杉浦 為次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 高木 市次郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 野田 久雄 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 野村 茂太 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 向井 秋太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 望月 政重 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊 １医 山崎 内蔵助 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 予曹長 山中 宇一 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 相澤 正志 宮城 奉天会戦 ○ ○ 宮城で合祀

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 児玉 廣蔵 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○ 兒玉 既存 兄　当麻

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 輜輸 渡邊 栄次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 三瓶 夘吉 福島 奉天会戦 ○ ○ 卯吉

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 高久 末松 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 後曹長 小川 郁三郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 後軍曹 藤田 代吉 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 奥山 與七 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 田淵 佐太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 中城 覚次 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 山岸 春十郎 北海道 剣淵 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 市川 次郎吉 神奈川 奉天会戦 ○

38 3 6 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 小川 順吉 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○ 38･4･6 既存

38 3 6 第７師団野砲第７連隊 大尉 菅谷 頼二郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第７師団野砲第７連隊 １卒 木村 末治 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 6 第８師団歩兵第３１連隊 大尉 渡邊 良雄 北海道 奉天前哨戦 ○

38 3 6 第７師団歩兵第２７連隊＜永山町史＞ １卒 後藤田 太郎 永山

38 3 6 １卒 木下 末吉 ○

38 3 7 ＜和寒町史＞ 上兵 坂下 千秋 和寒

38 3 7 第３師団歩兵第３３連隊 上兵 加藤 金兵衛 三重 奉天会戦 ○ ○ S61  新規 三重で合祀

38 3 7 第７師団衛生隊 予曹長 奥澤 豊三 栃木 奉天会戦 ○ ○ 豊蔵

38 3 7 第７師団衛生隊 予上兵 中村 仙太郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 尾上 善作 群馬 奉天会戦 ○ ○
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38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 大島 籐四郎 茨城 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 高橋 専次郎 岩手 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 岩手で合祀

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 永島 喜代之丞 栃木 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 秋葉 清次 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 秋澤

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 石井 里松 東京 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 鈴木 与兵衛 東京 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 関根 籐五郎 栃木 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 野村 太四郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 小口 和十郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 清野 要太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 富山 芳輝 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 井上 鈴吉 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 岩田 與次郎 東京 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 中村 嘉太郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 27連隊

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 丸山 音吉 長野 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 茂木 富助 群馬 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 吉澤 喜波 長野 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 對馬 六蔵 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 青木 三吉 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 大須賀 梅実 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○ 梅実

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 槇松 権太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 松本 鶴蔵 埼玉 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 諏訪 嘉三郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 田中 徳太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 内田 留吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 佐々木 五助 岩手 奉天会戦 ○ ○ ○ 岩手で合祀

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 須田 尚吉 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 二川 福次郎 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 予中尉 小貫 信栄 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 補上兵 保坂 福松 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 海野 祐道 新潟 奉天会戦 ○ ○ 38･3･6

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 長倉 利七 群馬 奉天会戦 ○ ○
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38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 大谷 茂吉 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 高橋 平蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 新島 専一郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･5

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 後伍長 大谷 房市 北海道 剣淵 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 小笠原 吉太郎 北海道 滝川 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 加藤 矢之助 北海道 岩見沢 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 旭　　吉蔵 北海道 礼文 奉天会戦 ○ ○ 新規 長男　礼文

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 鈴木 進治 北海道 音更（新治） 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 秋山 源蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 伊藤 籐太郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 二上 福次郎 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２７連隊 大尉 猪野 久六 宮城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･6 宮城で合祀

38 3 7 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 田中 栄吉 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 赤木 菊次郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 櫛谷 熊治 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 源元 伊蔵 富山 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 吉村 重雄 茨城 奉天会戦 ○ ○ 38･3･9

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 垣内 仙次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 片山 孝二郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 菊地 勝三郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 山中 梅吉 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 後軍曹 高城 早彦 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 三瓶 清合 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 井上 彦之介 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 7 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 熊谷 益太郎 秋田 奉天会戦 ○ ○ 秋田で合祀

38 3 7 第８師団歩兵第３１連隊 伍長 古田  剛 秋田 八雲 奉天会戦 ○ 秋田で合祀

38 3 7 第８師団歩兵第３２連隊 上兵 門間 小太郎 山形 奉天会戦 ○ ○ S24 新規 山形で合祀

38 3 7 第９師団歩兵第３６連隊 補１卒 出戸 鶴吉 北海道 奉天会戦 ○

38 3 7 第９師団歩兵第３６連隊 １卒 城戸 久吉 福井 奉天会戦 ○ ○ S25 新規 福井で合祀

38 3 7 第３師団歩兵第６連隊＜函館市史＞ 上兵 大場 光雄 北海道 函館 奉天会戦

38 3 7 伍長 太田 三郎 ○ S26 新規

38 3 8 後備歩兵第１１旅団後備第５７連隊 補１卒 良本 栄松 石川 ○ ○ 新規 長男　稚内 石川で合祀 後備15旅後歩57
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38 3 8 後備歩兵第１５旅団後備第５４連隊 後上兵 中村 庄三郎 富山 岩見澤 奉天会戦 ○ ○ 富山で合祀 後備第５７連隊

38 3 8 後備歩兵第１５旅団後備第５７連隊 予伍長 神治 與三治郎 富山 奉天会戦 ○ ○ S42 新規 富山で合祀 與三次郎

38 3 8 後備歩兵第１５旅団後備第５７連隊 上兵 大橋 與四郎 富山 奉天会戦 ○ ○ S42 新規 富山で合祀

38 3 8 第２師団歩兵第４連隊 上兵 松本 末吉 福島 第２軍　奉天付近 ○ ○

38 3 8 第７師団騎兵第７連隊 上兵 塚越 卯市 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 予少佐 伊藤 善治 宮城 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 岩下 弥文次 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 弥文治

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 中村 啓治 新潟 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 上田 與市 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 椚瀬 梅吉 栃木 奉天会戦 ○ ○ ○ 梅治

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 黒石 安蔵 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 大細 森衛 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○ 太細

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 五代 五平 群馬 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 関　徳三郎 栃木 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 高平 佐太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 中島 政吉 茨城 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 水島 耕蔵 栃木 奉天会戦 ○ ○ ○ 水嶋

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 関原 春元 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 染谷 春蔵 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 三澤 八百蔵 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小山 眞道 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 櫻井 文平 新潟 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 佐藤 與七 宮城 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 渋澤 京三 群馬 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 矢野 丑蔵 埼玉 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 長澤 源之助 北海道 東旭川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 井上 繁治 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 高田 源次郎 新潟 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 辻　　豊蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 中村 義側 埼玉 奉天会戦 ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 松井 勇三 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 和田 要三郎 東京 奉天会戦 ○ ○ ○
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38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 予少尉 田中 賀一郎 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 金森 永蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 黒澤 與吉 山梨 奉天会戦 ○ ○ 與重

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補上兵 井上 清三郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補上兵 勝海 金藏 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 佐久間 喜作 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 伊部 米蔵 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 椎名 常三郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 実川 恵之助 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 島田 喜三郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 鈴木 石五郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 高山 直太郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 土佐 巳之助 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 藤城 音次郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 堀越 信次 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 山口 寿作 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 山田 與作 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 渡邊 源蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 笈川 総次郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 大尉 坂本 貞義 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 秋山 幸三郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 飯島 仁太郎 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･5

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 大木 與三郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 小野 平吉 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 木村 修敬 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 澁田 末太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 滝口 重蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 中台 良助 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 原島 卯吉 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 畔蒜 喜三郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 森田 森蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 岡田 松蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○
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38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 香取 巳之助 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 川村 勇吉 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 北田 與三郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 山本 籐太郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後伍長 山岸 乙松 北海道 美唄＜奈井江＞ 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後軍曹 岩戸 弥助 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後軍曹 土屋 甚吉 北海道 剣淵 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後軍曹 土井 孫太郎 北海道 深川 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 相澤 儀三郎 北海道 滝川 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 伊藤 熊平 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 因　　籐之助 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 工藤 亀太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 佐賀 平太郎 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 高橋 巳之助 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 徳田 甚太郎 北海道 野幌 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 長井 徳次郎 愛知 奉天会戦 ○ ○ 愛知で合祀

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 西   喜一 北海道 滝川 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 檜内 幸次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 福家 　傳 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 宮島 清吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 内ｹ島 今朝太郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 嘉野 十松 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 千葉 三蔵 北海道 八雲 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 保坂 寅之助 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 村田 熊吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 石井 亀蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 石塚 歌吉 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 加藤 請蔵 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 栗原 太平次 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 黒澤 由蔵 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 小畠 清蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 小林 惣蔵 群馬 奉天会戦 ○ ○
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38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 清水 幾太郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 堰口 萬三郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 中村 勘太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 横瀬 　范 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 谷端 清蔵 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 松村 小三郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 三浦 　寛 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 予曹長 坂本 清市 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 補輜輸 端野 儀太郎 北海道 函館 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 市村 文治 北海道 奉天会戦 ○ ○ 新規 長男　下川

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 熊谷 艱治 宮城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 鈴木 浅治郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 深澤 正勝 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 藤巻 長平 山梨 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 堺　市森 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 鈴木 　靖 山梨 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 出口 豊吉 神奈川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 後曹長 三橋 　薫 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○ 既存 東旭川

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 加藤 駒吉 北海道 深川 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 加藤 寅之助 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 妻　音威子府

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 後藤 正孝 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 武川 義金 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 小島 辰五郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 橋本 傳三郎 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 荻原 源蔵 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 山本 金次郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 稲本 増蔵 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 鈴木 長作 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 8 第７師団野砲第７連隊 少佐 星加 喜三 愛媛 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 愛媛で合祀

38 3 8 第９師団歩兵第３５連隊 軍曹 大桑 竹松 石川 奉天会戦 ○ ○ S32 新規 石川で合祀

38 3 8 繪内 幸次郎 ○ ○ 新規 妻　札幌

38 3 9 ＜岩見沢市史＞ ２卒 梅田 太善三 岩見澤

221



年 月 日

戦後の合
祀

戦後合祀遺族
道外護国神社へ

の合祀
道外神社での記

載

戦没日
戦闘域

道護国神
社への合

祀者

札幌護国
神社、合

祀者

靖国神社
への合祀

者

北海道護国神社
『合祀名簿』の記載

所属部隊 階級 氏名 出身地 住居地

38 3 9 ＜東旭川町史＞ 輜重卒 小林 太四郎 東旭川 奉天会戦

38 3 9 後備歩兵第１旅団後備第１６連隊 軍曹 渋川 酉七郎 宮城 奉天会戦 ○ ○ S 新規 兄　旭川市

38 3 9 第５師団歩兵第４２連隊 上兵 林  徳三郎 北海道 滝川 奉天前哨戦 ○

38 3 9 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 三浦 東治 宮城 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 3 9 第７師団司令部 通訳 内田 英治 福岡 奉天会戦 ○ ○ 福岡で合祀

38 3 9 第７師団司令部 大尉 齋藤 善次郎 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 三田 政蔵 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 伊藤 久吉 宮城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 37･12･9

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 小濱 渚 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 高橋 梅吉 岩手 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 岩手で合祀 38･2･9

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 宮田 仁三郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 大谷 竹三郎 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 小田切 文治郎 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 長野で合祀

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 土屋 文太郎 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 長野で合祀

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 石神 友三郎 北海道 当別 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 既存 子　東鷹栖

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 後藤 安次 北海道 剣淵 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 新井 熊蔵 埼玉 韓国北部侵攻 ○ ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 関戸 菊次郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 藤田 籐治郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小木曽根 弥太郎 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 予曹長 加藤 文治 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 齋藤 喜太郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 少尉 小瀧　新 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 輜伍長 津辻 清一 北海道 奉天会戦 ○ ○ 津村

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 山内 光次郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 丸山 義憲 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 後伍長 中田 　実 北海道 奉天会戦 ○ ○ S28 既存 母　富良野

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 新谷 留之助 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 碇 長八郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 小田野 清吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 鎌田 安次郎 千葉 奉天会戦 ○ ○ 38･3･10

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 河原 錠右ｴ門 北海道 八雲 奉天会戦（野戦病院） ○ ○
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38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 佐藤 定次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 豊田 新太郎 千葉 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 椛澤 勝五郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 石川 安延 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 須永 直次郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 高橋 直吉 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 毛利 與三次郎 北海道 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 一瀬 重太郎 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 石井 栄二 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 内海 常治 宮城 奉天会戦 ○ 宮城で合祀

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 落合 熊吉 新潟 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 小山 浅太郎 神奈川 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 少佐 八田 重安 石川 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 五百川 辰次郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 青山  登 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 雨宮 佳造 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 齋藤 清弥 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 小林 政市 茨城 奉天会戦 ○ ○ 政平

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 鳥山 安之助 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 渡邊 養四郎 宮城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 穐本 傳吉 神奈川 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後曹長 高橋 清次郎 北海道 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 大泉 豊治 北海道 永山（豊次） 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 鎌倉 栄次 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 長男　東旭川

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 倉田 春三郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 末松 勇之丞 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 高松 里平 長野 奉天会戦 ○ 長野で合祀

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 竹田 豊吉 北海道 東旭川 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 前田 利平治 北海道 剣淵 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 大西 定吉 北海道 士別 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 尾崎 平次 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 姪　当麻　平治

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 佐々木  勇 北海道 永山 奉天会戦 ○
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38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 岩本 竹次郎 神奈川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 小塩 倉之助 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 島村 賢治 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 中島 　栄 宮城 奉天会戦 ○ 宮城で合祀

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 名澤 慎三郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 古屋 好房 新潟 奉天会戦 ○ ○ 古尾

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 本杉 常蔵 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･6

38 3 9 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 武者 幸之助 新潟 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予曹長 高実子 勇三郎 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 荒野 吉五郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 工藤 関宗 青森 奉天会戦 ○ ○ 青森で合祀

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 山口 倉五郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 中路 朋次郎 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 江森 清輔 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 須賀 了信 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 田中 純道 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 村上 千代吉 青森 奉天会戦 ○ ○ 青森で合祀

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 村上 留吉 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 横塚 恵蔵 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予２卒 阿部 淺治 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 新井 留吉 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 鈴木 春吉 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 鈴木 和一 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 外山 清弥 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 林  平太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 森　幸之助 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補上兵 鈴木 三治 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 安藤 籐之介 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 石井 兵吾 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 今井 周作 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 菊地 庄五郎 栃木 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 北嶌 福次郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○
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38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 小松 森一 福島 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 佐藤 左重 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 下町 仁太郎 北海道 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 杉澤 嘉三郎 茨城 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 谷野 和三郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 野呂 二作 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 芳賀 金四郎 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 茂木 邦太郎 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 山岸 佐平次 茨城 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 山崎 五郎兵ｴ 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 横濱 由太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 渡邊 小平太 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 二瓶 清吉 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 井上 彦太郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 岩野 熊次郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 岩間 大吉 北海道 池田 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 川上 朝照 福島 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 武田 栄四郎 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 吉川 喜三郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 特曹 楢原 傳蔵 鹿児島 奉天会戦 ○ ○ 鹿児島で合祀 西之表（沖縄）

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 中尉 中原 虎三郎 山口 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 大尉 菊地 初郎 岩手 奉天会戦 ○ ○ 岩手で合祀

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 少尉 内田 助太郎 福岡 奉天会戦 ○ ○ 福岡で合祀

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 生江 忠二 福島 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 中本 増吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 平岡 善太郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 増山 浅吉 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 今井 幸一郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 蝦澤 喜久雄 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 大島 夘之助 栃木 奉天会戦 ○ ○ 卯之助

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 河西 　健 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 小瀬 菊太郎 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○
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38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 佐々木 又作 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 東鷹栖

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 野口 冨右ｴ門 茨城 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 平井 栄一 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 藤沼 彦兵衛 茨城 奉天会戦 ○ ○ 38･3･6

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 増淵 兼吉 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 水村 作左衛門 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 皆川 平次 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 森  豊三郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 矢内 浅次郎 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後曹長 櫻井 柳次郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後伍長 深澤 英作 北海道 滝川 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後伍長 村  喜久男 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後伍長 和田 勝治 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 立野 傳吉 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 野村 澄親 北海道 野幌 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 堀内 謙治 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 松澤 峯三郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 吉原 勘吾 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ S29 既存

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 秋葉 栄次 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 村田 恵之助 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 猪川 勉之助 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 長男　東旭川

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 大木 保麿 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 大西 春次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ S29 既存

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 金野 萬次郎 北海道 士別 奉天会戦 ○ ○ 既存 三男　江丹別

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 都筑 敏雄 北海道 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 豊田 勝蔵 北海道 滝川＜永山＞ 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 土師 徳太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 林　仲次 北海道 奉天会戦 ○ ○ 忠次 既存 婿 東旭川

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 藤澤 蘇一郎 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 由布 虎蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 飯村 辰之助 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 大内 勇太郎 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○
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38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 大木 籐三郎 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 清宮 峯吉 栃木 奉天会戦 ○ ○ 峰吉

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 小島 由蔵 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 佐藤 仁八 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 鈴木 文弥 栃木 奉天会戦 ○ ○ 38･3･10

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 住谷 長之助 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 高杉  茂 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 谷口 熊吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 塚田 庄右衛門 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 堀江 長次郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 宮崎 金藏 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 吉崎 啓作 茨城 奉天会戦 ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 吉野 米次郎 富山 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 秋葉 弥治郎 茨城 奉天会戦 ○ ○ 弥次郎

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 紺野 幸一郎 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 小柗 富造 東京 奉天会戦 ○ ○ 小松

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 初見 長三郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 那須 民治郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 生魚 玄喜 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 9 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 本間 重太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ S24 既存

38 3 9 第７師団野砲第７連隊 上兵 藤原 富太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 9 ２卒 末藤　啓作 ○

38 3 9 １卒 鈴木 栄四郎 ○

38 3 10 第７師団騎兵第７連隊 伍長 高野 知治 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団工兵第７大隊 １卒 佐藤 譽之助 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 高瀬 清次郎 北海道 中富良野 奉天会戦 ○ ○ ○ 既存 叔父　中富良野

38 3 10 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 福地 徳松 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２５連隊 後軍曹 竹内 重敬 北海道 剣淵 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２５連隊 後軍曹 山岡 半衛 北海道 永山（平兵衛） 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 徳光 力蔵 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 吉田 勘蔵 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予曹長 猪股 金次 北海道 奉天会戦 ○ ○
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38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予曹長 大野 直之助 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予曹長 山口 竹治郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予少尉 高澤 治一郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 上野知 和太郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 佐々木 與三松 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 高橋 籐一郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 井上 常次 北海道 八雲 奉天会戦 ○ ○ 常太

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 今井 仙太郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 北見 五作 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 北村 栄治郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 小暮 兼吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 酒井 寅吉 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 中村 佐六郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 福戸 禎吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補輜輸 松本 磯左 北海道 栗山（磯吉） 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補上兵 倉部 源作 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補上兵 冨永 寅蔵 新潟 奉天会戦 ○ ○ 富永

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 池口 春吉 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 池永 角助 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 河崎 和一 北海道 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 木村 吉松 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 熊谷 金藏 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 熊澤 昌一 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 熊野 孫造 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○ 孫蔵

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 鴻野 仲次郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 櫻井 太郎吉 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 千枝  浩 宮城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 竹原 松太郎 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 谷口 清次郎 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 塚田 佐一郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 中野 徳太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 徳太郎

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 西村 佐吾兵ｴ 北海道 奉天会戦 ○ ○ 佐吾兵衛
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38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 藤田 小太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 細淵 三代吉 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 萬田 三太 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 石原 恒四郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 高島 梅太郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 中田 重政 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 西ｹ谷 政久 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 反町 寅吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 村岡 芳吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 茂田 登代作 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 山谷 六郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 六助

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 横尾 勇四郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 特曹 岸本 源治 岡山 奉天会戦 ○ ○ 岡山で合祀 38･11･3

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 中佐 静田 一郎 山形 奉天会戦 ○ ○ 山形で合祀

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 大尉 矢田 量平 三重 奉天会戦 ○ ○ 三重で合祀

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 田谷 辰之助 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 少尉 柳田 清太郎 富山 奉天会戦 ○ 栁田

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 相川 新吉 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 伊藤 栄吉 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 河島 助次郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 栗原 佐平 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 齋藤 大治郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 宮本 文一 群馬 奉天会戦 ○ ○ 宮木

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 渡邊 辨吉 埼玉 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 石川 龍蔵 千葉 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 大野 千三郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 新井 宇三郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 石坂 糸治郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 久保田 稲豊 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 佐藤 栄治 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 佐藤 光吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 高野 幸三郎 群馬 奉天会戦 ○ ○
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38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 竹内 和吉 青森 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 青森で合祀

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 登内 春吉 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 中村 宇平 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 登内 春吉 東京 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 比留間 小助 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 平塚 紋太郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 本田 曽一郎 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 森  鉄蔵 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 吉澤 徳次郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 吉田 光二 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後特曹 西山 長次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後曹長 大熊 小郎 北海道 剣淵 奉天会戦 ○ ○ 既存 弟　剣淵

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後曹長 村瀬 瀧次郎 北海道 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後伍長 鵜沼 理一郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 母　富良野

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後伍長 島本 歌次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後伍長 渡邊 長四郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後軍曹　 村野 瀧次郎 北海道 剣淵 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後軍曹 重田 仁作 北海道 剣淵 奉天会戦 ○ ○ 新規 母　美深

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後軍曹 山内 忠松 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 石井 丑吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 石川 岩太郎 北海道 滝川市 （吉太郎） 奉天会戦 ○ ○ 新規 妻　比布　

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 伊藤 吉五郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 上坂 恆吉 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 鹿島 傳三 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 河村 兵吉 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 小井手 熊蔵 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 齋藤 米次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 杉野 鉄三郎 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 月原 杢右衛門 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 寺尾  　翠 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 寺岡 幸吉 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○ 既存 長男　風連

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 西田 宗八 北海道 奉天会戦 ○ ○
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38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 畠山  齋 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 早津 賢次 北海道 奉天会戦 ○ ○ 賢治

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 福永 傳兵衛 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 三浦 幸四郎 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 門馬 伊太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 横山 助松 北海道 礼文 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 渡邊 市太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後２卒 渋谷 夘三郎 北海道 永山（宇三郎） 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後２卒 中川 初次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後２卒 町田 秀太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後２卒 松本 喜代助 北海道 剣淵（喜代治） 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 阿部 岩吉 北海道 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 加藤 光次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 久保 松太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 佐田 松蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 鹿内 三蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 眞野 元次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 高橋 長吉 北海道 愛別 奉天会戦 ○ ○ 既存 妻　愛別

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 流　　清蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 中出 市三郎 北海道 奈井江 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 福島 仁之助 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 正木 久吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 丸岡 繁太郎 北海道 江部乙 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 宮崎 桂次郎 長野 奉天会戦 ○ ○ 宮嶋

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 森山 新松 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 山下 増芳 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 市川 冨次郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 伊藤 喜蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 浦野 圃作 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 榎本 菊松 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 榎本 善造 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 蛯子 末太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 37･11･28
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38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 大井 三治 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 岡部 清三郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 川原 市次 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 小泉 茂三郎 埼玉 奉天会戦 ○ 埼玉で合祀

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 腰塚 福松 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 佐藤 仁吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 高橋 孫一 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 田中 平三 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 田村 市太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 鶴岡 重蔵 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 出牛 勇助 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 長尾 鍋太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 中島 鐐平 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 登丸 傳之助 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 長谷川 松之助 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 原田 利平 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 平塚 運三郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 古島 助次郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 茂木 清作 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 森川 政治 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 吉澤 露吉 東京 奉天会戦 ○ ○ 靏吉

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 吉野 勇次郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 和田 信三 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 渡部 末吉 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 石井 元治郎 千葉 奉天会戦 ○ ○ 元次郎

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 榎本 喜三 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 長壁 粂太郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 山下 亀吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 若梅 重郎 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 渡邊 宗吉 千葉 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予曹長 清塚 龍太朗 群馬 奉天会戦 ○ ○ 清塚

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 井上 喜助 埼玉 奉天会戦 ○ ○
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38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 木村 小市 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 倉田 定之助 茨城 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 瀬田 辰五郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 瀬間 安五郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 染野 籐吉 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 高橋 逢五郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 東間 一郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 三崎 四郎次 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 本澤 平次郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 吉田 籐太郎 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補上兵 小池 福治 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 飯野 豊治郎 山梨 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 加藤 栄三郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 38･3･8

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 小出 籐吉 新潟 奉天会戦 ○ ○ 藤吉

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 鈴木 民七 新潟 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 石垣 平八 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 石塚 （逓）次郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 岩崎 粂次郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 小泉 昌晴 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 高橋 金次郎 埼玉 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 永井 與三 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 妻　富良野

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 林  勝造 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 吉澤 弥三郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 渡邊 定助 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 少佐 吉岡 銀一郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 少尉 伊藤  晃 千葉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 少尉 江本 由太郎 愛知 奉天会戦 ○ ○ 愛知で合祀

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 阿部 栄吉 岩手 奉天会戦 ○ ○ 37･11･29 岩手で合祀

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 後藤 信智老 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 齋木 豊三郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 佐藤 惣太郎 宮城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 深澤 百太郎 山梨 奉天会戦 ○ ○
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38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 砂金 昌平 宮城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 木村 長太郎 山形 奉天会戦 ○ ○ 山形で合祀

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 齋藤 清一郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 南波 孫吉 北海道 奉天会戦 ○ ○ 新規 妻　当麻

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 山中 平吉 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後曹長 加藤 鉄蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 安部 佐代治 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 小池 籐三郎 北海道 滝川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 半籐 小十郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 三浦 保太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 飯野 英十郎 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･30

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 大畑 豊治 北海道 東旭川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 既存 東旭川

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 川村 政市 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 齋藤 傳次 北海道 岩見沢 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 清水 善吉 長野 奉天会戦 ○ ○ 38･3･9

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 田中 佐一郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 十倉 常吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 堀田 清三郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 南海 孫吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 大越 文七 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 堰八 龍三 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 立石 安右衛門 北海道 江部乙 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 中川 浅吉 北海道 東旭川 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 櫃八 龍三 北海道 奉天会戦 ○ ○  龍二 新規 妻　札幌

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 堀越 美之吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 浦島 瀧蔵 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 大高 孫吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 光山 善右衛門 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 堀内 廣吉 北海道 由仁 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 水野 儀一 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 鷲澤 常吉 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 高澤 金治郎 埼玉 奉天会戦 ○ ○ 金治郎
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38 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 渡邊 忠治 山梨 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予中尉 蓮見 良作 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予曹長 田中 小一郎 愛媛 奉天会戦 ○ ○ 愛媛で合祀

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 松下 治郎市 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 横田 愛作 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 小山 善太郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予軍曹 坂部 勝太郎 群馬 奉天会戦 ○ ○ 勝次郎

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 行川 辰五郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 佐藤 金吾 秋田 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 高橋 慮平 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予２卒 染谷 盛信 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 井上 鶴吉 埼玉 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 遠藤 城市 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 加藤 丑松 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 金子 金太郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 神山 織吉 東京 奉天会戦（大連兵站病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 河野 定吉 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 小林 森太 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 鈴木 賢蔵 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 高橋 　武 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 橘 忠次郎 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 谷田 伊次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 渡邊 健作 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 伊藤 金松 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 井上 小太郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 遠藤 音治 北海道 池田 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 茅根 権衛門 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 清実 喜一郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 田村 平右衛門 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 中澤 定吉 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 鳴嶋 房吉 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 廣谷 浅次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ S29 既存
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38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 前田 外次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 松本 徳松 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 峰岸 忠雄 群馬 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 会澤 岸次郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 菊地 民之助 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 櫻井 喜次郎 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 西名 秀松 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 大尉 若林 壮蔵 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 石川 森太郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 加藤 三之介 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 高山 勇吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 寺田 金市郎 茨城 奉天会戦 ○ ○ 38･3･9

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 永島 竹松 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 野中 泉之介 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 久永 恒由 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 海老原 仙吉 栃木 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 遠藤 留吉 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 河尻 傳吉 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 志田 又蔵 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 高橋 　林 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 高橋 鎌吉 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 平井 傳六 新潟 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 平田 岩太郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 松本 米吉 栃木 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 山越 徳之助 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 山中 初吉 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 吉澤 捨吉 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後曹長 杉浦 宇吉 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後曹長 野村 善太郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後伍長 澤井 竹次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後伍長 高橋 仁平治 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後伍長 中村 卯之吉 北海道 奉天会戦 ○ ○
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38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後軍曹 池田 與三郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後軍曹 軽部 忠助 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 金田 熊男 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 齋藤 太吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 高島 酉蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 畑野 菊太郎 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 與力 佐吉 北海道 函館 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 小島 直次郎 北海道 野幌 奉天会戦 ○ ○ 既存 妻　札幌

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 齋藤 開造 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 原野 庄五郎 北海道 剣淵 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 三宅 徳治 北海道 野幌 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 吉村 舩吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 浅利 徳三郎 北海道 士別 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 伊勢﨑 貞吉 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 大崎 菊次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 長男　多寄

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 尾形 愛吉 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 妻　東旭川

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 國本 米蔵 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 小山 道太郎 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 佐々木 政蔵 北海道 野幌 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 新　久男 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 田中 伴助 長野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 遠田 吉久 北海道 奉天会戦 ○ ○ S29 既存

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 永野 菊太郎 北海道 士別 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 野波 駒太郎 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 長谷川 平吉 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 林  親蔵 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 林　銀蔵 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 平野 武雄 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 藤田 常太郎 北海道 永山 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 細川 権吉 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○ 既存 長男　東旭川

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 向本 源次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 村上 繁次郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 妻　東旭川
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38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 矢木 又三郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 新規 妻　東旭川

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 矢本 又三郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 渡部 與市 北海道 東旭川 奉天会戦 ○ ○ 渡辺 既存 甥　東旭川

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 青木 源治 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 阿部 茂六 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 安藤 四郎介 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 石井 倍治 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 石川 辰次 茨城 奉天会戦 ○ ○ 38･3･6

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 井上 恵造 茨城 奉天会戦 ○ ○ 恵蔵

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 川越 市五郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 古嶋 與松 北海道 中富良野 奉天会戦 ○ ○ 古島

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 佐藤 小四郎 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 清水 鉄治郎 北海道 奉天会戦 ○ ○ 鉄次郎

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 鈴木 高三郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 関田 亀次郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 築茂 島吉 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 戸井 平作 北海道 奉天会戦 ○ ○ 既存 兄　東鷹栖

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 十川 伊八 北海道 中富良野 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 長澤 浦太郎 神奈川 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 根内 泉一 福島 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 増山 平一郎 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 山中 傳一郎 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 横溝 幾太郎 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 渡邊 鉄之助 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 小松 千代松 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 佐藤 喜八郎 茨城 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 杉山 源五郎 秋田 奉天会戦 ○ ○ 秋田で合祀

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 古嶋 与松 北海道 奉天会戦 ○ ○ 古島 新規 兄　中富良野

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 松本 仙吉 東京 奉天会戦 ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 三田 太之吉 東京 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 村瀬 庄太郎 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 10 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 山崎 政次郎 茨城 奉天会戦 ○ ○
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38 3 10 第９師団歩兵第３６連隊 １卒 広沢 市松 福井 美唄 奉天会戦 ○ ○ 福井で合祀

38 3 10 輜重卒 柴岡　徳蔵 ○

38 3 11 近衛師団歩兵第１連隊 上兵 西 　鹿一 北海道 奉天前哨戦（繃帯所） ○ ○ 新規 子　名寄

38 3 11 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 石川 　清 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ S29 既存

38 3 11 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 吉田 専太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 岩本 延蔵 北海道 江部乙 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 渡邊 権左ｴ門 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 玉井 銀次郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 11 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 安藤 清蔵 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 11 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 吉田 幸太郎 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 鈴木 忠五郎 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 大沼 外次郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 既存 妻  比布

38 3 11 第７師団歩兵第２８連隊 予２卒 西條 治平 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 原田 太一郎 山梨 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 信戸 幟次郎 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 星野 龍三郎 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 金澤 幸次 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 幸治

38 3 11 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 浅井 友吉 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 荒井 春吉 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 11 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 荒井 龍平 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 12 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 阿久津 源三郎 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 志賀 子之助 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 新坂 友吉 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 上原 春之助 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２６連隊 予曹長 岩島 貞次郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 石島 仁三郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 中山 万太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 西井 芳岩 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 田沢 源次 山梨 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 源治

38 3 12 第７師団歩兵第２７連隊 後特曹 里見 　虎 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 山地  敏 宮城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 浅見 友五郎 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･13
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38 3 12 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 長久保 益治 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 田代 喜助 栃木 奉天会戦 ○ ○ 嘉助

38 3 12 第７師団歩兵第２８連隊 後伍長 松井 千代太郎 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 髙橋 丈吉 北海道 奉天会戦 ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 吉原 時三郎 北海道 剣淵 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 12 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 富山 八郎 栃木 奉天会戦 ○ ○

38 3 12 第７師団野砲第７連隊 中尉 伊丹 文雄 徳島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 既存 甥　札幌 徳島で合祀

38 3 13 ＜東旭川町史＞ 上兵 古川 浅吉 東旭川

38 3 13 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 齋藤 憲一郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 小貫 安太郎 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 相澤 勝太郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２６連隊 補上兵 高橋 嘉重 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 木原 茂三郎 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 鈴木 清雄 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 松本 平兵衛 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 37・3.12

38 3 13 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 南  勝郎 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 矢口 浦吉 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２６連隊 後軍曹 上東 政重 北海道 滝川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 37・3.12

38 3 13 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 小泉 周一郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 13 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 齋藤 勝之助 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 伊藤 辰三郎 宮城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 吉田 佐吉 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 小暮 福松 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･6 埼玉で合祀

38 3 13 第７師団歩兵第２７連隊 後軍曹 大貫 定吉 神奈川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 岡田 與六 北海道 東旭川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 37･3･12　S24 既存 四男　富良野

38 3 13 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 阿部 権蔵 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･12

38 3 13 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 鈴木 鶴蔵 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 武留井 巳之太郎 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 鈴木 寅吉 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２８連隊 後曹長 酒井 又三郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 13 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 湯川 峰次郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ S27 既存

38 3 13 第７師団野砲第７連隊 後１卒 末安 喜太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･13
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38 3 14 第７師団工兵第７大隊 補２卒 酒井 源四郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 14 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 和田 半三郎 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 14 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 深澤 政蔵 山梨 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 14 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 山本 権次郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･24

38 3 14 第７師団歩兵第２７連隊 大尉 上田 千五郎 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 14 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 遠藤 籐馬 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 14 第７師団歩兵第２８連隊 少尉 稲村 嘉市 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 15 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 木村 庄次郎 北海道 北進過程（広島予病院） ○ ○ ○

38 3 15 第７師団歩兵第２５連隊 後曹長 竹田 小市 北海道 剣淵（小平） 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 15 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 大場 眞作 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 15 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 長島 幸太郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 15 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 按田 太喜三 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 15 第７師団歩兵第２８連隊 少尉 鈴木 米三郎 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 15 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 齋藤 虎雄 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 15 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 宮本 常吉 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 16 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 田中 定三郎 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 16 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 森  軍次郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 16 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 芦田 勝五郎 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 16 第７師団歩兵第２８連隊 予２卒 須江 晴三郎 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 春三郎

38 3 16 第７師団歩兵第２８連隊 軍曹 矢吹 袈裟蔵 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 16 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 松井 岩蔵 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･7･16

38 3 17 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 酒井 　章 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 17 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 丸山 房晴 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 17 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 三門 幸吉 東京 奉天前哨戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 17 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 根岸 正蔵 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 17 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 安田 清吉 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 17 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 松本 定倫 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 17 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 大門 宇太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 17 第７師団歩兵第２８連隊 中尉 中野 奘吉 佐賀 旅順第３回（広島予病院） ○ ○ 佐賀で合祀 38･3･15

38 3 17 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 近藤 勇吉 北海道 永山 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 18 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 覚張 喜八 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 18 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 須藤 芝三郎 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○
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38 3 18 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 吉本 好熊 北海道 永山 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･8

38 3 18 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 大熊 亀五郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 18 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 岩崎 久左ｴ門 栃木 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 19 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 大島 定七 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 19 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 大原 森之助 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 19 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 花田 由松 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 19 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 奥並 幸太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 20 第７師団輜重第７大隊 １卒 大谷 粂次郎 北海道 旅順第３回（大阪予病院） ○ ○

38 3 20 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 田村 夘之助 山梨 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 20 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 大塩 猪太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ 既存 弟　札幌

38 3 20 第７師団歩兵第２７連隊 予中尉 泉  吉太郎 愛知 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･6 愛知で合祀

38 3 20 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 河原 逢蔵 神奈川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 20 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 伊藤 東吉 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 20 第７師団歩兵第２８連隊 予上兵 高橋 萬吉 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 20 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 村松 巳喜蔵 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 21 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 小林 市兵衛 北海道 由仁 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○ 既存 妻　山部

38 3 21 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 園部 孫太郎 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 21 第７師団歩兵第２７連隊 後曹長 西村 建夫 北海道 東旭川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 既存 東旭川

38 3 21 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 濱本 市助 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 21 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 古川 金次郎 東京 北進過程（東京予病院） ○ ○

38 3 21 ２卒 瀧田 竹之助 ○

38 3 22 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 八木 與一郎 新潟 北進過程（東京予病院） ○ ○

38 3 22 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 小幡　　鋭 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 22 第７師団歩兵第２５連隊 後輜輸 野田 恒三郎 北海道 北進過程（東京予病院） ○ ○ ○ 38･3･25　　S29 既存

38 3 23 後備歩兵第８旅団後備第１７連隊 上兵 米森 三蔵 秋田 滝川 奉天会戦 ○ ○ 新規 長男　滝川

38 3 23 第１師団後備工兵第１中隊 予大尉 杉崎 喜十 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 23 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 ２卒 市川 常吉 群馬 旭川予病院 ○ ○ ○

38 3 23 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 高柳 甚太郎 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･8

38 3 23 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 種﨑 安太郎 北海道 鹿部 奉天会戦（野戦病院） ○

38 3 23 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 山岸 吉太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 23 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 橋本 靏太郎 福島 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 鶴太郎

38 3 24 第７師団歩兵第２６連隊 大尉 牧　信次郎 石川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･2･24
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38 3 24 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 志賀 慶助 北海道 南幌 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 24 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 福本 龍平 北海道 永山 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 24 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 小林　勇 栃木 奉天会戦（小営予病院） ○ ○

38 3 24 第８師団歩兵第５連隊 上兵 藤原 松之助 岩手 奉天会戦（遼陽兵站病院） ○ ○ 新規 父　礼文

38 3 25 第７師団工兵第７大隊 予上兵 藤村 伊八 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 25 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 中村 松太郎 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 25 第７師団歩兵第２８連隊 伍長 荒井 常蔵 茨城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 25 第７師団歩兵第２８連隊 後２卒 渡邊 林七 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 26 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 越田 藤次郎 北海道 東旭川 北進過程（旭川予病院） ○ ○

38 3 27 近衛師団輜重大隊 輜重卒 加藤 常太郎 千葉 奉天会戦 ○ ○ 千葉で合祀

38 3 27 第７師団後備歩兵第２５連隊 ２卒 平井 嘉七 北海道 深川 大阪予病院 ○ ○

38 3 27 第７師団輜重第７大隊 伍長 上野 喜三郎 北海道 満州方面 ○ ○

38 3 27 第７師団歩兵第２７連隊 特曹 坂下 修次郎 宮城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 27 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 阿部 厳太郎 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･6

38 3 28 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 鎌倉 善之助 長野 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･10 長野で合祀

38 3 28 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 渡邊 與五郎 北海道 奉天会戦（平壌野戦病院） ○ ○

38 3 28 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 宇高 八百造 北海道 東旭川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 29 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 矢作 伊之助 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 竹内 芳蔵 埼玉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 3 30 第７師団歩兵第２８連隊 後伍長 山本 鉄五郎 北海道 満州方面 ○ ○ 38･3･10

38 3 31 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 隅川 秀之助 宮城 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 3 31 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 巻淵 城治 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 4 1 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 小川 與五郎 千葉 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 4 1 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 北村 嘉十郎 神奈川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 4 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 江口 弘祐 山形 奉天会戦（大連兵站病院） ○ ○ 山形で合祀 弘祐

38 4 1 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 大塚 濱蔵 北海道 永山 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 4 2 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 川合 福太郎 北海道 旅順第３回（大阪予病院） ○ ○ ○

38 4 2 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 吉田 峰吉 群馬 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 4 3 第７師団野砲第７連隊 予１卒 二部 寅吉 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･4･4

38 4 4 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 海老澤 錦之丞 茨城 満州方面 ○ ○ ○

38 4 4 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 荒山 長作 栃木 満州方面 ○ ○ ○

38 4 4 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 安藤 文八 北海道 満州方面 ○ ○ ○
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38 4 4 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 森　庄八 神奈川 満州方面 ○ ○ ○

38 4 4 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 三浦 虎喜 福島 満州方面 ○ ○ ○

38 4 4 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 小田中 喜一郎 北海道 満州方面 ○ ○ ○

38 4 4 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 山田 譽造 長野 満州方面 ○ ○ ○

38 4 4 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 長谷川 竹蔵 北海道 江部乙 満州方面 ○ ○ ○

38 4 4 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 若松 弥三郎 北海道 満州方面 ○ ○ ○

38 4 4 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 茂木 貞吉 埼玉 満州方面（遼陽兵站病院） ○ ○

38 4 4 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 齋藤 兵蔵 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 4 5 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 松村 近次 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 4 5 第７師団歩兵第２７連隊 輜輸 田中 半三郎 新潟 旅順要塞（東京予病院） ○ ○

38 4 6 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 野坂 豊吉 群馬 満州方面（小営子病院） ○ ○

38 4 6 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 高橋 兼吉 東京 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ ○

38 4 6 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 森  幾太郎 千葉 奉天会戦（小営予病院） ○ ○

38 4 6 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 島潟 與助 秋田 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 秋田で合祀

38 4 7 ＜当別町史＞ 輜重卒 福永 弥左衛 当別 旭川予病院

38 4 7 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 田澤 末八 北海道 北進過程（東京予病院） ○ ○

38 4 7 第７師団野戦電信隊 上兵 谷岡 良蔵 北海道 奉天会戦（小営予病院） ○ ○

38 4 7 輜重卒 福永 孫右衛門 ○

38 4 8 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 小舩 左右次郎 岩手 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･7 岩手で合祀

38 4 8 第７師団歩兵第２８連隊 少尉 浅野 元雄 三重 奉天会戦（広島予病院） ○ ○ 三重で合祀

38 4 9 第７師団弾薬大隊 特曹 佐藤 文太 山形 満州方面（野戦病院） ○ ○ 山形で合祀

38 4 9 第７師団歩兵第２７連隊 ２卒 小後摩 重次郎 神奈川 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

38 4 10 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 松村 好蔵 新潟 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 38･3･10

38 4 10 第７師団野戦病院 予看卒 高橋 清二 北海道 北進過程（大阪予病院） ○ ○

38 4 11 第７師団歩兵第２６連隊 予軍曹 石田 島蔵 栃木 奉天会戦（遼陽兵站病院） ○ ○ 38･3･10

38 4 12 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 坪谷 政吉 新潟 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 4 12 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 関口 　保 群馬 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 4 12 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 山田 英齋 新潟 奉天会戦 ○ ○ ○

38 4 12 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 上田 助三郎 北海道 剣淵 奉天会戦（広島予病院） ○ ○ 既存 兄　剣淵

38 4 14 第７師団工兵第７大隊 上兵 宮城島 文太郎 北海道 深川 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 4 15 後備第１師団後備歩兵第７連隊 軍曹 塗師 善太郎 北海道 岩見沢 奉天前哨戦（兵站病院） ○

38 4 16 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 齋藤 徳蔵 栃木 満州方面 ○ ○ ○
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38 4 18 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 戸谷 誠一郎 東京 奉天会戦（奉天兵站病院） ○ ○

38 4 18 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 神山 巳作 新潟 満州方面（広島予病院） ○ ○

38 4 18 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 沼田 幸七 埼玉 奉天会戦（広島予病院） ○ ○

38 4 19 第７師団後備歩兵第２５連隊 １卒 上山 弥三郎 北海道 江部乙 大阪予病院 ○ ○

38 4 19 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 奥野 倭一 群馬 奉天会戦（広島予病院） ○ ○

38 4 21 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 新井 馬治 群馬 満州方面（道義兵站病院） ○ ○ ○

38 4 22 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 蔵本 文次郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○ 既存 妻　鷹栖

38 4 22 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 松岡 鶴吉 北海道 永山 奉天会戦（広島予病院） ○ ○

38 4 23 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 松島 由太郎 栃木 旅順第３回（東京予病院） ○ ○

38 4 24 第７師団弾薬大隊 予砲輸 安田 淺太郎 北海道 満州方面（遼陽兵站病院） ○ ○ 代馬用卒

38 4 25 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 坂本 長五 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 4 25 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 大沼 甚六 北海道 旅順第３回 （松樹山）白襷隊 ○ ○ ○ 37･11･26

38 4 26 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 清野 作太郎 北海道 旅順要塞（東京予病院） ○ ○ ○

38 4 27 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 濱野 市太郎 東京 奉天会戦（広島予病院） ○ ○ 38･3･27

38 4 28 第７師団歩兵第２５連隊 ３主計 和田 正雄 北海道 満州方面（広島予病院） ○ ○ ○

38 4 28 第７師団野砲第７連隊 １卒 平沼 吉次郎 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 4 30 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 村上　七 北海道 奉天会戦（遼陽兵站病院） ○ ○ 38･3･30

38 4 30 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 厚井 與三郎 群馬 奉天会戦（広島予病院） ○ ○

38 4 30 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 星  徳三郎 群馬 奉天会戦（広島予病院） ○ ○

38 5 1 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 遠山 直蔵 新潟 奉天会戦（大阪予病院） ○ ○

38 5 1 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 岩本 菊蔵 栃木 奉天会戦（広島予病院） ○ ○

38 5 2 第７師団野砲第７連隊 砲輸 福澤 七郎 北海道 満州方面（遼陽兵站病院） ○ ○

38 5 3 第７師団歩兵第２５連隊 少佐 大須賀 尚武 千葉 奉天会戦（奉天兵站病院） ○ ○ ○

38 5 3 第７師団歩兵第２７連隊 伍長 和田 夘之助 神奈川 満州方面（野戦病院） ○ ○ 38･5･2

38 5 4 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 島田 定重 山梨 奉天会戦（遼陽兵站予病院） ○ ○

38 5 4 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 陣上 常次郎 北海道 奉天会戦（奉天兵站病院） ○ ○

38 5 5 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 角田 兼吉 群馬 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 5 6 第７師団歩兵第２７連隊 予１卒 麻生  陸 千葉 奉天会戦（東京予病院） ○ ○

38 5 8 第７師団野戦電信隊 輸上兵 藪田 重吉 北海道 満州方面（遼陽兵站病院） ○ ○

38 5 9 ２卒 芦源 友太郎　 ○

38 5 10 第７師団野砲第７連隊 １卒 松本 久蔵 千葉 満州方面（遼陽兵站病院） ○ ○

38 5 11 ２卒 塚本 義治 ○
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38 5 12 第７師団騎兵第７連隊 補輜輸 濱口 栄作 北海道 函館 旅順要塞（東京予病院） ○ ○ 38･5･15

38 5 12 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 井口 富佐久 新潟 奉天会戦（遼陽兵站病院） ○ ○ ○

38 5 12 第７師団野戦兵器廠 砲１卒 檜山 仁太郎 北海道 満州方面（奉天） ○ ○

38 5 14 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 松島 長三郎 栃木 旅順第３回（舎営病院） ○ ○

38 5 14 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 佐々木 栄太郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 5 14 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 上村 由松 北海道 北進過程（旭川予病院） ○ ○

38 5 14 ＜松前町史＞ ２卒 福原  多次郎 ○

38 5 15 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 渡邊 五郎 新潟 旅順要塞（自宅） ○

38 5 16 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 北爪 常吉 群馬 満州方面 ○ ○ 北風

38 5 16 第７師団歩兵第２７連隊 後２卒 冨木 雅一 北海道 奉天会戦（東京予病院） ○ ○

38 5 16 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 吉田 才一郎 北海道 奉天会戦（広島予病院） ○ ○ 既存 妻　東鷹栖

38 5 17 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 予伍長 長竹 友七郎 栃木 内地（旭川予病院） ○ ○ ○

38 5 17 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 梶谷 初次郎 北海道 岩見沢 満州方面 ○ ○

38 5 17 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 薄井 徳松 栃木 満州方面 ○ ○ 臼井

38 5 17 第７師団野戦病院 輜輸 松村 金一 長野 満州方面 ○ ○

38 5 18 第７師団弾薬大隊 伍長 小林 繁七 北海道 奉天会戦後（昌図方面） ○ ○ 砲兵伍長

38 5 18 第７師団弾薬大隊 伍長 小山 繁七 北海道 琴似 盛京省

38 5 18 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 湊  豊造 北海道 奉天会戦（広島予病院） ○ ○

38 5 18 第７師団野戦病院 看卒 羽二生 春吉 北海道 満州方面 ○ ○

38 5 18 第７師団野戦病院 輜輸 只石 淺次郎 北海道 満州方面 ○ ○

38 5 18 第７師団野戦病院 輜輸 三橋 定吉 神奈川 満州方面 ○ ○

38 5 18 第７師野戦病院 代馬卒 冨山 久治 山形 奉天会戦後（昌図方面） ○ 山形で合祀

38 5 19 第７師団後備歩兵第２５連隊 ２卒 泉名 喜代蔵 埼玉 広島予病院 ○

38 5 20 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 増渕 仲吉 栃木 奉天会戦後（昌図方面） ○ ○

38 5 22 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 新井 浦太郎 埼玉 奉天会戦（旭川予病院） ○ ○

38 5 22 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 前田  潔 群馬 奉天会戦（東京予病院） ○ ○

38 5 22 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 澤田 筆吉 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 5 23 第７師団騎兵第７連隊 １卒 阿部 要蔵 岩手 満州方面（遼陽兵站病院） ○ ○ 岩手で合祀

38 5 25 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 浅見 作太郎 埼玉 北進過程（東京予病院） ○ ○

38 5 27 軍艦　八雲 ３水兵 金澤 三之丞 北海道 日本海海戦 ○ ○

38 5 29 １卒 橋本 柳太郎 ○

38 5 30 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 井上 嶋吉 北海道 奉天会戦（旭川予病院） ○ ○
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38 6 1 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 酒井 久次 北海道 奉天会戦（広島予病院） ○ ○ ○

38 6 2 第７師団弾薬大隊 １卒 中谷 勘次郎 北海道 満州方面（大石橋兵站病院） ○ ○

38 6 3 第２師団衛生予備員 補看卒 小田 忠作 北海道 沙河会戦（仙台予病院） ○

38 6 3 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 山田 惣太郎 北海道 満州方面 ○ ○ ○

38 6 3 第７師団歩兵第２６連隊 輜輸 内田 静次 長野 北進過程（大阪予病院） ○ ○

38 6 3 野戦鉄道提理部 組立工 清水 菊太郎 北海道 大連 ○

38 6 4 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 細谷 和四郎 群馬 奉天会戦（遼陽兵站病院） ○ ○

38 6 4 第９師団野砲第９連隊 補２卒 福田 重作 北海道 満州方面（大連兵站病院） ○

38 6 5 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 大川 忠次郎 栃木 満州方面 ○ ○ ○

38 6 5 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 足立 籐三郎 北海道 満州方面 ○ ○ ○

38 6 8 ２卒 古都 八五郎 ○

38 6 9 第７師団歩兵第２７連隊補充大隊 補２卒 田村 源作 千葉 内地（大隊屯営） ○ ○ 源助

38 6 13 第７師団弾薬大隊 輜輸 奥本 順吉 北海道 礼文 満州方面（奉天兵站病院） ○ ○

38 6 13 ２卒 小林 嘉一郎 ○

38 6 15 第７師団野砲第７連隊 砲輸 山内 辰五郎 北海道 当別 満州方面（広島予病院） ○ ○

38 6 15 上兵 藤原 太平 ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 小澤 繁太郎 神奈川 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 菊池 安之介 茨城 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 予伍長 舘野 桂治 茨城 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 北原 勘治郎 長野 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 篠﨑 辰五郎 東京 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 赤間 綾之丞 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 竹澤 政重 長野 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 塚原 末之助 茨城 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 荒木 甚吉 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 池田 清之助 長野 満州方面（遼陽方面） ○ 長野で合祀

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 池田 太郎平 新潟 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 岡澤 林之助 長野 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 小川 宗市 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 河合 徳次郎 東京 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 小池田 二三 北海道 函館 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 齋藤 源吉 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○
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38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 眞貝 桂治郎 新潟 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 千秋 此吉 北海道 函館 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 内藤 寅吉 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 蓮見 喜代吉 埼玉 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 日比野 一積 北海道 八雲 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 増田 　一 長野 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 柳井 酉蔵 神奈川 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 吉田 房吉 神奈川 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 二ノ倉 新太郎 新潟 満州方面（遼陽方面） ○ ○ 二倉

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 加藤 道五郎 群馬 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 島田 寅蔵 群馬 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 友野 利作 群馬 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 中島 傳一郎 群馬 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 早川 粂吉 千葉 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 丸井 要助 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 曹長 三浦 吉弥 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 高橋 染次郎 群馬 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 長島 由蔵 千葉 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 山田 金蔵 群馬 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 渡邊 長七 宮城 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 酒谷 東作 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 四十澤 政太郎 北海道 函館 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 金子 勘太郎 東京 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 櫻田 元吉 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 野村 房吉 群馬 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 村岡 三平 埼玉 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 後騎曹長 荒井 喜一郎 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 高橋 三左衛門 北海道 剣淵＜永山＞ 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 豊田 勝二 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○ 既存 甥　札幌

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 中川 民蔵 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 林　栄蔵 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 三浦 常吉 北海道 函館 満州方面（遼陽方面） ○ ○
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38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 吉田 覚次郎 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○ S31 既存

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 小田嶋 籐太郎 北海道 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 田部井 芳三郎 群馬 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 16 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 篠崎 松五郎 茨城 満州方面（遼陽方面） ○ ○ 38･8･17　辰五郎　

38 6 16 第７師団野砲第７連隊 軍曹 本間 喜三郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 6 17 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 佐藤 七治郎 千葉 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 6 17 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 高橋 粂太郎 北海道 鹿部 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 6 18 第７師団弾薬大隊 砲上兵 坂本 兵次郎 北海道 旅順要塞（東京予病院） ○ ○

38 6 18 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 関根 萬吉 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 6 18 第７師団野砲第７連隊 上兵 森　清五郎 神奈川 満州方面（遼陽方面） ○ ○

38 6 19 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 木原 仲吉 北海道 滝川 奉天会戦（東京予病院） ○ ○ ○ 既存 母　滝川

38 6 19 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 山岡 長五郎 山梨 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 6 20 第７師団野戦兵器廠 雇鞍工 村山 徳太郎 北海道 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 6 21 第７師団衛生隊 予１卒 関根 鹿之助 埼玉 満州方面（自宅） ○ ○

38 6 22 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 倉田 友吉 東京 満州方面（野戦病院） ○ ○ 38･6･24

38 6 23 第７師団衛生隊予備員 看病人 重富 八重吉 福岡 満州方面（野戦病院） ○ ○ 福岡で合祀

38 6 24 第７師団歩兵第２８連隊 軍曹 小杉 善四郎 東京 北進過程（東京予病院） ○ ○

38 6 24 第７師団野砲第７連隊 １主計 島田 咸応 広島 満州方面（遼陽方面） ○ ○ 広島で合祀

38 6 26 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 深澤 亀吉 山梨 奉天会戦（東京予病院） ○ ○

38 6 27 第７師団後備歩兵第２５連隊 後２卒 上ｹ島 京次郎 北海道 韓国北部侵攻（青森予病院） ○ ○ ○

38 6 27 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 大塚 梅吉 東京 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 6 29 ２卒 齋藤 徳治 ○

38 6 30 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 鈴木 冨三郎 宮城 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 6 30 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 若林 信晴 長野 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 6 30 上兵 筒井 作次郎 ○ S28 新規

38 7 1 小蒸気船  松丸 油差 大谷 順治 北海道 内地（龍厳浦多獅島） ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 一ﾉ瀬 権太 北海道 岩見沢 満州方面（遼河） ○ ○ ○ 一ノ関

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 佐藤 嘉右衛門 埼玉 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 鈴木 栄五郎 宮城 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補上兵 吉田 重作 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 石野 甚太郎 群馬 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 大宮 留三郎 宮城 満州方面（遼河） ○ ○ ○
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38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 甲斐 嘉一 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○ 旭川市

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 掛川 　豊 埼玉 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 川村 亀次郎 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 木下 和三郎 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 清宮 捨五郎 埼玉 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 坂田 喜太郎 北海道 満州方面（遼河） ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 坂本 文五郎 北海道 栗山 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 柴草 松五郎 群馬 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 鈴木 秀男 神奈川 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 相馬 國吉 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 西山 半之助 宮城 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 星野 倍二 群馬 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 八重樫 要作 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○ 既存 姉　札幌

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 山内 嘉一郎 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 特曹 藤田 弥三郎 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 大尉 小松 秀夫 秋田 満州方面（遼河） ○ ○ ○ 秋田で合祀

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 曹長 井上 兵三郎 長野 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 桐生 卯平 群馬 旅順第３回 ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 藤田 籐四郎 新潟 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 山名 堅五郎 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 金子 富次 新潟 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 清水 永一 長野 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 上野 貞吉 岩手 満州方面（広島予病院） ○ ○ ○ 岩手で合祀

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小林 文平 群馬 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 前島 栄太郎 東京 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 依田 屯弼 長野 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 両角 陸奥 長野 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 後伍長 小林 竹次郎 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○ 既存 妻　札幌

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 後軍曹 時田 傳次郎 群馬 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 片平 富之助 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 加茂 千治 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 佐々木 松太郎 北海道 深川 満州方面（遼河） ○ ○ ○
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38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 後上兵 藤本 森治 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 ３看長 栗林 茂十郎 埼玉 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 加藤 金三郎 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 坂田 善右ｴ門 長野 満州方面（遼河） ○ ○ 長野で合祀

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 田口 留五郎 東京 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 中川 福太郎 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 ２卒 郷家 熊次郎 宮城 旭川予病院 ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２７連隊 軍曹 南部 定吉 北海道 満州方面（遼河） ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 山名 善蔵 北海道 満州方面（遼河） ○ ○

38 7 1 第７師団歩兵第２７連隊補充大隊 ２卒 仙波  謙 神奈川 内地（旭川予病院） ○

38 7 2 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 三上 與太郎 北海道 満州方面（遼河） ○ ○ 38･7･2

38 7 3 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 芳村 武助 長野 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○ 長野で合祀

38 7 5 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 浅井 仁造 北海道 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○ S 既存

38 7 5 第７師団弾薬大隊 補砲輸 伊藤 喜太郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 7 5 第７師団歩兵第２７連隊補充大隊 補２卒 宮内 栄助 千葉 満州方面（東京予病院） ○ ○ 38･7･1　末吉　

38 7 6 第７師団工兵第７大隊 予１卒 赤坂 勇助 北海道 満州方面（東京予病院） ○ ○

38 7 7 第２師団歩兵第３０連隊 上兵 渡邊 喜一郎 北海道 遼陽方面（仙台予病村松分） ○

38 7 7 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 阿部 吉三郎 宮城 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 7 8 第２師団補充輸送隊 ２卒 幕田 藤右エ門 福島 奉天前哨（福島陸軍病院） ○ ○ 新規 妻　富良野 福島で合祀

38 7 9 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 逢坂 留市 北海道 奉天会戦（旭川予病院札幌分院） ○ ○ ○

38 7 10 第７師団工兵第７大隊 上兵 山本 栄太郎 北海道 旅順第３回（東京予病院） ○ ○

38 7 10 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 増山 成策 北海道 奉天会戦（東京予病院） ○ ○

38 7 10 第７師団歩兵第２８連隊＜野幌史＞ １卒 横山 成策 野幌 盛京省

38 7 11 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 高橋 福一 栃木 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 7 12 輜重卒 和泉 三吉 ○

38 7 13 第１１師団歩兵第２２連隊 砲１卒 渡邊 豊治 愛媛 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

38 7 13 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 補２卒 上野 重利 山梨 内地（北海道） ○ ○ ○ 38･7･12

38 7 13 第７師団野戦病院 看卒 松崎 孫太郎 北海道 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 7 13 ２卒 赤梁　勝太郎 ○

38 7 15 第７師団後備歩兵第２５連隊 後２卒 江口 庄作 北海道 深川 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○ ○

38 7 17 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 武田 栄吉 宮城 奉天会戦（遼陽兵站病院） ○ ○

38 7 18 第７師団衛生隊 予１卒 北島 惣一郎 茨城 満州方面（東京予病院） ○ ○
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38 7 18 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 熊谷 直治 茨城 満州方面（遼河） ○ ○ ○

38 7 18 １水 竹田 信一 ○ S27 新規

38 7 19 第７師団野砲第７連隊 １卒 磯　　義光 栃木 満州方面（遼河）（遼陽兵站病院） ○

38 7 21 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 白倉 春吉 東京 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○ ○

38 7 22 戦利加農中隊 予１卒 野村 又吉 北海道 奉天会戦後（野戦病院） ○

38 7 22 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 後伍長 小川 廣三郎 群馬 内地（旭川予病院） ○ ○

38 7 23 第７師団歩兵第２７連隊 予伍長 相場 佐四郎 群馬 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 7 24 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 更澤 清蔵 北海道 江部乙 奉天会戦後（野戦病院） ○ ○ 既存 弟　滝川

38 7 29 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 但木 銀右衛門 宮城 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 7 29 第７師団歩兵第２６連隊 予１卒 小澤 庄五郎 埼玉 北進過程（自宅） ○

38 7 30 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 佐藤 豊吉 茨城 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 7 31 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 村上 長松 北海道 満州方面（広島予病院） ○ ○

38 7 31 第７師団野戦病院 輜輸 生駒 信吉 秋田 旅順要塞（秋田県） ○ ○ 秋田で合祀

38 8 1 後備混成第８旅団衛生隊 ２卒 奈良 東太郎 北海道 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 8 1 第７師団後備歩兵第２５連隊 後２卒 山下 茂太郎 北海道 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○ ○

38 8 1 第７師団工兵第７大隊 １卒 角井 銀蔵 神奈川 旅順第３回（東京予病院） ○ ○

38 8 2 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 吉田 佐市 群馬 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 8 3 第７師団工兵第７大隊 予上兵 杉澤 由太郎 北海道 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 8 4 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 酒井 源吾 宮城 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 8 5 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 結城太 利之助 宮城 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 8 5 第７師団野戦病院 補看卒 飯田 末太郎 北海道 満州方面（奉天兵站病院） ○ ○

38 8 6 第７師団衛生隊予備員 予輜上兵 工藤 房松 北海道 満州方面（奉天兵站病院） ○ ○

38 8 6 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 浅見 喜三郎 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 8 7 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 西戸 喜知 福島 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 8 7 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 橋本 銀次郎 東京 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 8 第７師団衛生隊予備員 輜輸 石井 寅次 新潟 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 9 軍艦　巌嶋 １水 森塚 伊吉 北海道 函館 旅順港

38 8 9 第１師団輜重第１大隊 輜輸 星　豊吉 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 9 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 安東 直三郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 8 9 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 ２卒 岩本 楽平 長野 旭川予病院 ○ ○

38 8 9 第７師団歩兵第２８連隊 上兵 齋藤 弥一郎 茨城 満州方面 ○ ○

38 8 11 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 平島 友次郎 北海道 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○
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38 8 13 第７師団弾薬大隊 補砲輸 在中 末蔵 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 14 第７師団後備歩兵第２５連隊 １卒 眞野 茂松 北海道 函館要塞病院 ○ ○

38 8 14 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 石崎 清次 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ 37･2･23

38 8 14 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 石黒 音吉 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 8 15 第３軍戦利野砲大隊 上兵 安本 庄松 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 15 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 速水 文吾 千葉 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 8 16 第７師団工兵第７大隊 １卒 野坂 初吉 北海道 奉天会戦（東京予病院） ○ ○

38 8 16 軍曹　 眞名 子繁 ○

38 8 16 ２卒 椿　聡一 ○

38 8 17 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 野坂 源太郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 17 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 水野 喜作 新潟 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 17 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 柳田 末吉 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ 38･6･18

38 8 17 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 後藤 竹四郎 茨城 奉天会戦（旭川予病院） ○ ○

38 8 17 工１卒 関口 留吉 ○

38 8 17 ２卒 増毛 佐助 ○

38 8 19 ２卒 橋本 米吉 ○

38 8 20 第７師団騎兵第７連隊 １卒 森田 半重 東京 満州方面 ○ ○

38 8 20 第７師団歩兵第２６連隊 補輜輸 高岡 徳蔵 北海道 満州方面（遼陽兵站病院） ○ ○

38 8 21 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 嘉代 留吉 新潟 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 21 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 山田 菊松 北海道 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 8 22 借上船  金城丸 １運士 亀田 長吉 北海道 函館 ○

38 8 22 第１１師団歩兵第１２連隊 上兵 森 　房吉 香川 旅順第１回（東鶏冠山） ○ ○ Ｓ27 新規 香川で合祀

38 8 22 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 西永 栄太郎 富山 満州方面（野戦病院） ○ ○ 富山で合祀

38 8 22 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 清水 由松 長野 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○ ○

38 8 22 第７師団野砲第７連隊 １卒 川端 文吉 北海道 旅順要塞（旭川予病院） ○ ○ S 既存

38 8 23 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 杉本  清 東京 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 24 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 田中 牧太郎 北海道 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○ ○

38 8 24 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 山田 金次郎 北海道 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 8 26 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 土屋 袈裟吉 群馬 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 27 近衛師団歩兵第３連隊 上兵 榎本 菊蔵 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 8 27 第７師団衛生隊 １卒 橋川 伊三郎 新潟 満州方面（奉天兵站病院） ○ ○

38 8 27 第７師団弾薬大隊 １卒 佐藤 作蔵 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ S24 既存
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38 8 27 第７師団野戦病院 輜輸 小林 五三郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ 既存 母　札幌

38 8 27 輜重卒 髙田 藤松 ○

38 8 29 第７師団輜重監視隊 補砲１卒 山田 源三郎 北海道 満州方面（遼河）（遼陽兵站病院） ○ ○

38 8 29 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 塩田 辰吉 栃木 奉天会戦（広島予病院） ○ ○ ○

38 8 29 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 渡邊 籐三郎 茨城 奉天会戦（旭川予病院） ○ ○

38 8 29 第７師団野砲第７連隊 砲輸 本間 福松 北海道 満州方面（遼河）（東京予病院） ○ ○

38 8 30 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 石井 竹次郎 北海道 韓国北部侵攻（広島予病院） ○ ○

38 8 31 第７師団後備歩兵第２５連隊 看手 菊地 善吉 新潟 韓国北部侵攻（広島予病院） ○ ○ ○

38 8 31 第７師団輜重第７大隊 特曹 小野 大吉 北海道 琴似（太吉） 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 1 第７師団後備歩兵第２５連隊 上兵 奥廣 仲治 福岡 韓国北部侵攻（広島予野戦病院） ○ ○ ○ 38･11･25

38 9 1 第７師団後備歩兵第２５連隊 後軍曹 佐藤 源左ｴ衛門 北海道 深川 韓国北部侵攻 ○ ○ ○

38 9 1 第７師団後備歩兵第２５連隊 後軍曹 松本 弥郎 北海道 韓国北部侵攻 ○ ○ ○

38 9 1 第７師団後備歩兵第２５連隊 後上兵 池田 弥寿馬 北海道 江部乙 韓国北部侵攻 ○ ○ ○

38 9 1 第７師団後備歩兵第２５連隊 後上兵 岡本 亀次郎 北海道 江部乙 韓国北部侵攻 ○ ○ ○

38 9 1 第７師団後備歩兵第２５連隊 後上兵 小杉 悟佐久 北海道 韓国北部侵攻 ○ ○ ○

38 9 1 第７師団後備歩兵第２５連隊 後上兵 我部山 勇助 北海道 韓国北部侵攻 ○ ○ ○

38 9 1 第７師団輜重第７大隊 補砲輸 渡邊 長重 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 1 第７師団歩兵第２５連隊 予伍長 若本 松一郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 9 1 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 原田 石之助 東京 満州方面（遼陽兵站病院） ○ ○

38 9 1 第７師団野戦病院 輜輸 長澤 喜之助 岩手 満州方面（野戦病院） ○ ○ 岩手で合祀

38 9 2 第７師団後備歩兵第２５連隊 補１卒 佐藤 亀重 茨城 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○

38 9 2 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 上野 政次郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 2 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 伍長 福士 卯三郎 北海道 旭川予病院 ○ ○

38 9 3 第７師団衛生隊 ３看長 熊谷 官治 岩手 満州方面（野戦病院） ○ ○ 岩手で合祀

38 9 3 第７師団後備歩兵第２５連隊 大尉 武田 源左衛門 宮城 韓国北部侵攻 ○ ○

38 9 3 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 穂積 栄五郎 福島 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 3 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 木村 文作 群馬 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 3 第７師団歩兵第２８連隊 後上兵 大平 一馬 北海道 満州方面 ○ ○

38 9 4 第７師団後備歩兵第２５連隊 後上兵 宮本 清七 北海道 剣淵 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○ 既存 弟　風連

38 9 4 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 東　與一郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 9 4 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 土屋 久助 北海道 八雲 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 4 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 早川 周助 千葉 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○
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38 9 5 第７師団後備歩兵第２５連隊 輜２卒 橋本 甚作 北海道 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○

38 9 5 第７師団輜重第７大隊 補砲輸 佐藤 新次郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 5 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 山田 捨次郎 北海道 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 9 6 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 西田 春作 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 6 第７師団歩兵第２８連隊 看卒 室　嘉津三 富山 北進過程（自宅） ○ ○

38 9 7 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 小林 春吉 北海道 韓国北部侵攻（広島予病院） ○ ○ ○ 既存 妻　当麻

38 9 7 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 桑原 三吉 新潟 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 8 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 阿部 新吾 宮城 旅順第３回（旭川予病院） ○ ○

38 9 9 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 今村 貞一 長野 韓国北部侵攻（鏡城兵站病院） ○ ○

38 9 9 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 富山 盛重郎 新潟 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 9 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 泉澤 佐五郎 新潟 満州方面（遼陽兵站病院） ○ ○

38 9 10 第７師団後備歩兵第２５連隊 後上兵 松原 徳太郎 北海道 韓国北部侵攻（鏡城兵站病院） ○ ○

38 9 10 第７師団輜重第７大隊 輜輸 佐藤 芳信 福島 満州方面（自宅） ○ ○

38 9 10 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 黒川 籐吉 北海道 剣淵 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 11 軍艦  三笠 １水 山崎 籐松 北海道 函館 日本海海戦後、事故 ○ ○

38 9 11 軍艦　病院船神戸丸 １水 前田 市松 北海道 栗山 日本海海戦後、事故 ○ ○ 新規 長男　名寄

38 9 11 第７師団後備歩兵第２５連隊 補２卒 櫻井 市十郎 群馬 韓国北部侵攻（野戦病院） ○

38 9 12 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 本橋 為五郎 東京 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 12 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 山田   均 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ 既存 母　札幌

38 9 13 第７師団後備歩兵第２５連隊 補１卒 島崎 清三郎 群馬 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○ ○

38 9 13 １卒 福田 與太郎　　 ○

38 9 14 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 市来 　満 福島 満州方面（野戦病院） ○ 福島で合祀

38 9 15 第７師団後備歩兵第２８連隊 後１卒 東原 乙次 北海道 東旭川（二次） 韓国北部侵攻（広島予病院） ○ ○ 既存 孫　東旭川

38 9 16 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 岸上 嘉助 北海道 深川 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○ ○ 38･9･26

38 9 16 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 高久 金之助 栃木 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○

38 9 16 第７師団歩兵第２６連隊 伍長 柏崎 徳蔵 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○ 38･9･17

38 9 17 第７師団後備歩兵第２８連隊 代馬卒 相澤 代吉 山形 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○ 山形で合祀 代吉

38 9 18 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 上出 豊次 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○ 38･10･18

38 9 19 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 村石 栄三 千葉 満州方面（遼河）（東京予病院） ○ 千葉で合祀

38 9 19 第９師団歩兵第３６連隊 補１卒 若尾 源九郎 岐阜 旅順第２回(龍眼北方堡塁） ○ ○ S24 新規 父　旭川市 岐阜で合祀

38 9 20 第７師団後備歩兵第２５連隊 後伍長 塚田 三郎 北海道 永山 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○

38 9 20 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 中村 政五郎 北海道 深川 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○
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38 9 20 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 伊野 平治 東京 満州方面（野戦病院） ○ ○ 38･8･17

38 9 21 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 寺本 由太郎 北海道 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 9 21 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 小滝 文之助 千葉 韓国北部侵攻（元山津兵站病院） ○ ○

38 9 21 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 梅原 安次郎 北海道 満州方面（大房身兵站病院） ○ ○ ○

38 9 21 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 ２卒 松岡 留治 宮城 旭川予病院 ○ ○

38 9 21 第７師団野戦病院 輜重卒 鍛冶 仁次郎 北海道 奉天会戦（野戦病院９ ○ ○ 38･9･22 新規 甥　当麻

38 9 22 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 佐藤 　巴 福島 復員時（屯営病院） ○ ○

38 9 22 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 藤牧 吉二郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 23 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 赤羽 清茂 長野 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 9 23 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 末木 邦忠 山梨 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 9 23 第７師団後備歩兵第２８連隊 後上兵 和泉 直次 北海道 韓国北部侵攻（元山兵站病院） ○ ○

38 9 23 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 竹田 信市 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ 38･9･22

38 9 23 第７師団司令部 １医 河合 静夫 愛知 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 23 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小林 又三郎 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 9 24 第７師団後備歩兵第２５連隊 補１卒 茂木 勘平 栃木 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○

38 9 24 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 高橋 重太郎 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○ 38･8･5

38 9 24 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 佐藤 明平 山梨 旅順第３回（旭川予病院） ○ 山梨で合祀

38 9 25 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 小島 房治 長野 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 9 25 第７師団後備歩兵第２８連隊 後上兵 山口 理豹 北海道 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 9 25 第７師団後備歩兵第２８連隊 後１卒 滝本 佐助 北海道 韓国北部侵攻（元山津兵站病院） ○ ○

38 9 25 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 齋藤 平次 千葉 （旭川予病院） ○ ○

38 9 25 第７師団歩兵第２７連隊 後伍長 星川 勝栄 北海道 満州方面（広島予病院） ○ ○

38 9 25 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 寺島 佐吉 福島 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 25 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 林　十吉 北海道 復員時（五官営子） ○ ○

38 9 25 第７師団野砲第７連隊 中尉 栗原 　潔 東京 奉天会戦（東京市） ○ ○

38 9 26 第７師団後備歩兵第２５連隊 １卒 長野 杢之助 北海道 自宅 ○ ○ 松兵衛　S29 既存

38 9 26 第７師団後備歩兵第２８連隊 補上兵 飯田 勝右ｴ門 神奈川 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 9 26 第７師団後備歩兵第２８連隊 後上兵 森　佐太郎 北海道 士別 復員時（輸城兵站病院） ○ ○

38 9 26 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 荒田 貞三 群馬 復員時（屯営病院） ○ ○

38 9 26 上兵 石原 由太郎 ○

38 9 27 第７師団後備歩兵第２５連隊 補２卒 川戸 松五郎 神奈川 韓国北部侵攻（元山兵站病院） ○ ○

38 9 27 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 和佐 美夫 北海道 復員時（屯営病院） ○ ○ ○ 既存 孫　札幌
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38 9 27 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 内藤 信次郎 長野 旅順第３回（旭川予病院） ○ ○

38 9 28 第７師団後備歩兵第２８連隊 後上兵 伊藤 籐治 長野 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 9 28 第７師団司令部 後１逢工 小松﨑 秋之介 茨城 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 9 29 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 山田 松弥 長野 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 9 29 第７師団後備歩兵第２８連隊 後１卒 松田 亀次郎 北海道 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○ 既存 婿養子　東旭川

38 9 29 函館要塞砲兵大隊 補１卒 西田 豊吉 北海道 内地（函館要塞病院） ○

38 9 30 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 佐藤 守次 北海道 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 9 30 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 糸井 　潔 栃木 韓国北部侵攻（鏡城兵站病院） ○ ○

38 9 30 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 名倉 清右衛門 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 10 1 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 須藤 孝次郎 福島 復員時（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 2 第７師団衛生隊予備員 １看長 佐藤 民治 北海道 函館 満州方面（法庫門兵站予病院） ○ ○ 38･10･2

38 10 2 第７師団衛生予備廠 輜輸 山崎 喜一郎 新潟 満州方面（法庫門兵站予病院） ○ ○

38 10 2 第７師団後備歩兵第２８連隊 補上兵 中澤 源吾 千葉 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 2 第７師団後備歩兵第２８連隊 補２卒 須藤 元吉 茨城 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○

38 10 3 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 永島 直太郎 千葉 韓国北部侵攻（広島予病院） ○ ○

38 10 3 第７師団後備歩兵第２８連隊 後１卒 齋藤 市平 北海道 剣淵 復員時（輸城兵站病院） ○ ○ 既存 叔父　剣淵

38 10 3 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 田中 重五郎 北海道 満州方面（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 4 第７師団後備歩兵第２８連隊 補上兵 雲林 　昇 千葉 復員時（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 4 第７師団後備歩兵第２８連隊 補２卒 飯塚 喜重 栃木 韓国北部侵攻（元山津兵站病院） ○ ○

38 10 4 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 國籐 啓蔵 千葉 韓国北部侵攻（広島予病院） ○ ○

38 10 4 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 森田 寅松 埼玉 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 4 第７師団後備歩兵第２８連隊 後軍曹 津田 直人 北海道 士別 復員時（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 4 第７師団後備歩兵第２８連隊 後上兵 三浦 抱義 北海道 永山 復員時（鏡城守備隊） ○ ○

38 10 4 第７師団後備歩兵第２８連隊 後１卒 牧原 徳太郎 北海道 復員時（屯営病院） ○ ○

38 10 4 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 横山 静治 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 10 4 第７師団歩兵第２７連隊 輜輸 横山 豊作 山形 満州方面（遼陽兵站病院） ○ ○ 山形で合祀

38 10 4 第９師団歩兵第１９連隊 上兵 高倉 丑五郎 岐阜 旅順第２回（龍眼北方） ○ ○

38 10 5 第７師団架橋縦列隊 上兵 平澤 末柗 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ 末松

38 10 5 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 山口 福太郎 神奈川 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 5 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 小野澤 多満喜 神奈川 満州方面（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 6 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 鬼河 利八 北海道 復員時（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 6 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 小池 喜之助 宮城 復員時（屯営病院） ○ ○
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38 10 6 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 飯塚 清十郎 群馬 満州方面（野戦病院） ○ ○ 38･1･6

38 10 6 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 杉田 甲之助 埼玉 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 10 7 第７師団衛生隊 後１卒 佐々木 作次郎 北海道 深川 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○

38 10 7 第７師団騎兵第７連隊 看手 田中 留平 新潟 復員時（奉天兵站病院） ○ ○

38 10 7 第７師団後備歩兵第２８連隊 補２卒 星野 隆八 茨城 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○

38 10 7 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 嘉籐 庄太郎 栃木 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○

38 10 7 第７師団歩兵第２７連隊 予曹長 角谷 祥一 北海道 復員時（屯営病院） ○ ○

38 10 8 第７師団野砲第７連隊 代馬卒 槇島 善七 北海道 北進過程（兵站病院） ○ ○

38 10 9 ＜剣淵町史＞ １卒 小貫 與平次 北海道 剣淵 ○ S63 新規

38 10 9 第７師団騎兵第７連隊 １卒 淺川 善九郎 茨城 満州方面（自宅） ○ ○ 38･10･10

38 10 9 第７師団後備歩兵第２５連隊 補１卒 小峰 嘉一 東京 復員時（屯営病院） ○ ○ 小峯

38 10 9 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 鈴木 仙太郎 千葉 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 9 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 内田 弥平 埼玉 満州方面（奉天兵站病院） ○ ○

38 10 9 砲軍曹 武熊 耕作 ○

38 10 10 第７師団後備歩兵第２５連隊 補１卒 吉田 粂太郎 群馬 復員時（屯営病院） ○ ○

38 10 10 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 伊藤 槌柄 長野 復員時（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 10 第７師団輜重第７大隊 代馬卒 足立 竹治郎 兵庫 復員時（大房身兵站病院） ○ ○ 兵庫で合祀

38 10 10 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 正岡 音槌 北海道 満州方面（大房身兵站病院） ○ ○ ○

38 10 10 第７師団歩兵第２５連隊 少尉 伴   三郎 東京 復員時（大房身兵站病院） ○ ○ ○

38 10 10 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 中谷 鶴太郎 兵庫 復員時（屯営病院） ○ ○ 兵庫で合祀

38 10 11 第７師団衛生隊 補輜輸 吉田 廉輔 北海道 函館 復員時（屯営病院） ○ ○ 38･10･10

38 10 12 第７師団後備歩兵第２５連隊 後軍曹 市村 與三郎 北海道 深川 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○ ○ 38･12･11

38 10 12 第７師団歩兵第２６連隊 後上兵 梅本 桑次郎 北海道 奉天会戦後（奉天兵站病院） ○ ○ 38･9･12　桑太郎

38 10 12 第９師団歩兵第１９連隊 補１卒 今村 角太郎 北海道 岩見沢 復員時（彰駅店） ○

38 10 14 第７師団後備歩兵第２８連隊 後上兵 河越 初三郎 北海道 復員時（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 14 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 小黒 作太郎 新潟 復員時（屯営病院） ○ ○

38 10 14 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 村田 與四郎 北海道 復員時（通江口兵站病院） ○ ○

38 10 14 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 伊藤 善太郎 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○ ○

38 10 14 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 萩原 喜惣治 群馬 復員時（大房身兵站病院） ○

38 10 15 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 岩橋 巳三郎 北海道 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 15 第７師団後備歩兵第２８連隊 補上兵 河西 善行 山梨 韓国北部侵攻（元山津兵站病院） ○ ○

38 10 15 第７師団後備歩兵第２８連隊 後１卒 横関 槇治 北海道 東旭川 復員時（病院船） ○ ○ 既存 東旭川
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38 10 15 第７師団野戦病院 予看手 小林 力蔵 北海道 復員時（屯営病院） ○ ○ S24 既存

38 10 16 第７師団架橋縦列隊 予上兵 西村 猪太郎 北海道 復員時（屯営病院） ○ ○

38 10 16 第７師団輜重監視隊 後騎１卒 梯　佐六 北海道 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 10 16 第７師団歩兵第２６連隊補充大隊 補２卒 石橋 栄一 千葉 満州方面（旭川予病院） ○ 千葉で合祀

38 10 16 第７師団野砲第７連隊 上兵 箕輪 保三 栃木 復員時（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 17 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 佐藤 傳之助 宮城 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 10 17 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 近藤 知明 東京 復員時（大房身兵站病院） ○ ○ ○

38 10 17 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 尾崎 益二郎 北海道 復員時（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 18 第７師団工兵第７大隊 補１卒 工藤 石太郎 北海道 復員時（屯営病院） ○ ○ 38･10･30　S26 既存

38 10 18 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 石橋 嘉兵衛 千葉 復員時（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 18 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 久野木 寛次郎 東京 満州方面（大石橋兵站病院） ○ ○

38 10 18 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 友田 朋吉 北海道 復員時（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 19 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 柴田 友一郎 栃木 韓国北部侵攻（広島予病院） ○ ○

38 10 19 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 橋本 正次 栃木 復員時（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 19 第７師団後備歩兵第２８連隊 後１卒 北村 伊三郎 北海道 韓国北部侵攻（広島予病院） ○ ○

38 10 19 第７師団後備歩兵第２８連隊 後１卒 深澤 芳資 北海道 士別 韓国北部侵攻（広島予病院） ○ ○ 38･10･9

38 10 19 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 湯浅 権茂 北海道 当別 復員時（屯営病院） ○ ○ ○

38 10 20 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 寺田 義範 栃木 復員時（大房身兵站病院） ○ ○ 38･12･20

38 10 21 第７師団後備歩兵第２５連隊 補輜輸 石橋 國太郎 北海道 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 23 第７師団架橋縦列隊 予１計手 中村 籐次郎 群馬 復員時（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 23 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 鈴木 留次 福島 復員時（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 23 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 町田 弥吉 埼玉 復員時（遼陽兵站病院） ○ ○ ○

38 10 23 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 大崎 國太郎 北海道 江部乙＜永山＞ 満州方面（病院船） ○ ○

38 10 23 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 林  峯右エ門 群馬 旅順第３回（東京予病院） ○ ○ 38･11･28

38 10 24 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 藤本 英次 東京 復員時（大房身兵站病院） ○ ○ ○

38 10 24 第７師団歩兵第２７連隊 補上兵 薄田 庄次郎 新潟 復員時（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 25 後歩１１旅団後２２連隊 後１卒 政岡 伊佐吉 北海道 満州北進 ○

38 10 25 第７師団兵站司令部 後曹長 平岡 幾太郎 北海道 中富良野 満州方面（奉天兵站病院） ○ ○

38 10 25 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 荒谷 團治 北海道 当別 満州方面 ○ ○ ○

38 10 25 第７師団歩兵第２８連隊 補１卒 前澤 三左ｴ衛門 茨城 復員時（大房身兵站病院） ○ ○ 三左衛門

38 10 26 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 古泉 甚太郎 北海道 復員時（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 26 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 坂本 米吉 北海道 復員時（大房身兵站病院） ○ ○

259



年 月 日

戦後の合
祀

戦後合祀遺族
道外護国神社へ

の合祀
道外神社での記

載

戦没日
戦闘域

道護国神
社への合

祀者

札幌護国
神社、合

祀者

靖国神社
への合祀

者

北海道護国神社
『合祀名簿』の記載

所属部隊 階級 氏名 出身地 住居地

38 10 27 第１５師団輜重第１５大隊 補砲２卒 小川 粂太郎 北海道 復員時（遼陽兵站病院） ○ ○

38 10 27 第１６師団輜重第１６大隊 後輜輸 田中 卯三郎 北海道 復員時（遼陽兵站病院） ○

38 10 27 第７師団輜重第７大隊 補砲輸 石丸 清吉 新潟 満州方面（野戦病院） ○ ○

38 10 28 第７師団後備歩兵第２８連隊 看手 下岡  庫 長野 復員時（屯営病院） ○ ○

38 10 28 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 菊地 乙吉 北海道 満州方面（東京予病院） ○ ○ ○

38 10 28 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 竹田 定次 新潟 復員時（遼陽兵站病院） ○ ○ 定治

38 10 28 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 深谷 久吉 福島 復員時（大房身兵站病院） ○ ○

38 10 28 輜重卒 土屋 與市 ○ S27 新規

38 10 29 第７師団歩兵第２６連隊 予上兵 山崎 岩太郎 北海道 復員時（法庫門兵站病院） ○

38 10 29 第７師団歩兵第２７連隊 補上兵 小川 盛衛 神奈川 復員時（奉天兵站病院） ○ ○

38 10 29 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 濱田 友之助 神奈川 復員時（通江口兵站病院） ○ ○

38 10 30 第１師団工兵第１大隊 伍長 佐藤 辰五郎 群馬 旅順第２回（松樹山） ○ ○ S29 新規

38 10 31 第７師団後備歩兵第２５連隊 後上兵 大野 卯平太 北海道 韓国北部侵攻（輸城兵站病院） ○ ○

38 10 31 第７師団歩兵第２７連隊 後輜輸 高辻 作治郎 北海道 函館 満州方面（遼河）（旭川予病院） ○ ○ 38･10･30 S29 既存

38 11 1 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 高野 新之介 東京 復員時（大房身兵站病院） ○ ○ ○

38 11 3 砲１卒 遠藤 文八 ○

38 11 4 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 松浦 安次郎 北海道 深川 復員時（広島予病院） ○ ○ ○ 38･11･4　S29 既存

38 11 5 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 林　幸作 北海道 満州方面（東京予病院） ○ ○

38 11 7 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 相原 千代造 東京 満州方面（東京予病院） ○ ○ ○

38 11 7 第７師団野砲第７連隊補充大隊 特曹 狩野 文記 岩手 旅順第３回（自宅） ○ ○

38 11 7 輜重卒 小林 市太郎 ○

38 11 8 第１０師団輜重第１０大隊 後輜卒 岡本 重吉 兵庫 沙河会戦（野戦病院） ○ ○ 兵庫で合祀

38 11 8 第７師団衛生隊 予１卒 金子 金作 栃木 復員時（通江口兵站病院） ○ ○

38 11 8 第７師団架橋縦列隊 輜輸 鈴木 茂平 福島 奉天会戦（自宅） ○ ○

38 11 8 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 西田 熊次 北海道 復員時（鉄嶺兵站病院） ○ ○

38 11 9 第７師団後備歩兵第２８連隊 補２卒 田中 光四郎 北海道 復員時（咸興病院） ○ ○

38 11 9 第７師団後備歩兵第２８連隊 後上兵 遠藤 巳三郎 北海道 復員時（広島予病院） ○ ○

38 11 10 第７師団歩兵第２５連隊 後１卒 坂田 栄之進 北海道 満州方面（奉天兵站病院） ○ ○ ○

38 11 11 第７師団野戦病院 輜輸 山岸 由太郎 福島 復員時（通江口兵站病院） ○ ○

38 11 12 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 築紫 仁助 北海道 復員時（広島予病院） ○ ○

38 11 13 第７師団後備歩兵第２８連隊 後軍曹 西山 忠之助 北海道 東旭川 復員時（屯営病院） ○ ○

38 11 13 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 川村 恒蔵 岩手 北進過程（広島予病院） ○ ○ ○ 岩手で合祀 38･11･4
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38 11 13 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 高木 與吉 新潟 復員時（広島予病院） ○ ○ 38･11･23

38 11 14 第７師団後備歩兵第２５連隊 補２卒 小島 民司 千葉 韓国北部侵攻（東京予病院） ○ ○

38 11 14 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 戸張 松次郎 茨城 満州方面（東京予野戦病院） ○ ○

38 11 16 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 北野 萬一郎 長野 旅順第３回（屯舎病院） ○ ○ 38･12･16

38 11 16 第７師団歩兵第２７連隊 補１卒 前田 徳太郎 北海道 満州方面（東京予病院） ○ ○

38 11 16 ２卒 栗原 昌介 ○

38 11 19 第７師団騎兵第７連隊 上兵 渡邊 茂吉 千葉 満州方面（東京予野戦病院） ○ ○

38 11 19 第７師団騎兵第７連隊 後曹長 家村 友一 北海道 復員時（屯営病院） ○ ○

38 11 19 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 村上 幸作 北海道 復員時（広島予病院） ○ ○ 38･11･29

38 11 19 ２卒 盤木 嘉蔵 ○

38 11 20 第７師団後備歩兵第２８連隊 補１卒 関　文吾 千葉 復員時（広島予病院） ○ ○

38 11 21 輜重卒 育蔵 房二 ○

38 11 23 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 井内 勇太 北海道 北進過程（広島予病院） ○ ○

38 11 23 輜重卒 村藤 文弥 ○

38 11 24 第７師団輜重第７大隊 代馬卒 吉田 彦吉 北海道 復員時（遼陽兵站病院） ○ ○ 38･10･9

38 11 24 １卒 小林 運蔵 ○ 自殺

38 11 24 １卒 今野 安蔵 ○ 新規 甥　礼文

38 11 26 上兵 井戸 本次郎 ○ S24 新規

38 11 30 第７師団衛生隊 予１卒 花岡 辰蔵 長野 満州方面（旭川予病院） ○ ○

38 11 30 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 加藤 午蔵 福島 満州方面（旭川予病院） ○ ○

38 11 30 第７師団歩兵第２５連隊 補１卒 川口 正雄 北海道 満州方面（遼河）（野戦病院） ○ ○ ○

38 12 1 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 小田井 孫蔵 北海道 満州方面（旭川予病院） ○ ○

38 12 1 第７師団歩兵第２８連隊 曹長 新澤 常吉 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

38 12 2 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 守　清四郎 宮城 復員時（通江口兵站病院） ○ ○ ○

38 12 3 第７師団架橋縦列隊 補輜輸 蔵　　万次郎 北海道 旅順要塞（自宅） ○ ○ 蔵本 次郎

38 12 4 第７師団衛生隊 補輜輸 平本 治助 北海道 復員時（広島予病院） ○ ○ 既存 弟　札幌

38 12 9 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 星　駒蔵 宮城 奉天会戦（旭川予病院） ○ ○

38 12 10 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 嘉屋 佐三郎 北海道 韓国北部侵攻（野戦病院） ○ ○ 既存 長男　当麻

38 12 11 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 森岡 増太郎 北海道 剣淵＜士別＞ 韓国北部侵攻（大阪予野戦病院） ○ ○ ○ S63 既存

38 12 11 １卒 小餅谷 儀次郎 ○

38 12 14 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 岩瀨 仙治郎 千葉 奉天会戦（自宅） ○

38 12 16 軍曹 土井 淳平 ○

38 12 17 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 森田 定三 埼玉 旅順第３回（屯舎病院） ○ ○
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38 12 18 第７師団野戦病院 補看卒 上杉 千代吉 北海道 満州方面（広島予病院） ○ ○

38 12 21 第７師団歩兵第２７連隊 上兵 高見 喜一郎 新潟 奉天会戦（自宅） ○ ○

38 12 21 上兵 植松 要三郎 ○

38 12 22 第７師団衛生隊 後１卒 武山  武 北海道 士別 復員時（東京予病院） ○ ○ 既存 子　士別

38 12 24 伍長 小笠原 為次郎 ○ S28 新規

38 12 25 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 荒井 栄太郎 千葉 復員時（東京予病院） ○ 千葉で合祀

38 12 26 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 宇野  光 千葉 満州方面（東京予野戦病院） ○ ○

38 12 27 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 山岡 岩次 北海道 深川 韓国北部侵攻（広島予病院） ○ ○ ○

38 12 29 第７師団輜重第７大隊 補輜輸 常恒 栄光 福島 旅順第３回（自宅） ○ ○

38 12 31 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 池田 清松 新潟 復員時（双樹子兵站病院） ○ ○ ○

38 12 31 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 狩野 兼吉 千葉 旅順第３回（舎営病院） ○ ○ ○

39 1 1 砲１卒 田畑　良男 ○

39 1 2 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 潮見 本四郎 群馬 旅順第３回（自宅） ○ ○

39 1 3 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 林  喜三郎 神奈川 復員時（広島予病院） ○ ○

39 1 3 山宮 定吉 ○ S 新規 婿  東川

39 1 5 第７師団野砲第７連隊 予１卒 岡崎 龍蔵 石川 奉天会戦（自宅） ○ ○ 石川で合祀

39 1 7 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 林  太郎吉 新潟 満州方面（旭川予病院） ○ ○ ○

39 1 8 ＜羽幌町史＞ 看護卒 熊谷 正明 羽幌 広島予病院 ○？

39 1 9 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 山崎 留吉 北海道 満州方面（広島予病院） ○ ○ ○

39 1 11 砲上兵 宗像　忠八 ○

39 1 11 １卒 長屋　妻五郎 ○

39 1 15 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 稲生 金治 長野 満州方面（遼河）（東京予病院） ○ ○ ○

39 1 17 ＜松前町史＞ ２卒 木村 玉蔵 ○ S28 新規

39 1 19 看護手 池田　才次郎 ○

39 1 19 衛兵 池田 次郎 ○ S27 新規

39 1 20 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 秋元 勇太郎 北海道 奉天会戦（野戦病院） ○ ○

39 1 21 工上兵　 濱口 角太郎 ○

39 1 26 第７師団野砲第７連隊 上兵 安藤 六吾 北海道 東旭川 奉天会戦（旭川予病院） ○ ○

39 1 27 軍役夫 岡田 友次郎 ○

39 1 28 第７師団歩兵第２７連隊 後２卒 古澤 房平 北海道 奉天会戦（東京予病院） ○ ○

39 1 30 第２師団歩兵第４連隊 ２卒 黒須　忠次 福島 沙河会戦 ○ ○ 福島で合祀 39･10･30

39 2 2 第７師団歩兵第２７連隊 予２卒 清水 喜三郎 埼玉 旅順第３回（自宅） ○ ○

39 2 3 第７師団歩兵第２５連隊 予上兵 五十嵐 仙十 栃木 満州方面（遼河）（自宅） ○ ○

39 2 4 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 １卒 宮武 佐吉 北海道 自宅 ○ ○

39 2 5 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 渡邊 源三郎 北海道 満州方面（自宅） ○ ○

39 2 8 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 平井 與助 北海道 函館(平井） （野戦病院） ○ ○
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39 2 17 ２卒 古川 慶治郎 ○

39 2 21 第７師団歩兵第２６連隊 上兵 関本 徳松 北海道 （旭川予病院） ○ ○

39 2 23 第７師団歩兵第２６連隊 ２卒 大澤 重蔵 埼玉 旅順第３回（屯舎病院） ○ ○

39 2 25 輜重卒 今川　藤吉郎 ○

39 2 26 第７師団歩兵第２５連隊 後２卒 今野 千蔵 北海道 奉天会戦（北海道） ○ ○

39 2 28 第７師団歩兵第２７連隊 後上兵 佃　　與八 北海道 奉天会戦（北海道） ○ ○

39 3 1 第７師団輜重第７大隊 補砲輸 堀越 幸吉 群馬 満州方面（東京予病院） ○

39 3 1 第７師団歩兵第２５連隊 予軍曹 阿部 助十郎 長野 満州方面（東京予病院） ○ 長野で合祀

39 3 2 第７師団歩兵第２５連隊補充大隊 上兵 大熊 貞太 長野 旭川予病院 ○ ○

39 3 5 第７憲兵隊 上兵 渡邊 隆治 千葉 兵站（旭川予病院） ○ 千葉で合祀

39 3 7 １卒 藤倉 利助 ○

39 3 9 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 香取 恵助 東京 奉天会戦（自宅） ○ ○

39 3 10 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 秋島 松助 北海道 松前 奉天会戦（自宅） ○ ○

39 3 12 第７師団歩兵第２７連隊 後１卒 谷田 庄助 北海道 士別 奉天会戦（北海道） ○

39 3 13 上兵 鍵和田 秀吉 ○

39 3 13 １卒 白須 孝治 ○

39 3 17 看護手 小林 儀三郎 ○

39 3 18 工兵伍長 後藤 兄太郎 ○

39 3 23 第７師団後備歩兵第２５連隊 予１卒 大野 健蔵 埼玉 韓国北部侵攻（東京予病院） ○ ○

39 3 24 第７師団歩兵第２６連隊 軍曹 小川 廣吉 千葉 旅順要塞（旭川予病院） ○ ○

39 3 30 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 堀　喜久三 群馬 奉天会戦（自宅） ○ ○

39 4 4 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 長谷河 與次郎 北海道 満州方面（遼河）（東京予病院） ○ ○ 長谷川

39 4 8 近衛師団歩兵第３連隊 輜重卒 山中 亀太郎 福井 奉天前哨戦（東京予病院） ○ ○ 福井で合祀

39 4 9 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 小根澤 芳之丞 長野 満州方面（遼河）（旭川予病院） ○ ○

39 4 9 第７師団野砲第７連隊 予１卒 多田 喜平 北海道 旅順要塞（自宅） ○

39 4 14 第７師団歩兵第２６連隊 補１卒 酒井 利作 北海道 旅順要塞（東京予病院） ○ ○

39 4 15 第１軍兵站監部 通信蜀 蠣崎 綾太 北海道 休戦後（自宅） ○

39 4 16 看護手 沖　謙作 ○

39 4 17 第７師団歩兵第２８連隊 補２卒 油井 清太郎 北海道 満州方面（広島予病院） ○ ○ 39･4･7

39 4 20 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 齋藤 惣太郎 長野 旅順第３回（自宅） ○ 長野で合祀

39 4 20 砲兵輸卒 髙山 喜與一 ○

39 4 21 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 中村 理吉 北海道 満州方面（遼河）（北海道） ○

39 5 6 第７師団後備歩兵第２５連隊 後１卒 高根 銀次 北海道 韓国北部侵攻（自宅） ○

39 5 21 第７師団歩兵第２６連隊 輜輸 鈴木 保蔵 千葉 満州方面（東京予病院） ○ ○

39 5 28 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 淺川 貞章 北海道 復員時（自宅） ○ ○
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39 6 4 第７師団野砲第７連隊 予１卒 阿部 喜代治 宮城 満州方面（自宅） ○ ○

39 6 6 第13師団第４９連隊 １卒 伊藤清作 北海道 上湧別 樺太占領戦（韓国駐箚軍病院） ○

39 6 15 第７師団衛生隊予備員 看病人 山田 弥作 千葉 満州方面（野戦病院） ○ ○

39 6 20 第７師団歩兵第２８連隊 １卒 水橋 粂造 栃木 旅順第３回（自宅） ○ ○

39 6 22 第７師団歩兵第２６連隊 補２卒 吉田 庄三郎 群馬 奉天会戦（自宅） ○

39 6 27 第７師団歩兵第２５連隊 １卒 松本 三吉 東京 旅順第３回（自宅） ○ ○

39 6 ＜由仁町史＞ 上兵 渡辺 予四郎 由仁

39 7 20 第７師団歩兵第２８連隊 後軍曹 井上 嘉男 東京 奉天会戦（自宅） ○ ○

39 7 26 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 谷口 岩三 北海道 奉天会戦（北海道） ○ ○

39 8 26 ＜八雲町史＞ １卒 太田 秀一 八雲

39 9 7 第７師団歩兵第２６連隊補充大隊 予少尉 津下　市五郎 東京 奉天会戦後 ○ ○ 38･9・７

39 9 8 第７師団歩兵第２５連隊 予１卒 白井 弥七郎 栃木 旅順第３回（自宅） ○

39 9 17 上兵 山口 助七 ○ S29 新規

39 9 18 軍曹 小野澤 喜三郎 ○

39 9 23 第７師団歩兵第２５連隊 軍曹 石川 栄太郎 北海道 旅順第３回（自宅） ○ ○ 37･11･26　S27 既存

39 9 27 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 近藤 和重郎 群馬 旅順第３回（群馬県） ○ ○

39 10 13 第７師団歩兵第２８連隊 予伍長 茂木 籐吉 群馬 旅順第３回（自宅） ○ ○

39 10 13 第７師団歩兵第２８連隊 予１卒 藤本 勝之丞 青森 満州方面（自宅） ○ ○ 勝之助 青森で合祀

39 10 14 第７師団歩兵第２７連隊補充大隊 予上兵 太子 俊平 新潟 旅順要塞（自宅） ○ ○

39 10 16 第７師団歩兵第２７連隊 予上兵 新井 太吉 群馬 奉天会戦（埼玉県） ○ ○

39 10 19 第７師団歩兵第２５連隊 補２卒 梅橋 甫輔 福島 満州方面（自宅） ○ 福島で合祀 40･10･19

39 10 26 輜重卒 近藤 儀三郎 ○

39 11 12 第７師団輜重第７大隊 輜輸 澤口 仙太郎 岩手 奉天会戦後（自宅） ○

39 11 27 １卒 船迫 富永 （野戦病院） ○ S24 新規 兄　風連

39 12 2 第７師団歩兵第２５連隊 少佐 飯田 清一郎 山口 満州方面（遼河）（北海道） ○ ○ 39･12･1

39 12 10 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 日下部 徳次郎 千葉 満州方面（自宅） ○ ○ 39･12･1

39 12 25 第７師団歩兵第２５連隊 輜輸 川野 勇作 北海道 岩見沢 奉天会戦後（奉天舎営病院） ○ ○ 38･12･25

40 1 14 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 齊籐 乙吉 長野 満州方面（自宅） ○ ○

40 1 23 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 平塚 徳蔵 宮城 北進過程（自宅） ○ ○

40 1 25 第７師団野砲第７連隊 １卒 沖原 長七 北海道 満州方面（遼河）（自宅） ○ ○

40 1 27 第７師団衛生隊 予１卒 林　寅十 長野 満州方面（自宅） ○ ○

40 2 1 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 中束 儀作 新潟 旅順第３回（自宅） ○ ○

40 2 7 第７師団歩兵第２７連隊 補２卒 鳥庭 久平 北海道 満州方面（自宅） ○ ○

40 2 16 第７師団歩兵第２８連隊 ２卒 土肥 久次郎 東京 旅順第３回（東京予病院） ○ ○

40 2 17 第７師団野砲第７連隊 １卒 小林 廣治 栃木 満州方面（遼河）（自宅） ○ ○

40 3 28 第７師団歩兵第２６連隊 １卒 伊嶋　　幹 千葉 奉天会戦（千葉県） ○ 千葉で合祀
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40 4 19 第７師団歩兵第２７連隊補充大隊 後伍長 工藤 源太郎 北海道 満州方面（自宅） ○ ○

40 4 26 第７師団歩兵第２７連隊補充大隊 ２卒 吉川　馨 千葉 満州方面（自宅） ○ ○

40 6 10 第７師団歩兵第２７連隊 １卒 武者 弥平 群馬 旅順第３回（自宅） ○ ○

40 6 24 第７師団歩兵第２７連隊 予軍曹 石栗 五一郎 新潟 旅順第３回（自宅） ○ ○

40 6 27 第７師団歩兵第２６連隊補充大隊 補１卒 秋山　房吉 千葉 奉天会戦後（自宅） ○ ○

40 7 7 第７師団歩兵第２６連隊 後１卒 棚田 良平 長野 旅順要塞（自宅） ○ ○

40 7 14 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 関谷 萬次郎 新潟 旅順第３回（野戦病院） ○ ○

41 4 15 第２師団歩兵第３０連隊 後１卒 田海 瀧吉 北海道 遼陽方面（東京） ○

41 6 15 第７師団歩兵第２５連隊 ２卒 茅野 作平 長野 旅順第３回（自宅） ○ ○

41 8 2 第７師団歩兵第２８連隊 後１卒 大川 長五郎 北海道 東旭川 奉天会戦（自宅） ○ ○

42 6 27 ＜函館市史＞ 上兵 和泉 助三郎 北海道 函館

44 5 28 ＜函館市史＞ 中尉 木村 敬一郎 北海道 函館

45 7 29 ＜函館市史＞ 米田 清一郎 北海道 函館

1914 7 10 ＜函館市史＞ 1卒 竹端 與市 北海道 函館

1918 10 2 第７師団野砲第７連隊 伍長 大沼 三吉 北海道 奉天会戦？ ○ ○ 39･4･16 新規 弟　札幌

1919 1 17 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 小沢 留治 北海道 奉天会戦（札幌衛戍病院） ○ ○ 年不詳 1･15　留吉　 新規 妻　札幌

1922 12 24 ＜函館市史＞ 1卒 黒坂 三平 北海道 函館

1933 6 19 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 毛利 留太郎 北海道 ○ ○

1934 1 3 第７師団歩兵第２５連隊 上兵 福澤 常次 北海道 ○ ○

1935 1 23 第７師団歩兵第２５連隊 少尉 齋藤　　静 北海道 ○ ○

1935 1 23 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 天野 村蔵 茨城 ○ ○

1935 1 23 第７師団歩兵第２５連隊 伍長 佐藤 泰蔵 北海道 ○ ○

＜琴似町史＞ 山下 珖太郎 琴似

＜士別市史＞ 角田 繁造 士別

＜滝川市史＞ 上兵 伊藤 美太郎 江部乙

＜滝川市史＞ １卒 川岡 清次郎 江部乙

＜滝川市史＞ １卒 布川 松野 江部乙

＜美唄市史＞ 輜重卒 留田 省郎 美唄

＜美唄市史＞ 海１卒 伊藤 忍夫 美唄

＜美唄市史＞ 上兵 北口 左馬治 美唄

＜美唄市史＞ 上兵 古川 巳年吉 美唄

＜美唄市史＞ ２卒 浅野 武重 美唄

＜美唄市史＞ １卒 石口 文作 美唄

＜美唄市史＞ １卒 梅田 清吉 美唄

＜美唄市史＞ １卒 建部 定吉 美唄
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